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１
８
８
２
年
（
明
治
15
年
）、
新
島
襄
が
愛
弟
子
の
徳
富
猪
一
郎
（
蘇
峰
）
に
宛
て

た
手
紙
の
一
節
で
す
。
同
志
社
の
発
展
と
、
や
が
て
の
大
学
設
立
を
願
っ
て
各
地
を
奔

走
し
て
い
た
頃
に
書
か
れ
ま
し
た
。
心
を
許
し
た
相
手
だ
か
ら
こ
そ
、
新
島
は
自
ら
の

本
心
を
率
直
に
書
き
記
し
て
い
ま
す
。

新
島
は
こ
こ
で
、
自
分
を
「
日
暮
れ
て
途
遠
く
」、
千
里
を
走
り
き
れ
な
い
「
駑
馬
」

に
す
ぎ
な
い
と
書
き
ま
す
。
日
が
暮
れ
て
も
な
お
道
は
遠
い
、
足
の
遅
い
自
分
に
大
き

な
仕
事
を
や
り
遂
げ
る
力
は
な
い―

―

そ
う
し
た
限
界
の
自
覚
が
、
ま
ず
あ
り
の
ま
ま

に
語
ら
れ
ま
す
。

け
れ
ど
も
新
島
は
、
そ
こ
で
立
ち
止
ま
り
ま
せ
ん
。
た
だ
自
分
の
良
心
を
真
理
に
照

ら
し
て
用
い
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
力
を
す
べ
て
出
し
切
っ
て
一
生
を
終
え
た
い
、
と

続
け
ま
す
。
優
れ
た
才
能
や
、
成
し
遂
げ
た
事
業
の
大
き
さ
で
は
な
く
、
授
か
っ
た
力

を
最
後
ま
で
使
い
切
る
こ
と
に
、
生
き
る
意
味
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
で
す
。

大
き
な
成
果
を
競
い
、
効
率
や
能
力
ば
か
り
が
問
わ
れ
が
ち
な
時
代
に
あ
っ
て
、
新

島
の
こ
の
言
葉
は
静
か
に
問
い
か
け
ま
す
。
自
分
に
与
え
ら
れ
た
力
を
、何
の
た
め
に
、

ど
こ
ま
で
尽
く
し
て
生
き
る
の
か
。
足
の
速
さ
で
は
な
く
、
最
後
ま
で
走
り
き
ろ
う
と

す
る
心
を
、
新
島
は
私
た
ち
に
手
渡
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

生（せい）のごときは日暮れて途（みち）遠く、なお克（よ）
く駑馬（どば）千里を駆（か）くる能（あた）わずといえども、
ただただ我が良心を真理に照準して使用し、天より賦与（ふよ）
するところの力を竭（つく）して一生を終わらんと欲するのみ。
出典：1882 年 7月 28日付　徳富猪一郎（蘇峰）宛書簡
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同志社中学校・高等学校
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同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

2026年度安中・同志社新島講演会
学校法人同志社と群馬県安中市は2023年7月17日に文化教育等の包括連携協定

を締結し、締結式と記念イベントを行いました。その翌年から毎年、安中・同志社
新島講演会を開催しています。

7月11日（土）、これまでと同様に新島学園中学校・高等学校礼拝堂で開催し、約
130人の参加がありました。パネルディスカッション「新島襄アニメをもっと楽し
むために」では、同志社大学キリスト教文化センターの森田喜基教授のコーディネ
ートのもと、アニメの中で語り手と新島八重役を担当された、声優の上田瞳氏（大
学政策学部卒業）、岩井均安中市長、湯浅康毅新島学園理事長・学園長、大学経済
学部横井和彦教授の4名が幅広い内容について話し合いを行いました。

岩井均安中市長による挨拶 湯浅康毅新島学園理事長・学園長による挨拶

パネルディスカッション新島学園中学校・高等学校聖歌隊による 
ミニコンサート



京田辺キャンパス開校40周年記念事業 
キックオフイベントを開催

京田辺キャンパスは2026年に開校40周年を迎え、2026年4月22日に記念事業の
キックオフイベントがローム記念館で開催されました。本イベントは、主に新入生
を対象に、京田辺キャンパスで学び、活動する魅力や楽しさなどを伝え、他学部と
の繋がりや地域との関わりなどについて理解を深めるとともに、2026年が40周年
の記念の年であるとの意識を持ってもらうことを目的に企画されました。
当日は、阪田真己子文化情報学部長の司会により、京田辺キャンパスに拠点を置く
7学部・研究科長から、各学部・研究科の紹介があり、学びの特色や京田辺キャン
パスとの関わりなどが語られました。最後に、穐山洋子副学長から、「学部の枠を越
えて、様々なことに挑戦してほしい」との学生に向けたメッセージが送られ、盛況
のうちに幕を閉じました。
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韓国・東亜放送芸術大学とのスペシャルイベント 
「世界を動かすアジアポップ」を開催

韓国・東亜放送芸術大学（以下、「DIMA」と記載）との学術連携協定締結を記念し、
本学京田辺キャンパスにて、共催イベント『世界を動かすアジアポップ』を開催し
ました。DIMAの教授による基調講演や本学教員とのパネルディスカッションでは、
日韓の音楽産業の未来について議論し、DIMA卒業生によるミニライブのほか、
K-POPのボーカル指導を体験できる公開ワークショップも実施しました。約400
名が来場し、音楽を通じた交流と学びを深め、今後のさらなる教育・研究連携推進
に向けた第一歩となりました。
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ドラマ『哲仁王后（俺がクイーン!?）』
　　　　挿入歌『The Great Recipe（偉大なレシピ）』

ドラマ『烈女パク氏契約結婚伝』
　　　　挿入歌『この世が僕らを引き裂いても』
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東亜放送芸術大学同志社女子大学 DWCLA & DIMA SPECIAL EVENT

2026
開場12:3013:00～16:30

同志社女子大学 京田辺キャンパス
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会　場 同志社女子大学（京田辺キャンパス）

新島記念講堂

申　込 不要
ただし左上QRコードより座席確保が可能

お問い合わせ先 同志社女子大学メディア創造学科事務室
media-t@dwc.doshisha.ac.jp

対　象 在学生・一般
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〈参加無料〉
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［主　催］ 同志社女子大学（学芸学部音楽学科・メディア創造学科、国際部）＋ 東亜放送芸術大学 ［協　力］ 同志社女子大学音楽学会、メディア創造学会
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式
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ト
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Ji-Hyun

SIM
Professor

sEODo
Vocalist

OH
Professor



『球技大会（高校）』
高校では、6月2日（火）に球技大会を実施しました。今回は時間を3つに区切り、

1学年あたり3時間程度、学年ごとに時間をずらしての開催となりました。
生徒は男子サッカー、男女混合バレーボール、女子ドッヂボール、男女混合王様

ドッチビーのいずれかにエントリーし、体育館（Lアリーナ）と東グラウンドを全面
使用して競技を行う予定でした。しかし、当日は生憎の降雨に見舞われ、急遽大半
の競技を３つの体育館（L、M、Sアリーナ）での実施に変更し、規模を縮小しての
進行を余儀なくされました。試合数は減少したものの、生徒たちは競技や応援を通
じてクラスの親睦を深め、充実した時間を過ごしていました。

運営を担った生徒会にとっては、今年度初の大きな行事でした。突然の大幅なス
ケジュール変更にも臨機応変に対応し、最後まで見事にやりきることができました。
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魅せるチーム力！3年生男女混合バレー雨ニモマケズ！サッカーを楽しむ３年生

白熱の2年生！男女混合バレーボール歓喜の1年生！　王様ドッチビー・勝利の瞬間



中学・高校　体育祭
5月12日（火）に高校体育祭を、5月13日（水）に中学体育祭を、本校第1グラウン

ドでそれぞれ開催しました。
高校体育祭は晴れ間が広がる空のもと行われ、吹き抜けるさわやかな風も心地よ

い、まさに体育祭日和の一日となりました。最初の種目である「宅配便リレー」か
ら最後の「クラス対抗リレー」まで、生徒たちは一つひとつの競技に全力で挑み、
会場には絶え間ない声援が響き、生き生きとした笑顔があふれていました。

中学体育祭は晴天に恵まれ、気温が高い中での開始となりました。生徒たちは仲
間と声を掛け合いながら、競技や応援に一生懸命取り組み、それぞれの場面で素晴
らしい姿を見せてくれましたが、昼過ぎから落雷の危険性が高まったため、午後の
プログラムは中止となりました。楽しみにしてくださっていた皆様には残念な形と
なりましたが、生徒の安全を最優先に考えた結果の判断であり、ご理解をいただけ
たのではないかと考えています。

両日とも平日の開催ではありましたが、多くの保護者の方々にご覧いただき、高
校生徒自治会や中学生徒会を中心に生徒たちが一丸となり、たいへん盛大で見応え
のある行事となりました。
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高校女子騎馬戦高校クラブ対抗リレー　スピード高校クラス対抗リレー

中学徒競走 中学入場行進中3学年綱取り



芸術鑑賞
６月25日(木)に中学・高校合同で芸術鑑賞を行いました。
今年度は京都市交響楽団の皆様による演奏を鑑賞しました。指揮・ピアノ演奏に

加え、楽曲の魅力や聴きどころについてわかりやすくお話しくださったのは、作曲
家として幅広く活躍されている宮川彬良氏です。鑑賞会の始まりには、オーケスト
ラの演奏に合わせて讃美歌を歌唱し、礼拝の時を持ちました。その後、「クラシック
名曲セレクション」では『四季』より「春」や『子犬のワルツ』などの親しみ深い作
品を、「ディズニー名曲セレクション」では『ファンタジア』メドレーをはじめとす
る華やかな楽曲を鑑賞しました。今回鑑賞した楽曲は、全て宮川氏によって編曲さ
れた作品でした。生徒たちは、編曲者ご本人による指揮やピアノ演奏に加え、楽曲
に込められた思いや工夫についてのお話を直接伺うという貴重な機会に恵まれまし
た。迫力ある生演奏と温かく親しみやすい語りを通して、音楽への理解を深めると
ともに、その魅力をより身近に感じることができました。豊かな響きに包まれなが
ら、芸術の素晴らしさに触れる実り多いひとときとなりました。
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日本文化の日
6月22日（月）の昼休み、生徒会主催による「日本文化の日」の催しが行われました。

コミュニケーションプラザには大きな笹が設置され、生徒たちは思い思いの願い事
を短冊に書いて飾りました。多くの生徒が浴衣で集い、友人同士で記念写真を撮影
するなど、和やかな雰囲気の中で交流を深めていました。

高校生　球技大会
6月11日（木）、好天に恵まれた中、本校球技大会を開催しました。クラス対抗に

よるドッジボール競技を実施し、生徒たちは人工芝グラウンドで熱戦を繰り広げま
した。各クラスが作成したオリジナルTシャツを着用し、仲間と心を一つにして試
合に臨む姿が印象的でした。会場には大きな声援が響き渡り、白熱したプレーとと
もにクラスの団結力が一層深まりました。球技大会を通して、生徒たちは協力する
ことの大切さや仲間との絆を再確認し、笑顔あふれる有意義な一日となりました。
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初等部：『京都府私立小学校連合会　 
　第33回合同音楽会』

6月6日(土)に京都コンサートホールにて京都府私立小学校連合会主催の第33回
合同音楽会が開催されました。DIAでは毎年4年生が学校の代表で出演しています。
今年はディズニー映画より『リメンバー・ミー』（作詞/作曲：Kristen Anderson-
Lopez, Robert Lopez）を披露しました。学校での練習とは異なり大きなホールの
広い舞台での演奏で少し緊張気味でしたが、DIAの児童らしく生き生きと表現する
ことができました。

国際部：『Experiencing Filipino Culture 
Through Food』

Throughout the month of February, our Activity Program which revolves around 
the theme ‘Taste of the Philippines’ provided students with a unique opportunity to 
explore the rich culture of the Philippines through some of its common traditional 
Filipino food.

Students shared meals, exchanged conversations, and socialized in a warm and 
welcoming environment. These shared experiences helped strengthen friendships 
and foster a sense of community among participants.

Food is an important part of cultural identity, and this program aimed to provide 
students with an authentic and enjoyable way to experience the Philippines beyond 
textbooks and presentations. By tasting, 
preparing, and sharing Filipino dishes, 
students gained valuable insights into the 
country’s culture, values, and traditions.

The February Activity Program was a 
meaningful celebration of cultural diversity, 
br inging people together through the 
universal language of food.



「なかよし遠足」
春の心地よい天気に恵まれた４月２８日、1年生と6年生がペアを組み、元気に

京都市動物園へと出発しました。出発前は緊張気味だった６年生の子どもたちも、
いざ1年生を前にすると、自然と目線を合わせて優しく語りかけ、しっかりと手を
繋いで歩き出しました。

動物園では、１年生は６年生手作りのスタンプラリーカードを首にかけ、グルー
プで動物を見て回りました。その後、岡崎公園に移動し、お弁当の時間をもちまし
た。1年生が嬉しそうに自分のお弁当を「見て！見て！」と誇らしげに見せ、6年生
がそれを笑顔で聞くという温かい光景が広がっていました。お弁当を食べた後は、
6年生が事前に計画したレクリエーションを一緒に楽しみました。

最上級生としての自覚が芽生えた6年生と、お兄さんお姉さんにあこがれ、信頼
を深めた1年生。“なかよし遠足”のネーミング通り、“なかよくなった”と実感した、
笑顔あふれる素敵な一日となりました。

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
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同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten



親子で動物園づくり、そして京都市動物園への遠足（5歳児）
5月18日（月）は5歳児クラスの参観日でした。今年の5歳児は、5月27日（水）に京

都市動物園へ園外保育に出かけることになっていましたので、その導入として、参
観日では親子で動物園作りを楽しみました。グループに分かれ、保護者の方やグル
ープの友達とどんな動物がいるか、何を作るかなどを相談し、素敵な動物園が出来
上がりました。

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

動物園マップを見ながら楽しみにする５歳児
５歳児参観日　親子製作

動物園マップを見ながら楽しみにする５歳児 待ちにまった動物園、いろいろな動物に出会いました。

６月２４日は同志社幼稚園１２９周年

4歳児組は、幼稚園の誕生日に向けて、他の学
年には内緒で、誕生日ケーキを作りました。段ボ
ールに生クリーム色の絵の具を塗り、画用紙でフ
ルーツを作ってペタペタと貼り付けています。

24日当日は、みんなで合同礼拝にてお祝いを
いたします。きっと、幼稚園も喜んでくれること
でしょう。



Interview

インタビューの２人
いちごポタジェ株式会社 代表取締役社長

田
た

口
ぐ ち

沙
さ

緒
お

理
り

さん

私の
志

現場のリアルに向き合い、食という究極のインフラを守りたい。生産者や地域
と手を取り合い、持続可能な農業の仕組みづくりに挑んでいます。

1985 年、大阪府生まれ。2008 年、
大学政策学部卒業後、アクセンチュ
ア株式会社に入社。その後、再生可
能エネルギーのベンチャー企業勤務
を経て、12 年、いちご株式会社に
入社。18 年、農業支援事業を立ち
上げ、宮崎県で展開。農林水産省が
推進する「ローカルフードプロジェ
クト」に宮崎県の事業者と共に参画。
23 年「みやざきローカルフードプ
ロジェクトアンバサダー」第１号。
同年、グループ会社宮交シティが設
立した農業法人「いちごポタジェ」
の代表取締役社長に就任。



Interview

インタビューの２人
福井放送株式会社 アナウンサー

増
ま す

谷
や

寧
ね

々
ね

さん

私の
志

1996 年、福井県生まれ。2019 年、
女子大学表象文化学部を卒業し、福
井放送株式会社に入社。現在は報道
制作局のアナウンサーとして、夕方
の情報番組「おじゃまっテレ」（出演
は水〜金・スタジオ MC）や「にじ
パレ」（土・スタジオ MC ＆中継リ
ポーター）、ニュースなどを担当。デ
ィレクターとしても企画から出演ま
でを自ら手掛け、地域に密着した発
信を続けている。

周囲の支えに対する感謝の思いを大切にしています。スタッフや取材先、そし
て画面の向こうにいる視聴者の存在があるからこそ仕事ができます。日々の放
送や万が一の災害時に、自分の顔を見て声を聴いて安心してもらえる存在を目
指しています。
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●本誌では学校法人同志社の各学校名から「同志社」を省略して、左記のとおり表記しています。
　�大学＝同志社大学、女子大学＝同志社女子大学、中学校・高等学校＝同志社中学校・高等学校、香里中学校・
高等学校＝同志社香里中学校・高等学校、女子中学校・高等学校＝同志社女子中学校・高等学校、国際中学校・
高等学校＝同志社国際中学校・高等学校、小学校＝同志社小学校、国際学院初等部・国際学院国際部＝同志社
国際学院初等部・同志社国際学院国際部、幼稚園＝同志社幼稚園

●記載の所属、役職、職位、学年等は取材時点のものです。
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　　　　　　　　　　私の志
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現
場
で
の
実
践
が
紡
い
で
き
た
一
本
の
道

―
―
大
学
の
政
策
学
部
へ
の
進
学
動
機
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
口 

高
校
時
代
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貧
困
地
域
ス
モ
ー
キ
ー
マ
ウ
ン

テ
ン
を
調
べ
る
機
会
が
あ
り
、
開
発
経
済
や
貧
困
問
題
に
興
味
を
持

っ
た
の
が
原
点
で
す
。
自
分
の
周
り
と
は
ま
っ
た
く
違
う
環
境
を
知

り
、
状
況
を
変
え
た
い
と
い
う
強
い
問
題
意
識
が
芽
生
え
ま
し
た
。

た
だ
し
一
つ
の
分
野
を
深
く
掘
り
下
げ
る
よ
り
は
幅
広
く
勉
強
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
開
設
さ
れ
る
と
知
っ
た
政
策
学

部
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

開
発
経
済
に
関
心
を
抱
い
て
政
策
学
部
へ
。
一
貫
し
て
追
究
し
て
き
た
の
は
「
本

当
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
で
し
た
。
た
ど
り
着
い
た
の
は

「
食
」
と
「
農
業
」
。
土
の
香
る
現
場
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
農
業
の
仕
組
み
づ
く
り
に
挑
む
日
々
を
伺
い
ま
し
た
。

「
食
」
と
い
う
究
極
の
イ
ン
フ
ラ
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

生
産
者
が
報
わ
れ
、持
続
す
る
未
来
へ 

現
場
の一歩
か
ら
食
の
基
盤
を
つ
く
る

田た

口ぐ
ち

沙さ

緒お

理り
さ
ん
（
農
業
法
人
代
表
）

私の
志

4



　　　　　　　　　　私の志

Interview
―
―
ど
ん
な
学
生
時
代
で
し
た
か
。

田
口 

阿
部
茂
行
先
生
の
ゼ
ミ
で
開
発
経
済
学
を
学
び
な
が
ら
、
Ａ

Ｆ
Ｓ
と
い
う
国
際
教
育
交
流
団
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
打
ち
込

み
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
探
す
部
署
の
責
任
者
を
務
め
、

一
人
の
留
学
生
の
未
来
や
そ
こ
か
ら
育
つ
国
際
交
流
の
芽
を
摘
ん
で

は
い
け
な
い
と
い
う
一
心
で
、
一
軒
一
軒
を
訪
ね
歩
い
た
も
の
で
す
。

卒
業
後
も
約
２
カ
月
間
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
活
動
し
ま
し
た
。

ス
ト
リ
ー
ト
で
保
護
さ
れ
た
女
の
子
た
ち
を
学
校
で
学
べ
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
施
設
で
、
ド
レ
ミ
さ
え
知
ら
な
い
彼
女
た
ち
に
音
楽
の

基
本
を
教
え
ま
し
た
。
自
分
の
当
た
り
前
が
相
手
の
当
た
り
前
で
は

な
い
と
い
う
現
場
で
の
気
づ
き
は
、
今
で
も
大
き
な
財
産
で
す
。

―
―
そ
こ
か
ら
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
就
職
さ
れ
た
の
は

な
ぜ
で
す
か
。

田
口 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
関
わ
る
中
で
、
経
営
や
資
金
繰
り
で
つ

ま
ず
い
て
活
動
が
困
難
に
な
る
現
実
を
見
て
気
づ
い
た
ん
で
す
。
志

あ
る
組
織
の
継
続
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組
み
が
必
要
だ
と
。
で
は
自

分
が
何
に
挑
む
か
を
考
え
た
と
き
、
根
底
に
あ
っ
た
の
は
「
イ
ン
フ

ラ
」
へ
の
関
心
で
し
た
。
当
時
は
Ｉ
Ｔ
こ
そ
が
現
代
社
会
の
共
通
基

盤
だ
と
考
え
て
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
入
り
、
東
日
本
大

震
災
を
機
に
電
力
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
転
職
。
そ
の
会
社
が
現
在

の
親
会
社
の
傘
下
に
入
り
、
事
業
継
続
に
欠
か
せ
な
い
財
務
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
新
規
事
業
を
模
索
す
る
部
署
に
移
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
本
当
に
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
と
は
何
か
」
を
突
き
詰
め
て
考

え
た
ん
で
す
。
無
人
島
へ
行
っ
た
と

し
て
、
Ｉ
Ｔ
・
電
力
・
お
金
が
な
く

て
も
人
間
は
生
き
て
い
け
る
か
も
し

れ
な
い
。
け
れ
ど
食
べ
な
け
れ
ば
、

絶
対
に
生
き
て
い
け
な
い
。
万
人
に

共
通
す
る
究
極
の
イ
ン
フ
ラ
は「
食
」

で
あ
り
、そ
れ
を
生
み
出
す
「
農
業
」

で
あ
る
こ
と
に
行
き
着
き
、
社
内
ベ

ン
チ
ャ
ー
と
し
て
農
業
支
援
事
業
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

圃
場
に
通
う
中
で
直
面
し
た
課
題
と「
ア
ナ
ロ
グ
×
Ｉ
Ｔ
」

―
―
農
業
で
は
な
く
「
農
業
支
援
」
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

田
口 

親
会
社
が
不
動
産
会
社
な
の
で
、
最
初
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
所
有
し
て
農
家
さ
ん
に
貸
し
出
す
「
農
業
の
大
家
さ
ん
」
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
の
失
敗
を
経
て
、
自
分

た
ち
自
身
が
農
業
生
産
の
中
身
や
苦
労
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
借
り

手
の
方
々
の
事
業
を
本
当
の
意
味
で
支
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
痛

感
し
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
２
０
２
３
年
に
立
ち
上
げ
た
の
が
、
農
業

法
人
「
い
ち
ご
ポ
タ
ジ
ェ
」
で
し
た
。
現
在
は
宮
崎
市
を
拠
点
に
、

冬
場
は
イ
チ
ゴ
、
夏
場
は
ラ
イ
チ
や
マ
ン
ゴ
ー
と
い
っ
た
希
少
果
実

5
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の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自

社
果
実
を
使
っ
た
直
売
所
兼
カ
フ
ェ
の
運

営
や
、
グ
ル
ー
プ
会
社
が
運
営
す
る
Ｊ
リ

ー
グ
チ
ー
ム
「
テ
ゲ
バ
ジ
ャ
ー
ロ
宮
崎
」

の
選
手
食
堂
で
の
調
理
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で

の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
提
供
、
親
会
社
所
有
の

ホ
テ
ル
へ
の
食
材
提
供
な
ど
、
従
来
の
農

家
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
出
口
と
結
び
つ

い
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

―
―
農
業
の
現
場
で
直
面
し
て
い
る
課
題
と
、
解
決
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

田
口 

日
本
の
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は
67
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
で
、
生
産
現
場
は
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
安
心
し

て
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
本
当
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
強
い
危

機
感
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
現
場
で
は
連
日
の
猛
暑
や
異
常
気
象
、

台
風
、
病
虫
害
へ
の
対
応
な
ど
、
予
期
し
な
い
問
題
の
連
続
で
す
。

そ
れ
が
農
業
で
す
。
か
と
い
っ
て
、
大
が
か
り
で
高
額
な
ス
マ
ー
ト

農
業
は
実
情
に
合
い
ま
せ
ん
。
現
場
で
忙
し
く
、
デ
ス
ク
に
着
く
時

間
も
な
い
若
手
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
直
感
的
に
使
え
る
、
現
実
的
な
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
作
業
や
生
育
状
況

の
写
真
な
ど
、
日
々
の
記
録
を
Ａ
Ｉ
に
読
み
込
ま
せ
、「
去
年
の
今
頃

は
こ
れ
を
や
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
今
年
の
準
備
は
大
丈
夫
？
」
と
知

ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
、
現
場
で
の
ア
ナ
ロ
グ
作
業
と
Ｉ
Ｔ
を
組
み

合
わ
せ
た
ツ
ー
ル
を
、
共
創
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
知
り
合
っ
た
大
手
メ

ー
カ
ー
の
方
と
共
に
開
発
に
着
手
し
て
い
ま
す
。い
わ
ば「
Ａ
Ｉ
秘
書
」

で
す
ね
。
日
々
の
作
業
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
業
務
の
効
率

化
が
図
れ
る
だ
け
で
な
く
、
農
作
業
の
感
覚
や
技
術
を
可
視
化
す
る

こ
と
は
、
若
手
の
技
術
継
承
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ち
な
み
に
そ
の

メ
ー
カ
ー
の
方
は
、
う
ち
の
会
社
に
転
職
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

―
―
地
域
社
会
や
地
元
の
農
家
さ
ん
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築

い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

田
口 

新
参
者
の
私
を
、
宮
崎
の
皆
さ
ん
は
本
当
に
温
か
く
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
地
元
の
飲
食
店
と
の
連
携
も
深
め
て
い
ま

す
。
お
蕎
麦
屋
さ
ん
か
ら
鰹
節
の
だ
し
殻
、
お
寿
司
屋
さ
ん
か
ら
は

昆
布
の
だ
し
殻
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
果
物
の
旨
味
を
引
き
出
す
高

品
質
な
自
家
製
有
機
肥
料
に
し
て
、
ハ
ウ
ス
栽
培
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
お
蕎
麦
屋
さ
ん
は
、
う
ち
で
育
て
た
ラ
イ
チ
で
デ
ザ
ー
ト
を

メ
ニ
ュ
ー
化
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
素
晴
ら

し
い
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
の
日
本

の
農
業
は
、
農
家
同
士
で
ラ
イ
バ
ル
視
し
合

う
よ
う
な
段
階
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
手

を
取
り
合
っ
て
生
き
残
り
を
図
る
局
面
に
来

て
い
ま
す
。
出
荷
量
が
足
り
な
い
と
き
は
近

隣
の
農
家
さ
ん
が
融
通
し
合
っ
た
り
、「
有
機

農
業
の
町
」
を
推
進
し
て
い
る
綾
町
の
農
家

6



　　　　　　　　　　私の志
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さ
ん
と
環
境
保
全
型
農
業
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
り
と
、
横
の

つ
な
が
り
が
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
就
農
者
を
増
や

す
取
り
組
み
も
大
切
で
す
が
、
ま
ず
は
「
今
頑
張
っ
て
い
る
方
た
ち
の

離
農
を
食
い
止
め
る
こ
と
」
が
最
優
先
課
題
で
す
。
自
分
た
ち
が
現

場
で
生
き
残
り
、
持
続
可
能
な
経
営
モ
デ
ル
を
切
り
出
し
て
共
有
し

て
い
く
こ
と
が
、
地
域
へ
の
一
番
の
恩
返
し
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

手
触
り
感
の
あ
る
現
場
で
貫
く
「
志
」

―
―
ひ
と
筋
縄
で
は
行
か
な
い
現
場
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
る
、
や
り
甲

斐
や
面
白
さ
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

田
口 

一
番
の
や
り
甲
斐
は
、
現
場
で
目
の
前
の
課
題
に
日
々
取
り

組
む
こ
と
が
、
目
指
す
目
標
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感
で
き

る
点
で
す
。
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
し
て
い
た
頃
は
、
目
の
前
の

作
業
と
目
標
と
の
距
離
が
あ
り
す
ぎ
て
、「
こ
れ
を
や
っ
て
い
て
本

当
に
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
の
か
な
」
と
葛
藤
し
、
辛
い
思
い
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
今
は
違
い
ま
す
。
土
に
触
れ
、
現

場
の
課
題
を
一
つ
ず
つ
改
善
し
て
い
く
作
業
の
す
べ
て
が
、
そ
の
ま

ま
「
日
本
の
農
業
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
す
る
」
と
い
う
本
来
の
目
的

に
直
結
し
て
い
る
と
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
実
感
で
き
て
い
ま
す
。

―
―
「
志
」
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
口 

私
の
志
は
、
美
味
し
い
食
べ
物
を
作
る
人
が
、
ち
ゃ
ん
と
生

産
を
続
け
て
い
け
る
仕
組
み
づ
く
り
で
す
。
目
の
前
に
あ
る
日
々
の

作
業
や
収
穫
量
の
向
上
と
、「
持
続
可
能
な
農
業
と
食
づ
く
り
」
と

い
う
大
き
な
テ
ー
マ
と
が
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
地
続
き
で
つ
な
が

っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
、
答
え
や
終
わ
り
の
な
い
芸
術
活
動

の
よ
う
に
、
生
涯
を
か
け
て
追
求
し
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―
読
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

田
口 

私
自
身
、
最
初
か
ら
「
食
」
や
「
農
業
」
に
絞
っ
て
生
き
て

き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
見
す
る
と
点
々
と
し
て
、
脈
絡
の

な
い
キ
ャ
リ
ア
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
に
お
い
て

「
こ
れ
を
選
ん
だ
ら
自
分
の
視
野
や
可
能
性
が
ど
れ
ぐ
ら
い
広
が
る

だ
ろ
う
」
と
い
う
基
準
で
、
進
路
を
選
択
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
か

ら
一
直
線
に
目
標
へ
向
か
え
る
人
な
ん
て
、
そ
う
多
く
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
枝
を
伸
ば
し
葉
っ
ぱ
を
茂
ら
せ
て
い
け
ば
、
結
果
と
し
て

木
全
体
が
豊
か
に
育
っ
て
い
く
。「
今
や
っ
て
い
る
こ
と
が
何
に
な

る
の
だ
ろ
う
」
と
迷
う
よ
う
な
地
味
な
作
業
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は

確
実
に
誰
か
の
た
め
や
何
か
の
た
め
に

な
り
、
自
分
の
中
の
枝
葉
を
広
げ
て
い

る
時
間
で
す
。
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
領

域
を
決
め
つ
け
ず
に
自
分
の
選
択
肢
を

広
げ
て
い
く
。
周
囲
に
感
謝
し
な
が
ら

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
む
姿
勢
が
、
人

生
を
よ
り
面
白
く
、
豊
か
に
し
て
く
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。�

（
２
０
２
６
年

７
月
、
宮
崎
市
に
て
）

7



　　　　　　　　　　私の志

Interview

英
語
に
関
わ
る
仕
事
を
目
指
す
中
で
見
出
し
た
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
道
。

女
子
大
学
で
の
多
様
な
挑
戦
で
基
盤
を
作
り
、
現
在
は
地
元
テ
レ
ビ
局
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
増
谷
さ
ん
。
地
域
に
寄
り
添
う
日
々
の
中
で
見
出

し
た
仕
事
の
原
点
と
、
す
べ
て
の
世
代
へ
贈
る
し
な
や
か
な
志
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
を
自
ら
の
言
葉
で
発
信

「
人
」と「
言
葉
」と
真
摯
に
向
き
合
い 

安
心
を
届
け
る
存
在
に
な
り
た
い

多
彩
な
挑
戦
と
出
会
い
が
予
想
外
の
道
を
拓
く

―
―
女
子
大
学
の
表
象
文
化
学
部
へ
の
進
学
動
機
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

増
谷 

子
ど
も
の
頃
、テ
レ
ビ
で
通
訳
の
方
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て「
か

っ
こ
い
い
な
」
と
憧
れ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
日
本
語
で
は
な
い

言
葉
を
自
分
が
話
す
こ
と
で
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
感
覚
が
好
き
で
、

将
来
は
英
語
を
使
う
職
業
に
就
こ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
女
子
大

学
を
選
ん
だ
の
は
、
英
語
に
特
化
し
た
実
践
的
な
学
び
が
で
き
る
環

境
に
強
く
惹
か
れ
た
か
ら
で
す
。

私の
志

増ま
す

谷や

寧ね

ね々
さ
ん
（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

8



　　　　　　　　　　私の志

Interview
―
―
ど
ん
な
学
生
時
代
で
し
た
か
。

増
谷 

若
本
夏
美
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に
英
語

を
教
え
る
機
会
が
あ
り
、
教
え
る
こ
と
、
伝
え
る
こ
と
の
奥
深
さ
を

学
び
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
教
員
が
進
路
の
選
択
肢
に
加
わ
り

ま
し
た
。
も
と
も
と
私
は
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
に
は
何

で
も
挑
戦
す
る
性
格
で
す
。
京
都
ら
し
さ
を
体
感
し
た
く
て
北
野
天

満
宮
の
巫
女
さ
ん
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
励
ん
だ
ほ
か
、

創
作
ダ
ン
ス
「
京
炎
そ
で
ふ
れ
！
」
に
も
打
ち
込
み
ま
し
た
。
一
見

バ
ラ
バ
ラ
に
見
え
ま
す
が
、
ど
れ
も
「
人
と
話
す
」「
伝
え
る
」
と

い
う
点
で
、
現
在
の
自
分
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

―
―
そ
こ
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

増
谷 

実
は
大
学
２
年
次
生
の
夏
ま
で
は
、
京
都
の
ホ
テ
ル
に
就
職

し
て
外
国
人
観
光
客
の
接
客
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
る
た
め
に
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
で

面
接
を
受
け
た
後
、
職
員
の
方
に
引
き
止
め
ら
れ
て
言
わ
れ
た
ん
で

す
。「
本
当
に
こ
れ
が
夢
で
す
か
？　
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
そ
う
だ

し
、
伝
え
る
こ
と
が
得
意
そ
う
だ
か
ら
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
道

も
あ
り
ま
す
よ
」
と
。
そ
れ
ま
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
選
択
肢
に
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
挑
戦
す
る
の
は
タ
ダ
だ
し
、
ダ
メ
で
も
自
分
の
力

に
な
る
と
考
え
、
そ
こ
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
い
始
め
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
教
員
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
３
つ
の
道
を

並
行
し
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
追
い
求
め
、
ホ
テ
ル
か
ら
も
内
定
を

い
た
だ
い
た
中
で
「
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
」
と
「
地
元
・
福
井
で

働
く
こ
と
」
を
決
断
し
、
現
職
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
背

中
を
押
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
の
方
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
場
の
熱
量
を
自
分
自
身
の
言
葉
で
届
け
る

―
―
現
在
の
お
仕
事
の
具
体
的
な
内
容
と
、
や
り
が
い
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

増
谷 

地
方
局
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
記
者
を
兼
務
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
福
井
放
送
の
制
作
部
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
業
務
も
兼
ね
ま
す
。
自
分
で
企
画
し
て
お
店
や
会
社
に
ア
ポ

を
取
り
、
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
メ
モ
を
取
り
、
台
本
を
書
い
て
カ
メ

ラ
マ
ン
と
取
材
に
行
き
、
自
分
で
編
集
ま
で
行
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス

情
報
番
組
「
お
じ
ゃ
ま
っ
テ
レ
」
で
担
当
し
て
い
る
「
社
長
た
ち
の

１
０
０
名
言
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
県
内
の
経
営
者
の
方
々
を

取
材
し
て
い
ま
す
。
福
井
県
は
人

口
に
対
す
る
社
長
の
輩
出
率
が
高

い
ん
で
す
。
で
も
県
民
性
と
い
う

の
で
し
ょ
う
か
、
控
え
め
な
方
が

多
く
、
最
初
は
断
ら
れ
る
こ
と
も

多
い
の
で
す
。
そ
の
中
で
、
本
音

や
素
敵
な
言
葉
を
引
き
出
せ
た
瞬

間
は
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
ね
。
放

送
後
に
「
お
店
に
行
列
が
で
き
た

よ
」
と
い
っ
た
反
響
を
い
た
だ
く

9



　　　　　　　　　　私の志

Interview
と
き
も
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
実
感
し
ま
す
。
２
０
２
４
年

３
月
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
開
業
に
際
し
て
４
時
間
の
生
放
送
を
行

っ
た
と
き
は
、
ス
タ
ジ
オ
の
Ｍ
Ｃ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

番
組
終
了
後
、
上
層
部
か
ら
「
あ
な
た
に
任
せ
て
よ
か
っ
た
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
強
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
番
組
が
成
功
す

る
に
は
、
カ
メ
ラ
や
音
声
、
そ
の
他
多
く
の
方
々
が
い
て
、
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
は
最
後
の
砦
と
い
え
ま
す
。
だ
か
ら
私
が
言
葉
一
つ
間
違
え

れ
ば
、
皆
で
作
っ
て
き
た
も
の
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
。
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
解
放
さ
れ
、「
任
せ
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き
の
達
成
感
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

―
―
生
放
送
の
現
場
で
、
特
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

増
谷 

「
読
む
」
の
で
は
な
く
「
伝
え
る
」
こ
と
で
す
。
新
人
時
代

は
用
意
さ
れ
た
原
稿
を
読
む
こ
と

に
必
死
で
、
上
司
か
ら
「
そ
れ
っ

て
伝
わ
っ
て
い
る
と
思
う
？
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
用
意
し
た
原
稿

を
理
解
し
、
そ
こ
に
取
材
で
得
た

自
分
の
言
葉
や
感
情
を
乗
せ
て
初

め
て
、
伝
わ
る
言
葉
に
な
る
の
だ

と
気
づ
き
ま
し
た
。
視
聴
者
の
方

は
、
こ
ち
ら
の
言
葉
に
一
つ
で
も

引
っ
か
か
る
も
の
が
あ
る
と
、
そ

の
後
は
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
ら
な

い
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
。
逆
に
一
つ
共
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

ど
ん
ど
ん
こ
ち
ら
側
に
入
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
だ
か
ら
生
放

送
で
は
い
つ
も
、
画
面
の
向
こ
う
に
い
る
視
聴
者
を
想
像
し
て
話
し

か
け
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
こ
の
８
年
間
、「
１
０

０
点
だ
っ
た
」
と
思
え
た
日
は
一
日
も
あ
り
ま
せ
ん
。
放
送
を
見
返

し
、
自
分
で
文
字
起
こ
し
を
し
て
言
葉
選
び
を
反
省
す
る
毎
日
で
す
。

能
登
半
島
地
震
で
の
経
験
と
、
目
指
す
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
像

―
―
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
現
場
や
出
来
事
は
あ
り
ま
す
か
。

増
谷 

２
０
２
４
年
元
日
の
能
登
半
島
地
震
で
す
。
越
前
市
の
実
家

に
い
る
と
激
し
い
揺
れ
が
あ
り
、
緊
急
召
集
が
か
か
っ
て
局
へ
。
情

報
収
集
を
経
て
カ
メ
ラ
の
前
に
立
ち
、
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

緊
急
時
に
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
流
れ
る
一
声
は
、
と
き
に
人
の
避
難
を

促
し
、
命
を
守
る
重
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
が
教
わ
っ
て
き
た
の

は
、
災
害
時
こ
そ
安
心
で
き
る
落
ち
着
い
た
声
で
呼
び
か
け
る
こ
と
。

緊
張
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
画
面
の
向
こ
う
へ

必
死
で
言
葉
を
届
け
続
け
ま
し
た
。

―
―
そ
の
経
験
を
経
て
、
ど
の
よ
う
な
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
像
を
目
指
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

増
谷 

普
段
の
情
報
番
組
で
は
、
お
茶
の
間
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
笑
顔

や
楽
し
い
雰
囲
気
を
届
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、

い
ざ
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
は
「
こ
の
増
谷
さ
ん
が
言
っ
て
い
る

こ
と
な
ら
、
信
じ
て
逃
げ
よ
う
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
存
在
で
あ
り
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
た
い
。
災
害
報
道
の
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
行
っ
て
い
ま
す
が
、
普
段
の

放
送
で
も
誤
解
や
疑
念
を
招
く
よ
う
な
発
信
を
せ
ず
、
一
つ
ひ
と
つ

の
言
葉
に
責
任
を
持
ち
、
日
頃
か
ら
信
頼
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

が
一
番
の
「
備
え
」
に
な
る
と
感
じ
ま
す
。
災
害
時
は
混
乱
し
て
い

て
、
テ
レ
ビ
が
つ
い
て
い
て
も
、
皆
さ
ん
は
た
ぶ
ん
耳
で
聴
く
だ
け

だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
顔
を
見
て
、
そ
し
て
声
を
聴
い
て
安

心
し
て
も
ら
え
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

感
謝
と
「
好
き
」
を
原
動
力
に
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

―
―
お
仕
事
を
す
る
上
で
の
ご
自
身
の
「
志
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

増
谷 

何
事
も
一
人
で
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
と
自
戒
す
る
こ
と
、

「
一
人
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
ま
し

た
が
、
一
つ
の
番
組
は
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
取

材
に
応
じ
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
々
と
、
そ
れ
を
観
て
く
だ
さ
る
視

聴
者
の
方
々
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
指
摘
が
あ
る
か
ら
こ
そ
番
組
が
良
く
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

厳
し
い
声
も
い
た
だ
き
ま
す
が
、
厳
し
さ
の
な
い
甘
い
世
界
で
終
わ

っ
て
い
た
ら
、
こ
ち
ら
の
伝
え
た
い
こ
と
が
視
聴
者
の
皆
様
に
届
い

て
い
る
か
、
不
安
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
独
り
よ
が
り
に
な
ら
ず
、

常
に
周
囲
に
感
謝
し
て
臨
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
福
井
県

に
は
「
い
い
と
こ
、
掘
り
だ
く
さ
ん
。」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

が
あ
り
ま
す
。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
魅
力
的
な
人
や
食
、
自
然
が
た
く

さ
ん
あ
る
ん
で
す
。
控
え
め
な
県
民
性
の
皆
様
の
魅
力
を
、
後
押
し

し
な
が
ら
伝
え
て
い
く
存
在
で
あ
り
た
い
で
す
。

―
―
最
後
に
読
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

増
谷 

番
組
で
地
元
の
Ｂ
リ
ー

グ
チ
ー
ム
「
福
井
ブ
ロ
ー
ウ
ィ

ン
ズ
」
を
応
援
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
担
当
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
バ
ス
ケ
が
ど
ん
ど
ん
好
き

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
試
合

の
応
援
に
通
う
な
ど
、「
好
き
」

を
原
動
力
に
し
て
仕
事
の
領
域

を
広
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

校
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
夢
に

つ
い
て
話
す
機
会
で
は
、「
や

り
た
い
こ
と
は
一
つ
じ
ゃ
な
く

て
い
い
、
い
く
つ
あ
っ
て
も
い
い
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。
私
自
身
、

３
つ
の
道
を
同
時
に
目
指
し
、
す
べ
て
に
本
気
で
取
り
組
ん
だ
経
験

が
、
結
果
的
に
は
リ
ン
ク
し
て
、
今
の
強
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
思
い
は
若
い
世
代
だ
け
で
な
く
、
幅
広
く
人
生
を
歩
ま
れ
て
い
る

校
友
の
皆
様
に
も
通
じ
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。
取
材
先
で
は
夢
だ

っ
た
喫
茶
店
を
50
代
で
開
い
た
女
性
や
、
70
代
の
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
サ

ー
な
ど
、
魅
力
的
な
方
々
に
た
く
さ
ん
出
会
い
ま
し
た
。
い
く
つ
に

な
っ
て
も
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
自
分
の
「
好
き
」
や
「
や

り
た
い
こ
と
」
に
素
直
に
挑
戦
し
て
い
く
。
そ
の
姿
勢
が
人
生
を
豊

か
に
し
て
く
れ
る
の
だ
と
、
日
々
取
材
現
場
で
教
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

�

（
２
０
２
６
年
７
月
14
日
、
福
井
市
に
て
）
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座談会座談会  京田辺キャンパス開校 40 周年記念座談会

司
会
　
学
校
法
人
同
志
社 

常
務
理
事

𠮷よ
し

岡お
か

康や
す

博ひ
ろ

出
席
者

大
学
副
学
長
（
京
田
辺
校
地
担
当
）
／ 

文
化
情
報
学
部
教
授

宿や
ど

久ひ
さ

洋ひ
ろ
し

京
田
辺
市
長

上か
み

村む
ら

崇た
か
し

　
氏

女
子
大
学
企
画
部
長
／
現
代
社
会
学
部
教
授

天あ
ま

野の

太た

郎ろ
う

大
学
京
田
辺
校
地
総
務
部
長
／ 

リ
サ
ー
チ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
推
進
機
構
事
務
部
長

水み
ず

船ふ
ね

昌ま
さ

彦ひ
こ

◆特◆集

京田辺市×同志社大学×同志社女子大学
キャンパスの変遷、そして地域と拓く未来像

1986年に開校された京田辺キャンパスは、本年で40周年という節目の年を
迎えました。この間、キャンパスの教育・研究環境は常に進化し、京田辺市も
「大学のあるまち」として目覚ましい発展を続けています。本座談会では京田
辺市長をお迎えし、近年のキャンパスの歩みと地域連携の現在地を振り返ると
ともに、今後のキャンパスの展望、そして地域との共創の未来像について語り
合いました。
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特
集

京田辺市×同志社大学×同志社女子大学
キャンパスの変遷、そして地域と拓く未来像

キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
と
近
年
の
歩
み

—
—

進
化
し
た
京
田
辺
の
現
在
地

𠮷
岡
●
１
９
８
６
年
、
大
学・女
子
大
学
の
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
（
現・

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
）
が
開
校
さ
れ
、
本
年
で
40
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
は
学
部
・
研
究
科
の
拡
充
、
研
究
機

能
の
高
度
化
、
地
域
と
の
連
携
深
化
な
ど
を
通
じ
て
大
き
く
発
展
し
、

そ
れ
と
と
も
に
京
田
辺
市
も
目
覚
ま
し
い
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。
本

日
は
近
年
の
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
姿
と
地
域
と
の
連
携
、
開
校
以

来
の
歩
み
、
未
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
村
●
京
田
辺
市
長
の

上
村
で
す
。
同
志
社
大

学
の
卒
業
生
で
も
あ
り
、

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
１
９
９
１
年
の
入
学

時
か
ら
２
年
間
通
い
ま

し
た
。
私
の
通
学
当
時

は
「
田
辺
町
」
で
し
た

が
、
こ
の
40
年
で
飛
躍

的
に
人
口
も
増
え
て
発

展
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
こ
の
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
存
在
が
大
き

く
寄
与
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宿
久
●
私
は
大
学
副
学
長
と
し
て
京
田
辺
校
地
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
５
年
に
大
学
に
着
任
し
、
京
田
辺
市
民
で
も
あ
り
ま
す
。

天
野
●
女
子
大
学
企
画
部
長
で
す
。
２
０
０
４
年
、
京
田
辺
キ
ャ
ン

パ
ス
に
着
任
し
ま
し
た
。
専
門
は
地
理
学
や
観
光
学
で
す
。

水
船
●
２
０
２
６
年
４
月
に
京
田
辺
校
地
総
務
部
長
と
し
て
着
任
し
、

リ
サ
ー
チ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
事
務
部
長
を
兼
務
し
て
い

ま
す
。
同
志
社
大
学
の
入
学
は
１
９
８
６
年
の
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

開
校
の
年
度
に
な
り
ま
す
。

𠮷
岡
●
司
会
を
務
め
ま
す
𠮷
岡
で
す
。
１
９
８
６
年
、
同
志
社
に
入

社
し
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
勤
務
は
32
年
に
及
び
ま
し
た
。
そ

れ
で
は
ま
ず
、
近
年
の
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
展
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
２
０
１
１
年
10
月
発
行
の
「
同
志
社
時
報
」
１
３
２
号
で
は
、

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
か
ら
25
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
座
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
展
を
振
り
返

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

宿
久
●
２
０
１
３
年
の
教
学
体
制
再
編
に
よ
る
文
系
学
部
の
今
出
川

移
転
は
、
大
学
と
地
域
の
双
方
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
以
前
は
全
学
部
の
１
・
２
年
生
と
理
系
学
部
生
が
京
田

辺
に
在
籍
し
、
一
時
は
１
万
５
，
０
０
０
人
規
模
の
賑
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。
移
転
の
際
は
８
，
０
０
０
人
が
動
く
と
言
わ
れ
、
う
ち
半

上村 崇　氏
京田辺市長

13



数
程
度
は
下
宿
生
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
は
地
域
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
実
験
・
実
習
な
ど
の
た
め
に
広
い

土
地
を
必
要
と
す
る
理
工
系
や
文
理
融
合
系
学
部
の
教
育
拠
点
と
し

て
、
非
常
に
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は
文
化
情
報
学
部
、
理

工
学
部
、
生
命
医
科
学
部
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
、
心
理
学
部
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
と
脳
科
学
研
究
科
が
集

ま
り
、
理
系
・
文
理
融
合
系
を
担
う
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
再
定
義
さ
れ

ま
し
た
。
大
学
の
現
在
の
学
生
数
は
、
京
田
辺
が
９
，
０
０
０
名
強
、

今
出
川
が
約
２
万
名
と
、
ほ
ぼ
１
対
２
の
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

𠮷
岡
●
女
子
大
学
に
は
現
在
約
４
，
０
０
０
名
が
在
籍
し
、
京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
両
大
学
で
１
万
３
，
０
０
０
名
の
学
生
が
学
ん
で

い
ま
す
。
２
０
１
３
年
の
教
学
体
制
再
編
以
降
、
施
設
整
備
や
学
生

の
学
び
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

水
船
●
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
が
４
学
年
完
結
型
の
教
学
体
制
と
な
り
、

２
０
１
４
年
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
研
究
室
機
能
を
有
す
る
施
設

「
訪
知
館
」
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
は
キ
リ
ス
ト
教

主
義
教
育
の
象
徴
と
な
る
礼
拝
堂
を
有
す
る「
言
館（
こ
と
ば
か
ん
）」

と
、
自
由
主
義
を
表
す
「
光
館
（
ひ
か
り
か
ん
）」
か
ら
な
る
同
志

社
京
田
辺
会
堂
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
学
部
や
研
究
科
の
枠
を
越
え
て

使
え
る
施
設
や
設
備
の
計
画
的
な
整
備
は
そ
の
後
も
続
き
、
２
０
１

８
年
度
に
は
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
が
ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書

館
内
に
設
置
さ
れ
、
学
生
の
学
び
の
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
も
応
え
て

き
ま
し
た
。
近
年
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
展
に
伴
っ
て
学
び
が
さ
ら

に
多
様
化
し
て
お
り
、
進
行
中
の
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
」
に
お
い
て
も
、

ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
構
想
の
も
と
で
新
ア
リ
ー
ナ
「
山
本

覚
馬
記
念
ア
リ
ー
ナ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
よ
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
景
色
や
機
能
が
大
き
く

変
わ
り
、
そ
こ
で
学
生
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
交
流
を
生
み
出
し
て
い

く
の
か
、
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
ま
す
。

天
野
●
女
子
大
学
は
２
０
０
５
年
に
薬
学
部
医
療
薬
学
科
、
２
０
１

５
年
に
看
護
学
部
看
護
学
科
を
開
設
し
、
医
療
系
人
材
の
育
成
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
の
Ａ
Ｉ
教
育
の
重
要
性
を
受
け
、
全

学
生
を
対
象
に
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

も
展
開
し
て
い
ま
す
。
教
育
環
境
だ
け
で
な
く
生
活
面
で
も
整
備
が

進
み
、
以
前
は
城
陽
市
に
あ
っ
た
「
め
ぐ
み
寮
」
を
閉
鎖
し
、
２
０

２
０
年
、
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
の
す
ぐ
横
に
「
い
づ
み
寮
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
京
田
辺
で
学
び
、
暮
ら
す
と
い
う
ス
タ
イ

ル
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
、
女
子
大
学
は
創
立
１
５

０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
で
は
昨
年
、
１
０
０
名
以
上
の
京
田
辺
市
民
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
く
な
ど
、
学
び
と
交
流
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
て
い
ま
す
。

上
村
●
本
市
の
人
口
は
15
年
前
の
約
６
万
７
，
０
０
０
人
か
ら
、
現
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集

在
は
約
７
万
４
，
０
０
０
人
に
増
加
し
ま
し
た
。
文
系
の
今
出
川
移

転
で
下
宿
生
数
は
一
時
減
少
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
学
部
の
新
設

な
ど
も
あ
り
、
安
定
し
て
推
移
し
て
い
ま
す
。
学
生
数
が
伸
び
て
も

下
宿
生
数
が
大
き
く
増
え
な
い
の
は
、
都
市
近
郊
の
立
地
ゆ
え
に
、

近
畿
圏
な
ど
近
場
か
ら
通
う
学
生
が
多
い
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
大
学
の
あ
る
ま
ち
」
と
し
て
全
国
に
特
色
を
打
ち
出
せ
る
の
は
大

き
な
強
み
で
す
。
山
手
幹
線
の
開
通
な
ど
交
通
環
境
も
向
上
す
る
中
、

学
生
に
は
地
域
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
と

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
変
容
と
進
化

—
—

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業
へ
の
昇
華

𠮷
岡
●
こ
の
間
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
が
あ
り
ま
し
た
。
教
育
や
学
生
生
活
へ
の
影
響

は
ど
う
で
し
た
か
。

宿
久
●
コ
ロ
ナ
禍
は
大
学
に
、
以
前
の
状
態
に
は
戻
れ
な
い
ほ
ど
の

大
き
な
変
容
を
促
し
ま
し
た
。
当
時
は
授
業
の
停
止
を
回
避
す
る
た

め
、
否
応
な
し
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
ざ
る
を
得
ず
、
制
限
下
に

置
か
れ
た
学
生
へ
の
対
応
な
ど
、
大
学
全
体
で
取
り
組
む
大
き
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
生
命
医
科
学
部
の
実
習
で
は
、
顕
微
鏡
や
サ
ン

プ
ル
を
学
生
の
自
宅
へ
郵
送
し
て
送
り
返
し
て
も
ら
う
な
ど
、
総
力

を
挙
げ
て
対
応
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
へ
の
抵
抗
感
が
な
く
な
り
、
現
在
は
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
、

第
１
回
を
含
む
2
回
分
の
講
義
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
、
残
り
13
回
を
対

面
で
行
う
「D

O
 W

eek

（D
oshisha O

pening W
eek

）」
と

い
う
新
し
い
授
業
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
２
校
地

間
問
題
を
払
拭
す
る
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
未
来
に
向
け
た
取

り
組
み
を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

天
野
●
プ
ラ
ス
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。
以
前
は
教

室
規
模
に
応
じ
て
受
講
学
生
数
が
規
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
双
方
向
オ
ン
ラ
イ
ン
型
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
授
業
が
非
常

に
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
子
大
学
で
は
、
特
に
京
都
や
観

光
に
関
す
る
授
業
は
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
中
心
で
開
講
し
て
い
る
た

め
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ

ス
の
学
生
も
オ
ン
デ
マ

ン
ド
を
活
用
し
な
が
ら

学
び
、
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ

対
面
交
流
の
尊
さ
も
再

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
女

子
大
学
と
し
ま
し
て
は
、

天野 太郎
女子大学企画部長／現代社会学部教授
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双
方
の
良
さ
を
活
か
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

上
村
●
行
政
と
し
て
は
、
下
宿
生
の
孤
立
防
止
や
救
急
搬
送
へ
の
対

応
に
苦
心
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
留
学
生
支
援

で
す
。
市
内
の
農
家
さ
ん
と
協
力
し
、
孤
立
し
が
ち
な
留
学
生
へ
京

田
辺
特
産
の
野
菜
を
直
接
届
け
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
大
変

な
時
期
で
し
た
が
、
心
温
ま
る
関
係
性
を
築
け
た
出
来
事
で
し
た
。

地
域
連
携
・
産
官
学
連
携
の
現
在
地

—
—

ま
ち
づ
く
り
か
ら
自
動
運
転
・
消
防
団
ま
で

𠮷
岡
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
40
年

を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
は
、
地
域
と
の
密
接
な
連
携
で
す
。
２

０
０
５
年
、
大
学
・
女
子
大
学
・
国
際
中
高
は
京
田
辺
市
と
、
連
携
・

協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
双
方
の

関
係
は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

上
村
●
両
大
学
が
包
括
協
定
に
よ
り
地
域
貢
献
を
掲
げ
ら
れ
た
こ
と

で
、
従
来
、
先
生
方
が
個
人
単
位
で
行
な
っ
て
お
ら
れ
た
活
動
だ
け

で
な
く
、
組
織
対
組
織
と
し
て
の
連
携
が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
公
共
交
通
の
課
題
解
決
な
ど
に
向
け
て
大
学
、
日
産
自
動
車

と
結
ん
で
い
る
産
官
学
の
３
者
連
携
協
定
は
非
常
に
大
き
い
で
す
ね
。

市
民
向
け
の
取
り
組
み
で
言
え
ば
、「
京
田
辺
市
立
南
部
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
」
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
で
、
学
生
さ
ん
に
小
学

生
の
夏
休
み
の
宿
題
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、
最
近
で
は
大
学
ラ
グ
ビ

ー
部
が
京
田
辺
市
消
防
団
に
「D

-FEN
D

ERS

（
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ

ー
ズ
）」
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
学
生
が
ま
ち
に
残
り
、
行
政
に
就
職
し
て
く
れ
る

よ
う
な
良
い
循
環
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
さ
ら
に
窓

口
の
整
備
を
進
め
、
京
田
辺
市
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
学
生
た
ち
が
、

将
来
何
ら
か
の
形
で
関
わ
り
続
け
ら
れ
る
素
地
を
作
っ
て
お
く
こ
と

が
、
市
と
大
学
と
の
連
携
の
あ
り
方
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

宿
久
●
２
０
０
５
年
か
ら
京
田
辺
市
と
一
緒
に
始
め
た
「
ク
ロ
ー
バ

ー
祭
」
は
、
大
学
主
導
か
ら
学
生
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
へ
と
進
化
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
１
９
９
３
年
か
ら
続
く
「
京
た
な
べ
・
同
志
社
ヒ

ュ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
地
域
住
民
の
生
涯
学
習
や
豊
か
な
地
域

づ
く
り
に
長
年
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
連
携
も
盛

ん
で
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
と
地
元
の
小
学
生
と
の
交
流
や
、
２
０
０

８
年
設
立
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
Ｋ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
（
京
た
な

べ
・
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）」
な
ど
を
通
じ
、
充
実
し
た
キ
ャ

ン
パ
ス
の
施
設
を
活
用
し
な
が
ら
市
民
と
学
生
が
つ
な
が
る
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
幼
少
期
に
京
田
辺
市
で
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
た
子
ど

も
が
、
後
に
大
学
に
入
学
す
る
と
い
っ
た
嬉
し
い
成
果
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
か
ら
始
め
て
い
た
だ
い
た
京
田
辺
市
の
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
寄
附
者
が

大
学
を
指
定
し
て
寄
附
を
行
う
と
、
そ
の
７
割
が
大
学
に
交
付
さ
れ
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て
学
生
の
活
動
資
金
と
な
り
、
寄
附
者
も
税
額
控
除
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
。
こ
の
貴
重
な
資
金
を
地
域
の
発
展
や
学
生
の
活
動
、

地
域
連
携
を
進
め
る
原
資
と
し
て
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
大
学
と
地
域
が
共
に
発
展
し
て
い
く
、
新
し
い
連
携
の
形
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

天
野
●
薬
学
部
の
模
擬
実
習
で
は
市
民
の
方
々
に
模
擬
患
者
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
き
、
看
護
学
部
は
防
災
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
を
検
討

中
で
す
。
ま
た
「
女
性
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る

子
育
て
支
援
や
、
学
芸
学
部
メ
デ
ィ
ア
創
造
学
科
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
演
習
」
で
の
京
田
辺
市
の
魅
力
発
信
、
現
代
社
会

学
部
現
代
こ
ど
も
学
科
の
小
学
生
と
の
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
こ
ど

パ
」、
学
芸
学
部
音
楽
学
科
の
小
学
校
訪
問
授
業
な
ど
、
多
角
的
な

実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
先
ほ
ど
市
長
が
紹
介
さ
れ
た
、
市
職

員
に
な
っ
た
と
い
う
学
生
は
、
社
会
連
携
事
業
の
「
同
志
社
女
子
大

学
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
に
携
わ
る
中
で
、
京
田
辺
市
へ
の
貢
献
を

志
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
域
の
方
々
と
交
流
し
な
が
ら
、

学
生
側
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
か
ら
進
め

て
い
る
将
来
構
想
「V

ision150

」
の
中
で
も
、
京
田
辺
市
民
や
企

業
の
方
々
と
連
携
し
、
共
に
学
修
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
注

力
し
て
い
ま
す
。

𠮷
岡
●
近
年
は
産
官
学
連
携
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

水
船
●
京
田
辺
市
に
ま
と
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
地
域
連
携
一

覧
に
は
、
実
に
１
２
４
項
目
（
法
人
全
体
）
も
の
取
り
組
み
が
並
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
蓄
積
が
、
先
ほ
ど
市
長
が
言
わ
れ
た
産
官
学
の
３

者
連
携
協
定
と
い
う
新
た
な
連
携
の
枠
組
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ

し
て
日
産
自
動
車
の
ル
ー
ト
で
京
都
日
産
やM

oplus

株
式
会
社

と
つ
な
が
り
、
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
「
京
田
辺
ス
マ
ー
ト
モ
ビ

リ
テ
ィ
（
愛
称
：
た
な
モ
ビ
）」
の
実
証
事
業
へ
と
発
展
し
、
学
内

で
は
政
策
学
部
の
ゼ
ミ
生
が
そ
の
調
査
に
関
わ
っ
た
り
と
、
大
学
の

研
究
・
教
育
力
・
企
業
の
技
術
力
・
自
治
体
の
課
題
解
決
が
一
体
と

な
っ
て
、
大
き
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

上
村
●
本
市
の
よ
う
な
人
口
規
模
の
ま
ち
が
単
独
で
日
産（
自
動
車
）

さ
ん
と
協
定
を
結
ぶ
の
は
、
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
。
大
学

の
あ
る
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
画
期
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

本
市
職
員
に
と
っ
て
も
最
先
端
の
知
見
に
触
れ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

水
船
●
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
私
自
身
、

京
田
辺
市
や
警
察
署
関
係
な
ど
複
数
の
会
議
体
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
場
を
通
じ
て
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

や
課
題
に
接
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
知
見
を

通
じ
て
、
本
学
の
「
京
田
辺
地
域
連
携
推
進
室
」
の
あ
り
方
を
改
め

て
整
理
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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𠮷
岡
●
「
京
田
辺
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
第
３

期
で
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
や
地
域
活
性

化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
大

学
・
女
子
大
学
に
対
し

て
、
市
長
は
今
後
ど
の

よ
う
な
役
割
や
貢
献
を
期
待
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

上
村
●
大
学
の
研
究
成
果
を
社
会
実
装
す
る
際
、
こ
の
京
田
辺
市
が

一
番
身
近
な
実
験
場
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の

重
要
な
役
割
が
人
材
育
成
で
す
。
学
生
さ
ん
た
ち
に
、
地
域
貢
献
活

動
を
通
じ
て
京
田
辺
市
を
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
感
じ
て
も
ら
い
、
20

代
後
半
の
人
口
流
出
防
止
や
、「
将
来
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
」
と
思

え
る
関
係
性
を
育
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

𠮷
岡
●
そ
う
い
う
意
味
で
は
大
学
と
し
て
、
住
民
の
方
々
へ
の
仕
掛

け
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

宿
久
●
京
田
辺
市
は
大
学
に
と
っ
て
特
別
な
ま
ち
で
あ
り
、
現
在
の

関
係
性
以
上
に
ま
だ
ま
だ
連
携
の
可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
私
も
防
災
会
議
や
都
市
計
画
の
委
員
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
く
中
で
、
教
育
の
枠
を
超
え
て
市
民
の
皆
様
に
近
い
立
場
か
ら

地
域
課
題
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
に
と
っ

て
も
京
田
辺
市
は
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
な
る
ま
ち
で
す
か
ら
、
大
学

と
し
て
も
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
地
域
連
携
を
目
指
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

天
野
●
私
の
専
門
が
地
理
学
や
観
光
学
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
２
０

２
２
年
に
は
京
田
辺
市
大
学
連
携
地
域
貢
献
研
究
事
業
の
助
成
金
を

活
用
し
、
学
生
が
京
田
辺
市
の
観
光
動
画
を
制
作
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
教
育
と
連
携
し
な
が
ら
、
京
田
辺
市
の
深
い

歴
史
や
文
化
を
学
生
た
ち
に
学
ば
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

京
都
府
・
京
田
辺
市
を
含
む
山
城
地
域
と
連
携
し
、
京
都
府
と
学
生

が
地
域
課
題
を
議
論
す
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

１
９
８
６
年
の
開
校
当
時
を
振
り
返
っ
て

—
—

広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
が
育
ん
だ
無
限
の
可
能
性

𠮷
岡
●
こ
こ
で
改
め
て
、
原
点
で
あ
る
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
当

時
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

宿
久
●
ご
存
じ
の
よ
う
に
当
時
は
工
場
等
制
限
法
が
あ
り
、
都
心
部

で
大
学
を
拡
張
し
て
い
く
こ
と
は
物
理
的
に
不
可
能
で
し
た
。
特
に

理
工
系
の
教
育
・
研
究
を
推
し
進
め
る
た
め
に
は
、
広
大
な
ス
ペ
ー

吉岡 康博
学校法人同志社 常務理事
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ス
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。
開
校
当
時
は
激
し
い
反
対

運
動
も
あ
り
、
地
域
の
方
々
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
や
ご
苦
労
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
し
か
し
田
辺
町

（
現
：
京
田
辺
市
）
へ
の
進
出
は
、
同
志
社
が
飛
躍
す
る
上
で
不
可

欠
な
決
断
で
し
た
。

水
船
●
開
校
当
初
は

交
通
ア
ク
セ
ス
や
周

辺
環
境
も
発
展
途
上

で
、
駅
周
辺
も
今
の

よ
う
な
コ
ン
ビ
ニ
は

な
く
、
貨
物
列
車
の

コ
ン
テ
ナ
を
利
用
し

た
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク

ス
が
あ
っ
た
こ
と
だ

け
は
鮮
明
に
記
憶
し

て
い
ま
す
。
当
時
は

授
業
が
終
わ
る
と
多
く
の
学
生
が
帰
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
所
で
し

た
が
、
大
学
の
発
展
と
と
も
に
ま
ち
も
大
き
く
変
わ
り
、
学
生
が
留

ま
り
交
流
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
を

後
押
し
し
た
の
が
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
い
広
大
な
空
間
が
醸

し
出
す
将
来
性
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
大

の
魅
力
だ
と
感
じ
ま
す
。

𠮷
岡
●
そ
の
後
、
工
学
部
の
移
転
や
理
工
系
教
育
研
究
の
充
実
な
ど
、

大
学
は
大
き
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

宿
久
●
広
大
な
敷
地
を
得
た
こ
と
で
、
新
し
い
学
部
・
研
究
科
の

設
置
に
も
対
応
で
き
、
文
化
情
報
学
部
設
置
時
の
夢
告
館
や
生
命

医
科
学
部
設
置
時
の
医
心
館
の
建
設
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
設

置
時
の
磐
上
館
の
増
床
、
さ
ら
に
は
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
や
情

報
メ
デ
ィ
ア
館
な
ど
の
教
育
・
研
究
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
施
設

の
建
設
を
次
々
と
展
開
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
科
ご
と
の
大
型

実
験
装
置
や
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
よ
う
な
高
度
な
機
器
の
導
入
も
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
教
学
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
、
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
学
生
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
の
増
設
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
広
さ
を
存
分
に
活
か
す
こ
と
で
、
現
在
は
学
生

が
快
適
に
過
ご
せ
る
滞
在
型
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
進
化
を
遂
げ
て

い
ま
す
。

𠮷
岡
●
女
子
大
学
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

天
野
●
１
９
８
６
年
の
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
当
初
、
学
芸
学
部
音
楽
学

科
が
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
意
味

が
あ
り
ま
し
た
。
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
専

用
の
音
楽
ホ
ー
ル
を
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
け
た
こ
と
で
、
よ
り

本
格
的
な
音
楽
教
育
の
推
進
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
短
期
大

学
部
の
開
設
も
大
変
大
き
な
出
来
事
で
、
入
試
区
分
に
よ
っ
て
は
倍

率
が
10
倍
か
ら
20
倍
に
達
す
る
な
ど
、
日
本
有
数
の
人
気
と
優
秀
さ

水船 昌彦
大学京田辺校地総務部長／ 
リサーチ・イノベーション推進機構事務部長
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を
誇
る
短
大
と
な
り
ま
し
た
。
少
子
化
を
見
据
え
た
戦
略
的
改
編
に

よ
っ
て
２
０
０
３
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
現
代
社
会

学
部
現
代
こ
ど
も
学
科
、
薬
学
部
、
看
護
学
部
、
海
外
留
学
を
主
眼

と
し
た
学
芸
学
部
国
際
教
養
学
科
な
ど
が
次
々
と
設
置
さ
れ
、
女
子

大
学
は
多
角
的
な
学
び
の
場
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
施
設
面
で
も
実

験
・
実
習
ス
ペ
ー
ス
が
大
幅
に
拡
大
し
、
今
で
は
今
出
川
キ
ャ
ン
パ

ス
の
学
生
か
ら
羨
ま
し
が
ら
れ
る
ほ
ど
の
、
魅
力
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

𠮷
岡
●
京
田
辺
市
に
と
っ
て
、
大
学
・
女
子
大
学
の
開
校
は
、
市
に

ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
で
し
ょ
う
か
。

上
村
●
開
校
当
初
は
４
講
時
の
授
業
が
終
わ
る
と
学
生
が
一
斉
に
車

で
移
動
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
が
静
ま
り
返
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
現
在
の
学
生
は
非
常
に
真
面
目
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
留
ま
り
、

学
業
や
多
様
な
活
動
を
行
っ
た
り
、
地
域
と
向
き
合
っ
て
く
れ
た
り

し
て
い
ま
す
。
本
市
の
人
口
構
成
は
40
代
に
次
い
で
20
代
が
多
く
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
、
若
々
し
い
ま
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

間
違
い
な
く
、
大
学
が
存
在
す
る
こ
と
の
恵
み
で
す
。
私
た
ち
行
政

も
、
そ
う
し
た
学
生
た
ち
の
期
待
や
姿
勢
に
し
っ
か
り
と
応
え
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
こ
の
好
循
環
を
今
後
も
未
来
へ
つ
な
い
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
来
へ
の
展
望—

—

大
学
と
ま
ち
の
新
し
い
連
携
ス
タ
イ
ル

𠮷
岡
●
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
10
年
、
20
年
、
さ
ら
に
は
そ
の
先
を
見

据
え
た
、
未
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

宿
久
●
同
志
社
大
学
で
は
２
０
２
６
年
度
か
ら
、
新
た
に
５
つ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
京
都
と
の
共
創
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
新
た
な
社
会
貢
献
」
で
、
大
学
の
果
た
す
べ
き
重
要
使

命
と
し
て
地
域
貢
献
を
明
確
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
達

成
に
向
け
て
は
「
中
期
計
画
２
０
３
０
」
を
進
め
て
お
り
、
京
都
に

あ
る
こ
と
を
活
か
し
た
多
角
的
な
大
学
活
動
の
展
開
、
地
域
社
会
と

の
協
働
、
京
田
辺
市
と
連
携
し
た
産
官
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
主
要
な
実
践
の
場

と
な
る
の
が
、
こ
の
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
た
だ
地
域
と
の
共

創
を
さ
ら
に
深
め
る
上
で
避
け
て
通
れ
な
い
の
が
、
大
学
へ
の
ア
ク

セ
ス
改
善
と
、
市
街
地
と
の
距
離
感
の
縮
小
で
す
。
Ｊ
Ｒ
同
志
社
前

駅
や
近
鉄
興
戸
駅
か
ら
大
学
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
い
わ
ゆ
る
「
田

辺
坂
」
に
は
依
然
と
し
て
物
理
的
・
心
理
的
な
障
壁
が
あ
り
、
キ
ャ

ン
パ
ス
に
訪
れ
る
卒
業
生
か
ら
も
移
動
の
不
便
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
学
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
快
適
性
を
追
求
し
た
結
果
、

か
え
っ
て
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
留
ま
り
、周
辺
地
域
が
「
通
過
点
」
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特
集

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
側
面
も
あ
り
ま
す
。

空
き
時
間
や
昼
食
時
に

新
田
辺
駅
エ
リ
ア
ま
で

気
軽
に
足
を
の
ば
せ
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
、
地

域
交
通
と
調
和
す
る
形

で
キ
ャ
ン
パ
ス
内
や
最

寄
り
駅
か
ら
自
動
運
転

の
巡
回
バ
ス
を
走
ら
せ
る
よ
う
な
試
み
が
で
き
れ
ば
、
学
生
と
ま
ち

と
の
関
係
も
大
き
く
変
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
２

０
３
５
年
に
は
18
歳
人
口
の
急
減
に
よ
り
、
大
学
進
学
者
数
の
大
幅

な
減
少
が
避
け
ら
れ
ず
、
大
学
運
営
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
中
期
計
画
の
視
点
か
ら
も
、

大
学
の
あ
り
方
を
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
オ
ン
デ
マ
ン

ド
授
業
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
方
々
の
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
た
生
涯
学
習
の
場
を
提
供
す
る
な
ど
、
市
民
を
巻
き

込
ん
だ
新
た
な
地
域
貢
献
の
形
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

天
野
●
女
子
大
学
で
も
「V

ision150

」
の
中
で
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
を
明
確
に
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
現
在
学
内
で
策
定
を
進
め
て
い

る
次
期
中
期
計
画
に
お
い
て
も
、
重
点
目
標
の
一
つ
と
し
て
京
田
辺

市
・
地
域
社
会
と
の
連
携
強
化
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
単
に
通
学
す
る

だ
け
で
な
く
、
教
育
・
研
究
を
通
じ
て
地
域
と
深
く
結
び
つ
く
「
関

係
人
口
」
と
し
て
の
学
生
を
育
み
、
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
づ
く
り

を
今
後
も
目
指
し
て
い
く
所
存
で
す
。

𠮷
岡
●
京
田
辺
市
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

上
村
●
近
鉄
と
Ｊ
Ｒ
に
挟
ま
れ
た
興
戸
駅
周
辺
の
踏
切
課
題
な
ど
の

整
備
に
、
両
大
学
・
事
業
者
と
共
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
公
共
交
通
網
の
維
持
に
お
い
て
も
、
大
学
の
存
在
は
不
可

欠
で
す
。
さ
ら
に
開
校
40
年
を
経
て
、
大
学
施
設
も
市
の
施
設
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
学
生
数
が
減
少
し
て
い
く
時
代

だ
か
ら
こ
そ
自
前
主
義
を
脱
し
、
市
と
大
学
に
よ
る
施
設
の
共
同
利

用
や
効
率
的
な
活
用
な
ど
の
発
想
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
女
性
の
起
業
支
援
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
応
じ
た
キ

ャ
リ
ア
形
成
支
援
な
ど
、
学
生
と
市
民
が
共
に
学
び
合
い
、
卒
業
後

も
京
田
辺
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
躍
で
き
る
循
環
を
整
備
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

水
船
●
現
在
、
大
学
と
し
て
は
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
の
養
成
と

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
卒
業
生
が
京

田
辺
市
に
拠
点
を
構
え
、
こ
こ
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ

う
な
循
環
や
仕
組
み
を
、
市
と
連
携
し
て
後
押
し
し
て
い
き
た
い
と

宿久 洋
大学副学長（京田辺校地担当）／ 
文化情報学部教授
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考
え
て
い
ま
す
。
近
年
の
国
の
補
助
金
事
業
で
も
「
共
用
化
」
が
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
信
環
境
や
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
の
進
化
を
見
据

え
、
今
後
は
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
を
融
合
さ
せ
た
施
設
整
備
な
ど

を
、
地
域
と
の
連
携
の
も
と
で
進
め
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

𠮷
岡
●
大
学
の
大
き
な
使
命
の
一
つ
は
社
会
貢
献
で
す
。
今
後
も
京

田
辺
市
と
の
相
互
理
解
と
信
頼
を
一
層
深
め
な
が
ら
、
大
学
の
知
と

地
域
の
課
題
を
し
っ
か
り
と
連
動
さ
せ
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
取
り
組

み
へ
と
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

持
続
可
能
な
発
展
が
不
可
欠
で
す
。
私
自
身
、
日
頃
よ
り
「
共
存
共

栄
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
が
、
大
学
と
地
域
が
お
互

い
の
存
在
を
尊
重
し
合
い
、
共
に
発
展
し
て
い
く
関
係
性
こ
そ
が
、

未
来
に
必
要
な
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
京
田
辺
市
と
両
大

学
が
固
く
連
携
し
、
こ
の
地
か
ら
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
続
け
て

い
く
こ
と
を
心
よ
り
期
待
し
ま
し
ょ
う
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
２
０
２
６
年
7
月
28
日
、
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
）
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特別寄稿

辺
の
関
係
史
を
考
え
る
事
実
を
提
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※�

本
稿
は
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
39
回
企
画
展
図
録
所
収
の
総
論
を

ベ
ー
ス
と
し
て
加
筆
し
、
ま
と
め
た
文
章
で
す
。

※�

本
稿
で
は
歴
史
的
用
語
以
外
は
表
記
を
京
田
辺
で
統
一
し
て
い
ま
す
。

※�

特
別
な
記
述
が
無
い
限
り
、
掲
載
資
料
・
写
真
は
大
学
同
志
社
社

史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
で
す
。

南
山
義
塾
と
新
島
襄 �

南
山
義
塾
と
は
、
１
８
８
２
年
（
明
治
15
）
4
月
30
日
、
綴
喜
郡

三
山
木
村
で
開
業
し
た
私
塾
で
す
。
地
元
の
有
志
ら
が
集
い
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
設
立
資
金
は
株
券
の
売
却
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
学
校
は
小
学
校
卒
業
以
上
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
、
当

時
の
中
学
校
に
相
当
す
る
学
校
で
（『
田
辺
町
近
代
誌
』
６
２
６
―
６

大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

は
じ
め
に �

同
志
社
は
、
本
年
、
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
4
月
に
大
学
及
び

女
子
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
て
か
ら
40
年
を
迎
え
ま
し

た
。
さ
ら
に
そ
の
前
、
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
）
の
同
志
社
国
際
高

等
学
校
開
校
か
ら
数
え
れ
ば
48
年
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
１
９

６
５
年
（
昭
和
40
）
に
京
田
辺
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
用
地
購
入
を
決
意

し
て
か
ら
61
年
と
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
限
定
し
て
歴
史
を
遡
る

だ
け
で
60
年
以
上
の
関
係
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
端
緒
を
探
し
求
め
て

い
く
と
、
同
志
社
の
創
立
者
新
島
襄
と
京
田
辺
の
関
係
に
た
ど
り
着

き
ま
す
。

新
島
襄
と
京
田
辺
（
１
９
９
７
年
市
制
施
行
か
ら
田
辺
町
よ
り
京

田
辺
市
に
名
称
変
更
）
の
関
係
は
、
南
山
義
塾
に
始
ま
る
こ
と
は
既

に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
前
提
と
し
て
、

改
め
て
新
島
襄
と
南
山
義
塾
の
関
係
を
資
料
で
確
認
し
、
さ
ら
に
京

田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
直
前
の
資
料
に
も
触
れ
て
、
同
志
社
と
京
田

特 別
寄
稿

同
志
社
と
京
田
辺
の
ゆ
か
り
を
辿
る

「南山義塾遺跡」碑1974年頃撮影
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３
１
頁
）、
7
年
前
に
開
校
し
た
同
志
社
英
学
校
と
同
じ
中
等
教
育

を
実
施
す
る
学
校
で
し
た
。
新
島
襄
が
こ
の
日
に
挙
行
さ
れ
た
開
業

式
で
祝
辞
を
述
べ
た
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
島
の
日
記
に
は
、
開
校
式
か
ら
1
か
月
半
ほ
ど
経
た
6

月
14
日
に
「
東
京
之
和
田
正
幾
君
ヨ
リ
南
山
城
南
山
義
塾
行
ヲ
断
リ

来
ル
」（
新
島
襄
『
日
誌
』、
新
島
遺
品
庫
番
号
上
０
６
６
９
、
以
下
、

資
料
番
号
の
み
記
載
）、『
新
島
襄
全
集
』（
以
下
、『
全
集
』）
第
5
巻
、

同
朋
舎
、
１
９
８
４
年
、
１
８
１
頁
）
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
登
場
す
る
和
田
正
幾
は
当
時
耕
教
学
舎
（
の
ち
の
青
山
学
院
）
の

教
員
で
し
た
。
和
田
は
、
東
京
出
身
で
、
開
成
学
校
を
経
て
、
東
京

大
学
に
入
学
し
ま
す
が
、
退
学
し
て
同
志
社
で
学
び
ま
す
。
1
年
ほ

ど
し
て
、
自
身
が
牧
師
に
向
い
て
い
な
い
こ
と
を
悟
り
、
同
志
社
を

中
退
し
、
当
時
の
職
業
に
つ
い
て
い
た
こ
と
が
青
山
学
院
の
歴
史
か

ら
わ
か
り
ま
す
（『
青
山
学
院
九
十
年
史
』
青
山
学
院
、１
９
６
５
年
、

74
―
75
頁
）。
そ
の
後
も
和
田
は
長
く
青
山
学
院
に
勤
め
た
人
物
で
す
。

こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
新
島
に
と
っ
て
南
山
義
塾
が
、
式
典
に
参
加

す
る
だ
け
で
な
く
、
優
秀
な
人
物
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
る
対
象
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

時
間
を
少
々
進
め
て
１
８
８
０
年
代
後
半
に
作
成
さ
れ
た
『
同
志

社
大
学
義
捐
金
県
別
姓
名
簿
』
所
収
の
「
京
都
府
下
（
予
約
申
込
）

大
学
資
金
寄
附
未
納
者
姓
名
簿
」
を
見
る
と
、
南
山
義
塾
関
係
者
と

し
て
、
西
川
義
延
（
１
８
４
８
―
１
９
０
８
）、
喜
多
川
孝
経
（
１
８

５
９
―
１
９
３
５
）、
田
宮
勇
（
１
８
４
６
―
１
８
９
５
）、
伊
東
熊
夫

（
１
８
４
９
―

１
９
１

３
）、
𠮷
川
磯
右
衛

門
（
１
８
４
２
―

１

９
２
４
）
の
名
前
を

確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。『
田
辺
町

近
代
誌
』（
第
11
章

「
田
辺
の
人
物
伝
」

参
照
）
を
参
考
に
彼

ら
の
経
歴
を
見
て
い

く
と
、
い
ず
れ
の
人

物
も
南
山
義
塾
発
起

新島襄『日誌』（1882～1884年）の
うち1882年6月14日の項目

『同志社大学義捐者県別姓名簿』（1880年代後半）のう
ち「京都府下（予約申込）大学資金寄附未納者生名簿」
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は
、
設
立
運
動
当
時
の
社
会
の
状
況
で
す
。
設
立
運
動
が
実
施
さ
れ

て
い
る
間
、
日
本
に
存
在
す
る
大
学
は
東
京
大
学
の
み
で
し
た
。
ま

た
、
私
立
学
校
が
設
置
す
る
大
学
の
基
準
、
あ
る
い
は
そ
の
学
術
レ

ベ
ル
を
保
証
す
る
法
律
は
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
立
学
校
が
条

件
を
満
た
し
て
大
学
を
名
乗
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
法
律
は
、
１
９

０
３
年
（
明
治
36
）
施
行
の
勅
令
「
専
門
学
校
令
」
で
す
。
つ
ま
り
、

大
学
を
自
称
す
る
こ
と
は
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
私
立
大
学
の
社

会
的
あ
る
い
は
学
術
的
価
値
を
担
保
す
る
法
律
や
ル
ー
ル
が
存
在
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
崇
高
な
理
念
を
掲
げ
た
と
し
て
も
、
そ
の
質

を
担
保
す
る
だ
け
の
蓋
然
性
が
低
い
と
な
れ
ば
、
当
時
の
社
会
か
ら

支
持
を
受
け
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に

１
８
８
２
年
当
時
の
同
志
社
内
諸
学
校
の
年
度
末
在
学
生
数
は
２
６

人
で
、
京
都
府
議
会
議
員
経
験
者
で
す
。
さ
ら
に
、
伊
東
、
田
宮
、

西
川
、
喜
多
川
は
後
に
衆
議
院
議
員
を
務
め
ま
し
た
。
彼
ら
は
南
山

義
塾
周
辺
の
各
地
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
り
、
け
ん
引
役
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
喜
多
川
を
除
け
ば
、
彼
ら
は

新
島
（
１
８
４
３
―

１
８
９
０
）
と
同
年
代
の
人
物
で
し
た
。
南
山

義
塾
関
係
者
と
の
出
会
い
に
関
し
て
新
島
が
語
っ
た
言
葉
を
現
時
点

で
は
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
人
々
と
の

出
会
い
の
意
味
が
、
新
島
が
生
涯
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
同
志
社
大

学
設
立
運
動
の
過
程
か
ら
見
出
せ
ま
す
。

同
志
社
大
学
設
立
運
動 �

同
志
社
大
学
設
立
運
動
（
以
下
、
設
立
運
動
）
と
は
、
そ
の
名
の

通
り
、
同
志
社
大
学
設
立
の
た
め
の
募
金
活
動
で
す
。
そ
の
始
ま
り

は
、
１
８
８
２
年
1
月
12
日
、
奈
良
在
住
の
土
倉
庄
三
郎
よ
り
、
大

学
で
法
学
を
教
え
る
の
で
あ
れ
ば
５
０
０
０
円
を
寄
附
す
る
と
の
約

束
を
得
た
時
と
さ
れ
ま
す
（『
全
集
』
第
5
巻
、
１
２
３
頁
）。
こ
の

年
の
11
月
に
新
島
が
ま
と
め
た
大
学
構
想
「
同
志
社
大
学
設
立
之
主

意
之
骨
案
」
に
よ
る
と
、
設
置
学
部
は
最
大
5
学
部
（
宗
教
並
び
に

哲
学
、
医
学
、
法
学
、
文
学
、
理
学
）、
募
金
目
標
は
14
万
円
（
法

学
部
5
万
円
、
医
学
部
9
万
円
）
で
し
た
（『
全
集
』
第
1
巻
、
28
―

32
頁
）。
こ
の
運
動
に
南
山
義
塾
関
係
者
が
関
わ
り
ま
す
。

も
う
1
点
、
こ
の
時
代
を
考
え
る
上
で
理
解
し
て
お
く
べ
き
こ
と

草稿「同志社大学設立之主意之骨案」
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０
人
で
、
卒
業
生
は
32
人
（「
同
志
社
創
業
以
来
生
徒
員
数
表
」『
同

志
社
明
治
廿
四
年
度
報
告
』
7
頁
）
と
い
う
小
さ
な
学
校
で
あ
り
、

同
志
社
の
存
在
が
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
設
立
運
動
へ
の
賛
同
者
を
募
る
こ
と
は
易

し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

加
え
て
、
設
立
運
動
と
同
時
に
新
島
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
事

柄
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
専
門
教
育
の
学
校
の
設
立
で
し
た
。
１

８
８
６
年
（
明
治
19
）
の
同
志
社
病
院
開
院
及
び
京
都
看
病
婦
学
校

開
校
は
医
学
関
係
、
新
島
の
永
眠
後
に
な
り
ま
す
が
、
１
８
９
１
年

（
明
治
24
）
の
同
志
社

ハ
リ
ス
理
化
学
校
開
校

は
理
化
学
関
係
、
１
８

９
２
年
（
明
治
25
）
の

同
志
社
政
法
学
校
開
校

は
法
学
・
商
学
関
係
と
、

大
学
開
校
時
に
は
そ
れ

ぞ
れ
が
学
部
を
担
う
期

待
を
以
て
設
立
さ
れ
た

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
学
校
設

立
の
動
き
は
、
南
山
義

塾
開
校
式
の
翌
年
に
は

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
動
き
に
、
南
山
義
塾
関
係
者
の
1
人
で
あ

る
伊
東
熊
夫
が
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

同
志
社
大
学
設
立
運
動
と
南
山
義
塾
関
係
者 �

既
に
『
同
志
社
百
年
史
』（
２
９
０
―
２
９
１
頁
）
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
内
容
で
す
が
、
伊
東
熊
夫
が
同
志
社
の
医
学
校
設
立
に
協
力
し

て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
新
島
の
日
記
を
見
る
と
、
南
山
義
塾
開
校

式
の
翌
年
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）
1
月
23
日
に
「
河
原
町
商
法
会

議
所
ニ
集
リ
大
村
〔
達
斎
、カ
ッ
コ
内
は
筆
者
補
注
〕、伊
東
〔
熊
夫
〕、

中
村
〔
栄
助
〕、
新
島
〔
襄
〕
之
四
氏
弥
結
社
之
事
ニ
決
ス
」
と
い

う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
伊
東
熊
夫
の
関
与
に
つ
い
て
は
、『
同
志
社

百
年
史
』（
２
９
１
頁
）
で
は
中
村
栄
助
が
後
年
語
っ
た
内
容
を
根

拠
に
断
定
し
て
い
ま
す
。

新
島
ら
が
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
に
は
、
医
学
校
の
候
補
と
し
て
考

開学当初のハリス理化学校専用校舎ハリス理化学館1891年撮影

新島襄『日誌』のうち1884年1月23
日の項目
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訓
郡
）、
多
貝
藤
右
衛
門
（
乙
訓
郡
）、
中
村
栄
助
（
下
京
区・南
区
）

の
12
名
で
、
元
京
都
府
官
吏
の
竹
鼻
を
除
き
、
参
加
者
は
府
議
会
議

員
の
現
職
か
議
員
経
験
者
で
し
た
。

こ
の
会
合
で
は
、
議
事
録
（
上
０
０
３
３
）
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
議
事
録
を
見
る
と
、
会
議
の
内
容
は
、
設
置
学
部
（
優
先
す
べ

き
は
法
学
部
か
文
学
部
か
）、
発
起
人
の
定
義
や
覚
悟
が
話
題
で
し

た
。
た
だ
し
、
各
参
加
者
の
発
言
か
ら
は
、
12
人
す
べ
て
が
発
起
人

と
な
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
、
伊
東
の
発
言
は
目
立
ち
ま
し
た
。

例
え
ば
、
発
起
人
を
引
き
受
け
る
か
否
か
の
話
が
進
む
中
、「
諸
君

一
説
ア
リ
ト
雖
モ
吾
輩
ハ
大
学
ヲ
起
ス
ノ
意
ア
リ
テ
来
リ
シ
ナ
ラ
バ

是
レ
第
一
次
事
ナ
レ
バ
其
法
ニ
及
バ
シ
タ
シ
何
ノ
滅
ス
ル
処
カ
ア
ラ

え
て
い
た
洞
酌
医
学
校
関
係
者
の
大
村
達
斎
、
同
志
社
の
関
係
者
中

村
栄
助
、
南
山
義
塾
関
係
者
で
当
時
京
都
府
議
会
議
員
で
あ
っ
た
伊

東
熊
夫
が
加
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
伊
東

が
加
わ
っ
た
理
由
は
現
時
点
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
こ
の
時

を
含
め
て
、
新
島
は
2
度
医
学
校
設
立
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
が

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
1
年
後
の
１
８
８
４
年
（
明
治
17
）
に
も
伊
東
は
同
志
社

に
協
力
し
て
い
ま
す
。
設
立
運
動
に
お
い
て
、
１
８
８
４
年
は
重
要

な
年
で
し
た
。
新
島
は
運
動
開
始
当
初
か
ら
大
学
構
想
を
練
り
、
同

志
社
内
に
専
門
教
育
機
関
を
設
立
す
る
た
め
に
各
種
調
整
に
動
く
な

ど
し
て
、
ソ
フ
ト
及
び
ハ
ー
ド
面
で
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
実
現
す
る
資
本
金
集
め
が
１
８
８
４
年
4
月
2
日
に
発
足

し
た
大
学
設
立
発
起
人
会
発
足
に
よ
り
本
格
化
し
ま
す
。

発
起
人
会
発
足
の
約
3
か
月
前
の
１
８
８
４
年
1
月
19
日
、
新
島

は
事
前
準
備
と
し
て
自
宅
で
発
起
人
候
補
者
を
集
め
て
会
合
を
開
い

て
い
ま
す
（『
同
志
社
大
学
記
事
』
上
０
０
３
２
、『
全
集
』
第
1
巻
、

１
８
９
頁
）。
参
加
者
は
、
濱
岡
光
哲
（
上
京
区
・
北
区
、
カ
ッ
コ

内
は
『
京
都
府
議
会
歴
代
議
員
録
』
に
各
自
の
氏
名
が
掲
載
さ
れ
た

区
域
）、
高
木
文
平
（
北
桑
田
郡
）、
伊
東
熊
夫
（
綴
喜
郡
）、
西
村

七
三
郎
（
上
京
区
・
北
区
）、
田
中
源
太
郎
（
南
桑
田
郡
・
亀
岡
市
）、

川
勝
光
之
助
（
南
桑
田
郡・亀
岡
市
）、
安
本
勝
治
（
上
京
区・北
区
）、

河
原
林
義
雄
（
北
桑
田
郡
）、竹
鼻
仙
右
衛
門
、正
木
安
右
衛
門
（
乙

発起人候補者会の議事録1884年1月19日開催
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ン
」
と
述
べ
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発
起
人
の
定
義
に
話
が
及
ん

だ
時
に
は
、発
起
人
の
心
構
え
を
「
何
レ
ノ
日
乎
貫
ク
ノ
精
神
タ
リ
」

と
発
言
し
た
記
録
も
あ
り
ま
す
。
大
学
設
立
に
本
気
で
取
り
組
む
伊

東
の
姿
勢
が
彼
の
発
言
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

新
島
の
手
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
会
合
か
ら
3
か
月
後
の
１
８
８
４

年
4
月
1
日
、
同
志
社
は
商
工
会
議
所
に
府
議
会
議
員
と
京
都
府
下

の
名
士
60
人
ほ
ど
を
招
待
し
、
発
起
人
会
を
組
織
す
る
べ
く
会
合
を

開
催
し
、
講
演
な
ど
を
行
っ
た
と
あ
り
ま
す
（
新
島
襄
手
記
、
上
０

６
７
２
、『
全
集
』
第
5
巻
、
３
１
７
頁
）。
こ
の
日
は
夜
10
時
ま
で

会
合
が
続
い
た
た
め
、
翌
日
午
後
3
時
半
か
ら
再
開
す
る
と
し
て
一

度
解
散
し
ま
し
た
。
翌
日
、
会
合
へ
の
参
加
者
は
お
よ
そ
20
名
と
、

前
日
と
比
べ
る
と
3
分
の
1
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
を
加
え

た
発
起
人
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
発
起
人
は
新
島
襄

と
山
本
覚
馬
に
留
ま
り
、
他
の
人
々
は
府
中
（
京
都
市
内
）
理
事
委

員
と
郡
部
理
事
委
員
と
し
て
名
前
を
連
ね
ま
し
た
。
郡
部
理
事
委
員

の
中
に
綴
喜
郡
を
代
表
し
た
伊
東
熊
夫
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
発
起
人
会
で
は
、
設
立
す
る
学
校
の
名
称
を
同
志
社
大
学
か
ら

明
治
専
門
学
校
に
変
更
し
、
１
８
９
０
年
開
校
を
目
指
す
こ
と
、
文

学
部
の
設
置
を
優
先
し
、
募
金
目
標
を
10
万
円
と
す
る
こ
と
、
資
本

金
は
全
て
賛
成
者
の
募
金
で
成
り
立
つ
こ
と
な
ど
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
（
草
稿
「
議
決
及
び
仮
則
」
上
０
０
３
５
、
草
稿
「
明
治
専
門
校

創
立
規
則
」
上
０
０
３
７
）。

同
志
社
大
学
設
立
運
動
に
お
け
る
綴
喜
郡
田
辺
町

の
位
置 �

明
治
専
門
学
校
の
名
称
は
、
１
８
８
８
年
（
明
治
21
）
9
月
下
旬

以
降
に
再
び
同
志
社
大
学
に
戻
り
ま
し
た
（『
全
集
』
第
9
巻
上
、

４
３
５
―
４
３
６
頁
）。
１
８
８
８
年
は
、
設
立
運
動
が
最
も
盛
り
上

が
っ
た
年
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
こ
の
年
、
新
島
は
、
4
月
22
日
に

井
上
馨
邸
、
7
月
19
日
に
大
隈
重
信
邸
で
大
学
設
立
を
訴
え
る
機
会

を
得
て
、
著
名
人
（
大
隈
重
信
、
井
上
馨
、
青
木
周
蔵
、
渋
沢
栄
一
、

原
六
郎
、
岩
崎
弥
之
助
、
岩
崎
久
弥
、
平
沼
八
太
郎
、
大
倉
喜
八
郎
、

新島襄手記のうち、大学設立発起人会郡部理事委員の掲載
ページ
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特別寄稿

第
3
巻
、
４
９
８
頁
）
が
、
こ
の
会
合
の
成
否
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

約
5
か
月
後
の
１
８
８
８
年
4
月
2
日
、
伊
東
か
ら
新
島
に
手
紙
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
（
新
島
襄
宛
伊
東
熊
夫
書
簡
１
８
８
８
年
4
月

2
日
付
、
下
０
８
６
７
、『
全
集
』
第
9
巻
上
、
３
９
２
頁
）。
こ
の

手
紙
は
、
3
月
31
日
付
の
新
島
の
手
紙
を
受
け
取
り
、
会
合
の
準
備

が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
を
詫
び
る
内
容
で
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

後
、
南
山
義
塾
関
係
者
の
喜
多
川
と
調
整
し
て
、
4
月
中
旬
に
は
会

合
を
実
施
し
た
い
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
合
と

は
設
立
運
動
の
会
合
で
あ
り
、
新
島
が
4
月
17
日
付
で
中
村
に
送
っ

た
手
紙
に
は
、「
此
二
十
二
日
ニ
ハ
綴
喜
郡
ノ
田
辺
ニ
而
伊
東
、
喜

多
川
、
田
宮
君
等
之
催
ニ
而
専
門
校
之
集
会
を
可
被
開
候
間
、
前
日

乃
チ
土
曜
日
よ
り
何
人
カ
出
張
致
し
呉
候
様
、
金
森
〔
通
倫
〕
ト
御

相
談
被
下
度
候
」（『
全
集
』
第
3
巻
、
５
５
８
頁
）
と
あ
り
ま
す
。

新
島
が
京
田
辺
に
直
接
出
向
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
少

な
く
と
も
新
島
が
持
ち
掛
け
た
相
談
を
伊
東
ら
南
山
義
塾
関
係
者
が

実
現
し
た
よ
う
で
す
。

も
う
1
点
、
新
島
と
京
田
辺
の
関
係
を
示
す
手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。

新
島
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
伊
東
と
手
紙
を
や
り
取
り
し
て
い
る
時

期
に
、
当
時
綴
喜
郡
選
出
の
京
都
府
議
会
議
員
を
務
め
て
い
た
田
宮

勇
に
も
手
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
（
田
宮
勇
宛
新
島
襄
書
簡
１
８
８
８

年
3
月
30
日
付
、
下
０
０
６
９
、『
全
集
』
第
3
巻
、
５
４
８
頁
）。

こ
の
手
紙
の
内
容
は
、
綴
喜
郡
内
で
設
立
運
動
へ
の
賛
同
者
を
ま
と

益
田
孝
、
田
中
平
八
）
を
相
手
に
3
万
１
０
０
０
円
の
寄
付
金
の
約

束
を
取
り
付
け
、
こ
れ
ら
の
大
口
募
金
を
管
理
す
る
人
物
と
し
て
渋

沢
栄
一
の
協
力
を
得
る
（『
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ

ー
報
』
第
20
号
、
２
０
２
４
年
4
月
、
6
―

7
頁
）
な
ど
、
都
市
部

に
お
け
る
募
金
運
動
で
大
き
な
成
果
を
得
て
い
ま
し
た
。
こ
の
成
果

は
同
年
11
月
に
発
表
さ
れ
る
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」（
上
０

０
２
１
、
上
０
０
２
２
、『
全
集
』
第
1
巻
、
１
３
４
頁
）
に
掲
載

さ
れ
、
大
学
設
立
運
動
へ
の
信
頼
度
を
示
す
事
例
と
し
て
メ
デ
ィ
ア

で
全
国
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
な
成
果
に
つ
い
て
は
、
現
代
に
お
い
て
も
ト
ピ
ッ
ク
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

他
方
で
、
新
島
は
京
都
府
下
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
綴
喜
郡
の

南
山
義
塾
関
係
者
に
働
き
か
け
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
、
伊
東

と
の
や
り
取
り
を
紹
介
し
ま
す
。
新
島
は
前
年
の
１
８
８
７
年
12
月

頃
に
伊
東
に
対
し
て
京
都
府
議
会
議
員
や
府
内
の
有
力
者
へ
の
会
合

の
開
催
方
法
を
相
談
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
（
中
村
栄
助
宛

新
島
襄
書
簡
、
１
８
８
７
年
12
月
7
日
付
、
下
０
１
１
７
、『
全
集
』

「同志社大学設立の
旨意」に掲載された
寄付者名
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め
、
で
き
れ
ば
募
金
金
額
を
確
定
し
て

ほ
し
い
と
い
う
、
踏
み
込
ん
だ
内
容
の

依
頼
で
し
た
。
新
島
は
続
け
て
「
左
ス

レ
バ
貴
郡
之
御
奮
発
ニ
ヨ
リ
大
ニ
他
ヲ

奨
励
ス
ル
所
ア
リ
、
随
テ
速
ニ
好
結
果

モ
可
期
候
」
と
書
き
連
ね
ま
し
た
。
新

島
は
、
綴
喜
郡
内
で
の
募
金
活
動
の
成

果
が
、
京
都
に
お
け
る
募
金
運
動
の
嚆

矢
で
あ
り
、
起
爆
剤
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

新
島
の
永
眠
で
、
設
立
運
動
は
頓
挫

し
ま
す
。
そ
の
後
、
同
志
社
が
広
く
社

会
を
巻
き
込
ん
で
何
か
運
動
を
展
開
す

る
こ
と
は
無
く
、
管
見
の
限
り
設
立
運

動
時
の
よ
う
な
京
田
辺
と
の
関
係
性
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昨
年
伊
東
熊

夫
の
ご
子
孫
の
方
々
と
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
ご
親
族
に
同

志
社
出
身
者
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
縁
も
あ
っ
て
か
、２
０
０
６
年（
平

成
18
）
に
は
伊
東
熊
夫
の
曾
孫
に
あ
た

る
大
石
庸
爾
氏
が
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
土
地
を
寄
付
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
（『
同
志
社
大
学
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
報
』

第
31
号
、２
０
０
６
年
12
月
、2
頁
）。
こ
の
よ
う
な
お
話
を
伺
う
と
、

本
論
で
紹
介
し
た
同
志
社
と
京
田
辺
の
関
係
は
、
そ
の
関
係
史
の
ご

く
一
部
で
あ
り
、
埋
も
れ
た
大
小
様
々
な
事
実
が
今
後
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
当
事
者
の
回
想
に
よ
り
、

１
９
２
７
年
（
昭
和
2
）
に
設
立
さ
れ
た
同
志
社
労
働
者
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
介
し
た
農
村
伝
道
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
（『
敬
虔
な
る
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
―
岩
井
文
男
の
思
想
と
生
涯

―
』
新
教
出
版
、
１
９
８
４
年
、
96
、
１
２
０
―
１
２
４
頁
）。

綴
喜
郡
田
辺
町
で
の
校
地
用
地
購
入 �

こ
こ
か
ら
京
田
辺
校
地
開
校
前
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
１
９
６
５
年
9
月
25
日
の
理
事
会
に
て
、
綴
喜
郡
田
辺
町
の

土
地
購
入
決
定
に
よ
り
、
京
田
辺
校
地
開
校
に
向
け
た
協
議
が
始
ま

り
ま
す
。
そ
し
て
、
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）、
１
９
６
８
年
（
昭

和
43
）
と
2
回
に
分
け
て
合
計
99
万
８
１
７
㎡
の
土
地
購
入
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
（『
同
志
社
田
辺
校
地
30
年
の
歩
み
（
年
表
）
１
９

６
５
〈
昭
和
40
年
―

平
成
5
年
〉
１
９
９
３
』
学
校
法
人
同
志
社
、

１
９
９
５
年
3
月
、
1
頁
、
以
下
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
前
史
に

関
し
て
は
同
書
を
参
照
）。
１
９
６
８
年
末
の
今
出
川
校
地
の
面
積

は
11
万
８
８
８
．
７
６
㎡
で
し
た
（
付
表
4
校
地
略
図
『
事
業
報
告

1888年3月30日付田宮勇宛新島襄（代筆含）書簡
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こ
の
状
況
は
大
学
設

置
基
準
に
関
係
し
て

い
ま
す
。

１
９
５
６
年
（
昭

和
31
）
10
月
22
日
に

公
布
・
施
行
さ
れ
た

文
部
省
令
第
28
号

「
大
学
設
置
基
準
」

は
、
学
校
教
育
法
に

基
づ
き
具
体
的
な
大

学
の
設
置
基
準
を
記

し
た
法
律
で
す
。
同

法
「
第
8
章
校
地
、

校
舎
等
の
施
設
及
び

設
備
等
」
第
37
条
に

は
、「
大
学
に
お
け

る
校
地
の
面
積
（
附
属
病
院
以
外
の
附
属
施
設
用
地
及
び
寄
宿
舎
の

面
積
を
除
く
。）
は
、
収
容
定
員
上
の
学
生
一
人
当
た
り
十
平
方
メ

ー
ト
ル
と
し
て
算
定
し
た
面
積
に
附
属
病
院
建
築
面
積
を
加
え
た
面

積
と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
大
学
の
収
容
定
員
が
校
地
の
延
床
面
積

に
依
存
す
る
こ
と
が
書
か
れ
た
条
文
で
す
。
京
田
辺
に
校
地
を
購
入

し
た
１
９
６
８
年
度
末
の
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
延
床
面
積
は
11
万
３

１
９
６
８
年
度
』
学
校

法
人
同
志
社
）。
今
出

川
校
地
の
お
よ
そ
9
倍

の
土
地
を
取
得
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

広
大
な
土
地
入
手
の

背
景
に
は
、
社
会
の
進

学
熱
の
上
昇
と
法
律
へ

の
対
応
が
あ
り
ま
し
た
。

終
戦
後
の
日
本
で
は
、

終
戦
時
に
約
７
０
０
０

万
人
ま
で
落
ち
込
ん
で

い
た
人
口
が
漸
増
し
始

め
ま
す
。
戦
後
の
復
興
も
伴
い
、
進
学
を
希
望
す
る
人
々
も
増
加
し

ま
し
た
。
同
志
社
大
学
を
事
例
と
す
る
と
、
在
学
生
数
は
１
９
４
８

年
（
昭
和
23
）
１
７
３
０
人
、
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）
1
万
３
９

７
１
人
、
１
９
６
５
年
（
昭
和
40
）
1
万
７
５
２
３
人
、
１
９
７
５

年
（
昭
和
50
）
2
万
80
人
（
展
示
図
録
『
第
30
回
企
画
展
女
子
学
生

の
現
在
地
―
同
志
社
大
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
前
史
』
同
志
社
大
学

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
２
０
２
３
年
、
62
―

63
頁
）
で
す
。

社
会
の
旺
盛
な
進
学
熱
と
反
比
例
し
て
、
在
学
生
数
の
増
加
率
は
漸

減
し
、
停
滞
し
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
わ
か
り
ま
す
。 パンフレット『田辺校地について』（1980年）所収
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７
６
７
．
１
８
㎡
、

新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
は

2
万
２
７
５
０
．
９

８
㎡
で
、
大
学
の
在

学
生
数
（
一
部
、
二

部
、大
学
院
の
合
計
）

は
2
万
１
２
９
６
人

で
し
た
（『
事
業
報

告
１
９
６
８
年
度
』

19
頁
、
付
表
4
）。

同
志
社
は
、
校
地

を
入
手
し
、
教
室
棟

な
ど
を
建
設
す
る
こ

と
で
延
床
面
積
を
増

加
し
、
適
法
な
状
態
に
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
、
１
９
５
９
年

に
新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
入
手
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
分
な
効
果
を

期
待
で
き
る
だ
け
の
延
床
面
積
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
町
キ
ャ

ン
パ
ス
を
入
手
し
た
こ
の
年
、
文
部
省
令
第
17
号
「
首
都
圏
の
既
成

市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
」
が
4
月
1
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
第
一
条
に
「
こ
の
法
律
は
、
工
業
等
制

限
区
域
に
つ
い
て
、
大
規
模
な
工
場
、
大
学
そ
の
他
人
口
の
増
大
を

も
た
ら
す
原
因
と
な
る
施
設
の
新
設
を
制
限
し
、
も
つ
て
既
成
市
街

地
へ
の
産
業
及
び
人
口
の
過
度
の
集
中
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
本
文
に
あ
る
既
成
市
街
地
と
は
「
東
京
都

及
び
こ
れ
と
連
接
す
る
枢
要
な
都
市
を
含
む
区
域
の
う
ち
、
産
業
及

び
人
口
の
過
度
の
集
中
を
防
止
し
、
か
つ
、
都
市
の
機
能
の
維
持
及

び
増
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
市
街
地
の
区
域
で
、
政
令
で
定
め
る
も

の
」（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
三
号
「
首
都
圏
整
備
法
」
第
二

条
3
項
）
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
法
律
に
よ
り
、
政
令

で
指
定
さ
れ
る
よ
う
な
既
成
市
街
地
に
あ
る
大
学
が
、
近
傍
に
新
た

に
校
地
を
入
手
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
京
田
辺
の
土
地
購
入
を
決
断
す
る
前
年
、
１
９
６
４
年

7
月
3
日
に
法
律
１
４
４
号
「
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る

工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
首
都
圏
と

同
種
の
法
律
で
す
。
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
つ
い
て
は
、
大
阪

市
、
京
都
市
及
び
こ
れ
ら
と
連
結
す
る
都
市
で
、
政
令
で
指
定
さ
れ

ま
し
た
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
九
号
「
近
畿
圏
整
備
法
」

第
二
条
3
項
、
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
十
九
号
「
近
畿
圏
整
備
法
施

行
令
」
第
一
条
、
5
月
15
日
公
布
・
施
行
）。
こ
う
し
た
法
律
の
規

制
に
よ
り
、
法
律
や
政
令
が
定
め
る
地
域
の
外
に
校
地
を
求
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
か
ね
て
か
ら
候
補
地
と
み
な

さ
れ
て
い
た
綴
喜
郡
田
辺
町
の
土
地
購
入
の
検
討
が
本
格
化
し
、
購

入
が
決
定
し
ま
し
た
。

パンフレット『田辺校地について』（1980年）所収
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キ
ャ
ン
パ
ス
候
補
地
購
入
に
対
す
る
学
内
の
反
応

の
紹
介 �

最
後
に
キ
ャ
ン
パ
ス
購
入
に
対
す
る
学
内
の
反
応
を
２
点
紹
介
し

ま
す
。
１
点
目
は
大
学
の
教
職
員
の
反
応
で
す
。
１
９
６
５
年
8
月

の
理
事
会
で
綴
喜
郡
田
辺
町
の
土
地
購
入
決
定
の
翌
月
に
、「
聯
合

ニ
ュ
ー
ス
」（
同
志
社
教
職
員
組
合
の
機
関
紙
）
が
3
度
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
最
初
の
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
「
田
辺
土
地
買
収
問
題
」
で

は
、
論
点
を
４
点
に
わ
け
、
各
論
点
に
下
の
表
の
よ
う
に
小
見
出
し

を
付
し
て
い
ま
す
。

同
志
社
が
購
入
し
た
当
時
の
土
地
は
、
造
成
工
事
の
必
要
な
丘
陵

部
で
あ
り
、
開
校
準
備
と
共
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
課
題
に
な
る
こ
と

は
明
ら
か
で
し
た
。
ま
た
、
岩
倉
校
地
の
よ
う
に
、
同
志
社
に
は
今

出
川
か
ら
離
れ
た
場
所
に
校
地
を
入
手
し
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
が
、

京
田
辺
は
前
例
以
上
に
更
に
離
れ
た
場
所
に
位
置
し
ま
す
。
岩
倉
校

地
は
、
戦
前
に
は
同
志
社
高
等
商
業
学
校
が
、
現
在
で
は
同
志
社
中

学
校
・
高
等
学
校
、
そ
し
て
小
学
校
が
学
校
単
位
で
利
用
し
て
い
ま

す
が
、
１
つ
の
学
校
が
複
数
の
校
地
に
分
か
れ
て
運
営
さ
れ
る
前
例

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
が
発
行
さ
れ
た
段
階

で
、
大
学
の
一
部
を
移
転
す
る
と
い
う
漠
然
と
し
た
情
報
が
流
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
土
地
購
入
の
話
が
進
み
、
そ
れ
に
伴
い
、
経
済
的

負
担
の
増
加
、
職
場
環
境
の
悪
化
、
生
じ
る
で
あ
ろ
う
数
々
の
問
題

を
危
惧
し
、
学
校
当
局
か
ら
土
地
購
入
に
関
す
る
説
明
が
無
い
中
で

不
安
だ
け
が
募
る
状

況
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

こ
の
聯
合
ニ
ュ
ー
ス

か
ら
伝
わ
り
ま
す
。

後
に
、
学
校
当
局
か

ら
の
説
明
を
受
け
て

購
入
理
由
に
つ
い
て

は
理
解
を
示
す
も
の

の
、
想
定
さ
れ
る
問

題
に
つ
い
て
納
得
す

る
よ
う
な
具
体
策
が

提
示
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。（
聯
合
ニ
ュ
ー

ス
「
理
事
長
回
答
す
。

不
安
ま
す
ま
す
増

大
」
１
９
６
５
年
９
月
29
日
発
行
）。
こ
の
よ
う
に
、
新
校
地
開
校

の
初
歩
は
、
未
知
へ
の
不
安
が
先
行
し
て
い
ま
し
た
。

１
９
７
９
年
（
昭
和
54
）
５
月
頃
か
ら
教
職
員
が
抱
い
て
い
た
不

安
の
１
つ
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
そ
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
用
地
の

造
成
工
事
な
ど
に
つ
い
て
、
同
志
社
と
田
辺
町
の
協
議
が
始
ま
り
ま

す
。
１
９
８
０
年
５
月
に
は
田
辺
町
が
『
田
辺
町
土
地
利
用
転
換
計

大見出し 小見出し

30万坪・6億円以上の無謀な買い物（整地碑別）

われわれは教職員は同志社の一員ではないのか

9月25日・理事会は決定強硬か

引き裂かれる学園

何故慌てるのか

新たに数十億の借金が必要

賃金に直接影響は必至

終始教職員を無視！

大阪・神戸の学生はどうして通学するのか

大きな建物は立てられない

水の無い不毛の地

電話は手動式、ガスは予定

その4（人道問題） あなたは行きますか弾薬庫の側へ

その1（経過）

その2（財政問題）

その３（立地条件）

聯合ニュース「田辺土地買収問題―討議資料―」 
1965年9月20日発行、同志社社史資料センター所蔵
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画
』
を
ま
と
め
ま
し
た
。
実
際
に
造
成
工
事
は
同
年
８
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
が
、
こ
の
計
画
書
に
よ
る
と
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
う
ち
、
通

学
路
に
あ
た
る
近
鉄
及
び
国
鉄
各
駅
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
迄
の
道
路
や

河
川
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
受
益
者
負
担
の
原
則
（
地
方

自
治
法
２
２
４
条
）
に
基
づ
き
同
志
社
が
相
応
の
額
を
負
担
す
る
案

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
１
８
９
―
１
９
８
頁
）。
こ
の
計
画
書
が
ま
と

ま
る
1
か
月
前
に
同
志
社
国
際
高
校
が
開
校
し
て
い
ま
す
。
国
際
高

校
は
同
志
社
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
関
す
る
議
論
の
過
程
で

必
要
と
さ
れ
た
帰
国
邦
人
子
弟
に
対
す
る
適
応
教
育
態
勢
を
実
現
し

た
学
校
で
す
（『
同
志
社
国
際
中・高
等
学
校
15
年
史
』
１
９
９
７
年
、

2
頁
）。
大
学
、
女
子
大
学
、
そ
し
て
国
際
高
校
、
１
９
８
８
年
（
昭

和
63
）
に
開
校
し
た
国
際
中
学
校
が
使
用
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
費

負
担
は
相
当
な
額
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

造
成
工
事
が
進
む
中
、
１
９
８
３
年
（
昭
和
58
）
11
月
17
日
付
で

「
同
志
社
大
学
田
辺
校
地
整
備
実
施
計
画
案
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
教

職
員
に
冊
子
で
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
案
で
は
、
全
学
部
第

1
部
（
昼
開
講
）
1
、
2
年
次
生
の
授
業
は
京
田
辺
校
地
で
１
９
８

６
年
度
か
ら
実
施
、
総
事
業
費
は
１
８
０
億
円
、
工
学
部
3
、
4
年

次
生
、
大
学
院
工
学
研
究
科
及
び
理
工
学
研
究
科
の
移
転
が
第
2
段

階
の
計
画
対
象
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
計

画
案
は
１
９
８
４
年
（
昭
和
59
）
3
月
15
日
開
催
の
大
学
評
議
会
で

原
案
通
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
（『
同
志
社
大
学
広
報
』
臨
時

『聯合ニュース』1965年9月20日発行

アジビラ　大成寮作成　1983年か
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２
３
７
、
１
９
８
４
年
3
月
16
日
）。
当
時
、
こ
の
計
画
案
は
「
学

長
試
案
」
と
呼
ば
れ
、
京
田
辺
へ
の
校
地
移
転
反
対
を
掲
げ
る
学
生

運
動
の
標
的
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
学
内
で
撒
か
れ
た
数
多
く
の

ア
ジ
ビ
ラ
の
う
ち
、
大
成
寮
が
作
成
し
た
1
枚
を
紹
介
し
ま
す
。
ア

ジ
ビ
ラ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
田
辺
町
移
転
〈
学
長
試
案
〉
提
出
弾
劾
！

廃
寮
阻
止
！
移
転
の
矛
盾
を
更
に
拡
大
さ
せ
る
『
学
長
試
案
』
を
葬

り
去
れ
」
と
あ
り
、
小
見
出
し
に
は
「
移
転
計
画
破
綻
の
末
『
学
長

試
案
』
提
出
を
弾
劾
す
る
！
」、「
矛
盾
を
噴
出
さ
せ
て
の
移
転
強
行

―
学
長
独
裁
―
官
僚
主
導
体
制
を
粉
砕
せ
よ
！
」、「『
実
施
計
画
案
』

は
実
質
的
な
廃
寮
決
定
だ
！
」
と
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ビ
ラ
の
内
容
を

確
認
す
る
限
り
、
本
心
は
最
後
の
小
見
出
し
に
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
学
長
試
案
」
は
2
つ
の
校
地
の
教
学
に
関
す
る
提
案
で
す
が
、
学

生
生
活
へ
の
言
及
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
学
生
運
動
の
資
料
を
見

て
い
る
と
、
校
地
移
転
反
対
の
姿
勢
の
底
部
に
見
通
せ
な
い
学
生
生

活
へ
の
不
安
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

お
わ
り
に �

同
志
社
と
京
田
辺
は
、
学
校
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
通
じ
て
歴
史

的
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
結
び
つ
き
は
、
明
治
時
代
に

お
い
て
は
相
互
補
完
的
に
作
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
京
田
辺
校
地
開

校
の
直
前
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
見
通
し
の
き
か
な
い
未
来
に
対
す

る
不
安
な
感
情
が
先
行
し
て
い
ま
し
た
。
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校

か
ら
40
年
を
経
て
、

不
安
な
感
情
は
も
は

や
払
拭
さ
れ
、
新
し

い
歴
史
が
紡
が
れ
、

新
し
い
知
や
価
値
観

が
創
造
さ
れ
て
い
ま

す
。
歴
史
と
は
未
来

を
考
え
る
た
め
の
方

策
を
知
る
手
が
か
り

で
す
。
本
稿
が
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
未

来
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

開校直前の京田辺キャンパス　1986年
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忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
奨
励
者
は
２
ヶ
月
前
に
そ
の
情
報
を
入

手
し
て
お
ら
れ
た
が
、
発
表
す
る
機
会
を
待
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
、

確
か
に
創
立
記
念
礼
拝
は
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

天
か
ら
降
っ
て
来
た
と
思
え
た
そ
の
情
報
を
き
っ
か
け
に
、
私
の

現
地
調
査
熱
は
い
や
が
上
に
も
高
ま
っ
た
。
以
後
の
成
り
行
き
は
天

佑
と
し
か
思
え
な
い
。

①�

ま
ず
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
墓
地
を
訪
ね
て
貰
え
そ
う
な
知
り
合
い
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
い
る
と
す
ぐ
に
、
玉
村
三
保
子
元
同
窓
会
長
の

属
す
る
平
安
教
会
の
姉
妹
教
会
が
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
あ
る
こ
と
が

判
明
。

②�

し
か
も
、
牧
師
が
同
志
社
神
学
部
出
身
の
金
田
義
国
牧
師
（
現
Ｐ

同
志
社
女
子
部
創
立
１
５
０
周
年
記
念
ツ
ア
ー

“
同
志
社
女
子
部
の
は
じ
ま
り
〟
を
訪
ね
て　

実
現
ま
で

女
子
大
学
名
誉
教
授
　
坂
本 

清
音

そ
れ
は
２
０
２
０
年
の
女
子
大
学
創
立
記
念
礼
拝
の
奨
励
者
の
話

か
ら
始
ま
っ
た
。
奨
励
者
は
お
話
が
終
わ
り
近
く
な
っ
た
頃
、「
実

は
学
外
の
研
究
仲
間
注
１
か
ら
知
ら
さ
れ
た
こ
と
だ
が
」
と
前
置
き

し
て
、
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
の
没
年
月
日
と
埋
葬
場
所
（
１
９
９
１

年
10
月
４
日
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
のM

ount H
ope C

em
etery

）

を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
情
報
は
私
が
長
年
見
つ
か
る
こ
と
を
祈
念
し

て
い
た
も
の
だ
っ
た
注
２
の
で
、
そ
れ
が
耳
に
入
っ
た
時
の
衝
撃
を

特
別
寄
稿

同
志
社
女
子
部
創
立
１
５
０
周
年
記
念
ツ
ア
ー

“
同
志
社
女
子
部
の
は
じ
ま
り
を
訪
ね
て
〟　
２
０
２
６
年
８
月
17
～
23
日

主
催　
学
校
法
人　
同
志
社

後
援　
女
子
大
学
／
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
／
同
志
社
同
窓
会
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Ｏ
Ｖ
合
同
教
会
名
誉
牧
師
）
と
の
情
報
を
得
て
、
そ
の
日
の
内
に

（
確
か
日
本
時
間
で
は
真
夜
中
に
）
メ
ー
ル
を
出
し
た
。

③�
全
く
予
期
し
な
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
翌
朝
目
覚
め
る
と
、
金
田
牧

師
か
ら
返
信
が
届
い
て
お
り
、
同
志
社
女
子
部
卒
の
節
子
夫
人
と

墓
地
を
訪
ね
て
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
の
埋
葬
場
所
を
確
認
し
た
。

た
だ
し
墓
碑
は
な
か
っ
た
と
の
知
ら
せ
。

④�

た
ま
た
ま
翌
年
が
没
１
０
０
年
と
な
る
年
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ま

で
に
墓
碑
の
建
立
が
で
き
な
い
か
と
三
好
三
恵
子
同
窓
会
長
（
当

時
）
に
相
談
。
早
速
同
志
社
同
窓
会
の
評
議
員
会
で
、
同
窓
会
の

事
業
と
し
て
着
手
す
る
承
認
を
得
て
、
田
中
タ
カ
子
副
会
長
（
当

時
）
と
３
人
で
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
会
を
立
ち
上
げ
る
。

⑤�

日
本
に
い
て
短
期
間
で
現
地
に
墓
碑
を
建
立
す
る
と
い
う
、
あ
る
種

無
謀
な
計
画
は
、
金
田
牧
師
の
献
身
的
な
ご
協
力
に
よ
り
可
能
と

な
り
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
市
営
墓
地M

ount H
ope C

em
etery

に
、
没
後
１
０
０
年
を
記
念
し
て
学
校
法
人
同
志
社
・
同
志
社
女

子
中
学
校
・
高
等
学
校
・
同
志
社
女
子
大
学
・
同
志
社
同
窓
会
の

共
同
事
業
と
し
て
、
墓
碑
建
立
が
実
現
。

⑥�

２
０
２
１
年
10
月
２
日
（
土
）
10
：
30
～ 

栄
光
館
フ
ァ
ラ
ー
チ

ャ
ペ
ル
に
お
い
て
「A

lice Jeannette Starkw
eather

没
後

１
０
０
年　
記
念
祈
祷
会　
並
び
に　
記
念
の
集
い
」
を
、
前
四

者
主
催
で
実
施
。
金
田
牧
師
に
は
、
動
画
配
信
で
記
念
祈
祷
と
記

念
講
演
「
同
志
社
女
子
部
の
誇
り
」
を
し
て
頂
く
。

⑦�

以
来
、
墓
前
で
記
念
礼
拝
の
実
施
を
願
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
外
国
旅
行
は
困
難
と
な
る
。

⑧�

幸
い
女
子
部
創
立
１
５
０
年
を
迎
え
る
２
０
２
６
年
が
目
前
と
な

っ
た
頃
、
今
回
の
記
念
ツ
ア
ー
計
画
が
浮
上
。
女
子
部
始
ま
っ
て

以
来
最
初
の
ツ
ア
ー
と
し
て
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
に
入
れ
て
頂
き
、
実
現
し
た
。

注
１　

�

著
述
家
八
木
谷
涼
子
氏
の
こ
と
２
０
２
０
年
よ
り
『
新
島
研
究
』

に
論
文
を
投
稿
。
第
一
部
門
研
究
会
員
。
主
著
に
『
な
ん
で
も
わ

か
る
キ
リ
ス
ト
教
大
事
典
』
朝
日
文
庫

注
２　

�「
同
志
社
女
学
校
初
代
婦
人
宣
教
師A

lice J. Starkw
eather– 

C
hristian H

om
e School

の
実
現
の
た
め
に–

」（
同
志
社
女
子

大
学
総
合
文
化
研
究
所

『
紀
要
』
12
巻　

１
９

９
５
年
３
月
10
～
31
ペ

ー
ジ
）
参
照
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第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
り
、
女
学
校
の
基
礎
を
固
め
て
く
だ

さ
っ
た
初
代
「
校
長
」
の
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
先
生
に
思
い
を
巡
ら

し
、
長
く
分
か
ら
な
か
っ
た
そ
の
後
半
生
の
消
息
が
判
明
し
た
こ
と

で
墓
碑
が
建
立
さ
れ
、
こ
こ
に
こ
う
し
て
同
志
社
女
子
部
と
繋
が
っ

た
こ
と
に
大
き
な
感
動
を
覚
え
た
。

市
営
墓
地
で
は
墓
前
礼
拝
の
場
所
が
な
い
の
で
、
Ｐ
・
Ｏ
・
Ｖ
教

会
で
特
別
追
悼
記
念
礼
拝
を
行
う
た
め
、
献
花
式
後
す
ぐ
に
教
会
に

向
か
っ
た
。

　
　

�

─
Ｐ
・
Ｏ
・
Ｖ
教
会
＝Pioneer O

cean V
iew

 U
nited 

C
hurch of C

hrist

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
キ
リ
ス
ト
合
同
教
会

平
安
教
会(

京
都)

と
姉
妹
教
会 

メ
ア
リ
ー
・
ス
ー
・
ブ
ル

ッ
ク
シ
ャ
ー
牧
師
＆
金
田
義
国
名
誉
牧
師
─

ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
特
別
追
悼
記
念
礼
拝

教
会
は
そ
の
名
の
通
り
、
は
る
か
海
ま
で

の
美
し
い
風
景
が
見
え
る
高
台
に
あ
っ
た
。

開
放
的
で
素
敵
な
空
間
の
礼
拝
堂
で
金
田
牧

師
か
ら
「
頑
張

り
屋
さ
ん
」
と

題
し
て
の
奨
励

を
い
た
だ
い
た
。

「
同
志
社
女
子
部
の
は
じ
ま
り
を
訪
ね
て
」

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
ク
レ
ア
モ
ン
ト
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
訪
問
記

同
志
社
同
窓
会
　
南
野 

紫
乃

８
月
18
日　
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
先
生
の
墓
碑
を
訪
ね
て

　
　

�

─
こ
の
日　
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
先
生
の
甥
孫
に
あ
た
る
ラ

ン
ド
ル
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
さ
ん
ご
夫
妻
が
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
ま
で
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
一
日
ツ
ア
ー
に
同
行
さ
れ
た
─

マ
ウ
ン
ト
・
ホ
ー
プ
市
営
墓
地
事
務
所
前
ま
で
バ
ス
で
行
く
と
、

そ
こ
に
金
田
義
国
牧
師
を
は
じ
め
と
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア
・
オ
ー
シ
ャ

ン
・
ビ
ュ
ー
合
同
教
会(

Ｐ
・
Ｏ
・
Ｖ
教
会)
の
皆
さ
ん
が
待
ち
構

え
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
教
会
員
の
方
た
ち
の
乗
用
車
に
分
乗
し
て

ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
先
生
の
墓
前
に
到
着
。
広
大
な
墓
地
に
眠
る
た

く
さ
ん
の
人
々
の
墓
石
の
中
で
も
一
際

目
立
つ
赤
み
を
帯
び
た
色
の
墓
碑
。
同

志
社
四
者
が
建
立
し
た
そ
の
墓
碑
で
献

花
式
を
行
う
。
金
田
牧
師
の
挨
拶
の
後
、

川
崎
清
史
女
子
大
学
長
・
中
村
久
美
子

女
子
中
高
校
長
・
小
山
薫
同
窓
会
長
が

そ
れ
ぞ
れ
花
束
を
さ
さ
げ
た
。

私
た
ち
は
同
志
社
女
子
部
の
歩
み
の
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特別寄稿

交
歓
会

礼
拝
に
引
き
続
き
メ
ア
リ
ー
・
ス
ー
牧
師
、
川
崎
学
長
、
中
村
校

長
、
小
山
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
し
て
坂
本
清
音
先
生
の

Pow
er Point

に
よ
る
ビ
デ
オ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン“The 

Beginning of D
oshisha W

om
en`s Education”

が
映
さ

れ
、
今
井
由
美
子
先
生
が
代
読
さ
れ
た
。
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
で
私
た
ち
に
は
日
本
語
の
資
料
が
配
ら
れ
、
改
め

て
同
志
社
女
子
部
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
次
に
Ｐ
・
Ｏ
・
Ｖ
教
会
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン“H

istory 
of PO

V
U

C
C

”

に
よ
っ
て
教
会
の
歩
み
・
歴
史
を
紹
介
。

開
放
的
な
ホ
ー
ル
に
ラ
ン
チ
の
準
備
が
さ
れ
て
い
て
、
三
々
五
々

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
食
事
を
い
た
だ
い
た
後
、
再
び
礼
拝
堂
に
戻
り

午
後
の
催
し
が
始
ま
っ
た
。

「
子
孫
同
士
の
繋
が
り
」
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
金
田
牧
師
の
孫

娘
ジ
ャ
ネ
ル
＆
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
金
田

と
ア
メ
リ
ア
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
の
不
思

議
な
縁
・
出
会
い
の
こ
と
を
３
人
が

語
っ
て
く
れ
た
。
彼
女
た
ち
は
と
も

に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
学
ぶ
友

人
で
あ
っ
た
。
あ
る
と
き
、
ア
メ
リ

ア
の
曽
祖
父
が
新
島
襄
先
生
の
ア
メ

リ
カ
の
父
で
あ
る
Ａ
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
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ア
ー
を
唱
和
し
た
。

教
会
の
方
々
の
温
か
い
も
て
な

し
と
笑
顔
に
包
ま
れ
て
過
ご
す
時

間
も
残
り
少
な
く
な
り
、
皆
で
一

緒
に
テ
ラ
ス
に
出
て
友
情
の
サ
ー

ク
ル
を
作
り
、「
お
て
て
つ
な
い

で
」
の
歌
に
動
き
を
つ
け
て
歌
い
、

こ
の
出
会
い
と
繋
が
り
を
確
か
な

も
の
に
し
た
。

さ
ん
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
金
田
姉
妹
の
祖
母
の
節
子
さ
ん
も
女

子
部
の
同
窓
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
祖
母
は
同
志
社
女
学
校
の
初

期
の
卒
業
生
で
あ
る
と
の
こ
と
。

新
島
・
同
志
社
の
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
の
だ
そ
う
だ
。

次
に
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
先
生
の
甥
孫
の
ラ
ン
ダ
ル
・
フ
ァ
ウ
ラ

ー
さ
ん
の
紹
介
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
彼
は
先
祖
の
こ
と
を
調
べ
て
い

る
う
ち
に
「
ア
リ
ス
」
の
こ
と
を
知
り
、
２
０
２
４
年
に
は
来
日
、

同
志
社
女
子
大
を
訪
ね
ら
れ
た
。

墓
碑
も
ぜ
ひ
訪
ね
た
い
と
の
こ
と

で
こ
の
度
来
て
い
た
だ
け
た
。
ラ

ン
ダ
ル
さ
ん
か
ら
記
念
に
と
ウ
イ

ン
ド
チ
ャ
イ
ム
を
女
子
部
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
Ｊ
・
Ｄ
・
デ
ィ
ビ
ス
先
生
の
ひ
孫
で
あ
る
エ
レ
ノ
ア
・

レ
イ
ニ
ー
さ
ん
の
紹
介
と
挨
拶
。
新
島
襄
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ア
ピ
ー
ル

１
５
０
周
年
記
念
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
、
今
回
女
子
部
創
立
１
５
０

周
年
記
念
ツ
ア
ー
に
も
す
べ
て
の
行
程
に
参
加
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
振
り
付
け
・
意
味
を
教
え
て
も
ら
い
素
晴
ら
し
い

踊
り
を
披
露
し
て
も
ら
っ
た
後
は
、
三
好
三
恵
子
さ
ん
が
志
垣
の
ぞ

み
さ
ん
の
伴
奏
で
日
本
の
歌
「
赤
と
ん
ぼ
」「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」

を
歌
い
、
続
け
て
「
故
郷
」
を
皆
で
歌
っ
た
。
さ
ら
に
同
志
社
カ
レ

ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
歌
い
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
の
リ
ー
ド
で
同
志
社
チ
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特別寄稿

８
月
20
日　
ピ
ル
グ
リ
ム
・
プ
レ
ー
ス
を
訪
ね
て

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
を
立
っ
て
、
ク
レ
ア
モ
ン
ト
ま
で
バ
ス
で
行
く
。

い
よ
い
よ
ピ
ル
グ
リ
ム
・
プ
レ
ー
ス
に
到
着
。

　
　

�
─
ピ
ル
グ
リ
ム
・
プ
レ
ー
ス　

Pilgrim
 Place 

　
　

�

も
と
は
会
衆
派
引
退
牧
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
今
は
社
会
貢
献

を
な
さ
っ
て
き
た
方
々
の
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
て
い

る
─

そ
こ
は
広
い
敷
地
に
た
く
さ
ん
の
か
わ
い
い
平
屋
の
家
が
立
ち
並

ぶ
静
か
な
場
所
で
あ
っ
た
。
施
設
内
の
所
々
に
あ
る
三
浦
啓
子
さ
ん

(

１
９
５
６
年
女
子
大
家
政
科
２
年
修
了)

の
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
を
辿

り
な
が
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ま
で
案
内
さ
れ
、
同
志
社
女
子
大
の
初
代

学
長
で
あ
っ
た
ヒ
バ
ー
ド
先
生
の
遺
品
そ
の
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
に
見
入
っ
た
。

食
事
時
に
な
る
と
多
く
の
方
々
が
敷
地
内
に
二
つ
あ
る
食
堂
に
そ

れ
ぞ
れ
集
ま
り
、
賑
や
か
に
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
食
事
を
と
ら
れ

る
様
子
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
て
、
本
当
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ

る
。
私
た
ち
の
た
め
別
室
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た

ラ
ン
チ
会
で
は
深
田
ロ
ー
ラ
さ
ん
（
故　
同
大

名
誉
教
授　
深
田
未
来
生
先
生
の
ご
夫
人
）
や

バ
ー
バ
ラ
・
メ
ー
セ
ン
デ
ィ
ー
ク
さ
ん
を
は
じ

め
、
日
本
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
が
十
数
人
い

て
く
だ
さ
り
、
ラ
ン
チ
を
ご
一
緒
し
た
。

ジ
ョ
ン
さ
ん
と
お
っ
し
ゃ
る
方
は
ヒ
バ
ー

ド
先
生
の
晩
年
10
年
間
親
し
く
し
、
ま
た
お

世
話
を
し
て
い
た
と
話
さ
れ
、「
彼
女
は
本

当
に
素
敵
な
人
だ
っ
た
」
と
い
っ
て
お
ら
れ

た
。
ロ
ー
ラ
さ
ん
や
バ
ー
バ
ラ
さ
ん
と
は
ツ

ア
ー
参
加
者
の
中
に
も
知
己
が
お
ら
れ
、
手

を
取
り
合
っ
て
再
会
を
喜
ん
だ
り
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
贈
ら
れ
た
り
す
る
様
子
は
、
横
か
ら
見

て
い
て
も
感
動
的
で
心
に
熱
い
も
の
が
流
れ

る
よ
う
だ
っ
た
。

ラ
ン
チ
を
終
え
、
み
ん
な
で
記
念
写
真
を

撮
り
、
ロ
ー
ラ
さ
ん
の
96
歳
の
お
誕
生
日
が
近
い
と
の
こ
と
で
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
の
歌
を
歌
っ
て
お
祝
い
し
た
。

そ
の
後
デ
ッ
カ
ー
ホ
ー
ル
に
移
り
、
讃
美
歌
会
を
催
し
た
。
デ
ッ

カ
ー
ホ
ー
ル
舞
台
中
央
に
は
ヒ
バ
ー
ド

先
生
ご
永
眠
の
記
念
と
し
て
女
子
大
か

ら
奉
献
さ
れ
た
「
鳩
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
」（
三
浦
啓
子
作
）
が
青
く
輝
い
て

い
た
。
歌
っ
た
讃
美
歌
は
古
い
も
の
か

ら
新
し
い
讃
美
歌
ま
で
と
り
ど
り
で
、

ど
れ
も
が
平
和
を
願
う
も
の
だ
っ
た
。

鳩
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
向
か
っ
て
声

を
合
わ
せ
て
歌
う
の
は
す
ば
ら
し
い
体
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同
窓
会
ア
メ
リ
カ
支
部
と
の
懇
親
会
ま
で
の
時
間
を
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

観
光
し
て
過
ご
し
、
18
時
過
ぎ
に
会
場
に
到
着
。
ア
メ
リ
カ
支
部
の

校
友
・
同
窓
７
人
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
の
懇
親
会
を
催
す
。

日
本
を
離
れ
長
く
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら

し
て
お
ら
れ
る
方
、
ア
メ
リ
カ
に
滞
在

し
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
、
お
一
人

お
ひ
と
り
の
元
気
な
お
声
で
語
ら
れ
る

そ
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
同
志
社
人

の
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
。

歓
談
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
同
志

社
に
繋
が
る
者
た
ち
の
強
い
絆
を
再
認

識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

女
子
部
の
は
じ
ま
り
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
を
終
え
て

ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
先
生
の
墓
碑
を
訪
ね
、
デ
ン
ト
ン
先
生
・
ヒ

バ
ー
ド
先
生
の
足
跡
を
た
ど
り
、
同
志
社
に
つ
な
が
る
方
々
に
出
会

い
、
今
活
躍
の
方
々
と
交
わ
り
、
本
当
に
出
会
い
の
多
い
旅
と
な
っ

た
。
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
も
同
窓
生
が
担
う
、
ま
さ
に
女
子
部
手
作
り
の

ツ
ア
ー
と
な
っ
た
。
そ
し
て
同
志
社
・
同
志
社
女
子
部
の
誕
生
と
そ

の
歩
み
に
は
今
も
昔
も
神
の
御
手
に
よ
る
備
え
が
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

験
だ
っ
た
。

ピ
ル
グ
リ
ム
・
プ
レ
ー
ス
に
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ

フ
が
お
ら
れ
、
皆
が
に
こ
や
か
に
立
ち
働
か
れ
高
齢
者
の
方
々
に
寄

り
添
う
姿
は
素
晴
ら
し
く
、
訪
ね
た
私
た
ち
に
も
元
気
を
く
だ
さ
る

も
の
だ
っ
た
。

思
い
が
け
な
く
多
く
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
豊
か
な
時

を
共
に
し
て
、
幸
せ
な
心
持
ち
で
ピ
ル
グ
リ
ム
・
プ
レ
ー
ス
を
後
に

し
た
。

８
月
21
日　
パ
サ
デ
ナ
を
経
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
訪
問

ク
レ
ア
モ
ン
ト
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
向

か
う
道
す
が
ら
パ
サ
デ
ナ
に
立
ち
寄
っ
た
。

パ
サ
デ
ナ
は
デ
ン
ト
ン
先
生
が
日
本
に
来

る
前
に
小
学
校
教
師
を
務
め
て
い
た
所
。
そ

の
デ
ン
ト
ン
先
生
の
足
跡
を
た
ど
る
よ

う
な
道
筋
で
バ
ス
は
町
の
中
を
走
る
。

訪
れ
た
の
は
同
志
社
栄
光
館
に
多
額

の
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
フ
ァ
ウ
ラ

ー
家
。
今
、
邸
宅
は
残
っ
て
い
な
い
が

そ
こ
に
は
音
楽
堂
や
高
校
が
建
ち
、
奥

に
は
フ
ァ
ウ
ラ
ー
ガ
ー
デ
ン
が
広
が
っ

て
い
る
。

そ
の
あ
と
夕
刻
の
同
志
社
校
友
会
・
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十
五
年
ほ
ど
前
の
話
で
す
が
、
本
学
で
の
博
士
号
取
得
後
、
学
振

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
海
外
に
派
遣
い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
当

時
よ
り
エ
ン
ジ
ニ
ア
人
材
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
研
究
を
し
て

い
た
私
は
、
イ
ギ
リ
ス
（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
）
や
ア
メ
リ
カ
（
ミ

シ
ガ
ン
大
学
）
で
の
受
け
入
れ
教
員
と
の
議
論
の
中
で
両
国
に
お
い

て
同
じ
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
話
と
は
、
両
国
と
も
、
子
ど
も
た

ち
に
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
絵
を
描
い
て
」
と
頼
む
と
、「
多
く
の
子
ど

も
は
男
性
を
描
く
」
と
い
う
話
で
す
。
日
本
よ
り
男
女
共
同
参
画
が

進
ん
で
い
る
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
両
国
（
そ
し
て
、屈
指
の
文
教
地
域
）

で
さ
え
、
子
ど
も
た
ち
の
頭
の
中
に
は
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
＝
男
性
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
の
で
す
。
実
際
、
当
時
こ
の

よ
う
な
現
象
は
世
界
各
国
で
確
認
さ
れ
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

少
し
昔
の
話
な
の
で
、
現
在
の
状
況
は
変
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
の
結
果
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
、
学
校
、
メ
デ

ィ
ア
や
社
会
環
境
を
通
じ
て
、
例
え
ば
「
男
の
子
は
理
系
」
と
い
っ

た
無
意
識
の
固
定
観
念
（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
）
を
学
習

し
て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
れ
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
は
幼
少
期
か
ら

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
吸
収
し
、
そ
れ
が
将
来
の
進
路
選

択
や
自
己
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
滋
賀
県
の
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
委
員
を
務
め
て

お
り
、
企
業
組
織
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
そ
し
て
教
育
を
通
じ

て
男
女
共
同
参
画
を
い
か
に
進
め
る
べ
き
な
の
か
、
を
考
え
る
立
場

に
い
ま
す
。
そ
こ
で
強
く
感
じ
て
い
る
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画
を

単
な
る
「
公
平
性
」
の
問
題
に
と
ど
め
て
は
い
け
な
い
、
そ
こ
だ
け

を
伝
え
る
の
で
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

経
営
学
の
研
究
に
お
い
て
、
多
様
な
背
景
や
経
験
を
持
つ
人
々
が

協
働
す
る
組
織
ほ
ど
創
造
性
や
問
題
解
決
能
力
が
高
ま
る
こ
と
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
社
会
正
義
の
実
現
だ
け
で
な
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
経
済
成
長
を
支
え
る
重
要
な
戦
略
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、「
公
正
性
の
„
も
う
一
歩
先
＂」、
す
な
わ
ち
、
男
女
共
同

参
画
が
果
た
す
役
割
・
社
会
に
与
え
る
„
そ
の
先
の
イ
ン
パ
ク
ト
＂

を
見
据
え
て
、
そ
れ
ら
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

我
々
教
育
機
関
は
、
教
育
・
研
究
の
場
を
通
じ
て
、
多
様
な
価

値
観
や
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
を
生
徒
・
学
生
に
提
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
我
々
同
志
社
人
ひ
と
り
ひ
と

り
が
未
来
を
創
る
生
徒
・
学
生
た
ち
の
参
照
点
と
な
る
べ
く
意
識
・

行
動
を
変
え
る
こ
と
が
、
大
切
な
一
歩
に
な
る
は
ず
で
す
。

「
エ
ン
ジ
ニ
ア
＝
男
性
（
？
）」
を
変
え
る 

男
女
共
同
参
画
意
識
へ
の
視
点
と
教
育
の
役
割

政
策
学
部
　
教
授 

田た

中な
か

　
秀ひ
で
樹き

大
学
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先
日
、
就
活
中
の
ゼ
ミ
生
が
「
ま
た
Ａ
Ｉ
面
接
で
落
ち
ま
し
た
。

2
回
目
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
隣
に
い
た
別
の
学
生
も
、

同
じ
経
験
が
あ
る
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
新
規
採
用
の
第
一
次
面

接
は
Ａ
Ｉ
相
手
と
い
う
会
社
は
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

彼
女
た
ち
は
昨
年
、
半
年
か
け
て
19
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
シ
ャ

ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
の
長
編
小
説
『
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
』
を
読
ん

だ
ゼ
ミ
の
仲
間
で
し
た
。
毎
週
読
む
量
が
多
く
英
語
も
難
し
く
、
予

習
は
大
変
そ
う
で
し
た
。
授
業
で
は「
ジ
ェ
イ
ン
か
わ
い
そ
う
」「
ロ

チ
ェ
ス
タ
ー
の
ど
こ
が
い
い
の
」
な
ど
の
直
感
的
な
感
想
の
共
有
に

始
ま
り
、
自
立
と
は
・
教
育
と
は
何
か
、
対
等
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
な
ど
の
問
い
を
テ
ク
ス
ト
に
立
ち
返
り
な
が
ら
議
論
し
た
り
、
語

り
の
構
造
な
ど
小
説
の
技
法
や
作
品
の
歴
史
的
背
景
も
検
討
し
つ
つ
、

最
後
に
は
「
あ
ま
り
に
色
々
な
要
素
が
あ
っ
て
、
何
を
論
じ
た
い
か

わ
か
ら
な
い
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
ペ
ー
パ
ー
を
書
き
上
げ
た
優
秀

な
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。

作
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
小
説
『
ミ
ド
ル
マ
ー
チ
』
は
、

翻
訳
で
文
庫
四
巻
に
及
ぶ
長
編
で
す
。「
こ
れ
は
時
が
ゆ
っ
く
り
流

れ
て
い
た
時
代
の
文
学
だ
」
と
述
べ
た
批
評
家
も
い
る
よ
う
に
、
主

人
公
ド
ロ
シ
ア
の
人
と
な
り
の
描
写
に
冒
頭
数
ペ
ー
ジ
が
費
や
さ
れ
、

物
語
は
な
か
な
か
始
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
ド
ロ
シ
ア
は
、
高

い
志
を
持
ち
つ
つ
も
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
。
や
が

て
物
語
の
終
盤
で
、
彼
女
は
一
人
窓
の
外
を
見
な
が
ら
、「
私
た
ち

は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
、
も
し
お
互
い
の
人
生
を
、

少
し
だ
け
困
難
で
な
い
も
の
に
す
る
た
め
に
生
き
て
い
る
の
で
な
い

な
ら
ば
。」
と
思
い
至
り
ま
す
。less diffi

cult

と
い
う
そ
の
控
え

め
な
表
現
が
、
い
か
に
も
エ
リ
オ
ッ
ト
ら
し
い
。
私
た
ち
は
他
人
の

人
生
を
、easy

やhappy

な
も
の
に
す
る
こ
と
な
ど
所
詮
は
で

き
な
い
。「
少
し
だ
け
困
難
で
な
い
」も
の
に
す
る
こ
と
く
ら
い
し
か
。

卒
業
す
る
時
、「
文
学
の
読
み
方
を
学
び
、
世
界
の
見
方
が
変
わ

り
ま
し
た
」
と
伝
え
て
く
れ
た
学
生
が
い
ま
し
た
。
時
間
を
か
け
て

言
葉
や
テ
ク
ス
ト
に
向
き
合
い
、
そ
こ
に
直
接
的
・
間
接
的
に
表
象

さ
れ
て
い
る
も
の
を
辛
抱
強
く
読
み
解
く
経
験
が
、
こ
れ
か
ら
の
彼

女
た
ち
の
長
く
困
難
な
人
生
を
少
し
で
も
支
え
る
力
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
即
座
に
答
え
を
出
し
て
く
れ
る
Ａ
Ｉ
の
時
代

に
こ
そ
、
複
雑
さ
に
耐
え
、
慎
重
に
思
考
し
続
け
る
経
験
が
で
き
る

授
業
を
目
指
し
た
い
と
思
う
と
同
時
に
、
可
能
性
に
溢
れ
た
一
人
一

人
の
人
間
を
相
手
に
過
ご
せ
る
日
々
を
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
の
時
代
と
長
編
小
説

表
象
文
化
学
部
・
准
教
授 

木こ
の
島し
ま

　
菜な

菜な

子こ

女
子
大
学
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私
は
日
本
画
を
専
門
分
野
と
し
、
制
作
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
は
猛
禽
類
等
の
花
鳥
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は
大
阪
の
戦
跡
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
香

里
中
・
高
の
前
身
が
日
本
陸
軍
と
関
連
の
あ
る
大
阪
偕
行
社
の
学
校

で
あ
っ
た
事
と
、
近
辺
に
は
戦
時
中
は
陸
軍
造
兵
廠
の
火
薬
工
場
が

点
在
し
て
お
り
、
そ
の
跡
地
の
多
く
は
現
在
公
園
等
に
な
っ
て
残
っ

て
い
る
事
で
す
。
近
年
そ
れ
ら
の
遺
跡
が
老
朽
化
や
開
発
で
次
々
に

姿
を
消
し
て
い
る
事
を
知
り
、
日
本
画
で
残
し
て
お
き
た
い
と
思
い

２
０
１
２
年
に
「
工
廠
跡
の
石
段
」
と
い
う
Ｆ
１
５
０
号
作
品
を
制

作
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
万
が
一
爆
発
が
起
き
た
際
の
爆
風
除
け
の

土
塁
が
現
在
は
公
園
の
裏
山
に
な
り
、

そ
こ
に
あ
る
当
時
か
ら
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
古
い
石
段
を
描
い
た
も
の
で
す
。

23
年
、
24
年
は
大
阪
市
福
島
区
の

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
の
ガ
ー
ド
下
に
あ
る

機
銃
掃
射
痕

を
描
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、

大
阪
大
空
襲

の
際
に
ガ
ー

ド
下
に
逃
げ
込
ん
だ
人
々
に
向
け
て
米
戦
闘
機
が
行
っ
た
機
銃
掃
射

で
数
十
名
が
亡
く
な
っ
た
時
の
も
の
で
す
。
現
在
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
に
は
弾
痕
が
無
数
に
残
っ
て
い
て
、
間
近
で
見
て
触
れ
る
と
戦
慄

を
覚
え
ま
す
。

26
年
は
い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
に
展
示
さ
れ
て
い
る
三
式
戦
闘
機

『
飛
燕
』
の
エ
ン
ジ
ン
を
描
き
ま
し
た
。
こ
の
エ
ン
ジ
ン
は
１
９
４

５
年
７
月
に
交
野
上
空
で
の
米
軍
機
と
の
戦
闘
で
撃
墜
さ
れ
、
戦
死

さ
れ
た
中
村
中
尉
機
の
も
の
で
（
交
野
市
に
は
中
村
中
尉
の
慰
霊
碑

が
あ
り
ま
す
）、
長
ら
く
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
機
体
が
05
年
に
第

二
京
阪
道
路
の
工
事
の
際
に
発
見
、
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
制
作
活
動
を
通
し
て
、
戦
争
は
決
し
て
遠
い
世
界
の
事

で
は
な
く
、
身
近
な
場
所
（
香
里
中
・
高

に
も
大
阪
偕
行
社
時
代
の
遺
物
が
あ
る
）

に
も
多
数
潜
在
す
る
事
、
歴
史
の
証
人
と

も
い
え
る
遺
物
を
見
つ
め
、
当
時
の
人
々

に
思
い
を
馳
せ
、
生
活
の
空
気
を
感
じ
る

事
で
、
実
感
で
真
に
平
和
を
希
求
す
る
心

を
育
み
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
と
学
校
周
辺
の

歴
史
か
ら
日
本
画
制
作
を
通
し
て
平
和
を

考
え
る

美
術
科
教
諭 

水み
ず
江え

　
亮り
ょ
う
た太

香
里
中
高

第60回日春展入選作「跡」

第8回新日春展 
入選作「痕」

第7回新日春展 
入選作「痕」

第44回日展入選作
「工廠跡の石段」
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は
、
こ
れ
ま
で
各
学
校
間
に
お
け

る
教
育
内
容
の
相
互
理
解
、
共
有

化
（
根
幹
部
分
の
共
通
化
等
）
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
き

ま
し
た
。

今
回
は
、
２
０
２
３
年
度
か
ら

3
年
間
の
研
究
会
活
動
を
終
え
た

2
つ
の
教
職
員
の
自
主
的
な
研
究

会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー�

所
長　

川か
わ
満み
つ 

直な
お
樹き

同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
志

社
教
育
の
更
な
る
発
展
と
充
実
の
た
め
、
各
学
校

教
員
が
合
同
で
授
業
内
容
や
授
業
方
法
の
改
善
・

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
員
間
で
教
学
上
の

課
題
を
共
有
し
、
解
決
策
を
模
索
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
「
同
志
社
研
修
会
」（
以
下
、
研
修
会
）

を
年
に
一
度
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
6

月
24
日
（
水
）
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
研
修
会
で
は
、
最
初
に
ス
ポ
ー
ツ
健

康
科
学
部
教
授
の
竹
田
正
樹
先
生
の
「
ス
ポ
ー
ツ
が
拓
く
同
志
社
の

未
来
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
6
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
は
分
科
会
が
6
つ

開
催
さ
れ
、
そ
の
う
ち
1
つ
の
分
科

会
で
、「
教
職
員
の
自
主
的
な
研
究

会
」
の
報
告
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

教
職
員
の
自
主
的
な
研
究
会
で
は
、

法
人
内
各
学
校
の
教
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
自
主
的
に
、
教
育
に
関
す
る
研

究
や
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー

同志社の同志社の
　　一貫教育一貫教育

hitohito-Li

【第１分科会】大学 
　テーマ：�大学入学共通テストおよび学習指導要領の改訂に

関する最近の話題より
　発表者：�多久和　英樹 教授（大学理工学部）

【第２分科会】香里中学校・高等学校
　テーマ：�総合的な探究の取組みについて
　発表者：�虫本　隆一 教諭（社会科）

【第３分科会】国際中学校・高等学校
　テーマ：�「代数・幾何入門」の実践　ぶぶんぐんゲームに

よる群論とグラフ理論への入門
　発表者：�山﨑　美幸 教諭（数学科）

【第４分科会）　国際学院初等部 
　テーマ：�個人探究と情報活用能力を育てる授業づくり
　発表者：�荒谷　達彦 教諭（初等部）

【第５分科会】同志社一貫教育探求センター
　テーマ１：�Wild Rover Project ～デジタルブック・同志

社カルテット～
　発 表 者：�中川　好幸 教諭（小学校）  

川江　友二 教諭（中高）
　テーマ２：�小さな実践から生まれる人のつながり－『新島

襄物語』 YouTube プロジェクトを通して－
　発 表 者：�青田　忍 教諭（国際学院初等部）

【第 6 分科会】同志社一貫教育探求センター
　テーマ：�皆で考えよう！＂点″の支援から＂線″の支援へ：

一貫教育だからこそできること
　発表者：�阪田　真己子 教授（同志社一貫教育探求センター　

ダイバーシティ推進に関する検討部会委員長 
学校法人同志社理事・大学文化情報学部長）
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①W
ild Rover Project

W
ild Rover Project

は
、
同
志
社
に
関
わ
る
み
な
さ
ん
を
対

象
に
新
島
襄
の
志
や
同
志
社
の
建
学
の
精
神
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
の
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
発
足
し
た
会
で
す
。

同
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
小
学
校
の
中
川
好
幸
先
生
を
代
表
に
、
振
本

あ
り
さ
先
生
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
桜
井
希
先
生
、
大
岡
創
一
朗

先
生
、
川
江
友
二
先
生
、D

avid Forem
an

先
生
、
大
学
の
森
田

喜
基
先
生
、
女
子
大
学
の
山
下
智
子
先
生
で
す
。W
ild Rover 

Project

が
行
っ
た
二
つ
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
新
島
襄
の
生
涯
を
紹
介
し
た
小
冊
子
『
新
島
襄
の
生

涯
』
の
制
作
で
す
。
小
冊
子
は
「
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
版
」
と
「
Ｐ
Ｄ

Ｆ
版
」
が
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
版
は
日
本
語
と
英
語
の
そ

れ
ぞ
れ
が
あ
り
、
新
島
襄
に
関
す
る
写
真
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
は
、
日
本
語
と
英
語
以
外
に
ハ
ン
グ
ル
、
簡
体
中
国

語
、
繁
体
中
国
語
で
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
冊
子
と
い
っ
て
も
日

本
語
と
英
語
で
制
作
さ
れ
た
も
の
は
、
61
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、「
同
志
社
カ
ル
テ
ッ
ト
」
の
制
作
で
す
。
同
志
社
カ

ル
テ
ッ
ト
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
も
が
楽
し
め
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

（
25
種
類
１
０
０
枚
の
カ
ー
ド
）
で
す
。
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
し
て

同
志
社
の
歴
史
と
新
島
襄
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

1
．�

4
～
5
人
組
と
な
り
、
全
員
に
カ
ー
ド
が
な
く
な
る
ま
で
配

り
ま
す
。

2
．�

同
じ
番
号
が
つ
い
て
い
る
4
枚
組

を
集
め
ま
す
。

3
．�

順
番
を
決
め
、「
〇
さ
ん
、
△
番

の
×
×
の
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
ま

す
か
」
と
尋
ね
ま
す
。

4
．�

持
っ
て
い
る
人
は
、
正
直
に
カ
ー

ド
を
渡
し
ま
す
。
カ
ー
ド
を
も
ら

え
た
ら
続
け
て
尋
ね
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

5
．�

も
ら
え
な
か
っ
た
ら
次
の
人
に
順

番
が
移
り
ま
す
。
多
く
4
枚
組
を

作
っ
た
人
が
勝
ち
で
す
。

研
究
会
の
分
科
会
で
の
発
表
時
に
、
実

際
に
フ
ロ
ア
の
み
な
さ
ん
で
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
同
志
社
と
新

島
襄
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
相
手
の
名
前
を
呼

ん
で
「
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
の
で
（
ル
ー
ル
の
3
）、

知
ら
な
い
人
と

も
一
瞬
に
し
て

友
達
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
こ

と
で
す
。

小冊子『新島襄の生涯』

同志社カルテット
100語一覧表
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の
た
め
イ
ラ
ス
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
視
聴
で
き
る
よ
う

な
教
材
の
開
発
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
改
善

す
べ
く
、
七
五
太
（Shim

eta

）
の
会
で
はYouTube

版
の
『
新

島
襄
物
語
』
を
日
本
語
と
英
語
で
制
作
し
ま
し
た
。
現
在

（2026.6.24

）、
七
五
太
（Shim

eta

）
の
会
が
制
作
し
た
日
本
語

の
『
新
島
襄
物
語
』
はYouTube

に
12
本
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
英
語
版
は
11
本
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

七
五
太
（Shim

eta

）
の
会
が
制
作
し
たYouTube

版
『
新
島

襄
物
語
』
は
、
今
後
授
業
や
研
修
会
等
で
教
材
と
し
て
の
活
用
も
期

待
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
多
く
の
人
に
新
島
襄
の
幼
少
期
か
ら
の
生
涯

や
同
志
社
の
歴
史
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
役
立
つ
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
、
と
言
い
ま
す
。

ぜ
ひ
以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
て
『
新
島
襄
物
語
』
を
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外
に
も
同
志
社
教
育
の
充
実
と
発
展

を
図
り
、
法
人
内
各
学
校
の
一
貫
教
育
の
進
展
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
し
、
研
修
会
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
教
職
員
の
皆
さ
ま
に
研
修
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
同
志
社
が
目
指
す
教
育
の
充
実
と
発
展
の
た
め
に
共
に
歩
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

W
ild Rover Project

の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
小
冊
子

と
同
志
社
カ
ル
テ
ッ
ト
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

②
七
五
太
（Shim

eta

）
の
会

七
五
太
（Shim

eta

）
の
会
は
、
幼
稚
園
児
と
小
学
生
、
そ
し
て

留
学
生
な
ど
、
法
人
内
の
誰
も
が
新
島
襄
の
生
涯
と
志
へ
の
理
解
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
、
日
本
語
と
英
語
そ
れ
ぞ
れ
の
初
級
学
習
者
が
手

に
取
り
や
す
い
教
材
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
同
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
国
際
学
院
の
青
田
忍
先
生
を

代
表
に
、Scott H

em
phill

先
生
、
藤
井
元
嗣
先
生
、
石
川
眞
弓

先
生
、
そ
し
て
大
学
の
北
川
雅
章
先
生
と
松
本
秀
輔
先
生
で
す
。

こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
新
島
襄
の
生
涯
と
志
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め

の
教
材
は
、
幼
稚
園
児
、
小
学
生
と
留
学
生
た
ち
に
は
難
し
く
、
そ

YouTube『新島襄物語』
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山本覚馬記念アリーナ
（大学）

建物案内no.54

山
本
覚
馬
記
念
ア
リ
ー
ナ
は
、
同
志
社
創
立
１

５
０
周
年
記
念
事
業
（
大
学
事
業
）
と
し
て
整
備

が
進
め
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の

中
核
施
設
と
し
て
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
２
０

２
６
年
3
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

本
施
設
は
、
同
志
社
創
立
に
貢
献
し
た
山
本
覚

馬
の
名
を
冠
し
、
知
と
身
体
の
調
和
を
体
現
す
る

空
間
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
リ
ー
ナ
は

34
ｍ
×
59
ｍ
（
約
２
，
０
０
０
㎡
）
の
広
さ
を
有

し
、
天
井
高
12
ｍ
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
各
種
公

式
競
技
に
対
応
可
能
な
仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
階
に
競
技
空
間
、
2
階
に
観
覧
席
を
配
置
し
、

ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

広
場
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
コ
ー
ト
や
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
に
向
け
て
開
か
れ
た
構
成
と
し
て
い
ま
す
。

内
部
の
活
動
や
競
技
の
躍
動
感
が
外
部
に
も
伝
わ

る
設
計
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
環
境
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

山
本
覚
馬
記
念
ア
リ
ー
ナ
は
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
加
え
、
学
生
・
教
職
員
・
地
域
社
会
を

つ
な
ぐ
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
多
様
な
人
々
が
集

い
、
新
た
な
活
力
と
賑
わ
い
を
生
み
出
す
場
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。



Library & Exhibition Room
（国際学院）

建物案内 no.55

２
０
２
６
年
度
に
開
校
15
周
年
を
迎
え
る
同
志
社
国
際
学
院

初
等
部
は
、
こ
れ
ま
で
12
期
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し

た
。
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
Ｐ
Ｙ
Ｐ
認
定
校
と
し
て
、
児
童
一
人

ひ
と
り
の
探
究
心
を
育
み
、
自
ら
学
び
を
深
め
る
力
を
育
て
る

教
育
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

本
校
の
図
書
館
に
は
約
2
万
8
千
冊
の
蔵
書
が
あ
り
、
児
童

は
読
書
活
動
に
加
え
、
調
べ
学
習
や
探
究
活
動
に
活
用
し
て
い

ま
す
。
図
書
館
は
知
識
を
得
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
ら
問

い
を
立
て
、
学
び
を
深
め
る
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
の
上
階
に
は
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
Ｐ
Ｙ
Ｐ
の
学
び
の
集
大
成
で

あ
る
「
Ｐ
Ｙ
Ｐ
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」
に
取
り
組
む
た
め
の
空
間

の
一
つ
で
す
。
6
年
生
は
社
会
的
な
課
題
や
身
近
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
探
究
し
、
そ
の
成
果
を
発
信
し
ま
す
。
室
内
に
は
過
去

の
卒
業
生
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、
来
校
者
に

本
校
の
学
び
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
に
取
り
組
む
児
童
の
道
し
る
べ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
15
年
の
歩
み
の
中
で
培
っ
て
き
た
教
育
実
践
と

施
設
環
境
を
生
か
し
、
児
童
が
自
ら
学
び
を
選
択
し
、
主
体
的

に
行
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
か
つ
国
際
的
な
学
習
環
境
の
中
で
、
多
様
な
価
値
観

や
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
学
ぶ
機
会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。



「
白
鷺
会
は
、
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
2
月
、

高
等
学
校
の
父
母
の
会
会
員
並
び
に
旧
会
員
に
よ
っ

て
学
校
の
後
援
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
目
的
と
し
て

結
成
さ
れ
た
。

新
制
高
等
学
校
と
し
て
１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）

に
設
立
さ
れ
た
高
等
学
校
は
、
翌
１
９
４
９
年
（
昭

和
24
年
）
に
今
出
川
か
ら
こ
の
岩
倉
の
地
に
移
転
し

た
。
戦
後
の
混
乱
期
の
中
、
の
ど
か
な
田
園
の
広
が

る
こ
の
地
で
、
教
職
員
、
生
徒
、
父
母
が
力
を
あ
わ

せ
て
新
た
な
良
心
教
育
の
礎
を
作
ら
ん
と
し
た
創
業

期
。
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
年
）
竣
工
し
た
チ
ャ
ペ

ル
建
設
に
は
父
母
の
会
の
建
設
委
員
会
が
多
大
な
る

貢
献
を
果
た
し
た
。
そ
の
高
揚
の
中
、
父
母
の
会
会

員
相
互
の
間
に
築
か
れ
た
友
情
を
変
わ
ら
ず
に
続
け

た
い
と
い
う
思
い
が
こ
の
会
の
結
成
に
至
っ
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
会
の
名
称
は
、
当
時

音
楽
会
や
運
動
会
で
唄
っ
て
い
た
「
岩
倉
愛
唱
歌
」

の
冒
頭
、
♪
白
鷺
飛
び
交
う
岩
倉
の
野
に
、
聖
ら
に

立
て
り
わ
れ
ら
が
母
校
（
駒
井
義
明
先
生
作
詞
）
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
岩
倉
の
至
る
所
で
目
に
す

る
身
近
な
鳥
、白
鷺
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

─　c o l l e c t i o n   2 4　─

白鷺会　記念碑

同志社の逸品



結
成
以
来
60
有
余
年
、
白
鷺
会
は
長
き
に
わ
た
っ
て
千
名

以
上
の
会
員
を
有
し
、
高
等
学
校
の
備
品
設
備
充
実
の
た
め

尽
力
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
毎
年
の
近
畿
各
地
の
名
所
旧
跡
を

訪
ね
な
が
ら
の
総
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
一
層
深
め
て
き

た
。
２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
こ
こ
に
中
学
校
・
高
等
学

校
が
誕
生
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
会
は
存
続
し
、
活
動
を
継
続

し
て
き
た
。

２
０
２
５
年
、
こ
の
会
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
長
年
会
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
会
員
の
方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

結
成
か
ら
閉
会
ま
で
を
碑
と
し
て
こ
こ
に
記
す
も
の
で
あ

る
。」

こ
れ
は
、
私
が
依
頼
さ
れ
て
書
い
た
記
念
碑
由
来
の
文
章

で
あ
る
が
、
実
際
に
は
３
分
の
１
ほ
ど
に
ま
と
め
た
も
の
が

碑
に
記
さ
れ
て
い
る
。

白
鷺
会
の
活
動
自
体
は
、
高
等
学
校
（
後
に
中
学
校
・
高

等
学
校
）
の
支
援
と
親
睦
が
中
心
で
あ
っ
た
。
初
年
度
は
新

島
会
が
中
心
と
な
っ
た
「
し
ら
さ
ぎ
会
館
」
建
設
を
支
援
し
、

そ
の
後
は
学
校
標
識
や
校
旗
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
ビ
デ
オ
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
学
校
備
品
購
入
で
学
校
を
支
え
て
こ

ら
れ
た
。

初
代
会
長
足
利
進
悟
氏
、
２
代
会
長
三
浦
竹
泉
氏
の
後
も
、

歴
代
の
父
母
の
会
の
会
長
が
翌
年
に
白
鷺
会
の
会
長
を
引
き

受
け
て
い
た
だ
き
、
２
０
２
０
年
代
ま
で
活
動
は
続
い
て
き

た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
等
で
会
員
加
入
が
す
す
ま
ず
に
活

動
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
２
０
２
５
年
、
活
動

に
幕
を
閉
じ
る
決
断
に
至
っ
た
。
最
後
の
会
長
は
横
江
泰
彦

氏
で
あ
っ
た
。

白
鷺
会
の
長
き
に
わ
た
る
活
動
を
称
え
る
記
念
碑
は
中
澤

圭
校
長
が
揮
毫
し
、
２
０
２
５
年
4
月
11
日
に
除
幕
式
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
碑
は
、
岩
倉
校
地
し
ら
さ
ぎ
会
館
入
り
口
東

側
に
あ
る
。文

責
：
中
学
校
・
高
等
学
校　
前
校
長　
山
崎
敏
昭

同志社の逸品
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大
学文

学
部
文
化
史
学
科
で
の
学
び

文
学
部
文
化
史
学
科 

鍛か

治じ

　
宏こ
う
介す
け

２
０
２
４
年
４
月
よ
り
同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
史
学
科
日
本
文

化
史
コ
ー
ス
に
着
任
し
て
お
り
ま
す
鍛
治
宏
介
と
申
し
ま
す
。
富
山

県
高
岡
市
の
海
辺
の
小
さ
な
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
学
で
京
都
に
上

京
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
30
年
以
上
、
京
都
で
う
ろ
う
ろ
し
な
が
ら
、

歴
史
学
、
特
に
、
日
本
の
江
戸
時
代
に
つ
い
て
、
研
究
を
し
た
り
、

教
育
を
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
書
き

な
さ
い
と
の
ご
依
頼
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
、
自
分
が
や
っ
て

い
る
こ
と
の
備
忘
録
と
し
て
、
主
に
教
育
に
関
わ
る
こ
と
を
こ
こ
に

書
き
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
史
学
科
日
本
文
化
史
コ
ー
ス
で
は
、
私
は
、
1
年
次
生
向
け

の
基
礎
的
な
ゼ
ミ
、
３
、
４
年
次
生
の
卒
論
作
成
の
た
め
の
専
門
の

ゼ
ミ
、「
日
本
思
想
史
」
と
い
う
講
義
科
目
、「
日
本
地
域
史
研
究
」

と
い
う
く
ず
し
字
の
講
読
科
目
、
さ
ら
に
大
学
院
の
講
義
・
演
習
な

ど
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
本
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
日
本

の
歴
史
に
関
す
る
卒
業
論
文
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
講
義
科

目
で
知
識
や
考
え
方
を
獲
得
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
習
科
目
で
、
史

料
や
論
文
を
読
み
発
表
し
た
り
し
て
、
自
分
で
論
文
を
書
く
た
め
の

技
術
を
み
に
つ
け
、
4
年
次
生
で
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
、
と
い
う

た
て
つ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
日
本
の
江
戸
時
代
の
歴
史
の

専
門
家
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
方
の
ゼ
ミ
に
は
、
江
戸

時
代
の
歴
史
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
学
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
各
自
、
自
分
の
テ
ー
マ
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
篠
山
藩
の
地
域
行

政
に
つ
い
て
と
か
、
江
戸
時
代
の
お
ま
じ
な
い
本
に
つ
い
て
と
か
、

鯰
絵
に
つ
い
て
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
関
心
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
自
分
の
問
題
関
心
に
そ
っ
て
、
史
料
を
解
読
し
て
、
先
行

研
究
を
徹
底
的
に
集
め
て
、
世
界
中
で
ま
だ
誰
も
し
ら
な
い
歴
史
を

発
掘
す
る
べ
く
、
皆
さ
ん
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

私の研究・私の授業
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江
戸
時
代
の
歴
史
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
昔
の
人
が
書
い
た
手

紙
と
か
、
契
約
書
と
か
、
日
記
と
か
い
っ
た
史
料
を
読
ま
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
昔
の
人
た
ち
は
、
毛
筆
で
書
く
、「
く
ず
し
字
」
と
よ

ば
れ
る
字
を
書
い
て
い
る
の
で
、
く
ず
し
字
を
読
め
る
よ
う
に
な
る

た
め
の
講
義
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
講
義
以
外
に
も
学
び

の
場
を
増
や
す
べ
く
、
江
戸
時
代
の
史
料
を
読
む
た
め
の
自
主
的
な

研
究
会
も
始
め
て
み
ま
し
た
。
大
学
院
生
か
ら
１
年
次
生
ま
で
希
望

者
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
日
本
文
化
史
コ
ー
ス
に
は
、
院
生

や
学
生
た
ち
が
独
自
に
や
っ
て
い
る
研
究
会
が
、
時
代
や
テ
ー
マ
ご

と
に
複
数
あ
り
ま
す
。

講
義
科
目
と
し
て
は
、「
日
本
思
想
史
」
と
い
う
講
義
を
担
当
し

て
お
り
、
文
化
史
学
科
の
日
本
文
化
史
コ
ー
ス
の
学
生
を
中
心
に
、

西
洋
・
東
洋
文
化
史
コ
ー
ス
の
学
生
、
国
文
学
科
な
ど
の
学
生
１
０

０
名
強
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
思
想
史
と
い
う
と
一
般
的
に

は
本
居
宣
長
の
著
作
を
読
み
解
い
た
り
、
神
道
や
仏
教
、
儒
教
に
つ

い
て
検
討
し
た
り
す
る
内
容
を
想
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

当
方
の
講
義
で
は
、
思
想
家
た
ち
が
残
し
た
著
作
の
分
析
で
は
な
く
、

市
井
の
人
々
が
日
々
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
、
と
い
っ
た
社

会
思
想
史
的
な
内
容
を
主
眼
に
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
の
研
究
成
果

や
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
の
成
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、
単
な
る
研
究

成
果
の
羅
列
で
は
な
く
、
史
料
を
ど
う
や
っ
て
探
し
て
、
ど
の
よ
う

に
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
で
、
一
つ
一
つ
の
歴
史
を
読
み
解
い
て
い

け
る
か
、
私
が
研
究
者
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
か

と
い
っ
た
、
研
究
の
過
程
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

前
任
校
在
籍
時
、
コ
ロ
ナ
禍
に
直
撃
し
て
、zoom

を
勉
強
し
た

り
、youtube

に
動
画
を
ア
ッ
プ
す
る
方
法
を
勉
強
し
た
り
し
て
、

ど
う
や
っ
て
こ
れ
ま
で
の
対
面
講
義
と
同
じ
学
び
を
継
続
さ
せ
る
か

四
苦
八
苦
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
こ
れ
ま
で
講
義
終
了
後
、
紙
で
集

め
て
い
た
コ
メ
ン
ト
を
、
電
子
の
形
で
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

電
子
だ
と
、
必
ず
し
も
講
義
時
間
内
に
書
か
せ
る
必
要
が
な
い
の
で
、

締
め
切
り
を
後
ろ
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
な
る
と
熱
心

な
学
生
は
、
講
義
内
容
に
か
か
わ
る
論
文
な
ど
を
読
み
込
ん
だ
り
、

関
連
す
る
史
料
を
読
み
込
ん
だ
り
し
て
、
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
く
る

よ
う
に
な
っ
て
、
コ
ロ
ナ
以
前
よ
り
確
実
に
深
い
コ
メ
ン
ト
が
増
え

て
き
ま
し
た
の
で
、
現
在
も
そ
の
形
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
当
然
、

受
講
生
の
熱
は
様
々
で
す
が
、
熱
心
な
受
講
生
の
な
か
に
は
1
コ
マ

の
講
義
の
コ
メ
ン
ト
に
４
，
０
０
０
字
以
上
の
分
量
の
コ
メ
ン
ト
を

書
い
て
く
る
人
も
い
ま
す
。
こ
う
し
た
学
生
の
熱
を
受
け
て
い
る
う

ち
に
、
折
角
、
面
白
い
こ
と
を
書
い
て
き
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
こ

ち
ら
か
ら
も
コ
メ
ン
ト
を
返
そ
う
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
数
年

前
か
ら
、
講
義
に
提
出
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
、
さ
ら
に
は
最
終
レ
ポ
ー

ト
に
も
、
必
ず
当
方
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
だ

54



私の研究・私の授業

し
ま
し
た
。
よ
く
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
の
質
の
低
さ
を
嘆
い
て
い
る
同

僚
の
話
を
聞
く
な
か
で
、
改
善
点
は
指
摘
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も

な
お
ら
な
い
な
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
き
っ
か
け
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
コ
メ
ン
ト
が
届
く
な
か
、
も
と
も
と
当
方
の
脳
内
に

あ
る
知
識
で
返
信
で
き
る
内
容
で
し
た
ら
、
さ
っ
と
質
問
に
答
え
た

り
、
そ
の
点
は
こ
の
論
文
に
詳
し
い
よ
、
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
簡

単
に
で
き
る
の
で
す
が
、
な
か
に
は
当
方
が
余
り
詳
し
く
な
い
こ
と

に
コ
メ
ン
ト
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
コ

メ
ン
ト
を
返
そ
う
と
思
う
と
、
論
文
な
ど
を
新
た
に
読
ま
な
い
と
返

信
で
き
な
い
よ
う
な
鋭
い
質
問
も
あ
り
ま
し
て
、
お
か
げ
で
、
1
週

間
の
間
に
３
、
４
本
は
、
コ
メ
ン
ト
返
し
の
た
め
に
新
し
く
論
文
を

読
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
土
日
な
ど
に
他
大
学
の
図
書
館
に
行
っ
て
、

同
志
社
が
も
っ
て
い
な
い
論
文
を
コ
ピ
ー
し
て
く
る
こ
と
も
よ
く
あ

り
ま
す
（
※
京
都
の
大
学
は
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
制
度

で
、
教
員
証
や
学
生
証
が
あ
れ
ば
自
由
に
他
大
学
の
図
書
館
に
も
入

れ
る
の
で
便
利
な
の
で
活
用
し
ま
く
っ
て
い
ま
す
）。
そ
う
や
っ
て

自
分
で
は
読
も
う
と
し
な
か
っ
た
論
文
を
読
ん
で
知
識
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
、
当
方
自
身
の
新
し
い
研
究
の
き
っ
か
け
に
繋
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
論
文
に
し
て
い
な
い
構
想
段
階
の
ネ
タ
も
、
講

義
で
は
喋
っ
て
い
る
の
で
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
貰
え

る
こ
と
で
、
ど
ん
ど
ん
議
論
の
な
か
で
弱
か
っ
た
所
へ
の
補
強
も
で

き
て
い
き
ま
す
。

当
然
、
単
位
だ
け
く
れ
た
ら
よ
い
し
、
教
員
か
ら
の
返
信
な
ん
て

読
ん
で
な
い
、
と
い
う
学
生
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
実
際
に

い
い
加
減
な
コ
メ
ン
ト
し
か
書
い
て
こ
な
い
学
生
も
い
る
の
で
す
が
、

な
か
に
は
、
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
返
し
が
つ
く
の
を
、
好
き
な
人

か
ら
の
ラ
イ
ン
の
返
信
を
待
つ
よ
う
な
気
分
で
待
っ
て
い
ま
し
た
、

と
い
う
よ
う
な
感
想
を
最
終
講
義
の
感
想
と
し
て（
男
子
学
生
か
ら
）

い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
あ
る
程
度
、
教
育
効
果
は
あ
る

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
方
が
尊
敬
す
る
同
志
社
大
学
の
卒
業
生
、
田
中
希
実
さ
ん
が
陸

上
競
技
中
長
距
離
に
全
身
全
霊
を
傾
け
て
い
る
よ
う
に
、
歴
史
を
学

ぶ
学
生
も
4
年
間
の
間
、
歴
史
の
学
び
に
全
力
投
球
し
て
も
ら
い
た

く
思
っ
て
い
ま
す
（
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ゼ
ミ
生
に
喋
っ
て
い
た

ら
、
あ
き
れ
ら
れ
た
り
も
す
る
の
で
す
が
）。
大
学
の
学
び
は
、
大

学
院
に
進
む
人
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
、
と
当
方
は
よ
く
学

生
に
い
っ
て
い
ま
す
。
4
年
間
で
卒
業
す
る
人
も
、
本
気
で
一
つ
の

こ
と
を
学
術
的
に
極
め
る
体
験
を
す
る
こ
と
は
、
一
生
の
財
産
に
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
し
、
同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
史
学
科
で
卒
業

論
文
を
書
い
て
何
か
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
な

あ
、
と
夢
想
し
て
お
り
ま
す
。
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な
ぜ
今
、
燃
焼
研
究
な
の
か
？

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
へ
の
対
応
は
人
類
に
と

っ
て
急
務
で
す
。
２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達

成
に
向
け
て
電
動
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
す
べ
て
を
電
気
で
ま
か

な
う
こ
と
は
難
し
く
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
燃
焼
技
術
が
重

要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
、
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
燃
や
し
て
も
二
酸
化

炭
素
（C

O
2

）
を
直
接
排
出
し
な
い
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

燃
料
」
へ
の
転
換
で
す
。
そ
の
筆
頭
候
補
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

の
が
水
素
（H

2

）
と
ア
ン
モ
ニ
ア
（N

H
3

）
で
す
。
水
素
は
燃
え

て
も
水
し
か
出
な
い
究
極
の
ク
リ
ー
ン
燃
料
で
す
。
し
か
し
、
大
気

圧
で
は
約
マ
イ
ナ
ス
２
５
３
℃
ま
で
冷
却
し
な
い
と
液
化
で
き
ず
、

液
化
・
輸
送
・
貯
蔵
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ス
ト
を
要
し
ま
す
。

ま
た
、
燃
焼
速
度
が
速
く
可
燃
範
囲
も
広
い
た
め
、
安
全
に
利
用
す

る
た
め
の
燃
焼
制
御
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

一
方
の
ア
ン
モ
ニ
ア
も
炭
素
を
含
ま
な
い

た
め
、
燃
焼
時
にC

O
₂

を
排
出
し
ま
せ
ん
。

着
目
す
べ
き
は
、
大
気
圧
で
は
約
マ
イ
ナ
ス

33
度
で
液
化
で
き
、
す
で
に
肥
料
な
ど
の
原

料
と
し
て
広
く
流
通
し
、
既
存
の
輸
送
・
貯

蔵
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
で
き
る
点
で
す
。
水
素

と
比
較
し
て
輸
送
し
や
す
い
ア
ン
モ
ニ
ア

は
、
資
源
の
少
な
い
日
本
に
お
け
る
現
実
的

な
次
世
代
燃
料
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
た
「
数
値
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
中
心
に
、
ガ
ソ
リ
ン
や
軽

油
を
用
い
た
自
動
車
の
燃
焼
や
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
次

世
代
燃
料
の
複
雑
な
燃
え
方
を
解
き
明
か
す
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

私の研究・私の授業

大
学ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
拓
く 

「
燃
焼
研
究
」
の
最
前
線

理
工
学
部 

准
教
授 

堀ほ
り

　
司つ
か
さ
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私の研究・私の授業

ア
ン
モ
ニ
ア
燃
焼
の
課
題
と
解
決
策

し
か
し
、
ア
ン
モ
ニ
ア
は
従
来
の
都
市
ガ
ス
な
ど
に
比
べ
て
燃
え

に
く
く
（
燃
焼
速
度
が
遅
い
）、
火
炎
を
安
定
し
て
維
持
し
に
く
い

と
い
う
弱
点
が
あ
り
ま
す
。
安
定
し
た
燃
焼
を
維
持
す
る
に
は
、
バ

ー
ナ
ー
の
設
計
や
燃
焼
条
件
の
最
適
化
が
必
要
で
す
。
一
方
、
燃
料

供
給
の
状
況
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
ア
ン
モ
ニ
ア
１
０
０
％
の

「
専
焼
」
に
加
え
て
、
都
市
ガ
ス
な
ど
の
従
来
燃
料
に
ア
ン
モ
ニ
ア

を
混
ぜ
て
燃
や
す
「
混
焼
」
に
つ
い
て
も

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
双
方
に
お
け
る
最
大
の
共
通
課
題

が
、有
害
物
質
で
あ
る
窒
素
酸
化
物（N

O
x
）

の
大
量
発
生
で
す
。
ア
ン
モ
ニ
ア
の
分
子

に
は
窒
素
（
Ｎ
）
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

従
来
の
バ
ー
ナ
ー
で
そ
の
ま
ま
燃
焼
さ
せ

る
と
、
環
境
基
準
値
を
遥
か
に
超
え
る
大

量
のN

O
x

が
排
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
ア
ン
モ
ニ
ア
は
特
定
悪
臭
物
質
と
し

て
大
気
中
へ
の
放
出
が
厳
し
く
規
制
さ
れ

て
い
る
た
め
、
未
燃
の
ア
ン
モ
ニ
ア
を
残

さ
ず
、
か
つN

O
x

を
出
さ
ず
に
燃
や
し
切

る
と
い
う
点
が
、
ア
ン
モ
ニ
ア
燃
焼
に
お

け
る
最
大
の
ハ
ー
ド
ル
で
し
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
に
導
い
た
の
が
「
二
段
燃
焼
」
と
い
う
技
術
で

す
。
ま
ず
一
次
燃
焼
で
は
酸
素
を
あ
え
て
不
足
さ
せ
て
燃
焼
温
度
や

反
応
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
次
に
二
次
燃
焼
で
追
加
の
空
気
を
送
り

込
み
、
残
っ
た
未
燃
成
分
を
完
全
に
燃
や
し
切
り
ま
す
。
私
が
所
属

す
る
複
数
の
大
学
や
企
業
か
ら
な
る
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ

の
二
段
燃
焼
法
の
条
件
を
最
適
化
す
る
こ
と
で
、
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼

お
よ
び
ア
ン
モ
ニ
ア
専
焼
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、N

O
x

排
出
量

を
抑
制
で
き
る
こ
と
を
工
業
炉
で
の
実
験
に
よ
り
実
証
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、ア
ン
モ
ニ
ア
燃
焼
の
社
会
実
装
に
向
け
た
大
き
な
成
果
で
す
。

高
精
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
炉
内
燃
焼
を
予
測

こ
の
二
段
燃
焼
技
術
を
発
展
さ
せ
、
実
際
の
産
業
現
場
で
使
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
私
の
専
門
で
あ
る
「
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
が
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
実
際
の
燃
焼
の
現
場
で
は
、

目
に
見
え
な
い
ミ
ク
ロ
の
世
界
で
非
常
に
複
雑
な
反
応
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
ア
ン
モ
ニ
ア
燃
焼
の
場
合
、
分
子
か
ら
水
素
が
1
個
取
れ
た

中
間
物
質
な
ど
を
含
め
て
数
十
種
類
の
化
学
種
が
存
在
し
、
そ
れ
ら

が
絡
み
合
う
数
百
の
反
応
が
同
時
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
通
常
は
計

算
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
化
学
反
応
を
数
個
程
度
の
式

に
簡
略
化
し
て
計
算
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
火
が
消
え
る
原
因

や
、N

O
x

が
発
生
す
る
詳
細
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
ま
で
は
予
測
で
き
ま
せ

ん
。
バ
ー
ナ
ー
も
３
次
元
的
に
非
常
に
複
雑
な
形
を
し
て
い
る
た
め
、

ど
ん
な
形
状
な
ら
う
ま
く
燃
え
る
の
か
を
知
る
た
め
に
は
、
炉
の
内
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部
で
の
火
炎
の
ふ
る
ま
い
を
正
し
く
予
測
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

私
は
こ
の
複
雑
な
化
学
反
応
を
簡
略
化
せ
ず
、
す
べ
て
の
反
応
過

程
を
一
つ
ず
つ
計
算
に
取
り
込
む
高
精
度
な
燃
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
手
法
を
一
貫
し
て
用
い
、
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

厳
密
な
計
算
は
、
普
通
に
実
行
す
る
と
最
先
端
の
ス
パ
コ
ン
を
使
っ

て
も
何
年
も
か
か
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
計
算
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
改

良
し
、
劇
的
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

従
来
な
ら
３
年
を
要
す
る
よ
う
な
計
算
を
、
わ
ず
か
１
日
程
度
で
完

了
さ
せ
る
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
達
成
し
た
の
で
す
。
現
在
は
こ
の
知

見
を
活
か
し
、
経
済
産
業
省
が
所
管
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
国
立
研
究
開

発
法
人 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
の
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
企
業
の
現
場
で
使
わ
れ
る
巨
大
な
工
業
炉

の
設
計
・
開
発
を
工
業
炉
メ
ー
カ
ー
と
共
に
進
め
る
な
ど
、
広
く
実

用
化
へ
向
け
た
貢
献
を
続
け
て
い
ま
す
。

産
学
連
携
と
計
算
科
学
で
挑
む
脱
炭
素

今
春
、
同
志
社
大
学
理
工
学
部
に
着
任
し
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た

計
算
基
盤
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
現
在
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

実
験
の
両
輪
を
よ
り
深
く
融
合
さ
せ
た
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
の
燃
焼
に
つ
い
て
は
社
会
実
装
を
見
据
え
、
実

際
の
加
熱
炉
や
火
力
発
電
所
で
大
規
模
な
実
証
試
験
を
行
い
、C

O
2

の
削
減
効
果
や
安
全
性
、
設
備
へ
の
影
響
な
ど
を
調
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
の
所
属
す
る
研
究
室
で
は
、
自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
に
関

す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車

産
業
は
日
本
を
支
え
る
基
幹
産
業
の
一

つ
で
す
。
現
在
、
自
動
車
の
電
動
化
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
製
造
か
ら
使
用
、

廃
棄
ま
で
を
含
め
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
体
で
環
境
へ
の
影
響
を
考
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
エ
ン

ジ
ン
の
さ
ら
な
る
高
効
率
化
や
環
境
負

荷
の
低
減
も
重
要
な
研
究
課
題
の
一
つ

で
す
。

そ
こ
で
、
燃
費
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
燃
焼
に
よ
っ
て

生
じ
る
有
害
物
質
や
未
燃
燃
料
を
減
ら
す
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ

ン
で
は
火
花
に
よ
る
着
火
を
予
測
す
る
手
法
を
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
で
は
燃
焼
を
よ
り
正
確
に
予
測
す
る
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
私
自
身
も
こ
の
研
究
室
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼

研
究
に
取
り
組
み
、
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
は
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
車
で
通
勤
し
、
日
々
の
運
転
を
通
じ
て
、
新
た
な
研
究

に
つ
な
が
る
着
想
を
探
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
学
術
の
枠
を
越
え
て

企
業
や
他
大
学
と
強
力
に
連
携
し
な
が
ら
、
日
本
の
脱
炭
素
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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私の研究・私の授業

私の研究・私の授業

情
報
工
学
の
研
究
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
実
践
へ

私
の
研
究
の
ス
タ
ー
ト
は
、
学
生
時
代
か
ら
９
年
間
取
り
組
ん
だ

（
知
識
源
と
し
て
の
）
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
自
動
撮
影
・
編
集
や
そ
の

応
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
、
情
報
工
学
の
領
域
で
し
た
。
そ
の
後

も
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
擬
人
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
人
間
の
イ
ン

タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
の
指
導
に
6
年
間
携
わ
り
、
前
職
の

女
子
大
学
へ
の
着
任
を
機
に
研
究
分
野
を
教
育
工
学
へ
と
移
し
ま
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
道
具
と
し
て
自
ら
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る

研
究
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
そ
の
も
の
を
教
え
る
た
め
の
研
究
へ

と
立
ち
位
置
が
反
転
し
、
授
業
現
場
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
実
践
的

な
取
り
組
み
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

前
職
か
ら
は
所
属
学
科
も
情
報
工
学
系
か
ら
文
理
融
合
型
（
メ
デ

ィ
ア
×
情
報
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

系
の
科
目
は
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、
情
報
工
学
を
学
ぶ
学
生
に
好

評
だ
っ
た
授
業
を
文
理
融
合
型
の
学
科
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
め
な
い

こ
と
は
予
想
し
て
い
ま
し
た
。
前
職
の
大
学
に
い
た
11
年
間
は
、
数

学
的
な
思
考
が
苦
手
な
学
生
で
も
躓
か
ず
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
本

題
に
取
り
か
か
れ
る
教
材
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、ス
タ
ッ
フ（
Ｔ

Ａ
）
が
足
り
な
い
状
況
で
演
習
授
業
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
Ａ
Ｉ
を

ど
う
活
用
す
る
か
な
ど
、
眼
の
前
に
現
実
と
し
て
立
ち
塞
が
る
問
題

の
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

実
践
研
究
と
し
て
の
教
材
作
成

前
職
で
の
最
初
の
仕
事
は
„
反
転
授
業
＂
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

し
た
。「
授
業
中
に
講
義
→
課
外
時
間
に
演
習
（
宿
題
）」
と
い
う
流

れ
を
反
転
さ
せ
、「
課
外
時
間
に
講
義
（
予
習
）
→
授
業
中
に
演
習
」

と
す
る
授
業
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
当
初
は
定
石
ど
お
り
予
習
教
材
を

女
子
大
学

生
成
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
へ
の
新
た
な
挑
戦

学
芸
学
部
准
教
授 

尾お

関ぜ
き

　
基も
と
行ゆ
き

59



動
画
で
用
意
し
た
も
の
の
修
正
や
更
新
に
大
き
な
労
力
が
か
か
っ
た

た
め
、
主
教
材
を
文
章
ベ
ー
ス
に
置
き
換
え
、
動
画
は
副
教
材
に
し

て
い
き
ま
し
た
。
主
教
材
は
常
に
最
新
の
情
報
を
維
持
し
、
副
教
材

（
動
画
）
は
あ
く
ま
で
参
考
と
し
て
お
い
て
余
力
の
あ
る
と
き
に
更
新

し
ま
す
。
そ
の
他
、
演
習
課
題
や
そ
の
解
説
動
画
、
予
習
チ
ェ
ッ
ク

の
た
め
の
小
テ
ス
ト
な
ど
を
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
生
に
提
供
し
て

い
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
対
応
で
き
ま
し
た
。
演

習
時
間
は
全
学
生
の
共
有
画
面
を
一
覧
表
示
し
て
対
応
し
ま
し
た
が
、

対
面
時
で
も
こ
の
形
式
の
ほ
う
が
効
率
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

文
章
ベ
ー
ス
の
主
教
材
は
技
術
系
ブ
ロ
グ
サ
ー
ビ
ス
で
一
般
に
も

公
開
し
て
い
た
の
で
、
企
業
の
方
か
ら
「
研
修
教
材
と
し
て
使
わ
せ

て
ほ
し
い
」
と
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
り
、
中
学
校
か
ら
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
と
し
て
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、
出
版
社
か
ら
書

籍
化
の
お
声
が
け
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
理
融
合
型
の
学
科
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え
る
と
い
う
制
約
か
ら
始
ま
っ
た
工
夫
と
実
践

で
し
た
が
、
公
開
し
つ
づ
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
を
通
し
て
社
会
と

繋
が
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
で
も
貢
献
し
て
い
る
実
感
が
得
ら
れ
た
こ

と
は
幸
い
で
し
た
。

「
楽
し
い
」
を
原
動
力
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

今
年
の
４
月
に
本
学
（
女
子
大
学
）
に
移
り
、
こ
ち
ら
で
も
「
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ａ
〜
Ｂ
」
と
い
う
４
科
目
（
６
コ
マ
）
構
成
の
一
連

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
科
目
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
職

で
文
理
融
合
型
の
学
科
に
移
っ
た
際
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
作
や
結
果

の
視
覚
的
な
わ
か
り
や
す
さ
を
狙
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
図
形

を
描
画
し
て
動
か
す
„
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
＂
を

題
材
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
間
の
あ
い
だ
に
計
算
の
苦

手
な
学
生
が
ま
す
ま
す
増
え
、
例
え
ば
「
大
小
の
円
を
重
ね
て
模
様

を
描
く
」
と
い
う
演
習
課
題
を
通
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
繰
り
返

し
構
文
を
学
ば
せ
た
く
て
も
、
そ
の
前
段
階
の
計
算
の
と
こ
ろ
で
時

間
が
か
か
り
す
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
子
ど
も
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
目
を
向
け
る
と
、
ブ

ロ
ッ
ク
コ
ー
ド
を
組
ん
で
ネ
コ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
動
か
す

「Scratch

」
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
躓
く
子
ど
も
は
あ

ま
り
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
は
授
業
で
学
ぶJavaScript

の
テ
キ

ス
ト
コ
ー
ド
でScratch

と
同
じ
よ
う
に
ネ
コ
を
動
か
せ
る
教
材

（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
）
を
作
成
し
、Scratch

の
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ド
と
比

較
し
な
が
ら
学
べ
る
書
籍
を
執
筆
し
ま
し
た
。
本
学
に
移
っ
て
最
初

の
仕
事
は
こ
の
新
し
い
題
材
の
授
業
へ
の
導
入
で
し
た
が
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
前
段
階
で
の
躓
き
は
大
き
く
減
り
ま
し
た
。

た
だ
、
授
業
で
扱
わ
な
く
な
っ
た
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
は
女
性
に
も
抵
抗
感
の
少
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
ジ
ャ
ン

60



私の研究・私の授業

ル
で
あ
り
、
女
子
大
学
と
し
て
は
授
業
科
目
に
残
し
て
お
い
て
、
中

高
生
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
適
宜
展
開
し
た
い
題
材
で
す
。

そ
こ
で
、
入
門
よ
り
や
や
本
格
的
な
内
容
の
教
材
を
作
成
し
、
応
用

科
目
で
扱
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
と
で
も
述
べ
る
よ
う
に
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
は
Ａ
Ｉ
が
担
う
時
代
に
入
り
ま
す
が
、
役
に
立
つ
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
Ａ
Ｉ
に
作
ら
せ
て
お
い
て
、
手
打
ち
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
は

表
現
を
楽
し
む
こ
と
に
熱
意
を
傾
け
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
力

生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
現
場
も

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ほ
ん
の
２
〜
３
年
前
ま
で
、
文

理
融
合
型
の
学
科
で
は
、
指
導
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
卒
業

研
究
の
た
め
の
ア
プ
リ
の
試
作
品
も
完
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
今
日
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ツ
ー
ル
な
ど
で
ア
プ
リ
の
画
面
構
成
図

を
作
っ
て
Ａ
Ｉ
に
実
装
を
指
示
す
る
だ
け
で
、
卒
業
研
究
の
評
価
実

験
に
使
え
る
程
度
の
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
あ
れ
ば
１
日
で
作
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
単
純
な
デ
ー
タ
処
理
な
ど
、
入
出
力
が
明
確
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
れ
ば
実
用
レ
ベ
ル
の
も
の
も
Ａ
Ｉ
に
お
任
せ
で
き
る
で
し
ょ

う
。
こ
う
な
っ
て
く
る
と
、「
大
学
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え
る

必
要
は
あ
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
私
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
敷
居
が
下
が
っ
た
か
ら
こ
そ
、
誰
も
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思

考
と
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
技
能
（
要
件
定
義
や
設
計
な
ど
）
を

身
に
つ
け
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
優
秀
な
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

で
す
が
、
そ
の
前
段
に
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
要
望
を
具
体
的
な
設
計

書
に
落
と
し
込
む
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
必
要
で
す
。
Ａ
Ｉ
は
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
役
割
も
担
い
ま
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

比
べ
る
と
誤
り
や
齟
齬
が
入
り
や
す
く
、
人
間
の
介
入
（
Ａ
Ｉ
と
の

対
話
）
は
ま
だ
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
活
用
の
鍵
は
„
言
語
化
能
力
＂

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
分
野
に
関
し
て
は
、
そ
の

掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
能
力
を
養
う
道
筋
が
実
践
を
通
し
て
開
拓
さ
れ

て
お
り
、
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
が
私
の
考
え
る
Ａ
Ｉ
時
代
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
狙
い

で
す
が
、
そ
れ
を
文
理
融
合
型
学
科
の
学
生
た
ち
に
、
さ
ら
に
広
く

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
の
な
い
人
た
ち
に
も
修
得
し
て
も
ら
う
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
こ
れ
が
私
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ひ
と
つ
が
『
楽
し
い
』
を
原
動
力
と
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
す
。
自
動
車
が
登
場
し
て
も
自
分
の
脚
で
走
る
人

が
絶
え
な
い
よ
う
に
、Ａ
Ｉ
の
登
場
で
不
要
に
な
っ
て
し
ま
っ
た（
よ

う
に
み
え
る
）
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
も
『
楽
し
さ
』
を
見
出
せ
る
題

材
開
拓
や
楽
し
む
過
程
で
Ａ
Ｉ
活
用
に
要
さ
れ
る
思
考
や
能
力
を
養

え
る
教
材
開
発
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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国
際
中
学
校
・
高
等
学
校

デ
ザ
イ
ン
で
自
分
自
身
を
表
現
し
て
み
よ
う
。

芸
術
科
（
美
術
）
教
諭 

北き
た
川が
わ

　
浩こ
う
司じ

正
解
が
な
い
か
ら
面
白
い
！

一
般
的
に
大
学
受
験
を
主
眼
に
置
い
て
い
る
進
学
校
で
は
、
大
学

の
入
試
科
目
で
は
な
い
美
術
の
授
業
に
生
徒
の
興
味
や
関
心
を
向
け

る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
同
志
社
国
際
中

学
校
・
高
等
学
校
は
、
大
学
へ
の

推
薦
進
学
制
度
を
活
か
し
、
受
験

勉
強
を
必
要
以
上
に
意
識
す
る
こ

と
な
く
美
術
本
来
が
持
っ
て
い
る

「
表
現
す
る
こ
と
の
面
白
さ
、
楽

し
さ
」
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

数
学
や
国
語
な
ど
と
は
違
い
、
美
術
は
明
確
な
正
解
が
な
い
科
目

で
す
。
で
は
、
ど
ん
な
答
え
で
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

決
し
て

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
の
導
入
で
、
先
輩
た
ち
が
残
し
て
く

れ
た
作
品
を
生
徒
た
ち
に
見
せ
る
と
、一
様
に
「
お
ー
、す
ご
い
！
」

と
い
う
声
が
上
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
改
め
て
「
何
が
凄
い
と
思
っ
た

の
か
？
」「
ど
こ
に
感
動
し
た
の
か
？
」
と
問
う
と
、
生
徒
た
ち
は

一
旦
立
ち
止
ま
り
、
作
品
を
観
察
し
、
自
分
な
り
に
解
釈
し
、
他
者

と
対
話
し
な
が
ら
思
考
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
中
学
校

の
3
年
間
、
ま
た
、
高
等
学
校
で
の
選
択
授
業
を
通
し
て
、
何
が
良

く
て
、
あ
る
い
は
優
れ
て
い
て
、
ど
こ
に
共
感
で
き
る
の
か
…
「
鑑

賞
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
学
び
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
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気
づ
き
が
生
徒
の
学
び
を
後
押
し
す
る

授
業
に
お
け
る
テ
ー
マ
の
一

つ
は
、
自
分
自
身
を
表
現
す
る

こ
と
で
す
。
高
校
1
年
生
の
最

初
の
授
業
で
は
、
生
徒
た
ち
に

自
己
紹
介
と
し
て
の
作
品
を
作

っ
て
も
ら
い
ま
す
。
手
法
は
デ

ッ
サ
ン
形
式
で
も
水
彩
で
も
漫

画
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
当
た
り

前
の
よ
う
に
自
画
像
や
趣
味
、

好
き
な
も
の
を
描
く
生
徒
が
多

い
の
で
す
が
、
な
か
に
は
破
っ
た
楽
譜
を
画
用
紙
に
貼
り
つ
け
て
、

「
私
は
吹
奏
楽
部
で
す
が
、
い
ま
だ
に
楽
譜
が
読
め
な
い
。
で
も
音

楽
が
大
好
き
な
ん
で
す
」
と
自
分
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
個
性
と
し

て
伝
え
た
り
、
コ
ロ
コ
ロ
と
気
が
変
わ
り
や
す
い
自
分
の
性
格
を
い

ろ
ん
な
向
き
の
矢
印
で
表
現
し
た
り
と
、
そ
の
表
現
方
法
の
多
様
さ

に
は
毎
回
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
言
葉
で
は
言
い
に
く
い
こ
と
で
も
、

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
手
段
を
使
え
ば
「
自
分
ら
し
さ
」
を
自
由
に
表
現

で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
、経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
二
文
字
）
を
使
っ
て
、

自
分
を
象
徴
す
る
マ
ー
ク
を
作

る
授
業
で
は
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン

が
一
般
社
会
で
マ
ー
ク
や
ロ
ゴ

と
し
て
ど
の
よ
う
に
見
え
る
の

か
、
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
の
か
を
考
え
、
き
ち
ん
と
説

明
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
黄
色
が
好
き
だ
か
ら
と
言

っ
て
、
白
い
画
用
紙
の
上
に
淡

い
色
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
置

い
て
も
目
立
た
な
い
し
、
マ
ー

ク
と
し
て
も
適
切
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
変
化
を
求
め
て
文
字
を
縦
長

に
配
置
し
て
も
間
延
び
し
て
見
え
る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
単
に

き
れ
い
、
面
白
い
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、「
背
景
を
濃
く

し
て
明
暗
を
つ
け
て
み
れ
ば
」「
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
配
置
し
て
み

れ
ば
」
と
ア
ド
バ
ス
す
る
こ
と
で
、「
は
っ
」
と
気
づ
く
こ
と
も
多
く
、

生
徒
た
ち
の
表
現
力
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

問
い
を
立
て
自
ら
の
答
え
を
導
き
出
す

絵
具
を
使
っ
て
絵
を
描
く
こ
と
ば
か
り
が
美
術
の
授
業
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
基
本
的
に
題
材
は
問
い
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ス
し
た
線
の
上
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に
雑
誌
の
写
真
を
切
り
貼
り
し
て
色
や
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
を
つ
け
て
い

く
課
題
で
は
、「
ど
う
す
れ
ば
魅
力
的
な
作
品
が
で
き
る
？
」
と
い

う
問
い
か
け
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
イ
チ
ゴ
の
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ

を
題
材
に
選
ん
だ
生
徒
に
、「
な
ぜ
こ
の
写
真
を
選
ん
だ
の
？
」
と

聞
く
と
、「
真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ
が
カ
ッ
コ
良
か
っ
た
か
ら
」
と
答
え

ま
す
。
で
は
、「
ど
う
カ
ッ
コ
良
か
っ
た
？
」「
そ
の
カ
ッ
コ
よ
さ
は

ど
う
す
れ
ば
表
現
で
き
る
？
」
と
突
き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
、「
真

っ
赤
な
イ
チ
ゴ
に
対
比
す
る
色
は
？
」「
こ
っ
ち
の
赤
の
ほ
う
が
…
」、

「
こ
の
写
真
の
質
感
の
方
が
お
い
し
そ
う
…
」
と
い
う
答
え
を
生
徒

自
ら
が
導
き
出
し
ま
す
。

目
に
見
え
て
い
る
も
の
を
単
純
化
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
例
え
ば
色
彩
構
成
の
課
題
で
は
、
人
の
顔
を
4
段
階
の
明
暗
で

塗
り
分
け
て
再
構
成
す
る
こ
と
で
、
立
体
感
を
成
り
立
た
せ
て
い
る

の
は
明
暗
、
あ
る
い
は
濃
淡
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
た
っ

た
4
色
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
作
品
の
雰
囲
気
が
大
き
く
変
わ
る
、

表
現
す
る
こ
と
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
面
白
い
課
題
で
す
。

わ
く
わ
く
感
を
伝
え
た
い

私
自
身
、
高
校
生
時
代
の
進
路
を
考
え
る
と
き
、
自
分
が
作
っ
た

も
の
（
作
品
）
を
評
価
し
て
く
れ
る
世
界
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
受
験
勉
強
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
美
術
系
の
大
学
に
進
学
し
、
自

分
が
専
攻
す
る
分
野
だ
け
で
な
く
、

彫
刻
や
染
織
、
陶
芸
な
ど
い
ろ
ん
な

こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
夢
中
に
な
っ

て
作
品
を
作
っ
て
い
る
友
人
た
ち
か

ら
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
同

志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
の
芸

術
科
（
美
術
）
の
教
諭
と
し
て
か
な

り
の
年
月
が
経
ち
ま
す
が
、
今
で
も

あ
の
頃
と
同
じ
よ
う
に
驚
き
を
感
じ

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
学
生
時
代
に
感
じ
た
気
持
ち

を
生
徒
た
ち
に
伝
え
ら
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
前
と
違
っ
て
、
最
近
は
美
術
の
表
現
方
法
も
広
く
な
っ
て
い
ま

す
。
高
校
3
年
生
で
は
、「
生
命
観
」
を
テ
ー
マ
に
粘
土
で
立
体
造

形
作
品
を
作
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
ス
ト
ッ

プ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
新
た
な
表
現
に
つ
な
が
る

よ
う
な
作
品
づ
く
り
も
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

中
高
生
の
間
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
美
術
の

学
び
が
い
ろ
ん
な
も
の
の
見
方
を
養
い
、
考
え
方
を
豊
か
に
し
、
未

来
の
自
分
を
輝
か
せ
る
力
に
な
れ
ば
嬉
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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中
学
校
・
高
等
学
校

宝
く
じ
の
当
せ
ん
確
率
・
期
待
値
を
再
現
し
て
、

リ
ス
ク
を
体
験
・
実
感
す
る

中
学
校
・
高
等
学
校
　
数
学
科
教
諭 

園そ
の
田だ

　
毅つ
よ
し

教
科
横
断
、
探
究
的
授
業
の
実
践　
ー
宝
く
じ
ー

本
校
で
は
、
授
業
改
善
、
探
究
的
授
業
の
研
究
・
実
践
を
目
的
と

し
て
、
他
教
科
の
教
員
4
人
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
決
め
た
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
1
年
間

で
１
―
２
時
間
実
施
）
メ
ン
バ
ー
は
毎
年
変
わ
り
、
テ
ー
マ
は
そ
の

4
人
で
毎
年
新
し
く
決
め
ま
す
。
各
教
科
の
切
り
口
や
授
業
内
容
・

進
行
・
振
り
返
り
を
共
有
し
て
、
各
自
の
授
業
改
善
に
つ
な
ぐ
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。（
授
業
対
象
は
中
学
1
年
生
で
す
。）

２
０
２
５
年
度
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
テ
ー
マ
を
「
万
博
」
と

し
ま
し
た
。
私
は
、２
０
２
５
年
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
万
博
会
場
「
夢

洲
」
の
跡
地
に
Ｉ
Ｒ
施
設
（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
が
開
業
さ
れ
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
、
そ
の
中
に
カ
ジ
ノ
が
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
た
上

で
、公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
一
つ
と
さ
れ
る
宝
く
じ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

授
業
の
目
的
・
準
備
物

宝
く
じ
の
擬
似
体
験
を
行
い
、
次
の
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

・�

ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
の
め
り
込
ん
で
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
な
り
、
人

間
関
係
や
生
活
破
綻
を
作
り
出
す
な
ど
の
危
険
性
を
知
る
。

・�

Ｃ
Ｍ
を
見
る
と
、
宝
く
じ
は
当
た
り
や
す
い
か
の
よ
う
に
思
わ
さ

れ
る
が
、
宝
く
じ
は
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
が
主
催
者
で
、

競
馬
や
パ
チ
ン
コ
な
ど
他
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
よ
り
当
た
る
確
率
が
低

い
。
こ
の
授
業
で
は
本
当
の
宝
く
じ
と
ほ
ぼ
同
じ
当
せ
ん
確
率

（
10
％
強
）、
期
待
値
（
今
回
は
1
枚
５
０
０
円
と
し
た
の
で
、
２

５
０
円
弱
）
と
同
じ
に
し
た
。
当
た
り
に
く
い
こ
と
、
還
元
率
が

低
い
こ
と
を
数
学
的
、
体
験
的
に
理
解
す
る
。

０
０
１
―
１
０
０
０
の
番
号
を
振
っ
た
宝
く
じ
を
4
色
（
ピ
ン
ク
、

緑
、
青
、
黄
）、
計
４
０
０
０
枚
作
り
、
紙
の
お
金
１
人
１
０
０
０
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円
（
５
０
０
円
札
2
枚
）
を
37
―
38
人
分
作
成
し
ま
し
た
。

進
行

（
１
）
カ
ジ
ノ
が
で
き
よ
う
と
し
て
い
る
話

万
博
に
行
っ
た
生
徒
は
各
ク
ラ
ス
3
分
の
1
以
上
い
て
、
万
博
の

写
真
、
会
場
俯
瞰
マ
ッ
プ
を
見
せ
て
、「
こ
の
後
に
何
が
で
き
る
か

知
っ
て
い
ま
す
か
。」
と
尋
ね
る
と
、
そ
の
後
に
カ
ジ
ノ
が
で
き
る

こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。
１
９
７
０
年
に
大
阪
万
博
が
開
催

さ
れ
た
の
は
大
阪
府
吹
田
市
の
「
万
博
記
念
公
園
」
で
、
最
初
は
今

回
も
55
年
前
と
同
じ
会
場
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。
そ
れ
が
急

に
変
更
に
な
り
、
大
阪
市
の
「
夢
州
」
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と

ゴ
ミ
廃
棄
場
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
「
夢

州
」
駅
が
開
通
し
て
、
税
金
で
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
行
わ
れ
た
、
と
い
う
よ
う
な

話
も
紹
介
し
ま
し
た
。

（
２
）
宝
く
じ
の
し
く
み
と
「
購
入
」

宝
く
じ
は
47
都
道
府
県
と
20
政
令

指
定
都
市
が
主
催
し
て
い
ま
す
。
今
日

は
私
（
教
員
）
が
く
じ
の
運
営
者
で
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と
ほ
ぼ
同
じ
当
せ

ん
本
数
（
全
体
の
10
％
＋
α
）
と
金
額

（
全
体
の
50
％
弱
）
に
し
ま
し
た
。

※
当
た
り
く
じ
は
４
４
６
本
、
当
せ
ん
賞
金
合
計
99
万
円

　
１
等　
　
　
　
　
色
＋
下
３
ケ
タ
の
数
字　
1
本

　
１
等
前
後
賞　
　
色
＋
下
３
ケ
タ
の
数
字　
2
本

　
１
等
色
違
い
賞　
下
３
ケ
タ
の
数
字　
　
　
3
本

　
２
等　
　
　
　
　
下
２
ケ
タ
の
数
字　
　
　
40
本

　
３
等　
　
　
　
　
下
１
ケ
タ
の
数
字　
４
０
０
本

子
ど
も
た
ち
は
紙
の
お
金
１
人
１
０
０
０
円
を
持
っ
て
、
宝
く
じ

（
好
き
な
番
号
）
を
「
購
入
」
し
て
も
ら
い
ま
す
。
教
室
の
中
に
８

ヶ
所
の
「
販
売
店
」
を
設
置
、
買
い
た
い
番
号
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て

購
入
し
ま
し
た
。
何
名
か
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
販
売
員
」
に
な
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。（
写
真
下
）

（
３
）
当
せ
ん
番
号
発
表

３
等
、
２
等
、
１
等
（
前
後
賞
、

色
違
い
賞
）
の
順
で
抽
せ
ん
、
発
表

し
ま
し
た
。
当
せ
ん
番
号
を
記
入
し

て
、
等
級
が
上
が
る
と
当
た
る
本
数

が
減
っ
て
い
く
様
子
（
3
等
の
当
た

り
番
号
が
下
1
ケ
タ
で
10
本
に
1
本
、

2
等
は
下
2
ケ
タ
で
１
０
０
本
に
1

本
に
な
る
。）
を
確
認
し
ま
し
た
。
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当
た
っ
た
人
に「
◯
等
賞
」と
書
い
た
ラ
ミ
ネ
ー
ト
と「
賞
金
」（
お

菓
子
）
を
渡
し
ま
し
た
。（
写
真
左
は
、
当
せ
ん
番
号
を
記
録
し
た

板
書
で
す
。）

ど
の
ク
ラ
ス
も
ほ
ぼ
確
率
通
り
に
、
3

等
が
ク
ラ
ス
で
5
人
前
後
、
2
等
が
0
―

2
人
し
か
当
た
ら
な
い
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
も
う
１
回
や

ろ
う
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
抽
せ
ん
ボ

タ
ン
（Excel

）
を
押
し
た
生
徒
に
対
し
て
、

冗
談
と
は
い
え
「
抽
せ
ん
者
が
悪
い
」
な

ど
の
声
も
出
ま
し
た
。
私
か
ら
は
、「
今
、
皆
さ
ん
か
ら
出
て
い
る
声

の
よ
う
に
『
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
辞
め
ら
れ
な
い
』、『
人
間
関
係
に
ヒ
ビ

が
入
る
』
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
く
の
で
す
。」
と
話
し
ま

し
た
。

（
４
）
宝
く
じ
の
し
く
み
を
考
え
る

「
1
番
儲
か
っ
た
人
は
誰
で
し
ょ
う
？
」
と
問
う
と
、「
宝
く
じ
を

運
営
し
て
い
る
人
」
と
い
う
声
が
出
て
き
ま
し
た
。
４
０
０
０
枚
の

う
ち
の
何
枚
が
当
た
り
く
じ
で
、
ど
れ
く
ら
い
が
賞
金
に
使
わ
れ
て

い
る
か
計
算
し
ま
し
た
。
当
た
り
く
じ
は
４
４
６
本
、
当
せ
ん
賞
金

合
計
99
万
円
が
算
出
さ
れ
ま
す
。（
写
真
下
）

　
収
入
：
１
枚
５
０
０
円
×
４
０
０
０
枚
＝
２
０
０
万
円

　
支
出
：
99
万
円

10
枚
に
１
枚
強
し
か
当
た
ら
な
い
こ
と
、
１
０
０
０
円
分
宝
く
じ

を
購
入
し
た
と
す
る
と
戻
っ
て
く
る
金
額
の
平
均
は
「
約
５
０
０

円
」、「
半
分
く
ら
い
」
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

（
５
）
振
り
返
り

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
授
業
後
の
コ
メ
ン
ト

（
写
真
左
下
）
で
す
が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
危

険
性
を
感
じ
た
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
し
な
い
よ

う
に
す
る
、
の
め
り
こ
ま
な
い
よ
う
に
す
る
、

な
ど
の
声
が
多
く
出
ま
し
た
。

・�

授
業
の
中
で
、
宝
く
じ
の
「
購
入
」
か
ら

抽
せ
ん
、
自
分
の
損
得
を
確
認
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
数
学
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
、

数
学
と
今
後
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
を
意

識
す
る
一
つ
の
経
験
を
作
れ
た
か
な
と
思

い
ま
す
。

・�

本
物
の
宝
く
じ
と
同
様
の
当
せ
ん
確
率
、

期
待
値
を
設
定
し
て
、
実
際
に
体
験
す
る

こ
と
で
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
数
学
の
目
で
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
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小
学
校

子
ど
も
た
ち
の
「
つ
ぶ
や
き
」
か
ら 

立
ち
上
が
る
学
び

教
諭 

江え

間ま

　
記き

世よ

挙
手
制
を
手
放
し
、
生
き
た
言
葉
を
編
み
込
む
授
業

私
が
授
業
で
最
も
大
切
に
し
て
い
る
モ
ッ
ト
ー
は
「
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
」
で
す
。
教
員
に
な
り
た
て
の
頃
の
私
は
、
挙

手
を
し
て
指
名
さ
れ
た
児
童
が
発
表
す
る
と
い
う
、
標
準
的
な
シ
ス

テ
ム
で
授
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
指
名
す
る
と
、

児
童
が
遠
慮
し
て
口
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
場
面
に
し
ば
し
ば
直
面
し

ま
し
た
。
こ
の
子
は
指
名
さ
れ
る
前
の
瞬
間
、
何
を
思
い
、
感
じ
て

い
た
の
だ
ろ
う
―
―
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
私
は
十
数
年
前
に
思
い
切

っ
て
、
挙
手
制
と
い
う
ル
ー
ル
を
手
放
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
心
が
動
い
た
そ
の
瞬
間
に
こ
そ
、
生
き
た
言
葉
が
生
ま

れ
ま
す
。
そ
れ
を
挙
手
や
指
名
と
い
っ
た
手
続
き
で
堰
き
止
め
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
。
私
の
授
業
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
思
っ
た
事
を

そ
の
場
で
あ
り
の
ま
ま
に
つ
ぶ
や
き
ま
す
。
一
見
す
る
と
少
々
賑
や

か
す
ぎ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
は
授
業
の
文
脈
に
深
く
入
り

込
み
、
こ
ち
ら
の
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
鋭
く
豊
か
な
感
性
で
反
応

し
ま
す
。
私
は
飛
び
交
う
無
数
の
つ
ぶ
や
き
の
中
か
ら
、
学
び
の
展

開
に
繋
が
る
言
葉
を
瞬
時
に
拾
い
上
げ
、
そ
れ
を
編
み
込
む
よ
う
に

し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
授
業
を
構
成
し
て
い
き
ま
す
。

「
素
敵
な
間
違
い
」
を
認
め
合
い
全
員
で
学
ぶ

特
に
研
究
を
重
ね
て
い
る
算
数
の
授
業
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
生

活
の
中
で
自
然
に
培
っ
て
き
た
「
算
数
的
感
覚
」
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
現
代
の
小
学
校
で
は
塾
な
ど
で
知
識
の
先
取
り
を
し
て
い
る
子

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
と
い
う
場
に
お
い
て
は
、
全
員
が

同
じ
土
俵
に
立
っ
て
学
び
の
豊
か
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

そ
の
鍵
と
な
る
の
が
、
誰
も
が
生
活
経
験
の
中
で
持
っ
て
い
る
直
感

的
な
「
感
覚
」
で
す
。
例
え
ば
「
概
数
」
の
概
念
を
本
格
的
に
習
っ
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て
い
な
く
て
も
、
子
ど
も
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
「
５
０
０
円
玉

を
持
っ
て
い
れ
ば
（
だ
い
た
い
）
足
り
る
な
」
と
感
覚
的
に
判
断
し

ま
す
。
こ
う
し
た
生
き
た
感
覚
を
授
業
の
導
入
段
階
で
引
き
出
す
た

め
の
仕
掛
け
を
、
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

数
字
の
単
位
を
習
っ
た
後
、「
長
さ
」
を
扱
う
授
業
で
は
、
あ
え

て
単
位
を
隠
し
て
「
４
、
29
、
８
」
と
い
う
数
字
だ
け
を
提
示
し
ま

し
た
。
ど
れ
が
長
い
の
か
と
教
室
は
ざ
わ
つ
き
始
め
ま
す
が
、
あ
る

児
童
が
「
数
字
は
29
が
一
番
大
き
い
け
れ
ど
、
こ
れ
だ
け
単
位
が
ミ

リ
や
っ
た
ら
一
番
小
さ
く
な
る
か
も
…
」
と
つ
ぶ
や
い
た
瞬
間
、
教

室
全
体
に
納
得
の
ど
よ
め
き
が
広
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
教
師
に

向
か
っ
て
で
は
な
く
、
教
室
の
仲
間
を
意
識
し
て
「
み
ん
な
に
呼
び

か
け
合
う
姿
」
こ
そ
が
、
本
当
の
学
び
合
い
な
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。

こ
う
し
た
自
由
な
つ
ぶ
や
き
や
議
論
を
成
立
さ
せ
る
に
は
、
大
前

提
と
し
て
「
絶
対
に
ク
ラ
ス
の
仲
間
か
ら
バ
カ
に
さ
れ
な
い
」
と
い

う
強
固
な
安
心
の
空
気
感
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
４
月
の
新
学

期
開
始
後
の
１
カ
月
間
は
、
そ
の
空
気
づ
く
り
を
徹
底
し
ま
す
。
も

し
誰
か
の
発
言
を
笑
う
よ
う
な
つ
ぶ
や
き
が
出
れ
ば
即
座
に
授
業
を

止
め
、
互
い
を
尊
重
し
合
う
関
係
性
を
築
く
よ
う
促
し
ま
す
。
教
室

に
あ
る
の
は
「
相
手
を
自
分
と
同
じ
よ
う
に
大
事
に
し
よ
う
」
と
い

う
ル
ー
ル
だ
け
で
す
。
何
事
も
自
分
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

安
心
感
が
醸
成
さ
れ
た
教
室
で
は
、「
間
違
い
」
の
価
値
も
反
転

し
ま
す
。
私
の
ク
ラ
ス
で
は
誰
か
が
間
違
え
る
と
、
そ
れ
を
「
素
敵

な
間
違
い
」
と
呼
び
、
黒
板
に
花
丸
を
つ
け
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
自

身
も
「
間
違
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
ど
こ
が
違
う
か
よ
く
分
か
っ

た
」
と
言
葉
を
か
け
合
い
ま
す
。
ダ
メ
出
し
を
さ
れ
て
も
へ
こ
ま
な

い
関
係
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
シ
ャ
イ
だ
っ
た
子
が
自
分
の
考
え
を

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
始
め
、
肯
定
さ
れ
る
た
び
に
才
能
や
感
性
を
開
花

さ
せ
て
い
く
の
で
す
。
現
在
、教
室
に
は「
た
と
え
る
」「
つ
な
げ
る
」

「
予
想
す
る
」
な
ど
、
思
考
の
つ
ぶ
や
き
を
価
値
づ
け
る
約
20
種
類

の
カ
ー
ド
を
用
意
し
、
子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き
を
褒
め
て
カ
ー
ド
を
掲

示
し
、
言
葉
の
価
値
を
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

「
道
草
教
育
」
で
未
来
を
生
き
抜
く
自
立
心
を
涵
養

本
校
の
教
育
理
念
の
大
き
な
柱
に
、
自
ら
探
究
し
、
あ
え
て
遠
回

り
や
試
行
錯
誤
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
を
楽
し
む
「
道
草
教
育
」
が

あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
理
念
を
日
々
の
実
践
に
落
と
し
込
ん
で
い
ま

す
。
小
学
校
の
授
業
づ
く
り
で
は
「
め
あ
て
・
ま
と
め
・
振
り
返
り
」

が
基
本
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、本
校
で
は「
今
日
の
め
あ
て
」を
、

授
業
の
最
初
に
教
師
側
か
ら
提
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
め
あ

て
と
は
本
来
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の
内
側
か
ら
「
困
り
感
」
や
「
も

っ
と
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
」
と
し
て
自
然
に
生
ま
れ
て
く
る
も
の
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だ
か
ら
で
す
。

た
と
え
ば
４
年
生
の
「
割
合
」
の
授
業
で
、
私
は
教
科
書
の
デ
ー

タ
を
そ
の
ま
ま
出
す
の
で
は
な
く
、「
先
生
な
、
最
近
２
キ
ロ
痩
せ

て
ん
」
と
切
り
出
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
普
通
の
反
応
を
し
ま
す
。

し
か
し
続
け
て
「
実
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
２
キ
ロ

痩
せ
て
ん
」
と
言
う
と
、
教
室
は
一
気
に
騒
然
と
な
り
、
集
中
し
始

め
ま
す
。
同
じ
２
キ
ロ
で
あ
っ
て
も
、
元
の
体
重
に
よ
っ
て
意
味
の

重
み
が
ま
っ
た
く
異
な
る
と
い
う
「
割
合
の
感
覚
」
を
、
子
ど
も
た

ち
は
自
ら
の
感
性
で
掴
み
取
っ
た
の
で
す
。

そ
の
直
後
に
、
ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
の
数
値
を

提
示
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
あ
え
て
「
元
の
長
さ
」
を
伏
せ
て
、
成

長
し
た
分
の
３
メ
ー
ト
ル
と
い
う
数
値
だ
け
を
見
せ
ま
す
。
す
る
と

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
の
『
元
の
大
き
さ
』
を
教
え

て
く
れ
な
い
と
、
ど
っ
ち
が
す
ご
い
か
比
べ
ら
れ
へ
ん
！
」
と
、
要

望
が
突
き
つ
け
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
初
め
て
、
子
ど
も
た
ち
の
側
か

ら
「
元
の
大
き
さ
を
知
る
」
と
い
う
明
確
な
「
問
い
（
め
あ
て
）」

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
彼
ら
が
自
ら
問
い
を
求
め
、
学
び
た
い
と
渇
望

し
た
そ
の
瞬
間
に
、
初
め
て
教
科
書
を
開
い
て
デ
ー
タ
を
出
す
。
彼

ら
が
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
瞬
間
に
、
と
こ
と
ん
道
草
を
さ
せ
、

探
究
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
が
、
同
志
社
小
学
校
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま

す
。

こ
う
し
た
学
び
の
軌
跡
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ノ
ー
ト
に
も
深
く
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
昆
虫
好
き
の
子
は
虫
の
絵
を
描
き
込
み
な

が
ら
計
算
プ
ロ
セ
ス
を
ま
と
め
る
な
ど
、
一
律
で
は
な
い
自
由
な
ノ

ー
ト
作
り
を
通
し
て
個
性
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
彼
ら
に

と
っ
て
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
教
科
書
」
に
な
り
得
ま
す
。
誰
か
の

１
冊
が
満
杯
に
な
る
た
び
に
、
私
は
本
人
と
保
護
者
の
了
解
を
得
て
、

そ
の
ノ
ー
ト
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
リ
ア
ル
な
思
考
の

動
き
が
詰
ま
っ
た
ノ
ー
ト
は
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
授
業
を
客
観
的

に
振
り
返
り
、
次
の
実
践
へ
と
繋
げ
る
最
高
の
記
録
で
あ
り
、
大
切

な
研
究
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
志
社
の
創
立
者
で
あ
る
新
島
襄
は
「
倜
儻
不
羈
（
て
き
と
う
ふ

き
）
な
る
書
生
を
圧
束
せ
ず
」
と
い
う
言
葉
を
遺
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
を
一
定
の
型
に
は
め
込
ま
ず
、
個
々
の
自
由
な
発
想
と
信
念

を
重
ん
じ
る
こ
の
精
神
は
、
私
の
教
育
実
践
の
根
底
に
深
く
流
れ
て

い
ま
す
。
小
学
校
時
代
に
、
正
解
を
急
が
ず
、
自
ら
の
感
性
に
従
っ

て
徹
底
的
に
道
草
を
し
、
主
体
的
に
問
い
を
立
て
て
対
話
し
た
経
験

は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
涯
の
確
か
な
土
台
と
な
る
は
ず
で
す
。「
自

分
の
思
い
を
恐
れ
ず
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
力
」
を
携
え
て
、
子
ど

も
た
ち
が
上
の
学
校
へ
と
進
み
、
こ
れ
か
ら
の
不
確
実
な
社
会
を
自

由
か
つ
自
律
的
に
生
き
抜
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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よ
ね
。
そ
の
後
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
を
経
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
に
移
り
、
日
本
社
会
や
経
済
・
経
営
を
教
え
て
き
ま
し
た
。

小
原
●
日
本
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
と
、
多
角
的
に
比

較
で
き
る
視
点
を
お
持
ち
で
す
ね
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は
、

主
に
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
教
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
高
度
経
済
成
長
や
90
年
代
以
降
の
バ
ブ
ル
崩
壊
・

低
成
長
と
い
っ
た
従
来
の
論
点
だ
け
で
な
く
、
２
０
１
５
年
頃
か
ら

の
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
、「
持
続
可
能
な
資
本
主
義
」
と
い
っ
た
日
本
の
新

し
い
動
き
を
学
生
た
ち
と
分
析
し
て
き
ま
し
た
。

小
原
●
今
お
示
し
い
た
だ
い
た
の
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
で
も
あ
り

ま
す
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
学
生
と
日
本
の
学
生
と
で
は
、
見

方
や
ア
プ
ロ
ー
チ
に
違
い
は
あ
り
ま
し
た
か
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
私
が
主
に
教
え
て
い
た
大
学
院
に
は
世
界
中
か
ら

学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
客
観
的
・
中
立
的
に
分
析
す

る
傾
向
が
強
い
で
す
。
一
方
、
私
が
同
志
社
大
学
で
社
会
学
部
や
理

工
学
部
な
ど
の
学
生
に
よ
る
発
表
や
論
文
に
触
れ
て
非
常
に
新
鮮
だ

 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
同
志
社�

　

―
―
世
界
と
日
本
の
学
生
が
描
く
社
会
の
あ
り
方

小
原
●
本
日
は
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
と
お
話
し
で
き
る
機
会
を
い
た

だ
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
は
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
で
長
年
教
鞭
を
執
ら
れ
、
現
在
は
客
員
教
授
と
し
て

本
学
社
会
学
部
で
教
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
簡
単
な
自
己
紹
介

を
お
願
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
私
は
国
際
基
督
教
大
学
を
卒
業
後
、
イ
ギ
リ
ス
で

日
英
比
較
研
究
の
専
門
家
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー
ア
（Ronald D

ore
）

先
生
に
師
事
し
た
後
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
12
年
間
教
鞭
を
執
っ

た
の
ち
、
同
志
社
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
立
ち
上
げ
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
際
、
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
※
文
部
科
学
省

に
よ
る
卓
越
し
た
研
究
拠
点
の
形
成
支
援
事
業
）で
小
原
先
生
の「
一

神
教
の
学
際
的
研
究
」
と
私
た
ち
の
「
技
術
・
企
業
・
国
際
競
争
力

の
総
合
研
究
」
が
採
択
さ
れ
、
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た
ん
で
す

ビ
ジ
ネ
ス
と
経
済
に
お
け
る
良
心

大
学
長

　
小こ

原は
ら

克か
つ

博ひ
ろ

大
学
客
員
教
授
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授

　
ヒ
ュ
ー
・
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
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レクチャー

っ
た
の
は
、
彼
ら
が
単
な
る
分

析
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
利
益
を
ど

う
公
正
に
分
配
す
べ
き
か
」
と

い
っ
た
独
自
の
道
徳
観
や
社
会

的
公
平
性
の
視
点
を
持
っ
て
い

た
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
良
心
教

育
の
成
果
な
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

小
原
●
同
志
社
の
学
生
が
道
徳
観
や
社
会
の
あ
り
方
を
意
識
で
き
て

い
る
の
は
心
強
い
こ
と
で
す
。
い
ま
触
れ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
学

部
・
研
究
科
を
横
断
し
て
実
施
し
た
研
究
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

こ
と
で
す
よ
ね
。
学
生
た
ち
に
良
い
経
験
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は
、
日
常
的
に
学
際
的
な
交
流
は

あ
り
ま
す
か
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
専
門
分
野
で
分
か
れ
て
い
る
た

め
、
学
部
や
修
士
課
程
の
学
生
た
ち
が
他
学
部
の
授
業
を
受
け
る
こ

と
は
、
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
は
カ
レ

ッ
ジ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
私
は
セ
ン
ト
・
ア
ン
ト
ニ
ー

ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
フ
ェ
ロ
ー
で
す
が
、
そ
こ
で
は
専
門
や
学
部
を
超

え
た
多
様
な
研
究
者
や
学
生
が
日
常
的
に
交
流
し
、
セ
ミ
ナ
ー
や
研

究
発
表
を
通
じ
て
活
発
に
議
論
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

小
原
●
分
野
を
超
え
た
、
多
種
多
様
な
交
流
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

 

経
済
学
の
原
点�

　

―
―
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
「
愛
・
共
感
・
良
心
」
の
再
発
見

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
例
え
ば
リ
ー
ジ
ェ
ン
ツ
・
パ
ー
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
の

元
カ
レ
ッ
ジ
長
で
あ
る
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
デ
ス
（Paul Fiddes

）
教

授
と
、
共
同
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
彼
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
神

学
者
で
、「
宗
教
に
お
け
る
愛
（Love in Religion

）」
と
い
う
国

際
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、

彼
か
ら
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
経
済
に
お
け
る
愛
（Love in Business 

and Econom
y

）」
と
い
う
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
を
一

緒
に
立
ち
上
げ
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
の
で
す
。
イ
ス
ラ
ム
、
ユ
ダ
ヤ
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
社
会
科
学
な
ど
の
専
門
家
を
集
め
て

15
回
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
現
在
は
そ
の
成
果
を
ま
と
め

た
書
籍
を
共
同
編
集
中
で
す
。

小
原
●
非
常
に
挑
戦
的
で
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
す
ね
。
経
済
学
や
ビ

ジ
ネ
ス
の
文
脈
で
「
愛
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
、
通
常

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
フ
ィ
デ
ス
教
授
は
、「
愛
」
と
い
う
概
念
を
単
な

る
感
情
と
し
て
で
は
な
く
、
知
恵
（w

isdom

）、
美
徳
（virtue

）、

慈
愛
（benevolence

）、
あ
る
い
は
自
己
肯
定
感
と
し
て
の
愛

（self-love
）
と
い
っ
た
多
角
的
な
側
面
か
ら
捉
え
て
い
ま
す
。
そ

う
捉
え
直
す
と
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
文
化
に
お
け
る
「
仁
」
や
知
恵
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と
も
深
く
重
な
り
ま
す
。
そ
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
進
め
る
う
ち
、
私
た

ち
の
テ
ー
マ
は
、
実
は
「
経
済
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
の
原
点
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ス
ミ

ス
は
『
道
徳
感
情
論
』
で
「
共
感
（sym

pathy

）」
の
重
要
性
を

説
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
後
世
の
人
々
は
『
国
富
論
』
の
利
益
追
求

の
側
面
ば
か
り
を
評
価
し
、『
道
徳
感
情
論
』
の
倫
理
的
側
面
を
無

視
し
て
、
ス
ミ
ス
の
主
張
を
手
放
し
の
自
由
主
義
で
あ
る
か
の
よ
う

に
誤
解
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
ス
ミ
ス
が
本
来
持
っ
て
い
た
共
感
や

美
徳
と
い
う
愛
の
側
面
を
、
今
改
め
て
経
済
の
議
論
に
取
り
戻
そ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
。

小
原
●
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
を
真
に
理
解
す

る
た
め
に
は
、『
国
富
論
』
と
『
道
徳
感
情
論
』
を
セ
ッ
ト
で
読
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。『
道
徳
感
情
論
』
で
示
さ
れ
た
内
容
こ
そ
、

現
代
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
著
で
ス
ミ
ス
は
愛
と
い
う
言

葉
こ
そ
使
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
共
感
・
公
平
性
・
正
義
、
そ
し
て

自
分
自
身
を
第
三
者
の
視
点
か
ら
客
観
的
に
見
つ
め
る
「
公
平
な
観

察
者（Im

partial Spectator

）」あ
る
い
は「
内
な
る
裁
判
官（The 

Judge W
ithin

）」
が
必
要
不
可
欠
だ
と
論
じ
ま
し
た
。
こ
の
「
公

平
な
観
察
者
」
と
い
う
概
念
は
、
ま
さ
に
「
良
心
」
そ
の
も
の
で
す
。

人
間
の
利
己
的
な
欲
求
こ
そ
が
資
本
主
義
の
原
動
力
に
な
る
た
め
、

そ
れ
は
肯
定
す
る
け
れ
ど
も
、
人
間
の
欲
求
が
無
制
限
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
、
ス
ミ
ス
は
考
え
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
「
愛
」
の
側
面
で
言
え
ば
、「
エ
ロ
ス
」
と
「
ア

ガ
ペ
ー
」
の
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
起
業
家

精
神
の
よ
う
に
自
分
を
表
現
・
実
現
し
た
い
と
い
う
感
情
つ
ま
り
エ

ロ
ス
も
ま
た
、
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
自
然
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
が
社
会
的
貢
献
や
他
者
へ
の
配
慮
、
つ
ま
り
ア
ガ
ペ
ー
と
ど
の

よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
か
が
重
要
で
す
。
そ
の
意
味
で
、「
愛
」

は
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
内

部
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
べ
き
も
の
な
の
で
す
。

小
原
●
そ
れ
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
時
代
の
は
る
か
以
前
へ
と
遡
る
、

大
き
な
課
題
で
す
。
人
間
の
欲
望
や
自
由
は
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
う
と
暴
走
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
は
、
人
間
の
欲
望
を
い
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

か
を
教
え
て
き
ま
し
た
。
経
済
活
動
と
愛
・
共
感
・
良
心
は
、
本
来

深
く
結
び
つ
い
て
い
る
べ
き
も
の
で
す
ね
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
そ
れ
に
関
連
し
て
、
発
展
経
済
学
者
の
ア
ル
バ
ー

ト
・
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
（A

lbert H
irschm

an

）
が
著
し
た
『
情
念

の
政
治
経
済
学
（The Passions and the Interests

）』
と
い

う
本
を
思
い
出
し
ま
す
。
か
つ
て
宗
教
な
ど
が
抑
え
込
も
う
と
し
て

い
た
人
間
の
破
壊
的
な
「
情
念
（passions

）」
は
、
近
代
市
場
経

済
の
成
立
と
と
も
に
「
利
益
追
求
・
関
心
（interests

）」
へ
と
し

だ
い
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
い
う
主
張
で
す
。
利
益
の
追
求
は
社
会

を
平
和
に
し
た
、
つ
ま
り
プ
ラ
ス
の
方
向
へ
導
い
た
と
書
か
れ
て
い
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る
、
刺
激
的
な
本
で
す
。

小
原
●
た
だ
企
業
も
利
益

最
大
化
だ
け
を
追
求
し
す

ぎ
る
と
、
自
己
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
効
か
な
く
な
り
、

社
会
貢
献
と
い
う
視
点
が

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

本
来
は
自
己
の
利
益
つ
ま

り
利
己
と
、
社
会
貢
献
す

な
わ
ち
利
他
の
、
双
方
の

バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

近
年
、
若
者
の
就
職
観
を

聞
い
て
い
る
と
、
単
に
利

益
追
求
の
み
に
突
き
進
む
会
社
よ
り
も
、
社
会
貢
献
を
重
視
す
る
会

社
を
選
び
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

 

現
代
資
本
主
義
の
歪
み�
　

―
―
株
主
至
上
主
義
の
限
界
と
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
課
題

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
私
も
日
本
に
来
て
、
特
に
同
志
社
で
そ
れ
を
強
く

感
じ
ま
す
。
若
い
世
代
は
社
会
の
動
向
を
よ
く
見
て
い
ま
す
。

小
原
●
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
顕
著
だ
と
思
い
ま
す
が
、
消
費
者
側
に

も
「
倫
理
的
な
消
費
者
（ethical consum

er

）」
と
い
う
視
点
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
製
品
が
安
価
で
高
品
質
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
そ
の
企
業
が
倫
理
的
に
活
動
し
、
社
会
貢
献
し
て
い
る
か
が
問

わ
れ
る
時
代
で
す
。
そ
う
で
な
い
と
競
争
に
勝
て
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
フ
ィ
デ
ス
教
授
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

い
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
研
究
者
コ

リ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
（C

olin M
ayer

）
も
、
企
業
は
株
主
至
上
主

義
か
ら
脱
却
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
社
会
的
目
的
を
明
確
に
表
明
し
た
上

で
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。「
目
的
の
あ
る
ビ
ジ
ネ

ス
（Business w

ith Purpose

）」
が
重
要
で
あ
る
と
。
そ
の
た

め
に
は
法
律
を
か
な
り
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

小
原
●
現
在
の
資
本
主
義
経
済
を
放
置
す
れ
ば
、
巨
大
な
経
済
格
差

を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
不
安
定
化
や
、
最
悪
は
民
主
主

義
社
会
を
お
か
し
く
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
経
済
活
動
を
活

性
化
し
つ
つ
、
特
定
の
人
た
ち
だ
け
が
儲
け
て
完
結
す
る
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
な
、
新
し
い
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
地
球
環
境
へ
の
負
荷
も
深
刻
で
す
か
ら
、
人
間
は
そ
の
責
任

を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
２
０
２
０
年
頃
、
Ｄ
Ｘ
と
Ｇ
Ｘ
は
経
済
変
化
に
お

け
る
車
の
両
輪
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
後
、
そ
の
両
輪
は
ど
ん
ど
ん
離
れ
て
い
き
、
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
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Ａ
Ｉ
市
場
に
莫
大
な
金
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
原
●
そ
し
て
急
増
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
、
莫
大
な
電
力
と
水

を
消
費
し
て
い
ま
す
ね
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
そ
う
で
す
。
Ａ
Ｉ
市
場
が
環
境
に
負
荷
を
か
け
て

い
る
現
状
は
、
市
場
支
配
と
独
り
勝
ち
を
狙
う(Silicon V

alley

流)

Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ネ
ス
の
負
の
側
面
と
言
え
ま
す
。
一
方
で
Ｇ
Ｘ
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
協
調
を
必

要
と
す
る
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
Ａ
Ｉ

が
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
を
支
配
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と

い
う
視
点
が
必
要
で
、
そ
れ
を
い
か
に
実
現
す
る
か
が
大
事
な
課
題

で
す
。

小
原
●
ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
つ
ま
り
「
グ
リ
ー
ン
Ａ
Ｉ
」
の
よ
う

な
も
の
が
生
ま
れ
て
き
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
現
状
は
全
然
そ
う
な

っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
莫
大
な
資
金
が
投
入
さ
れ
る
Ｄ
Ｘ
の
世
界
で
は
、

投
資
家
へ
の
リ
タ
ー
ン
が
最
優
先
さ
れ
が
ち
で
す
か
ら
。
非
常
に
懸

念
さ
れ
る
事
態
で
す
。

 

日
本
の
伝
統
と
企
業
論�

　

―
―
渋
沢
栄
一
の「
道
徳
経
済
合
一
」と「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
論
理
」

小
原
●
日
本
の
経
済
に
つ
い
て
、
先
生
が
他
に
気
に
な
っ
て
い
る
点

は
あ
り
ま
す
か
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
日
本
に
お
け
る
２
０
０
０
年
代
か
ら
２
０
２
５
年

頃
ま
で
の
流
れ
を
見
る
と
、
大
企
業
を
中
心
に
株
価
や
株
主
配
当
を

最
優
先
す
る
新
自
由
主
義
的
な
動
き
が
急
速
に
強
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
日
本
人
の
根
底
に
は
そ
う
し
た
株
主
至
上
主
義
に
対
す

る
抵
抗
感
も
、
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
宗

教
や
倫
理
、
良
心
を
深
く
探
究
さ
れ
て
き
た
小
原
先
生
か
ら
ご
ら
ん

に
な
っ
て
、
実
際
の
現
場
に
い
る
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
は
、

そ
う
し
た
「
良
心
的
な
考
え
方
」
を
抑
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

小
原
●
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
良
心
を
意
識
す
る
企
業
は
、
ま
だ
ま
だ

少
な
い
の
が
実
情
で
し
ょ
う
。
し
か
し
同
時
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社

会
・
企
業
統
治
）
投
資
な
ど
が
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
環
境
や
倫
理

に
完
全
に
無
配
慮
な
企
業
は
激
減
し
て
い
ま
す
。
今
は
ま
さ
に
過
渡

期
で
す
。
現
在
は
大
企
業
で
あ
っ
て
も
、
幹
部
の
多
く
が
「
従
来
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
ま
ま
10
年
後
、
20
年
後
に
生
き
残
れ
る
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
深
い
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
自
社
の
専
門
領

域
だ
け
に
閉
じ
こ
も
る
の
で
は
な
く
、
世
の
中
を
幅
広
く
俯
瞰
で
き

る
教
養
、
す
な
わ
ち
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
求
め
る
動
き
が
強
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
私
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
に
呼
ば
れ
て
、
人
間
の
欲
望
の

あ
り
方
や
歴
史
、
宗
教
を
資
本
主
義
社
会
の
課
題
な
ど
と
組
み
合
わ

せ
て
、
共
に
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
自
ら
の
専
門
性
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
全
体
像
や
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倫
理
観
を
見
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
危
機
感
が
、
企
業
に
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
社
会
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
ウ

ェ
ー
バ
ー
が
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精

神
』
で
「
魂
な
き
専
門
家
」
と
呼
び
、
過
度
な
専
門
主
義
の
行
き
着

く
先
と
し
て
警
告
し
た
危
機
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

小
原
●
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と

で
す
。
日
本
の
老
舗
企
業
に
は

「
誠
」
や
「
誠
実
」
な
ど
、
儒
教

思
想
に
由
来
す
る
社
是
・
社
訓

が
多
く
存
在
し
ま
す
。
し
か
し

企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
際
、

言
葉
だ
け
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
も
海
外
の
拠
点
に
は
響
き
に
く

い
。
外
国
人
が
社
長
に
な
る
企
業
も
増
え
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
自
分

た
ち
の
理
念
や
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
を
、
現
代
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文

脈
に
合
わ
せ
て
自
分
た
ち
の
言
葉
で
再
解
釈
し
、
発
言
し
直
す
と
い

う
、
対
話
の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
す
。
企
業
も
悩
み
な
が
ら
、
時
代

に
適
応
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
同
志
社
の
創
立
者
新
島
襄
と
親
し
か
っ
た
渋
沢
栄

一
へ
の
関
心
が
今
、
再
び
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
で
す
ね
。

日
本
の
「
三
方
よ
し
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
昔
な
が
ら
の
不
変
の

価
値
観
と
、
時
代
に
合
わ
せ
て
新
し
く
表
現
し
直
す
べ
き
も
の
の
両

方
が
、
日
本
に
は
存
在
し
て
い
ま
す
。

小
原
●
そ
こ
は
重
要
な
課
題
で
す
。
渋
沢
は
日
本
の
「
資
本
主
義
の

父
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
自
著
『
論
語
と
算
盤
』
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、「
道
徳
経
済
合
一
説
」
を
唱
え
た
人
物
で
す
。
経
済
活
動
だ

け
で
は
暴
走
し
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
道
徳
を
含
め
た
車
の
両
輪
が

必
要
で
あ
る
と
。
新
島
も
ま
た
、
教
育
で
は
知
識
の
修
得
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
正
し
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
徳
育
や
良
心
が
必
要
で
あ

る
と
す
る
「
智
徳
並
行
」
を
主
張
し
ま
し
た
。
西
洋
か
ら
最
先
端
の

知
識
・
技
術
を
吸
収
す
る
の
に
懸
命
だ
っ
た
時
代
に
、
知
識
と
徳
と

い
う
両
輪
が
必
要
だ
と
説
い
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
新
島
の
思
想

に
渋
沢
は
深
く
共
感
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
渋
沢
は
同
志
社
大
学

設
立
の
募
金
活
動
に
お
い
て
関
東
地
方
で
の
中
心
人
物
で
し
た
し
、

新
島
が
臨
終
の
際
に
手
紙
を
書
き
遺
し
た
、
数
少
な
い
人
物
の
一
人

で
し
た
。
新
島
の
没
後
も
、
渋
沢
は
同
志
社
を
訪
れ
て
講
演
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
新
島
は
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
、
渋
沢
は
儒
教
を
重

ん
じ
ま
し
た
が
、
市
民
社
会
の
重
要
性
を
追
求
し
た
と
い
う
共
通
点

が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

小
原
●
そ
う
で
す
ね
。
私
は
渋
沢
を
長
ら
く
研
究
し
て
き
ま
し
た
が
、

理
由
の
一
つ
は
、
渋
沢
が
「
帰
一
協
会
」
の
設
立
に
関
わ
っ
て
い
た

か
ら
で
す
。
こ
れ
は
諸
宗
教
が
宗
教
や
価
値
観
の
違
い
を
乗
り
越
え
、

協
力
し
て
社
会
貢
献
を
目
指
す
組
織
で
し
た
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
す
る
と
、
私
と
フ
ィ
デ
ス
教
授
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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に
も
関
係
し
ま
す
ね
。

小
原
●
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
そ
う
い
う
関
心
を
持
っ
て
い
た
渋

沢
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
新
島
の
取
り
組
み
に
非
常
に
強
い
共
感
を
示

し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
小
原
先
生
に
も
う
一
つ
、
質
問
が
あ
り
ま
す
。
資

本
主
義
が
拡
大
す
る
と
、
自
ら
を
支
え
て
い
る
根
底
に
あ
る
「
非
資

本
主
義
的
な
価
値
観
」
を
食
い
潰
し
て
し
ま
う
と
い
う
見
方
が
あ
り

ま
す
。
先
ほ
ど
先
生
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う
に
、
特
に
京
都
に
は
何

百
年
も
続
く
老
舗
企
業
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
私
か
ら
見

る
と
、「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
論
理
」
で
動
い
て
い
ま
す
。
自
分
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
べ
て
を
こ
の
事
業
に
注
ぎ
込
む
と
い
う
、
損
得
を

超
え
た
情
熱
や
継
承
の
倫
理
で
す
。
一
方
で
、
経
済
学
や
市
場
が
前

提
と
し
て
い
る
の
は
「
選
択
の
論
理
」
で
す
。
事
情
が
変
わ
っ
た
ら

別
の
選
択
肢
に
移
れ
ば
い
い
と
い
う
合
理
的
な
計
算
で
す
ね
。
昨
今
、

企
業
間
の
Ｍ
＆
Ａ
や
吸
収
合
併
が
非
常
に
活
発
に
な
り
、
こ
の
「
選

択
の
論
理
」
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
企
業
を
長
持
ち
さ
せ
て
き
た
日

本
特
有
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
論
理
や
そ
の
変
化
に
つ
い
て
、
先
生

は
ど
う
ご
ら
ん
に
な
り
ま
す
か
。

小
原
●
ど
の
企
業
も
、
自
ら
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
存
在
で
あ
る
限
り

は
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
と
こ

ろ
が
社
会
状
況
が
変
化
し
て
く
る
と
、
Ｍ
＆
Ａ
に
組
み
込
ま
れ
て
い

く
現
象
が
生
じ
る
。
そ
の
点
で
言
え
ば
、
や
は
り
企
業
の
持
続
性
を

し
っ
か
り
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
イ
ギ
リ
ス
で
は
19
世
紀
に
多
く
の
企
業
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
３
代
目
あ
た
り
に
な
る
と
「
管
理
が
面
倒
だ
」「
都

会
で
暮
ら
し
た
い
」
と
、
あ
っ
さ
り
会
社
を
売
却
し
て
し
ま
う
と
い

う
価
値
観
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

小
原
●
そ
の
点
で
は
京
都
や
日
本
に
は
違
う
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
日
本
の
、
特
に
伝
統
産
業
の
老
舗
企
業
に
は
、
何
代
に
も

わ
た
っ
て
事
業
を
継
続
し
、
先
祖
や
職
人
の
事
業
を
守
り
抜
く
と
い

う
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
論
理
が
生
き
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
そ
れ
は
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
言
う
「
天
職

（calling

）」
で
す
ね
。

小
原
●
そ
う
で
す
ね
。
簡
単
に
他
人
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
、
自
分
に

与
え
ら
れ
た
特
別
な
使
命
感
に
通
じ
る
も
の
で
す
。
こ
の
感
覚
は
今

も
強
く
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
い
わ
ば
自
己
実
現
で
あ
り
な
が
ら
、
周
囲
を
意
識

し
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

小
原
●
そ
う
思
い
ま
す
。
長
く
引
き
継
が
れ
て
き
た
事
業
は
周
囲
の

人
と
も
い
ろ
い
ろ
な
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
自
ず
と
利
他
的

な
部
分
も
生
じ
ま
す
。
そ
れ
も
含
め
て
継
承
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば

と
い
う
責
任
感
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
特
に
日
本
人
に
は
そ
の
責
任
感
が
強
く
、
今
回
同

志
社
に
来
て
改
め
て
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
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未
来
へ
の
展
望�

　

―
―
「
良
心
」
と
「
起
業
家
精
神
」
が
拓
く
新
し
い
社
会

小
原
●
伝
統
を
守
り
つ
つ
も
過
酷
な
環
境
に
あ
る
事
業
に
対
し
て
は
、

単
な
る
新
自
由
主
義
的
な
切
り
捨
て
で
は
な
く
、
社
会
や
行
政
全
体

で
支
え
て
い
く
仕
組
み
も
大
切
で
す
ね
。
特
に
京
都
は
そ
う
い
う
場

所
だ
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
同
志
社
大
学
が
果
た

す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
実

の
資
本
主
義
社
会
が
ど
れ
ほ
ど
効
率
や
利
益
に
傾
斜
し
よ
う
と
も
、

本
学
は
「
良
心
」
を
持
っ
た
人
物
を
育
成
し
、
社
会
や
企
業
へ
送
り

出
し
続
け
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
私
が
同
志
社
で
接
し
て
い
る
学
生
た
ち
を
見
て
も
、

講
義
を
よ
く
聴
き
、
自
分
自
身
の
判
断
で
エ
ッ
セ
ン
ス
を
汲
み
取
り

な
が
ら
、「
よ
り
良
い
社
会
を
ど
う
作
る
か
」
と
い
う
意
識
を
し
っ

か
り
と
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
同
志
社
大
学
の
非
常
に
大
き
な
強

み
で
あ
り
、
希
望
だ
と
感
じ
ま
す
。

小
原
●
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
や
世
界
の
多
様
な
大
学
を
見
て
き
た
ウ

ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
に
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
大
変
勇
気
づ
け

ら
れ
ま
す
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
同
志
社
で
は
学
生
た
ち
に
起
業
家
精
神
を
持
つ
よ

う
教
育
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
学
生
が
起
業
す

れ
ば
、
必
ず
社
会
貢
献
を
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

小
原
●
新
島
の
時
代
に
「
起
業
家
精
神
（entrepreneurship

）」

と
い
う
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
島
自
身
が
ま

さ
にentrepreneurship

の
体
現
者
で
し
た
。
良
心
に
裏
打
ち
さ

れ
た
起
業
家
精
神
を
持
つ
若
者
を
育
て
、
彼
ら
が
新
し
い
社
会
を
切

り
拓
い
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
の
変
わ
ら
ぬ
願
い
で
す
。
本
日

は
素
晴
ら
し
い
対
話
の
時
間
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
●
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
６
年
8
月
3
日
、
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
）
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中
小
企
業
と 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

―
危
機
や
逆
境
を
乗
り
越
え
る 

企
業
家
活
動
プ
ロ
セ
ス
―

関せ
き　
智と

も

宏ひ
ろ

（
大
学
商
学
部
教
授
）
著

本
書
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V

ID
-19

）
の
蔓
延
と
い
う
未

曾
有
の
危
機
に
直
面
し
た
日
本
の
中
小
企
業
（
家
）
が
、
い
か
に
そ
の
逆
境
を
乗
り

越
え
て
き
た
か
を
、
経
営
学
の
な
か
で
も
近
年
と
く
に
ホ
ッ
ト
な
領
域
と
な
っ
て
い

る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
（entrepreneurship

）
の
視
点
か
ら
解
き
明
か

そ
う
と
す
る
一
冊
で
す
。
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
日
本
語
で
は
企
（
起
）
業

家
精
神
と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
書
で
は
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
研
究
展
開
を
踏
ま
え
、
危
機
を
乗
り
越
え
た
企
業
家
の
「
精
神
」
だ
け
で
な
く
、

危
機
を
実
際
に
乗
り
越
え
て
い
く
「
行
為
」
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
（
企
業
家
活
動
プ
ロ

セ
ス
）
に
こ
そ
着
目
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
本
書
最
大
の

特
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
書
は
、
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
や
阪
神
・
淡
路

大
震
災
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
幾
多
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
日
本
の
中

小
企
業
が
、C

O
V

ID
-19

と
い
う
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
く
そ
の
た
く
ま
し
さ
に

光
を
当
て
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
学
術
的
な
検
討
が
手
薄
だ
っ
たC

O
V

ID
-19

下
の
中

小
企
業
（
家
）
の
企
業
家
活
動
プ
ロ
セ
ス
を
丁
寧
に
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
書
籍
を
執
筆
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
筆
者
が
英
国
で
、
ま
さ
にC

O
V

ID
-19

下
で
在
外
研
究
を
し
て
い
る
な
か
で
、
逆
境
下
で
も
前
向
き
に
経
営
に
向
き
合
う
日

本
の
中
小
企
業
家
の
姿
に
感
化
さ
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
日
本
独
自
の
中
小

企
業
研
究
を
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
議
論
を
介
し
て
、
世
界
の
議
論
へ
と

つ
な
げ
た
い
と
い
う
願
い
も
本
書
に
込
め
て
い
ま
す
。
読
者
に
は
、
危
機
や
逆
境
に

も
屈
し
な
い
中
小
企
業
経
営
の
本
質
と
、
そ
れ
を
支
え
る
中
小
企
業
お
よ
び
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
研
究
の
意
義
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

著
者
よ
り

災
害
と
福
祉
を
つ
な
ぐ
知
の
挑
戦

―『
災
害
と
福
祉
の
交
差
点
―
理

論
・
方
法
・
実
装
の
越
境
と
連
結
―
』

立
木
茂
雄
先
生
退
職
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会(

編)

『
災
害
と
福
祉
の
交
差
点
―
理
論
・
方
法
・
実
装
の
越
境
と
連
結
―
』
は
、
立
木

茂
雄
先
生
の
退
職
を
記
念
し
、
先
生
の
も
と
で
学
び
、
研
究
や
実
践
を
と
も
に
し
て

き
た
研
究
者
ら
に
よ
る
論
文
集
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
は
単
な
る
記
念
論
文
集
で

は
な
い
。
立
木
先
生
が
一
貫
し
て
追
い
求
め
て
き
た
「
現
場
と
研
究
を
往
還
す
る
学

問
」
の
軌
跡
で
あ
り
、
そ
の
学
問
を
受
け
継
ぐ
者
た
ち
か
ら
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
も
あ
る
。

立
木
先
生
の
研
究
は
、
一
つ
の
学
問
分
野
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
災
害
、

福
祉
、
家
族
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
多
様
な
テ
ー
マ
を
往
還
し
な
が
ら
、
人
々

の
暮
ら
し
を
社
会
と
の
関
係
性
の
中
で
捉
え
、
現
場
と
と
も
に
新
た
な
知
を
生
み
出

し
て
き
た
。
何
よ
り
特
徴
的
な
の
は
、
現
場
を
研
究
対
象
と
し
て
観
察
す
る
の
で
は

な
く
、
現
場
の
人
々
と
と
も
に
考
え
、
と
も
に
実
践
し
、
そ
の
成
果
を
再
び
社
会
へ

返
し
て
い
く
姿
勢
で
あ
る
。
本
書
の
副
題
で
あ
る
「
理
論
・
方
法
・
実
装
の
越
境
と

連
結
」
は
、
ま
さ
に
立
木
先
生
の
研
究
人
生
そ
の
も
の
を
表
し
て
い
る
。

本
書
に
収
め
ら
れ
た
論
考
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
防
災
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
、
生
活
再
建
、
参
加
型
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
個
別
の
研
究
を
集
め
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
い
ず
れ
も
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
研
究
は
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
立
木

先
生
が
問
い
続
け
て
き
た
課
題
へ
の
応
答
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
、
立
木
先
生
が
築
い
て
き
た
「
越
境
し
、
人
を
つ
な
ぎ
、
社
会
を
変
え
る

学
問
」
を
、
次
の
世
代
へ
と
受
け
継
い
で
い
く
た
め
の
一
冊
で
あ
る
。

�

論
文
集
編
集
委
員　
松
川
杏
寧

萌書房 
3,300円（税込） 

刊行日 2026年2月21日

白桃書房 
3,300円（税込） 

刊行日 2025年10月26日

※著者の所属・職名は執筆時のものです。
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中
国
鉄
鋼
業

銀ぎ
ん　
迪て

き
（
大
学
商
学
部
助
教
）
著

本
書
を
執
筆
し
た
最
大
の
動
機
は
，
中
国
鉄
鋼
業
を
め
ぐ
る
「
国
家
主
導
」「
過

剰
生
産
」「
環
境
問
題
」
と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
へ
の
違
和
感
で
し
た
。
世
界

最
大
の
鉄
鋼
生
産
国
と
な
っ
た
中
国
で
は
，
粗
鋼
生
産
で
世
界
ト
ッ
プ
30
に
入
る
巨

大
企
業
が
林
立
す
る
一
方
，
小
型
設
備
を
営
む
零
細
企
業
も
数
千
社
が
併
存
し
て
い

ま
す
。
こ
の
一
見
矛
盾
し
た
姿
こ
そ
が
中
国
鉄
鋼
業
の
実
像
で
あ
り
，
一
面
的
な
見

方
で
は
捉
え
き
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
複
雑
さ
そ
の
も
の
を
描
き
出
し
た
い
と
い
う
思
い

が
，
本
書
の
出
発
点
に
な
り
ま
し
た
。

本
書
は
，
岡
本
博
公
先
生
が
提
唱
さ
れ
た
事
業
所
（
生
産
シ
ス
テ
ム
），
企
業
，

産
業
の
三
層
構
造
分
析
を
継
承
し
，
こ
れ
を
中
国
鉄
鋼
業
に
即
し
て
展
開
す
る
と
と

も
に
，
二
軸
三
局
面
の
視
角
か
ら
産
業
政
策
を
分
析
し
ま
し
た
。
政
府
が
一
貫
し
て

集
中
化
を
求
め
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
中
国
鉄
鋼
業
で
は
な
ぜ
集
中
化
が
実
現

し
な
か
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
経
済
的
な
合
理
性
が
働
い
て
い
た
の
か
。

統
計
や
各
種
の
資
料
を
た
ど
り
な
が
ら
，
２
０
０
０
年
以
降
の
実
態
に
少
し
で
も
近

づ
こ
う
と
し
た
試
み
で
す
。

日
本
と
中
国
の
鉄
鋼
業
は
，
一
世
紀
以
上
に
わ
た
り
，
進
出
・
断
絶
・
支
援
・
競

合
と
い
う
関
係
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
日
で
は
，
競
争
と
協
力
の
両
面
を
持
つ
相

手
で
あ
る
と
同
時
に
，
脱
炭
素
と
い
う
共
通
課
題
を
抱
え
る
隣
人
で
も
あ
り
ま
す
。

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
と
ら
わ
れ
ず
，
複
雑
で
多
様
な
実
態
の
一
端
を
お
伝
え
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

著
者
よ
り

現
代
中
国
と
い
う
問
い

村む
ら

田た 

雄ゆ
う

二じ

郎ろ
う

（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授

）
著

授
業
や
論
文
指
導
の
場
で
、
つ
ね
づ
ね
問
い
の
設
定
が
大
事
だ
と
言
っ
て
き
た
。

結
論
を
得
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
資
料
や
デ
ー
タ
を
前
に
し
て
あ
れ
こ
れ

考
え
た
り
、
既
存
の
問
題
設
定
を
変
型
し
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
、
と
。
そ

も
そ
も
世
の
中
、
ク
イ
ズ
の
よ
う
な
問
題-

正
答
の
組
み
合
わ
せ
で
成
り
立
っ
て
は

い
な
い
。

本
書
は
中
国
研
究
者
で
あ
る
わ
た
し
が
、
そ
う
し
た
問
い
の
実
践
を
試
み
た
さ
さ

や
か
な
成
果
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
中
国
は
な
ぜ
民
主
化
し
な
い
の
か
、
皇
帝
専

制
の
ご
と
き
政
治
は
な
ぜ
反
復
す
る
の
か
、
コ
ロ
ナ
は
中
国
社
会
を
ど
う
変
え
た
の

か
、
祖
国
統
一
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
は
何
に
由
来
す
る
の
か
、
民
族
を
め
ぐ
る
認
識

ギ
ャ
ッ
プ
の
背
景
は
何
か
、
等
々
の
問
い
が
輻
輳
す
る
。

と
り
わ
け
切
実
な
問
い
と
な
っ
た
の
が
、
中
国
政
府
の
喧
伝
す
る
「
中
国
の
夢
」

で
あ
る
。
個
人
が
夢
を
語
っ
た
り
、
未
来
を
設
計
し
た
り
す
る
の
は
い
い
。
だ
が
、

権
力
者
が
上
か
ら
夢
を
語
る
と
き
、
そ
こ
に
排
除
や
抑
圧
の
暴
力
は
な
い
か
。
ユ
ー

ト
ピ
ア
は
美
し
い
夢
だ
が
、
人
類
の
経
験
上
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
戦
争
や
闘
争
と
裏
腹

の
関
係
に
あ
っ
た
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
夢
は
容
易
に
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
に
反
転
し
、
気
づ

か
ぬ
う
ち
に
、
皆
が
喜
ん
で
屈
従
し
管
理
さ
れ
る
一
元
支
配
の
社
会
と
な
る
。「
き

れ
い
は
汚
い
、
汚
い
は
き
れ
い
」（
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
）
の
実
例
か
。

本
書
の
入
口
は
「
現
代
中
国
」
で
あ
る
。
内
容
も
ほ
ぼ
「
中
国
」
の
こ
と
ば
か
り
。

そ
の
意
味
で
、
地
域
研
究
の
書
で
は
あ
ろ
う
。
と
は
言
え
、「
中
国
」
の
窓
は
普
遍

的
で
も
あ
る
。
窓
の
外
に
広
が
る
、
か
な
り
気
の
滅
入
る
現
代
政
治
の
風
景
は
、
民

族
や
文
化
の
違
い
を
超
え
て
、
こ
の
惑
星
の
住
民
が
共
通
し
て
直
面
す
る
危
機
で
あ

り
、
同
時
に
ま
た
可
能
性
で
も
あ
る
。
そ
う
思
い
つ
つ
本
書
を
書
い
た
。

�

著
者
よ
り

文眞堂 
4,400円（税込） 

刊行日 2025年8月30日

晃洋書房 
7,040円（税込） 

刊行日 2025年11月20日
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天
使
の
哲
学 

―
―
中
世
哲
学
入
門
講
義

石い
し

田だ 

隆り
ゅ
う

太た

（
大
学
文
学
部
助
教
）
著

私
が
専
門
に
し
て
い
る
の
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
で
す
。
現
代
日
本
か
ら

見
れ
ば
、「
中
世
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
の
は
二
重
の
意
味
で
縁
が
な
さ
そ
う
に

聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
活
躍
し
た
哲

学
者
た
ち
（
そ
の
多
く
は
大
学
の
教
師
で
し
た
）
の
議
論
を
覗
い
て
み
る
と
、
意
外

な
こ
と
に
現
代
的
な
感
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
書
で
特
に
注
目
し
た

の
が
、
天
使
と
呼
ば
れ
る
不
思
議
な
存
在
者
を
め
ぐ
る
哲
学
者
た
ち
の
思
索
で
す
。

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
だ
け
で
も
異
質
で
あ
る
の
に
、
さ
ら
に
「
天
使
」
が
登

場
し
、
し
か
も
そ
れ
が
「
哲
学
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
も
し
か
し
た

ら
多
く
の
人
を
遠
ざ
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
大
学
で
私
の
授
業
を
受

け
て
く
れ
る
学
生
さ
ん
た
ち
か
ら
は
、真
っ
先
に
質
問
の
声
が
上
が
る
は
ず
で
す（
実

際
、
例
年
よ
く
上
が
っ
て
い
ま
す
）。

こ
の
疑
問
に
対
し
て
た
だ
ち
に
応
答
す
る
な
ら
、
現
代
に
お
い
て
ま
す
ま
す
そ
の

存
在
感
を
示
し
つ
つ
あ
る
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
と
同
様
の
知
能
モ
デ
ル
が
、
実
は
西

洋
中
世
哲
学
で
は
天
使
に
関
す
る
議
論
の
な
か
で
登
場
し
て
お
り
、
そ
れ
が
人
間
と

は
何
か
と
い
う
哲
学
の
究
極
的
な
問
い
と
の
関
連
で
非
常
に
重
要
な
の
で
す
。
た
と

え
ば
『
神
学
大
全
』
を
書
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
中
世
の
哲
学
者・神
学
者
ト
マ
ス・

ア
ク
ィ
ナ
ス
は
、
天
使
を
人
間
よ
り
も
高
度
な
情
報
処
理
能
力
を
駆
使
で
き
る
知
的

な
存
在
者
と
し
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
天
使
の
哲
学
は
、
な
ぜ
人
間
よ
り
も
賢
い
は
ず
の
天
使
が
悪
魔
に
堕
落

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
通
じ
て
、
善
で
あ
る
は
ず
の
存
在
者

が
悪
に
染
ま
っ
て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
倫
理
学
の
重
要
な
問
題
に
も
ア
プ
ロ

ー
チ
し
ま
す
。
本
書
と
と
も
に
、
西
洋
中
世
哲
学
が
日
本
で
よ
り
知
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。�

著
者
よ
り

慶應義塾大学出版会 
2,640円（税込） 

刊行日 2025年11月5日

ブ
ラ
ッ
ク
・
ウ
イ
メ
ン
ズ
・
カ
ル
チ
ャ
ー 

―
音
楽
か
ら
み
る
人
種
と
性
の
闘
い
の
物
語

臼う
す

井い 

雅ま
さ

美み

（
大
学
文
学
部
教
授
）
著

ブ
ラ
ッ
ク
の
女
性
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
物
語
の
表
現
者
で
あ
り
続
け
た
。
彼
女
た

ち
の
物
語
を
探
る
こ
と
は
、
彼
女
た
ち
が
人
種
と
性
の
闘
い
に
挑
む
姿
を
追
い
続
け
、

ア
フ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
西
イ
ン
ド
諸
島
を
繋
げ
て
、
女
性
た
ち
の
ア
フ

リ
カ
系
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を
巡
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

の
歴
史
的
変
遷
を
軸
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
の
女
性
た
ち
が
音
楽
、
演
劇
、
詩
、
小
説
、
映
画

に
お
い
て
残
し
て
き
た
軌
跡
を
辿
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
の
女
性
た
ち
の
歌
や
踊
り
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
ル
ー
ツ
と
し
て
、
性
の

監
獄
で
あ
る
奴
隷
船
と
奴
隷
生
産
の
連
鎖
の
な
か
で
育
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
黒
人
霊
歌
、

黒
人
教
会
ゴ
ス
ペ
ル
と
オ
ペ
ラ
の
融
合
、
労
働
歌
ブ
ル
ー
ス
の
世
界
で
、
マ
リ
ア
ン
・

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
マ
ヘ
リ
ア
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
マ
・
レ
イ
ニ
ー
、
ベ
ッ
シ
ー
・
ス
ミ
ス

た
ち
は
葛
藤
を
繰
り
返
し
た
。
彼
女
た
ち
は
、
ウ
ィ
ン
サ
ム・ピ
ノ
ッ
ク
、
ハ
リ
エ
ッ
ト・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
、
ゾ
ラ
・
ニ
ー
ル
ハ
ー
ス
ト
ン
、
ア
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・

ケ
イ
た
ち
の
詩
や
物
語
の
な
か
で
蘇
っ
た
。
ジ
ャ
ズ
の
時
代
に
は
、
ビ
リ
ー
・
ホ
リ
デ

イ
や
ニ
ー
ナ
・
シ
モ
ン
た
ち
が
暴
力
へ
の
抵
抗
歌
を
歌
い
、
ロ
レ
イ
ン
・
ハ
ン
ズ
ベ
リ

ー
や
ト
ニ
・
モ
リ
ス
ン
が
話
を
紡
い
だ
。

西
イ
ン
ド
諸
島
か
ら
発
信
さ
れ
た
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
と
ダ
ン
ス
音
楽
、
メ
ン
ト
、
ス
カ
、

カ
リ
プ
ソ
、
レ
ゲ
エ
で
は
、
ミ
ス
・
ル
ー
や
女
性
ダ
ブ
詩
人
、
ウ
ー
ナ
・
マ
ー
ソ
ン
、

マ
ヤ
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
ウ
た
ち
が
魂
の
解
放
を
詠
っ
た
。
そ
し
て
、
ハ
イ
チ
ク
レ
オ
ー
ル

の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
残
虐
な
歴
史
か
ら
、
エ
ド
ウ
ィ
ー
ジ
・
ダ
ン
テ
ィ
カ
が
抹
殺
さ
れ

た
人
々
の
声
を
再
現
し
た
。

Ｒ
＆
Ｂ
、
ソ
ウ
ル
、
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
、
ポ
ッ
プ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、

ル
ー
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
ア
レ
サ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
テ
ィ
ナ
・
タ
ー
ナ
ー
、
デ
ィ
オ
ン
ヌ
・

ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
ビ
ヨ
ン
セ
、
マ
ラ
イ
ア
・
キ
ャ

リ
ー
た
ち
が
巨
大
音
楽
産
業
界
と
の
闘
い
に
挑
ん
だ
。
彼
女
た
ち
が
奏
で
る
世
界
観
を
、

ブ
チ
・
エ
メ
チ
ュ
タ
、
バ
ー
ナ
ー
ダ
イ
ン
・
エ
ヴ
ァ
リ
ス
ト
、
チ
マ
マ
ン
ダ
・
ン
ゴ
ズ
ィ
・

ア
デ
ィ
ー
シ
ェ
、
そ
し
て
ゼ
イ
デ
ィ
ー
・
ス
ミ
ス
た
ち
が
継
承
し
た
。
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
に
挑
ん
だ
ブ
ラ
ッ
ク
の
女
性
た
ち
は
、
男
性
ラ
ッ
パ
ー
の
女
性
嫌
に
対
峙

し
て
性
の
政
治
学
を
歌
い
、
作
家
サ
フ
ィ
ニ
ア
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
イ

ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
を
構
築
し
た
。

ボ
ー
ダ
ー
を
超
え
て
活
動
を
し
て
き
た
ブ
ラ
ッ
ク
の
女
性
た
ち
の
物
語
を
ぜ
ひ
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。�

著
者
よ
り

明石書店 
4,180円（税込） 

刊行日 2025年10月30日
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職
場
・
学
校
の
セ
ク
ハ
ラ
・ 

パ
ワ
ハ
ラ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
と
判
例

吉よ
し

川か
わ 

英え
い

一い
ち

郎ろ
う

（
大
学
商
学
部
教
授
）
著

3
時
間
の
講
習
で
、「
職
場
・
学
校
の
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
」
問
題
を
ざ
っ
と

理
解
で
き
る
か
、
本
書
は
そ
う
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

現
実
の
判
決
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
具
体
例
を
い
く
つ
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
の
法
的
性
質
（
刑
事
事
件
と
し
て
起
訴
は
さ
れ
に

く
い
が
民
事
裁
判
は
十
分
可
能
）
を
捉
え
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
緊
迫
感

も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
に
し
た
つ
も
り
で
す
。
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
令
和

6
年
に
担
当
し
た
本
学
教
職
課
程
の
「
人
権
教
育
論
」
と
い
う
科
目
で
し
た
。
オ
ム

ニ
バ
ス
形
式
の
授
業
の
中
で
わ
ず
か
2
回
の
90
分
授
業
を
通
じ
、「
職
場
・
学
校
の

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
」
の
全
体
像
を
、
具
体
的
に
受
講
生
へ
伝
え
よ
う
と
試

み
ま
し
た
。
本
書
は
そ
の
講
義
録
を
元
に
し
て
い
ま
す
。

企
業
出
身
で
あ
る
筆
者
の
主
要
研
究
テ
ー
マ
は
、「
国
際
取
引
法
」、
特
に
「
国
際

契
約
法
務
」
で
す
け
れ
ど
も
、
研
究
者
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
、
予
防
法
務
と
し
て

の
「
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
」
へ
の
対
応
か
ら
で
し

た
。
中
央
労
働
委
員
会
地
方
調
整
委
員
を
兼
職
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
契
約
法
務
と

と
も
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
判
例
の
研
究
も
並
行
し
て
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
書
は
言

わ
ば
副
業
の
産
物
で
す
。

本
書
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
と
い
う
点
（
長
湯
の
人
な
ら
湯
船
で
読
了
で
き
そ

う
な
位
の
薄
さ
）
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
が
民
事
訴

訟
に
発
展
す
る
こ
と
を
想
定
し
つ
つ
、
実
務
的
に
重
要
な
点
を
押
さ
え
た
つ
も
り
で

す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
理
解
の
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

�

著
者
よ
り

和
歌
が
生
ま
れ
る
と
き

大お
お

山や
ま 

和か
ず

哉や

（
大
学
文
学
部
准
教
授
）
著

江
戸
時
代
（
近
世
）
の
和
歌
、
と
聞
い
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
の
で

き
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
奈
良
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く
和
歌
は
、
江
戸

時
代
に
お
い
て
は
様
々
な
地
域
や
身
分
の
人
々
に
開
か
れ
て
親
し
ま
れ
、
む
し
ろ
全

盛
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。

そ
ん
な
江
戸
時
代
の
和
歌
が
古
典
文
学
の
世
界
で
等
閑
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
は
、
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
和
歌
に
比
べ
、
江
戸
時
代
の
和
歌
は
概
括
し
て

「
つ
ま
ら
な
い
」
と
、主
に
近
現
代
の
研
究
者
た
ち
に
揶
揄
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
現
代
の
私
た
ち
が
短
歌
や
俳
句
を
詠
ん
だ
時
に
、
そ
れ
を
「
松

尾
芭
蕉
の
俳
句
と
比
べ
る
と
、
つ
ま
ら
な
い
ね
」
な
ど
と
他
人
か
ら
言
わ
れ
て
納
得

で
き
る
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
個
々
の
動
機
や
楽
し
み
に
よ
っ
て
文
芸
作
品
を
作
る
。
だ

か
ら
、「
人
文
科
学
」
と
し
て
文
芸
作
品
を
分
析
し
、
人
間
一
般
と
文
芸
行
為
と
の

間
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
な
ら
ば
、
各
作
者
の
、
文
芸
に
向
か
う
固
有
の
衝
動
に

つ
い
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

本
書
で
は
主
に
江
戸
時
代
前
期
に
活
動
し
た
歌
人
を
取
り
上
げ
た
。
対
象
は
天
皇
、

中
宮
、
皇
女
、
武
士
、
国
学
者
、
儒
学
者
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
。
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な

目
的
か
ら
和
歌
と
い
う
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
を
選
び
、
ま
た
そ
こ
に
い
か
な
る
文
学
的
趣

向
を
織
り
込
ん
で
一
首
一
首
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
か
を
、
具
体
的
な
和
歌
の
分

析
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
人
間
と
和
歌
、
さ
ら
に
は
人
間
と
文
芸
と
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
本
書
が
多
少
な
り
と
も
役
に
立
つ
こ
と
を
願
う
。

�

著
者
よ
り

勉誠社 
12,100円（税込） 

刊行日 2025年10月25日

文眞堂 
1,430円（税込） 

刊行日 2026年1月7日
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新 刊 紹 介

リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
は
語
る: 

凝
集
・
越
境
・
包
摂
の
日
系
ア
メ
リ
カ
史

南み
な
み
か
わ川 

文ふ
み

里の
り

（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授

）
著

ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
最
大
の
日
系
エ
ス
ニ

ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
20
世
紀
初
頭
に
姿
を
現
し
た
リ
ト

ル
ト
ー
キ
ョ
ー
は
、
１
９
４
０
年
ご
ろ
に
最
盛
期
を
迎
え
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
の
戦
時
強
制
収
容
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
戦
後
に
日
系
人
ら

に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
、
そ
の
後
も
都
市
再
開
発
な
ど
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

そ
の
長
い
歴
史
の
な
か
、
日
系
と
い
う
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
も
と
に
人
々
が
結
び
つ
く

一
方
で
、
各
時
代
の
日
本
と
国
境
を
越
え
た
つ
な
が
り
を
更
新
し
続
け
、
地
域
に
住

む
多
く
の
非
日
系
の
人
々
と
も
関
係
を
深
め
て
き
た
。
本
書
は
、
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ

ー
と
い
う
場
所
の
変
貌
を
、
凝
集
・
越
境
・
包
摂
と
い
う
３
つ
の
過
程
の
重
な
り
と

し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

と
く
に
、
本
書
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
周
縁
へ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
人
び
と

—
—

初
期
の
「
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
」
た
ち
、
移
民
女
性
、
二
重
国
籍
者
、
戦
争
花

嫁
と
「
混
血
孤
児
」、
戦
後
の
農
業
労
働
者
、
黒
人
、
中
国
系
、
コ
リ
ア
系
、
ラ
テ

ィ
ー
ノ
な
ど—

—

の
関
わ
り
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
を
舞
台
と

し
た
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
「
成
功
物
語
」
を
問
い
な
お
し
て
い
る
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
可
能
性
は
、
民
族
の
均
質
性
や
同
質
性
で
は
な
く
、
つ
ね
に
域
外

の
人
々
と
関
わ
り
な
が
ら
、
他
者
へ
と
場
を
開
い
て
い
こ
う
と
す
る
越
境
性
や
包
摂

性
に
こ
そ
見
出
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

�

著
者
よ
り

名古屋大学出版会 
5,940円（税込） 

刊行日 2025年11月15日

「
日
本
式
介
護
」の
中
国
進
出 

―
―
高
齢
者
ケ
ア
の
現
地
化
プ
ロ
セ
ス

郭か
く　

芳ほ
う

（
大
学
社
会
学
部
准
教
授
）
著

日
本
は
世
界
に
先
駆
け
て
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
そ
の
な
か
で
培
わ
れ
て
き
た
介

護
の
理
念
や
実
践
は
、
今
後
高
齢
化
が
進
む
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
重
要
な
示
唆
を

与
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
本
書
は
、
日
本
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
中
国
へ
進

出
す
る
過
程
で
、
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
現
地
の
制
度
や
文
化
、
生
活
習
慣

に
適
応
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
中
国
に
進
出
し
た
日
本
の
介
護
事
業
者
へ
の
事
例
調
査
に

加
え
、日
本
人
責
任
者
や
中
国
人
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、「
自
立
支
援
」

「
相
手
本
位
」「
尊
厳
の
尊
重
」
と
い
っ
た
日
本
式
介
護
の
理
念
が
、
異
な
る
文
化
や

制
度
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
式
介
護
は
単
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
で
は
な
く
、
現
地
社
会
と
の

相
互
作
用
を
通
じ
て
新
た
な
形
へ
と
発
展
す
る
「
現
地
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

執
筆
を
通
し
て
特
に
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、「
介
護
は
文
化
を
超
え
て
共
有
で
き

る
の
か
」
と
い
う
問
い
で
す
。
介
護
の
国
際
化
が
進
み
、
外
国
人
介
護
人
材
の
受
け

入
れ
が
拡
大
す
る
今
日
、
日
本
の
介
護
理
念
を
い
か
に
異
文
化
の
中
で
伝
え
、
共
に

育
ん
で
い
く
か
は
、
日
本
社
会
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
分
野
の
研
究
者
や
実
践
者
だ
け
で
な
く
、
高
齢
社
会
、
国
際
協
力
、

多
文
化
共
生
に
関
心
を
持
つ
方
々
に
も
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
介
護
が
世

界
で
果
た
し
得
る
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

著
者
よ
り

明石書店 
3,520円（税込） 

刊行日 2025年9月10日
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新 刊 紹 介

拝
米
と
い
う
病

山や
ま

上が
み 

信し
ん

吾ご

（
大
学
法
学
部
特
別
客
員
教
授
）
著

「
拝
米
と
い
う
病
」
は
、
老
若
男
女

に
向
け
た
日
米
関
係
の
解
説
・
指
南
本
で
あ
る
。

同
盟
国
ア
メ
リ
カ
に
は
色
々
な
顔
が
あ
る
。

慈
父
の
よ
う
な
顔
が
そ
の
一
つ
だ
。
か
つ
て
一
念
発
起
し
太
平
洋
を
わ
た
っ
た
新

島
襄
こ
そ
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
地
で
そ
ん
な
米
国
に
接
し
た
最
初
の
日
本
人

だ
っ
た
。

戦
後
の
日
本
に
見
せ
た
表
の
顔
も
同
じ
。
寛
大
な
経
済
・
食
糧
支
援
、
そ
し
て
フ

ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
な
ど
、
日
本
を
庇
護
の
下
に
置
き
、
純
真
な
日
本
人
は
感
謝
し
た
。

同
時
に
、
米
国
戦
史
上
最
も
手
強
か
っ
た
敵
国
日
本
の
復
活
を
抑
え
込
む
計
算
高

い
覇
権
国
家
の
顔
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
憲
法
を
押
し
付
け
、「
戦
犯
意
識
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
ウ
ォ
ー
ギ
ル
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
苛

烈
な
検
閲
を
動
員
し
つ
つ
主
導
し
、
安
保
条
約
で
日
本
の
軍
事
大
国
化
を
阻
止
し
て

き
た
面
だ
。
背
景
に
、
人
種
差
別
意
識
が
厳
然
と
存
在
し
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

こ
う
し
た
二
面
性
を
集
約
し
た
言
が
、「
ア
メ
リ
カ
は
ず
る
い
よ
」
と
い
う
外
務

省
大
先
輩
の
吐
露
だ
っ
た
。
そ
ん
な
米
国
が
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
な
っ
て
、
日
本
の
防

衛
力
、
情
報
力
の
伸
長
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
敗
戦
の
軛
か
ら
解
放
さ
れ
る
格
好
の

機
会
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
占
領
軍
が
敷
い
た
「
反
戦
平
和
護
憲
」
の
掌
の
上
で
長

ら
く
踊
ら
さ
れ
て
き
た
戦
後
イ
ン
テ
リ
は
、
こ
の
変
化
を
掴
み
切
る
こ
と
な
く
、
ト

ラ
ン
プ
の
予
測
不
可
能
性
を
嘆
き
ク
ダ
を
巻
き
続
け
て
い
る
。

今
や
覚
醒
の
時
だ
。

１
０
年
前
で
あ
れ
ば
出
版
さ
え
憚
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
の
本
は
、
政
財
官
界
で
の

大
谷
翔
平
を
生
み
出
す
べ
く
発
想
の
転
換
を
迫
る
問
題
提
起
の
本
で
も
あ
る
。

�

著
者
よ
り

近
代
の
政
治
家
と 

京
都
の
別
荘
庭
園

琵
琶
湖
疏
水
が
む
す
ぶ
水
脈
と
人
脈

佐さ

野の 

静し
ず

代よ

（
大
学
文
学
部
文
化
史
学
科
教
授
）
著

京
都
の
南
禅
寺
周
辺
に
は
、
明
治
・
大
正
期
に
大
富
豪
た
ち
の
作
っ
た
別
荘
群
が

今
日
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
非
公
開
の
巨
大
別
荘
群
の
う
ち
、
山
県

有
朋
の
別
邸
で
あ
っ
た
無
隣
庵
だ
け
は
以
前
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
、
琵
琶
湖
疏
水
か

ら
引
水
す
る
七
代
目
小
川
治
兵
衛
作
の
名
庭
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
別
荘
と
庭
園
群
に
つ
い
て
は
多
く
の
本
が
出
て
い
ま
す
が
、
本
書
が
異

な
る
の
は
住
友
家
や
岩
崎
家
の
よ
う
な
大
富
豪
の
別
荘
で
は
な
く
、
山
県
以
外
に
も

か
つ
て
は
多
く
存
在
し
て
い
た
政
治
家
た
ち
の
別
荘
に
焦
点
を
当
て
た
こ
と
で
す
。

財
閥
・
実
業
家
た
ち
の
別
荘
が
そ
の
財
力
に
よ
っ
て
長
年
保
た
れ
て
き
た
の
と
は
異

な
り
、
政
治
家
た
ち
の
別
邸
に
は
早
期
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
多
く
、
そ
の

実
態
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
無
隣
庵
の
近
隣
に
は
、
そ
の
名
と

は
裏
腹
に
、
山
県
の
友
人
た
ち
の
別
荘
が
建
ち
並
ん
で
い
た
様
相
を
復
原
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
彼
ら
は
ま
た
「
山
県
閥
」
と
し
て
、
そ
の
政
策
を
支
え
た
政
治
家
た

ち
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
書
で
は
こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
政
治
家
の
京
都
別
邸
の

景
観
か
ら
、
近
代
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
読
み
解
く
試
み
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
れ

ら
の
別
邸
群
は
日
中
関
係
史
の
舞
台
と
も
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
清
朝
の
ラ
ス
ト

エ
ン
ペ
ラ
ー
で
あ
っ
た
溥
儀
も
登
場
し
ま
す
。
満
洲
国
皇
帝
と
な
っ
た
溥
儀
が
散
策

し
た
疏
水
の
庭
園
と
は
ど
こ
か
、
本
書
で
確
か
め
て
ぜ
ひ
ご
来
訪
下
さ
い
。

�

著
者
よ
り

吉川弘文館 
5,500円（税込） 

刊行日 2026年2月1日

ワック 
1,980円（税込） 

刊行日 2025年12月15日
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新 刊 紹 介

自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る 

重
度
障
害
者
の
自
立
生
活
移
行

鈴す
ず

木き 

良り
ょ
う（

大
学
社
会
学
部
教
授
）
著

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
病
院
や
入
所
施
設
で
暮
ら
す
障
害
者
が
深
刻
な
影
響
を
受
け
、

そ
の
生
活
や
権
利
の
あ
り
方
が
改
め
て
問
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
国

連
は
、
緊
急
時
に
お
い
て
も
地
域
で
生
活
す
る
権
利
を
保
障
し
、
脱
施
設
化
を
推
進

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
示
し
ま
し
た
。

本
書
は
、
国
立
病
院
機
構
・
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
病
棟
（
以
下
、
筋
ジ
ス
病
棟
）

で
長
期
入
院
し
て
き
た
当
事
者
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
経
験
と
、
自
立
生
活
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
自
立
生
活
へ
の
移
行
支
援
の
実
践
を
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
し

て
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

本
書
で
は
、
京
都
府
と
大
分
県
の
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
先
駆
的
な
実
践

を
対
象
と
し
た
質
的
調
査
を
通
し
て
、
次
の
4
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
分
析
し
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
1
）
筋
ジ
ス
病
棟
へ
の
入
院
に
至
る
経
緯
と
、
そ
れ
を
家
族
・

当
事
者
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
き
た
の
か
、
2
）
筋
ジ
ス
病
棟
で
の
生
活
経
験
、

3
）
コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
た
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
自
立
生
活
移
行
支
援
の
実
践

と
、
そ
れ
に
対
す
る
当
事
者
の
評
価
、
4
）
病
院
生
活
と
退
院
後
の
自
立
生
活
を
当

事
者
は
い
か
に
捉
え
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
し
て
、

筋
ジ
ス
病
棟
の
生
活
研
究
お
よ
び
障
害
者
の
地
域
移
行
研
究
に
新
た
な
知
見
を
提
示

し
て
い
ま
す
。

本
書
は
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
社
会
的
障
壁
の
中
で
、
地
域
で
の
自
立
生
活
を
目

指
す
当
事
者
と
、
そ
れ
を
支
援
す
る
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
の
当
事
者
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
、
自
由
で
人
間
ら
し
い
生
活
の
実
現
を
目
指
し
た
歩
み
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
緊
急
時
を
含
め
、
日
本
に
お
い
て
、
施
設
や
病

院
で
は
な
く
地
域
で
自
立
生
活
す
る
権
利
を
い
か
に
保
障
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え

る
上
で
、
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
一
冊
で
す
。�

著
者
よ
り

明石書店 
7,480円（税込） 

刊行日 2026年2月28日

ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

―
行
動
変
容
で
社
会
的
価
値
を
共
創
す
る
―

瓜う
り
ゅ
う
は
ら

生
原 

葉よ
う

子こ 

（
大
学
商
学
部
教
授
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
）
著

な
ぜ
、
正
し
い
情
報
を
伝
え
て
も
人
は
動
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
す
れ
ば
、

一
人
ひ
と
り
の
行
動
を
、
社
会
課
題
の
解
決
へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

本
書
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』
は
、
こ
の
根
源
的
な
問
い
に
、
理
論
と
実

践
の
両
面
か
ら
応
え
る
一
冊
で
す
。
日
本
初
の
、
国
際
機
関
の
推
奨
基
準
に
準
拠
し

た
体
系
書
と
し
て
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
を
包
括
的
に
整
理
し
ま
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
単
な
る
啓
発
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
々

が
な
ぜ
行
動
に
至
ら
な
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
れ
ば
自
発
的
に
一
歩
を
踏

み
出
せ
る
の
か
を
丁
寧
に
捉
え
、
個
人
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
意
味
の
あ
る

行
動
を
設
計
す
る
学
問
で
あ
り
実
践
で
す
。
本
書
で
は
、
基
本
概
念
、
倫
理
、
戦
略

設
計
、
施
策
策
定
プ
ロ
セ
ス
、
評
価
ま
で
を
体
系
的
に
解
説
し
、
行
動
変
容
を
確
か

な
も
の
に
す
る
23
の
行
動
科
学
理
論
を
、
実
践
に
活
か
せ
る
形
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

読
み
ど
こ
ろ
の
一
つ
は
、
私
が
学
生
た
ち
、
さ
ら
に
は
行
政
や
企
業
と
長
年
取
り

組
ん
で
き
た
多
様
な
実
践
事
例
を
豊
富
に
収
め
て
い
る
点
で
す
。
臓
器
提
供
意
思
表

示
、
医
療
の
エ
コ
活
動
、
防
災
、
生
物
多
様
性
な
ど
、
教
室
で
の
学
び
が
社
会
の
現

場
へ
と
つ
な
が
り
、
若
い
世
代
の
感
性
と
創
造
力
が
新
た
な
社
会
的
価
値
を
生
み
出

す
過
程
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が

机
上
の
理
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
を
動
か
す
力
を
も
つ
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

社
会
は
「
誰
か
」
が
変
え
る
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
納
得
あ
る

行
動
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、
本
書
が
、
よ

り
良
い
社
会
を
共
に
創
る
た
め
の
信
頼
で
き
る
道
標
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

著
者
よ
り

文眞堂 
3,850円（税込） 

刊行日 2025年12月26日
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新 刊 紹 介

こ
ど
も
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
入
門

─
日
本
・
ア
メ
リ
カ
の「
つ
な
が
り
」

の
実
践
か
ら

新し
ん

谷た
に 

龍り
ゅ
う
た
ろ
う

太
朗
（
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部

現
代
こ
ど
も
学
科
准
教
授
）
著

「
制
度
は
あ
っ
て
も
、
支
援
が
必
要
な
人
に
届
く
と
は
限
ら
な
い
」
─
─
本
書
は

こ
の
問
い
か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
に
こ
ど
も
家
庭
庁
が
発
足
し
、「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
が
掲
げ
ら
れ
る
一
方
、
現
場
に
は
子
育
て
家
庭
の
孤
立
や
貧

困
、
格
差
と
い
っ
た
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
米
国
で
の
調
査
や
地
域

の
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
関
わ
る
な
か
で
実
感
し
て
き
た
の
は
、
制

度
と
家
庭
の
あ
い
だ
を
つ
な
ぐ
「
人
の
つ
な
が
り
」
が
持
つ
力
で
し
た
。
本
書
で
は
、

こ
の
「
つ
な
が
り
」
を
鍵
と
し
て
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
子
育
て
支
援
の
実
践
を
比

較
し
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

本
書
で
は
、
私
が
出
会
っ
た
様
々
な
人
に
登
場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
日
本
に

つ
い
て
は
、
地
域
か
ら
自
発
的
に
広
が
っ
た
「
こ
ど
も
食
堂
」
を
取
り
上
げ
、
運
営

者
へ
の
調
査
か
ら
、
食
事
の
提
供
に
と
ど
ま
ら
な
い
居
場
所
づ
く
り
の
様
子
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
人
種
間
格
差
の
解
消
を
目
指
し
て
半
世
紀

に
わ
た
り
展
開
さ
れ
て
き
た
「
ヘ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
や
、
看
護
師
が
家
庭
を
訪
問
す

る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
仕
組
み
を
紹
介
し
、「
来
ら
れ
な
い
人
」
に
ど
う
支
援
を
届
け

る
か
と
い
う
、
日
本
に
も
通
じ
る
課
題
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
初
め
て
学
ぶ
方
に
も
読
み
や
す
い
よ
う
、
各
章
に
問
い
か

け
を
設
け
、
現
場
の
声
を
多
く
盛
り
込
み
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
は
専
門
家
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
地
域
に
生
き
る
一
人
ひ
と
り
が
担
い
手
に
な
り
得
ま
す
。
本
書
を

手
に
取
っ
た
方
が
、
身
近
な
地
域
の
実
践
に
目
を
向
け
、「
自
分
に
で
き
る
つ
な
が

り
づ
く
り
」
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

�

著
者
よ
り

子
ど
も
は
ど
の
よ
う
に 

音
を
聞
い
て
い
る
か

嶋し
ま

田だ 

容よ
う

子こ

（
大
学
リ
サ
ー
チ
・
　
　
　
　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
）
著

本
書
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
特
性
と
、

音
環
境
が
発
達
に
及
ぼ
す
影
響
を
踏

ま
え
、
保
育
・
教
育
の
場
に
お
け
る
「
音
環
境
」
の
扱
い
を
問
い
直
す
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
前
半
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
関
連
研
究
の
知
見
を
整
理
し
紹
介
す
る
。
子
ど

も
は
、
雑
音
の
あ
る
環
境
下
で
音
声
を
聴
き
取
る
こ
と
を
成
人
よ
り
苦
手
と
す
る
。

雑
音
の
多
い
環
境
が
、
言
語
、
認
知
、
記
憶
、
学
習
、
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
発
達
の
多
様
な
側
面
に
負
の
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
こ
と
は
、
国
内
外
の
多
く

の
研
究
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
知
見
は
実
践
現
場
に
十
分

に
は
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
子
ど
も
の
生
活
環
境
に
関
す
る
公
的
指
針
や
評

価
尺
度
に
お
い
て
も
、
音
環
境
が
明
確
な
検
討
項
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
例
は

少
な
い
。
音
が
過
度
に
響
く
環
境
で
多
く
の
子
ど
も
が
長
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
現

状
は
、
子
ど
も
の
育
ち
に
見
え
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
と
協
働
し
て
介
入
研
究
を
お
こ
な
い
、

音
環
境
と
子
ど
も
の
自
己
制
御
、
会
話
の
ス
キ
ル
と
の
関
連
を
検
証
す
る
と
同
時
に
、

各
園
の
実
状
に
合
わ
せ
た
環
境
改
善
の
試
み
を
併
せ
て
お
こ
な
っ
て
き
た
。
本
書
の

後
半
で
は
、
そ
れ
ら
実
践
活
動
の
事
例
を
示
し
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
も
提
示

し
た
。
研
究
者
の
立
場
か
ら
実
践
現
場
へ
知
見
を
周
知
し
つ
つ
、
子
ど
も
の
環
境
へ

の
実
装
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
本
書
の
目
的
で
あ
る
。
子
ど
も
に
関
わ
る
研
究
者
と

し
て
、
子
ど
も
の
発
達
や
環
境
に
つ
い
て
得
ら
れ
た
知
見
を
正
し
く
社
会
へ
伝
え
、

必
要
に
応
じ
て
知
見
の
社
会
的
実
装
に
関
与
す
る
こ
と
も
責
任
の
一
つ
で
あ
る
と
著

者
は
考
え
て
い
る
。
本
書
は
、
研
究
と
実
践
の
融
合
を
通
し
て
、
そ
の
責
任
の
一
端

を
果
た
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

�

著
者
よ
り

新曜社 
2,530円（税込） 

刊行日 2026年3月17日

ミネルヴァ書房 
2,640円（税込） 

刊行日 2026年3月
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同志社
クローズ・アップ

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記

念
事
業
（
以
下
、
記
念
事
業
）

は
２
０
２
１
年
か
ら
始
ま
り
、

来
年
3
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

今
回
の
記
念
事
業
の
特
徴
の
一

つ
が
、
教
職
員
の
自
主
的
な
取

り
組
み
に
よ
り
運
営
さ
れ
る

「
同
志
社
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
以
下
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」

で
あ
り
、
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
事
業
内
容
を
決
め
、
遂
行

し
て
い
く
形
態
と
は
異
な
り
、
在
校
生
、
卒
業
生
、
教
職
員
等
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
様
々
な
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

具
体
化
さ
せ
る
こ
と
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
本
事
業
に
協
力
を
い
た
だ

い
た
学
生
に
よ
る
振
り
返
り
の
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
横
井
和
彦
氏
（�

大
学
経
済
学
部
教
授
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）

パ
ネ
リ
ス
ト
（
6
名
）：

・
木
谷
佳
楠
氏
（�

大
学
神
学
部
准
教
授
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）

・
吉
田
悦
章
氏
（�

大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
教
授
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）

・
池
上　
作
氏
（�

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
事
務
長
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
）

・
長
瀬
拓
也
氏
（�

小
学
校
教
諭
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）

・
福
本
雄
大
氏
（�

広
告
研
究
会add’s

第
25
代
会
長
、
大
学
経
済

学
部
２
０
２
５
年
卒
業
）

・
田
谷
駿
治
氏
（�

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
受
賞
、
ア

ニ
メ
検
討
部
会
委
員
、
大
学
商
学
部
4
年
次
生
）
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D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L
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同志社小学校
Doshisha Elementary School
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志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
を
総
括
す
る
た
め
の
座
談
会

　
　

 
法
人
部  �

 

法
人
事
務
部　
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
事
務
室

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
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横
井 

記
念
事
業
の
目
的
で
あ
る
建
学
の
精
神
の
浸
透
に
つ
い
て
、

卒
業
生
や
在
校
生
、
教
職
員
に
ど
れ
だ
け
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
い

ま
す
か
。

吉
田 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過

程
で
は
、
メ
ン
バ
ー
自
身
も

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通

じ
て
同
志
社
に
つ
い
て
多
く

を
学
び
ま
し
た
。
新
島
研
究

者
の
本
井
先
生
に
よ
る
革
新

的
な
ご
高
話
や
メ
ン
バ
ー
間

で
の
多
面
的
な
議
論
に
よ
り
、

各
メ
ン
バ
ー
の
建
学
の
精
神

等
に
関
す
る
知
識
や
意
識
は
、

相
当
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
メ
ン
バ
ー
間
で
も
同
志
社
を
も
っ

と
よ
く
し
よ
う
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
が
一
致
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ

の
内
容
の
一
部
は
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
（
以
下
、
記

念
式
）
で
配
布
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
「The N

ext D
oshisha

─
─
よ
り
良
い
未
来
を
、
共
に
創
る
」
に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

池
上 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ
ま
で
同
志
社
に
は
な
か
っ
た
文
化

で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
一
つ
進
展
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
複
数
年
に

わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
の
効

果
が
あ
り
、
一
定
程
度
広
ま
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
中
高
や

小
学
校
は
授
業
の
中
に
礼
拝
が
入
っ
て
い
た
り
頻
繁
に
新
島
襄
や
建

学
の
精
神
を
学
ぶ
機
会
が
あ
る
一
方
、
大
学
で
は
礼
拝
に
参
加
す
る

学
生
は
一
部
で
す
が
、
卒
業
生
も
含
め
てD

oshisha N
ew

 D
ay

（
毎
年
11
月
29
日
に
開
催
）
の
講
演
や
新
島
ア
ニ
メ
『
二
百
年
の
夢

を
見
た
。』（
以
下
、
ア
ニ
メ
）
や
同
志
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
賛
美
歌
等
を

通
し
て
建
学
の
精
神
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
瀬 

私
の
学
年
で
は
、
新
島
先
生
の
ア
ニ
メ
を
終
業
式
の
日
に
見

せ
ま
し
た
。
児
童
は
既
に
３
，
４
回
見
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
初

め
て
見
た
よ
う
な
顔
で
見
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ア
ニ
メ
は
大
人
が

思
っ
て
い
る
以
上
に
子
ど
も
た
ち
の
心
に
訴
え
か
け
る
も
の
が
あ
る

よ
う
で
す
。
例
え
ば
明
治
時
代
と
い
っ
て
も
、
6
年
生
以
外
の
小
学

生
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
今
か
ら
１
５
０
年
前
っ
て
い
う
の
が
子
ど

も
た
ち
に
は
十
分
に
認
識
す
る
の
が
難
し
い
。
そ
れ
を
言
葉
で
説
明

す
る
の
に
ど
れ
だ
け
大
変
か
と
考
え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
映
像
を

見
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
ま
す
。

横
井 

学
校
を
超
え
た
繋
が
り
や
教
職
員
、
学
生
、
生
徒
、
卒
業
生

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

木
谷 
記
念
式
の
第
2
部
で
、
八
田
総
長
・
理
事
長
が
キ
リ
ス
ト
教

主
義
を
軸
に
し
た
一
貫
教
育
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
と
述
べ

ワークショップ
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ら
れ
ま
し
た
。
総
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
を
形
に
し
た
い
と
思
い
、

今
年
の
夏
に
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
で
学
ぶ
大
学
生
と
高
校
生
を

対
象
と
し
た
高
大
接
続
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
志
社
の
幼

稚
園
か
ら
小
中
高
ま
で
は
、
毎
日
の
礼
拝
等
で
キ
リ
ス
ト
教
に
触
れ

る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
大
学
で
は
そ
の
よ
う
な
機
会
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
高
校
生
と
共
に
学

ぶ
こ
と
は
、
大
学
生
に
と
っ
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
、
同
志
社
内
で
学
校
間
の
繋
が
り

を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
全
国
の
キ
リ
ス
ト
教
主

義
学
校
と
の
連
携
も
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

横
井 

他
の
機
関
と
の
連
携
強
化
に
繋
が
っ
て
い
る
点
も
、
質
的
な

効
果
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
安
中
市
や
会
津

若
松
市
等
ゆ
か
り
の
地
の
自
治
体
や
地
元
の
同
志
社
校
友
会
の
皆
様
、

同
志
社
同
窓
会
、
同
志
社
関
連
合
唱
団
体
や
大
学
茶
道
部
、
同
志
社

紫
謡
会
等
と
の
連
携
事
業
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ニ
メ
制
作
費
や
、「
新
島
襄
の
足
跡
を
辿
る
ア
メ
リ
カ
ツ

ア
ー
」
で
は
同
志
社
内
4
中
高
の
生
徒
8
名
の
招
待
費
用
の
約
半
分

を
寄
付
金
や
協
賛
金
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
事
業
が
呼
び

水
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
美
徳
で
あ
る
寄
付
に
よ
っ
て
本
事
業
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

横
井 

学
生
の
立
場
で
記
念
事
業
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

感
想
や
気
づ
い
た
点
が
あ
れ
ば
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

福
本 

当
時
、
広
告
研
究
会

の
学
生
と
し
て
記
念
事
業
に

関
わ
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水

『
最
襄
級
』
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
刷
新
し
ま
し
た
。
学
生
の

う
ち
に
何
か
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
た
い
と
思
い
、
発
売

元
や
同
志
社
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
に
自
ら
企
画
を
持
ち
込

み
ま
し
た
。
実
現
ま
で
に
は

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
記
念
事
業
と
い
う
機
会
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
多
く
の
方
を
巻
き
込
み
な
が
ら
形
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
学
生
の
挑
戦
を
受
け
止
め
、
そ
れ

を
実
現
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
土
壌
そ
の
も
の
が
、
同
志
社
ら
し
さ
の

一
つ
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
通
じ
て
、「
同
志
社
ら
し
さ
と
は
何
か
」「
良
心
と
は
何
か
」

を
改
め
て
問
い
直
す
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
１
５
０
周
年
を
一
つ

の
節
目
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
学
生
一
人
ひ
と
り
の
「
や
っ
て
み
た

い
」
が
受
け
止
め
ら
れ
、
新
し
い
挑
戦
が
生
ま
れ
続
け
る
同
志
社
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

小原克博大学長への『最襄級』の報告
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田
谷 

１
年
生
の
時
に
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
制
作
を
私
た
ち
の
チ
ー
ム

に
任
せ
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
そ
の
Ｃ
Ｍ
が
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
で
放
映
さ

れ
た
他
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く
等
、
大
変
貴
重
な

機
会
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
経
験
か
ら
、
１
５
０
周

年
を
一
つ
の
区
切
り
で
終
わ
ら
せ
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
先
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
も
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
同
志
社
を
形
作
っ
て
い
く
の

は
、
今
こ
こ
に
い
る
私
た
ち
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
入
学
さ
れ
る
学
生
や
今
は
ま
だ
幼
い
子

ど
も
た
ち
も
、
未
来
の
同
志
社
を
形
作
っ
て
い
く
担
い
手
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
今
後
社
会
や
世
界
に
誇
れ
る
同
志
社
を
形
作
っ
て
い
け

る
よ
う
、
次
の
世
代
に
何
を
残
し
、
何
を
伝
え
る
の
か
を
、
私
た
ち

自
身
が
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
ま
だ
学
生
の

身
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
な
社
会

人
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

横
井 

こ
れ
ま
で
良
か
っ
た
点
や
成
果
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
課
題
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

木
谷 

反
省
点
と
し
て
は
、
同
志
社
の
未
来
を
担
う
若
い
世
代
の
人

た
ち
を
も
っ
と
巻
き
込
ん
で
記
念
事
業
を
実
施
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た

か
な
と
思
い
ま
す
。
同
志
社
の
園
児
か
ら
中
高
生
、
大
学
生
ま
で
参

加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
お
う
と
す
る
と
、
各
学
校
が
そ
れ

ぞ
れ
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
動
い
て
い
る
た
め
、
な
か
な

か
実
現
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

吉
田 

情
報
通
信
技
術
を
も
う
少
し
効
果
的
に
活
用
し
た
か
っ
た
で

す
。
例
え
ば
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
新
島
に
よ
る
同
志
社
設
立
の

経
緯
を
描
い
た
ア
ニ
メ
も
制
作
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
はYouTube

と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
載
せ
た
こ
と
で
多
く
の
目
に
触
れ
ま

し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
も
大
い
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
学
生
や
そ
の
他
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

よ
り
効
果
的
に
広
報
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
記
念
事
業
で
は
同
志
社
と
早
稲
田
、
慶
應
の
総
長
・
塾
長
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
Ａ
Ｉ
等
が
一

層
高
度
化
す
る
１
７
５
周
年
、
２
０
０
周
年
な
ど
の
節
目
で
は
、
新

島
襄
、
大
隈
重
信
、
福
沢
諭
吉
の
Ａ
Ｉ
ア
バ
タ
ー
に
鼎
談
を
し
て
も

ら
う
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
残
し
た
多
く
の
言
葉
な

ど
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
れ
ば
、
３
人
の
議
論
を
現
代
に
再
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
時
点
で
の
情
報
通
信
技
術
を
十

テレビCMコンテスト最優秀賞作品
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分
に
活
用
し
て
、
周
年
事
業
を
よ

り
意
義
深
い
も
の
と
す
る
こ
と
を

後
世
に
期
待
し
た
い
で
す
。

木
谷 

吉
田
先
生
が
コ
メ
ン
ト
さ

れ
た
よ
う
に
、
昨
年
５
月
に
朝
日

教
育
会
議
「
同
志
社
・
慶
應
・
早

稲
田
が
考
え
る
教
育
の
未
来
」
を

記
念
事
業
の
一
環
で
実
施
し
ま
し

た
。
早
稲
田
と
慶
應
は
ト
ッ
プ
の

私
立
大
学
で
、
同
志
社
は
両
校
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
朝
日
教
育
会
議
で
開
会
祈
祷
を
捧
げ
た
際
に
、
同
志
社

に
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
と
い
う
他
と
は
異
な
る
特
色
が
あ
り
、
そ
れ

が
強
み
で
も
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
新
島
襄
が
宣
教
師
で
あ

っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義

を
ど
の
よ
う
に
継
承
す
る
の
か
は
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

長
瀬 

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
新
島
先
生
の
眠
る
同
志
社
墓
地

に
上
る
山
道
を
整
備
し
ま
し
た
。
大
変
す
ば
ら
し
い
階
段
を
作
っ
て

も
ら
い
、
そ
の
お
か
げ
で
小
さ
な
子
ど
も
で
も
安
全
に
歩
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
想
定
し
な
が
ら
、
安
全
か
つ

丁
寧
に
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
今
後

は
、
学
校
間
交
流
が
す
ご
く
大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
あ
る
同
志
社
の
教
職
員
が
、

こ
う
や
っ
て
お
会
い
し
て
話
し
合
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
す
ご
く
良

い
機
会
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
終
わ
ら
ず
に
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
大
学
の
縦
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
。
同
時
に
本
校
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
私
学
間
の
交
流
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
横
の
繋
が
り
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
同
盟
も
含
め
て
、
学
校
間
の
交
流
を
継
続
的
に
丁
寧
に
続
け

て
い
く
こ
と
が
、
次
へ
の
展
望
に
繋
が
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

横
井 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
自
主
的
に
集
ま
っ
て
く
だ

さ
っ
た
教
職
員
ば
か
り
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と

か
な
と
思
い
ま
す
。
6
年
に
わ
た
っ
て
活
動
を
進
め
て
き
た
わ
け
で

す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
一
つ
の
端
緒
と
し
て
、
各

学
校
が
繋
が
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同

志
社
の
絆
を
一
段
と
強
め
、
創
立
２
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

に
向
か
っ
て
、
と
も
に
歩
み
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

＊�
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
の
事
業
内
容
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

https://150th.doshisha.ed.jp/
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２
０
２
６
年
6
月

5
日
、
今
出
川
校
地

寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と

ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
の
対
話
」
を
開
催

し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
国
際
交
流

基
金
と
の
共
催
に
よ

り
、
政
治
思
想
家
パ

ト
リ
ッ
ク
・
Ｊ
・
デ

ニ
ー
ン
氏
（
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
大
学
教
授
）

を
迎
え
、
現
代
の
自

由
主
義
秩
序
の
課
題
と
今
後
の
政
治
共
同
体
の
あ
り
方
を
多
角
的
に

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
来
場
者
は
２
０
０
名

を
超
え
、
本
テ
ー
マ
へ
の
高
い
関
心
が
示
さ
れ
た
。

冒
頭
、
13
時
よ
り
デ
ニ
ー
ン
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
約

30
分
に
わ
た
り
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
抱
え
る
構
造
的
問
題
と
、
そ
れ

に
対
す
る
ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
思
想
的
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

た
。
と
り
わ
け
、
個
人
の
自
由
の
過
度
な
強
調
が
共
同
体
の
衰
退
を

招
い
た
と
い
う
視
点
か
ら
、
現
代
社
会
に
お
け
る
価
値
の
再
編
の
必

要
性
が
提
示
さ
れ
た
。

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
三
牧
聖
子
教
授
（
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
）、
吉
田
徹
教
授
（
政
策
学
部
）

が
登
壇
し
、
飯
田
健
教
授
（
法
学
部
）
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、

欧
米
に
お
け
る
政
治
的
分
断
、
日
本
社
会
に
お
け
る
制
度
的
課
題
、

さ
ら
に
は
ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ
ル
的
潮
流
の
異
議
や
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
議
論
で
は
、
自
由
と
共
同
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
い
か
に
再
構
築
す
る
か
と
い
う
論
点
が
共
有
さ
れ
、
多
角
的
な
視

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
対
話
」
開
催

　
　

 
大
学  �
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同志社
クローズ・アップ

点
か
ら
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

質
疑
応
答
で
は
来
場
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
質
問
か
ら
、「
制

約
あ
る
自
由
を
育
む
教
育
」、「
日
本
社
会
に
お
け
る
共
通
善
」、「
Ｊ

Ｄ
バ
ン
ス
氏
に
よ
る
ト
ラ
ン
プ
路
線
の
継
承
」
と
い
っ
た
論
点
に
つ

い
て
取
り
上
げ
、
デ
ニ
ー
ン
氏
が
専
門
的
見
地
か
ら
応
答
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
批
判
的
検
討
と

と
も
に
、
そ
の
先
に
あ
る
政
治
的
・
社
会
的
秩
序
の
あ
り
方
を
展
望

す
る
契
機
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
学
術
的
議
論
お
よ
び

政
策
的
検
討
に
資
す
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
た
。
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大
学
で
の
学
び
を
社
会
へ
つ
な
ぐ
。
企
業
と
と
も
に

挑
む
実
践
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
食
品
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』

本
学
食
物
栄
養
科
学
科
食
物
科
学
専
攻
で
は
、
大
学
で
学
ぶ
専
門

知
識
を
社
会
の
現
場
で
活
か
す
力
を
育
む
実
践
型
教
育
と
し
て
、「
食

品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
２
０
１
９
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ

れ
た
課
題
解
決
型
学
習
（PBL

：Project Based Learning

）

科
目
で
あ
り
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
学
生
が
3
年
次
と
な
っ
た
２
０

２
１
年
度
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
京
都
府
お
よ
び
京

都
市
と
の
包
括
連
携
協
定
の
も
と
、
京
都
を
中
心
と
し
た
食
品
関
連

企
業
と
協
働
し
な
が
ら
、
学
生
た
ち
が
実
社
会
の
課
題
解
決
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

■
「
食
品
を
商
品
と
し
て
考
え
る
」
実
践
の
学
び

食
物
科
学
専
攻
で
は
、
食
品
化
学
、
調
理
科
学
、
食
品
流
通
学
、

栄
養
学
な
ど
、「
食
」
に
関
す
る
専
門
知
識
を
体
系
的
に
学
び
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
食
品
業
界
で
は
、
お
い
し
さ
や
栄
養
価
だ
け
で
商

品
が
売
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る

の
か
。
ど
の
よ
う
な
価
格
設

定
が
適
切
な
の
か
。
ど
の
よ

う
に
魅
力
を
伝
え
れ
ば
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
の
か
。
食

品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

こ
う
し
た
実
社
会
の
視
点
を

学
び
な
が
ら
、
食
品
を
「
商

品
」
と
し
て
捉
え
、
生
産
・

加
工
・
流
通
・
販
売
促
進
ま

で
を
総
合
的
に
考
え
ま
す
。

『
食
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

 
女
子
大
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生
活
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学
食
物
栄
養
科
学
科
教
授 

杉す
ぎ

浦う
ら　
実み

の
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同志社
クローズ・アップ

学
生
た
ち
は
企
業
か
ら
提
示
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
対
し
、
市
場
調
査

や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
分
析
を
行
い
、
課
題
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
そ
の
後
、

商
品
コ
ン
セ
プ
ト
の
立
案
、
試
作
品
開
発
、
原
価
計
算
、
販
促
企
画
、

実
証
実
験
な
ど
を
経
て
、
成
果
発
表
会
で
提
案
を
行
い
ま
す
。

授
業
は
「
食
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
」「
食
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Ⅱ
」
の
2
科
目
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
1
年
間
に
わ
た
り
同
じ

チ
ー
ム
で
活
動
し
ま
す
。
学
生
た
ち
は
企
業
担
当
者
と
の
打
ち
合
わ

せ
を
重
ね
な
が
ら
、
自
ら
考
え
、
議
論
し
、
行
動
し
、
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
は
従
来
の
講
義
型
授
業
で
は
得
る
こ

と
の
で
き
な
い
学
び
で
す
。

■
学
生
主
体
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
成
長

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
教
員
が
答
え
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
何
が
課
題
な
の
か
。
な
ぜ
そ
の
商
品
が
売
れ
な
い
の
か
。
ど

の
よ
う
な
価
値
を
提
案
す
れ
ば
消
費
者
に
響
く
の
か
。
学
生
た
ち
は

企
業
担
当
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
課
題
を
発
見
し
、
チ
ー
ム
で
議
論

を
重
ね
な
が
ら
解
決
策
を
模
索
し
ま
す
。
時
に
は
意
見
が
ぶ
つ
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
試
行
錯
誤
こ
そ
が
社
会
で
求
め

ら
れ
る
力
を
育
て
ま
す
。

市
場
調
査
の
結
果
が
予
想
と
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
試
作
品

が
期
待
し
た
評
価
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
改

善
策
を
考
え
、
何
度
も
挑
戦
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
学
生
た
ち
は
課

題
解
決
力
や
実
践
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
考
を
身
に
つ
け
て
い
き

ま
す
。

■
実
社
会
と
つ
な
が
る
商
品
開
発

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
開
発
や
販

売
促
進
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
京
都
産
農
産
物
と
ナ
ッ
ツ

を
活
用
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
開
発
、
米
麹
ピ
ュ
ー
レ
を
活
用
し
た

和
菓
子
の
提
案
、
冷
凍
野
菜
を
使
用
し
た
ホ
テ
ル
朝
食
向
け
完
全
調

理
品
の
開
発
な
ど
、
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
な
か
に
は
実

際
に
商
品
化
さ
れ
、
ホ
テ
ル
や
店
舗
で
販
売
・
提
供
さ
れ
た
事
例
も

あ
り
ま
す
。
学
生
は
商
品
開
発
だ
け
で
な
く
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
制
作
や
販
売

促
進
イ
ベ
ン
ト
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
も
携
わ
り
、
自
分
た
ち

の
ア
イ
デ
ア
が
消
費
者
に
届

く
過
程
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
存
商
品
の
新
た

な
活
用
方
法
を
提
案
し
て
販

売
促
進
に
繋
げ
る
取
り
組
み

や
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

商
品
開
発
に
よ
る
町
興
し
の

活
動
な
ど
、
地
域
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
意
識
し
た
取
り

組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

亀屋良長株式会社との取り組み
「米麹ピューレを使用した健康志向の和菓子の開発」
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学
生
た
ち
は
食
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
新
た
な
価
値
創

造
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

■
学
生
の
声

履
修
し
た
学
生
か
ら
は
、「
商
品
開
発
と
は
レ
シ
ピ
を
考
え
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
市
場
調
査
や
価
格
設
定
、
販
売
方
法

ま
で
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
の

奥
深
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」、「
何
度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
し

た
が
、
チ
ー
ム
で
課
題
を
乗
り
越
え
た
経
験
が
大
き
な
成
長
に
つ
な

が
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

企
業
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
商
品
開
発
を
通
し
て
、
食
品
業
界
で
働

く
自
分
自
身
の
姿
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
学
生
も
多
く
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も
つ
な
が
る
貴
重
な
学
び
の

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
企
業
と
と
も
に
生
み
出
す
新
た
な
価
値

食
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
生
だ
け
で
な
く
、
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
も
多
く
の
価
値
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

学
生
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
や
若
年
女
性
の
リ
ア
ル
な
感
覚
を
商

品
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、「
自
社

だ
け
で
は
思
い
つ
か
な
い
新
し
い
視
点
が
得
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
評

価
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
の
主
要
な
消
費
者
層
と
な

る
若
年
世
代
の
ニ
ー
ズ
や
価
値
観
を
直
接
知
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

市
場
調
査
や
試
作
品
評
価
を
通
し
て
、
企
業
の
商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
に
新
た
な
ヒ
ン
ト
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
や
次
世
代
人
材
育
成
へ
の
参
画
と
い
う
側
面
も
あ
り

ま
す
。
学
生
と
の
協
働
を
通
し
て
、
企
業
の
社
会
的
価
値
向
上
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

■
未
来
の
食
を
担
う
人
材
を
育
て
る

食
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
単
な
る
商
品
開
発
の
授
業
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
専
門
知
識
を
社
会
で
活
か
し
、
課
題
を
発
見
し
、
人
と

協
働
し
な
が
ら
解
決
へ
導
く
力
を
育
む
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
大

学
、
企
業
、
地
域
社
会
、
そ
し
て
学
生
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
知
識
や

経
験
、
発
想
が
交
わ
る
こ
と
で
、

新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま

れ
、
新
た
な
価
値
が
創
造
さ
れ
て

い
ま
す
。
食
の
未
来
を
切
り
拓
く

の
は
、
専
門
知
識
と
実
践
力
を
兼

ね
備
え
た
人
材
で
す
。
本
専
攻
で

は
こ
れ
か
ら
も
、
産
学
連
携
に
よ

る
実
践
教
育
を
通
し
て
、
食
の
未

来
を
担
う
人
材
の
育
成
と
地
域
社

会
へ
の
貢
献
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
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同志社
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一
昔
前
と
は
違
っ
て
、
放
課
後
は
カ
ラ
フ
ル
で
多
様
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る「
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、「
学

プ
ロ
」）
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
校
で
は
十
数

年
前
か
ら
、
教
員
の
「
教
え
た
い
」
と
生
徒
の
「
学
び
た
い
」
が
交

差
す
る
学
び
の
空
間
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
初
年
度
は
わ
ず
か
18

の
企
画
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
年
間
３
０
０
を
超
え

（
一
時
期
４
０
０
を
超
え
る
時
も
あ
り
ま
し
た
）、
多
く
の
学
校
に
模

倣
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
、
私
た
ち
よ
り
も
も
っ
と
発
展
し
た
多
様
な

放
課
後
を
つ
く
っ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

正
課
外
で
あ
る
こ
と

一
番
目
の
特
徴
は
正
課
外
で
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
成
績
も

評
価
も
一
切
つ
か
ず
、
参
加
は
自
由
で
す
の
で
、
ま
さ
に
「
興
味
あ

る
か
ら
」
と
か
純
粋
に
「
学
び
た
い
か
ら
」
と
い
う
有
志
が
集
ま
り

ま
す
。
教
員
や
親
か
ら
褒
め
ら
れ
る
か
ら
と
い
う
動
機
は
な
く
、
他

の
教
育
活
動
と
の
根
本
的
な
違
い
で
は
な
い
か
思
っ
て
い
ま
す
。

教
員
の
「
教
え
た
い
」
が
出
発
点

企
画
は
す
べ
て
手
作
り
で
、
既
製
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
を

買
っ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
教
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
教
科
を
ベ

ー
ス
に
企
画
し
た
り
、
人
脈
を
生
か

し
て
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
大
人

と
生
徒
を
つ
な
げ
る
の
で
す
。
授
業

開
発
と
言
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
授

業
で
は
扱
い
に
く
い
テ
ー
マ
、
教
科

書
か
ら
は
み
出
し
た
内
容
を
試
せ
る

場
で
も
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

の
増
幅
回
路
製
作
か
ら
豚
の
腸
の
解

剖
ま
で
、
企
画
は
と
が
っ
て
い
て
興

味
を
引
く
も
の
が
多
い
で
す
。
体
験
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感
性
Ｏ
Ｓ
と
し
て
の
放
課
後　

-

学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
13
年-
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っ
て
い
ま
す
。

第
一
線
の
大
人
と
直
接
つ
な
が
る

学
校
で
中
学
生
が
出
会
え
る
大
人
は
、
普
通
は
教
職
員
に
限
ら
れ

ま
す
。
学
プ
ロ
で
は
、
研
究
者
、
建
築
家
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
企
業
の

開
発
者
が
、
生
徒
を
対
等
な
相
手
と
し
て
扱
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

楽
天
と
の
ア
プ
リ
開
発
で
は
、
中
学
生
が
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

扱
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
が
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感

を
静
か
に
引
き
上
げ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

気
づ
き
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ

「
気
づ
き
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」
と
い
う
独

自
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
参
加
し
た

企
画
の
気
づ
き
を
、
書
い
て
も
書
か

な
く
て
も
よ
い
の
で
す
が
、
Ａ
４
一

枚
を
超
え
る
文
章
を
寄
せ
て
く
る
生

徒
が
と
き
ど
き
い
ま
す
。
成
績
と
は

関
係
な
い
の
に
で
す
。
積
み
重
な
っ

た
気
づ
き
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
の
蓄
積
は
、
そ

の
生
徒
が
何
者
で
、
ど
こ
へ
向
か
お

う
と
し
て
い
る
の
か
を
映
す
履
歴
に

や
経
験
を
へ
て
思
わ
ず
つ
ぶ
や
く
生
徒
の
「
す
ご
い
！
」
と
い
う
言

葉
に
は
、
も
の
す
ご
く
大
事
な
何
か
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

内
容
の
多
様
性
（
６
つ
の
分
類
）

今
ま
で
の
企
画
を
大
ま
か
に
六
つ
に
分
類
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
Ａ
：
教
員
が
教
え
た
い
こ
と
を
提
供
す
る
も
の
。
Ｂ
：
第
一
線

の
研
究
者
や
建
築
家
と
出
会
わ
せ
る
も
の
。
Ｃ
：
国
境
を
越
え
て
討

論
す
る
も
の
。
Ｄ
：「
中
国
語
講
座
は
な
い
の
で
す
か
」
と
い
う
生

徒
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
も
の
。
Ｅ
：
生
徒
が
講
師
に
な
っ
て
生

徒
に
教
え
る
も
の
。
そ
し
て
、
Ｆ
：
小
さ
な
最
寄
り
駅
の
再
生
や
す

ぐ
き
漬
け
の
復
活
と
い
っ
た
地
域
課
題
に
踏
み
込
む
も
の
な
ど
で
す
。

教
員
発
の
一
色
か
ら
始
ま
っ
た
放
課
後
が
、
気
づ
け
ば
６
種
類
に
な
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同志社
クローズ・アップ

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
学
期
末
、
生
徒
達
に
書
き
溜
め
た
気
づ

き
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
を
印
刷
し
て
返
却
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
に
は
「
お

ー
、
こ
ん
な
こ
と
書
い
て
た
ん
や
！
」
な
ど
当
時
の
自
分
の
気
づ
き

か
ら
、
今
の
自
分
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
い
る
場
面
は
多
い
で
す
。

教
員
自
身
の
小
さ
な
実
現
実
感

企
画
の
立
案
か
ら
実
行
ま
で
は
、
小
さ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
経
験
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
参
加
者
が
2
、
3
名
の
マ
ニ

ア
ッ
ク
な
企
画
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
で
ハ
ン
ド
ル
で
き
る
企
画
は

楽
し
い
で
す
。
こ
の
小
さ
な
実
現
実
感
は
、
大
き
な
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
土
台
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
ぶ
と
教
え
る
の
連
鎖

当
初
は
教
え
ら
れ
る
側
だ
っ
た
生
徒
が
、
企
画
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
、

や
が
て
自
ら
主
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
卒
業
後
も
「
講
師
を
や

ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
戻
っ
て
き
ま
す
。
量
的
な
拡
大
が
、
い
つ
の

間
に
か
生
徒
を
被
教
育
者
か
ら
学
び
空
間
創
造
の
主
体
へ
と
変
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

私
た
ち
は
こ
の
枠
組
み
を
「
感
性
Ｏ
Ｓ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
教

科
学
習
や
国
際
交
流
や
行
事
が
ス
マ
ホ
で
い
う
ア
プ
リ
だ
と
す
れ
ば
、

そ
の
土
台
で
動
く
基
本
Ｏ
Ｓ
ソ
フ
ト
だ
と
思
う
の
で
す
。「
知
り
た

い
」「
面
白
い
」
と
感
じ
て
自

分
か
ら
動
き
出
す
学
び
の
基
盤

に
あ
た
る
経
験
や
、
主
観
的
経

験
を
土
台
に
し
た
感
性
の
よ
う

な
良
質
な
Ｏ
Ｓ
を
築
い
て
こ
そ
、

上
等
な
ア
プ
リ
も
動
く
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
教
育
と
は
・
・
」
と
言
い

切
る
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
学
び
た
い
か
ら
」「
教
え
た
い

か
ら
」
と
い
う
理
由
で
人
が
集

ま
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
を
学
校
の
中
に
確
保
し
て
お
く
こ
と
は
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は

本
年
、
京
都
私
学
振
興
会
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
職
員
一
人
ひ

と
り
の
積
み
重
ね
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
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弦
楽
器
の
導
入

２
０
１
９
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
授
業
で
の
リ
コ
ー
ダ
ー
等
の

管
楽
器
使
用
が
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
弦
楽
器
を
少
し
ず
つ
購
入

し
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
楽
器
が
高
価
な
た
め
数
を
揃
え
授
業
で
使

用
出
来
る
の
は
ま
だ
先
の
話
で
す
。
ま
た
、
弦
楽
器
は
弾
か
な
い
と

楽
器
が
傷
み
ま
す
。
そ
こ
で
生
徒
た
ち
に
週
1
回
弾
い
て
貰
お
う
と

考
え
、
そ
の
募
集
を
か
け
る
と
10
名
ほ
ど
の
中
高
生
が
集
ま
り
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
弦
楽
器
に
非
常
に
興
味
を
持
ち
、
熱
心
に
弾
き
に

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
未
経
験
者
ば
か
り
で
す
が
、
さ
す
が
中

高
生
、
半
年
も
経
つ
と
楽
器
の
腕
も
上
げ
、
中
に
は
経
験
者
で
自
分

の
楽
器
を
持
っ
て
来
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
秋
「
生
徒

有
志
に
よ
る
弦
楽
合
奏
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

演
奏
も
上
達
し
て
い
く
と
弾
い
て
い
る
だ
け
で
は
物
足
り
な
く
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
宗
教
部
と
聖
歌
隊
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
演
奏
も

「
弦
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
研
究
会
」
の
3
年
間
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同志社
クローズ・アップ

し
や
す
い
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
「
ア
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ル
ム
・
コ
ル
プ
ス
」

に
取
り
組
み
、
２
０
２
４
年
２
月
の
中
学
礼
拝
で
披
露
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

弦
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
研
究
会
結
成
へ

一
度
人
前
で
演
奏
す
る
と
当
然
生
徒
か
ら
は
「
次
は
？
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
文
化
祭
や
校
内
で
演
奏
し
て
い
く
た
め

に
研
究
会
の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
４
月
「
弦
楽
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
研
究
会
」
と
し
て
生
徒
部
及
び
学
校
よ
り
承
認
が
下
り
、

週
2
回
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
は
10
月
に
高
校
礼
拝
で
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
「
ソ

プ
ラ
ニ
ー
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
協
奏
曲
ハ
長
調
」、
リ
コ
ー
ダ
ー
独
奏
は

私
が
吹
き
ま
し
た
。
11
月
に
は
文
化
祭
演
奏
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
や
易

し
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
等
、
初
め
て
3
曲
演
奏
し
ま
し
た
。
11
月
末
の

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
灯
式
で
も
初
の
試
み
、
聖
歌
隊
と
共
に
讃
美

歌
を
3
曲
演
奏
し
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
は
10
月
の
高
校
礼
拝
で

バ
ッ
ハ
作
曲
「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」、
11
月
の
文
化
祭
で
は
な
ん
と

高
校
3
年
生
生
徒
の
独
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
よ
る
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
イ
短
調
」
他
、
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
演
奏
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
年
も
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
灯
式

で
聖
歌
隊
と
の
讃
美
歌
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
末
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
演
奏
の
場
を
増
や
す
た

め
に
「
弦
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
同
好
会
」
へ
の
昇
格
願
い
を
行
い
ま
し

た
。
同
好
会
を
経
て
ク
ラ
ブ
と
も
な
れ
ば
大
阪
府
芸
術
文
化
連
盟
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
部
門
等
に
も
加
盟
し
て
他
校
と
演
奏
が
行
え
た
り
、
学

外
で
定
期
演
奏
会
を
開
催
出
来
た
り
す
る
の
で
す
が
、
研
究
会
で
は

校
内
の
み
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

本
校
で
は
約
20
年
前
に
ク
ラ
ブ
新
設
の
凍
結
が
決
ま
っ
て
い
た
よ

う
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
同
好
会
昇
格
が
生
徒
部
及
び
学
校
よ
り
却

下
さ
れ
、
生
徒
た
ち
も
こ
れ
に
は
ガ
ッ
カ
リ
で
し
た
。
し
か
し
生
徒

た
ち
は
常
に
前
向
き
で
、
楽
器
の
腕
も
上
達
さ
せ
な
が
ら
、
研
究
会

と
し
て
出
来
る
こ
と
に
現
在
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
内
に
お
い
て
も
ま
だ
知
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
同
志
社
香
里

中
学
校
・
高
等
学
校
に
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ク
ラ
ブ
が
存
在
し
ま
す
。

是
非
今
後
共
、
本
校
の
「
弦
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
研
究
会
」
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2025年11月文化祭ヴァイオリン協奏曲

2025年11月クリスマスツリー点灯式
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4
月
21
日
、
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ペ
ル
に
て
、
女
子
部
創
立

１
５
０
周
年
記
念
礼
拝
を
守
り
ま
し
た
。
奨
励
題
は
「
見
え
ざ
る
一

本
の
柱
」、
聖
書
は
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二　
四
章
十
八
節
、

本
校
元
校
長
・
森
一
郎
先
生
に
よ
る
奨
励
で
す
。

―
・
―

わ
た
く
し
は
こ
の
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
で
40
年
間
理

科
の
化
学
の
教
師
で
お
世
話
に
な
り
、
今
か
ら
17
年
前
に
定
年
退
職

し
ま
し
た
。
現
在
は
昔
か
ら
女
子
部
と
よ
ば
れ
て
い
る
こ
の
学
校
の

昔
の
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
週
に
一
度
学
校
に
寄
せ
て
い
た
だ
き
調

べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
水
曜
日
、
栄
光
館
の
2
階
の
父

母
の
会
室
あ
る
い
は
静
和
館
地
下
の
図
書
室
に
い
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

女
子
中
高
で
は
従
来
か
ら
今
日
の
4
月
21
日
を
女
子
部
創
立
記
念

日
と
し
て
記
念
礼
拝
と
し
て
守
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
記
念
日
の
礼

拝
の
起
源
は
１
３
０
年
ほ
ど
前
の
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
に
同
志

社
女
学
校
（
私
た
ち
の
学
校
の
前
身
）
が
創
立
の
20
周
年
記
念
式
を

持
っ
た
の
が
最
初
で
、
そ
れ
以
来
、
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
根

拠
・
理
由
は
新
島
先
生
が
記
録
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
『
同
志
社
記
事

（
社
務
第
18
号
）』
と
い
う
同
志
社
に
残
っ
て
い
る
古
い
書
類
に
「
4

月
21
日
柳や

な
ぎ
わ
ら原
邸
に
於
い
て
女
学
校
開
設
ス
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ

と
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。こ
の
開
設
し
た
と
い
う
の
は
１
８
７
７（
明

治
10
）
年
の
4
月
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
今
年
で
は
な

く
来
年
が
１
５
０
周
年
に
な
り
ま
す
。

が
、
な
ぜ
今
年
が
１
５
０
周
年
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
と
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
あ
り
ま
す
。

同
志
社
の
始
ま
り
は
、
１
８
７
５
（
明
治
8
）
年
の
11
月
29
日
に

新
島
襄
、
山
本
覚
馬
と
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
で
あ
る
Ｊ
．
Ｄ
．
デ

イ
ヴ
ィ
ス
の
3
人
に
よ
る
男
子
校
の
同
志
社
英
学
校
の
開
校
で
す
。

こ
の
Ｊ
．
Ｄ
．
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
（
海
外
に
キ

リ
ス
ト
教
を
広
め
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
団
体
の
本
社
）
に
対

し
早
く
か
ら
、
同
志
社
に
は
女
子
の
た
め
に
も
教
育
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
訴
え
、
女
性
の
若
い
宣
教
師
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
て
１
８
７
６（
明
治
9
）年
4
月
に
、Ａ
．

Ｊ
．
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
が
同
志
社
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

見
え
ざ
る
一
本
の
柱　
女
子
部
創
立
１
５
０
周
年
記
念
礼
拝　
森
一
郎
先
生
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子
中
学
校
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教
頭
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清
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か

井い　
由よ
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き
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同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten
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ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
は
そ
の
こ
ろ
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
借
用
し
て
い
た
旧

柳
原
邸
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
男
子
校
の
同
志
社
英
学
校
が
開
校
さ
れ
た
翌
年
の
１
８

７
６
（
明
治
9
）
年
の
10
月
24
日
に
、
同
じ
柳
原
邸
で
こ
の
女
性
宣

教
師
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
先
生
に
よ
っ
て
私
塾Kioto H

om
e

（
当

時
は
ア
メ
リ
カ
に
報
告
す
る
と
き
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
た
）
と
し

て
12
名
の
生
徒
で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ

ー
先
生
が
ア
メ
リ
カ
の
友
人
に
送
っ
た
手
紙
の
内
容
か
ら
わ
か
り
ま

し
た
。
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
最

初
の
一
滴
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
所
は
、
今
の
京
都
御
苑
の

中
の
迎
賓
館
の
位
置
あ
た
り
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
は
京
都
御
苑

と
い
っ
て
も
今
の
よ
う
に
石
垣
が
周
り
を
取
り
囲
ん
だ
も
の
で
な
く
、

紫
宸
殿
の
あ
る
御
所
（
小
御
所
と
よ
く
呼
ん
で
い
ま
す
が
）
を
土
塀

に
囲
ま
れ
た
た
く
さ
ん
の
お
公
家
さ
ん
の
屋
敷
が
取
り
囲
ん
だ
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
空
き
家
状
態
で
、
そ
の
中
の
一
つ

の
空
き
家
に
な
っ
て
い
た
お
公
家
さ
ん
の
柳
原
邸
跡
を
デ
イ
ヴ
ィ
ス

先
生
が
借
り
て
い
ま
し
た
。
こ
の
お
公
家
さ
ん
の
お
屋
敷
か
ら
始
ま

っ
た
私
塾
か
ら
考
え
る
と
学
校
が
始
ま
っ
て
今
年
が
１
５
０
周
年
に

当
た
り
ま
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
の
男
子
校
で
あ
る
同
志
社
英
学
校
か
ら
、

1
年
遅
れ
の
妹
の
女
学
校
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
生
徒
さ
ん
の
思
い
出
に
、「
お
公
家
さ
ん
の
屋
敷
の
跡
で

荒
れ
果
て
た
板
敷
ば
か
り
の
家
を
借
り
て
、
授
業
と
云
う
ほ
ど
で
は

無
い
稽
古
で
始
ま
っ
た
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
さ
さ
や
か
な
芽
生
え

で
す
が
仮
住
ま
い
で
学
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
時
京
都
に
於
い
て
外
国
人
は
住
む
こ
と
に
も
京
都
府
か
ら
許
可

を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
ま
し
て
や
学
校
を
正
式
に

開
設
す
る
権
限
は
与
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
翌

年
の
4
月
に
新
島
襄
先
生
が
代
表
と
し
て
正
式
に
京
都
府
に
申
請
し

て
同
志
社
分
校
女
紅
場
を
開
設
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
以
来
２
０
２
６
年
の
今
日
ま
で
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
先
生
の

私
塾
か
ら
考
え
て
１
５
０
年
間
、
多
く
の
先
生
方
や
更
に
は
生
徒
さ

ん
方
の
働
き
が
あ
っ
て
現
在
の
規
模
の
学
校
に
ま
で
成
長
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
く
何

度
も
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

新
島
先
生
は
京
都
に
、
徳
育
の
基
本

を
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
置
い
た
同
志
社

（
正
式
に
は
官
許
同
志
社
英
学
校
）
を

創
立
さ
れ
ま
し
た
。
徳
育
と
は
学
校
で

学
ん
で
得
た
知
識
を
ど
の
よ
う
に
使
う

か
を
考
え
る
心
を
育
て
る
大
切
な
教
育

で
す
。

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し

て
は
徳
川
幕
府
の
時
代
の
１
６
１
３

（
慶
長
8
）
年
に
禁
止
さ
れ
、
そ
の
禁
止
が
撤
廃
さ
れ
た
の
が
１
８

７
３
（
明
治
6
）
年
で
、
２
６
０
年
も
の
間
、
続
い
て
い
た
わ
け
で

す
。
そ
の
禁
止
が
解
か
れ
て
2
年
後
に
京
都
で
同
志
社
が
生
ま
れ
た

の
で
す
。「
キ
リ
ス
ト
教
は
だ
め
で
す
」と
い
う
こ
と
が
２
６
０
年
間
、

何
代
に
も
わ
た
っ
て
言
い
継
が
れ
て
き
た
、
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
と
い
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う
こ
と
が
十
分
に
浸
透
し
て
い
た
世
の
中
の
風
潮
が
あ
り
、
そ
う
簡

単
に
そ
の
意
識
が
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
志
社
の
根
幹

で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
は
常
に
疑
い
の
目
が
む
け
ら
れ
、
協

力
が
得
に
く
い
周
り
の
状
況
が
存
在
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
ん
な
時
代
に
、Kioto H

om
e

で
あ
る
女
学
校
は
仮
住
ま
い

で
始
ま
り
ま
し
た
。
当
然
、
専
用
校
舎
が
欲
し
い
の
で
す
が
校
舎
を

建
て
る
た
め
の
土
地
探
し
は
非
常
に
困
難
で
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
を

標
榜
す
る
同
志
社
に
対
し
て
は
絶
え
ず
役
人
や
地
主
の
反
対
が
あ
り

周
り
の
疑
惑
の
目
に
阻
ま
れ
、
思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
こ
の
学
校
が
あ
る
場
所
は
お
公
家
さ
ん
の
二
條
家
の
屋
敷
跡
で

こ
れ
を
購
入
す
る
の
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
同
志
社
の
新
島

襄
の
名
義
で
は
売
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
新
島
先
生

を
尊
敬
し
理
解
し
て
い
た
大
沢
善
助
さ
ん
と
い
う
人
に
相
談
し
、
そ

の
結
果
、
近
く
に
住
ん
で
い
た
材
木
商
の
堀
本
利
慶
さ
ん
と
い
う
人

に
頼
ん
で
そ
の
人
の
名
義
で
購
入
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
専

用
校
舎
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
校
舎
の
建
築
か
ら
完
成

す
る
ま
で
そ
の
材
木
商
の
人
の
名
義
で
所
有
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
の
こ
と
で
す
。
学
校
が
始

ま
っ
て
二
年
後
の
こ
と
で
す
。
現
在
の
静
和
館
の
と
こ
ろ
に
あ
た
り

ま
す
。
今
の
場
所
に
移
っ
て
１
４
８
年
目
に
な
り
ま
す
。

こ
の
後
続
い
て
、
１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
、
明
治
政
府
は
天
皇

を
中
心
と
し
て
の
忠
君
愛
国
を
主
旨
と
す
る
教
育
の
理
念
を
表
し
て

い
る
「
教
育
勅
語
」
と
い
う
教
育
の
方
針
（
儒
教
主
義
的
徳
育
の
強

化
で
教
育
理
念
の
指
針
と
な
る
も
の
）
を
発
布
、
続
い
て
１
８
９
９

（
明
治
32
）
年
、文
部
省
は
「
訓
令
一
二
号
」
と
い
う
法
律
を
発
布
し
、

学
校
に
於
い
て
は
宗
教
を
教
え
た
り
宗
教
行
事
を
し
な
い
こ
と
、
と

通
達
し
ま
し
た
。（
公
教
育
で
は
宗
教
の
分
離
を
通
達
し
た
。）
こ
の

法
律
に
従
う
と
同
志
社
女
学
校
と
い
う
の
は
、
法
律
に
規
定
さ
れ
て

い
る
「
同
志
社
高
等
女
学
校
」
と
な
り
、
毎
日
の
礼
拝
を
守
る
こ
と

も
聖
書
を
教
え
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
す
。
同
志
社
は
創

立
の
時
か
ら
礼
拝
を
守
り
、
ま
た
聖
書
を
教
え
る
こ
と
は
そ
の
根
幹

で
す
。
そ
れ
で
同
志
社
は
宗
教
教
育
を
継
続
す
る
た
め
法
令
に
よ
る

「
高
等
女
学
校
」
で
は
な
く
、
学
校
の
格
を
下
げ
て
各
種
学
校
の
道

を
選
ん
だ
の
で
す
。
そ
し
て
「
高
等
女
学
部
」
の
名
称
で
礼
拝
と
聖

書
の
授
業
を
続
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
な
決
断
で
す
。
な
ぜ
な
ら

学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
上
級
学
校
に
進
学
を
希
望
し
て
も
そ
の
資
格

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
す
。

幸
い
同
志
社
に
は
女
子
専
門
学
校
が
で
き
、
試
験
で
高
等
女
学
校

と
同
等
と
認
め
ら
れ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
上
級
学
校
に
は
進
む
資

格
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ほ
と
ん
ど
で
す
。
皆
さ
ん
の
古
い

先
輩
の
方
か
ら
東
京
の
大
学
を
希
望
し
た
が
断
ら
れ
、
別
の
学
校
に

進
学
し
ま
し
た
と
い
う
話
を
直
接
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

ま
で
し
て
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
貫
く
決
断
を
し
た
わ
け
で
す
。（
男

子
校
で
は
徴
兵
免
除
に
資
格
が
な
く
な
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。）

そ
れ
で
も
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
以
後
、
軍
部
の
力
が
政
治
に
対
し

て
強
く
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
に
対
し
て
も
厳
し
く
、
敵
国

の
宗
教
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
こ
と
に
圧
力

を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
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当
時
教
頭
（
実
質
は
校
長
と
同
じ
）
で
あ
っ
た
末
光
信
三
先
生
の

思
い
出
の
記
録
に
は
「
戦
時
中
キ
リ
ス
ト
教
が
ど
ん
な
に
嫌
わ
れ
た

こ
と
か
、
あ
れ
は
敵
国
の
宗
教
だ
と
し
て
軍
人
政
府
か
ら
も
、
国
粋

論
者
か
ら
も
、
極
力
排
斥
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
…
同
志
社
か
ら
キ

リ
ス
ト
教
を
放
棄
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
が
講
ぜ
ら
れ
、

当
時
同
志
社
か
ら
文
部
省
に
申
請
し
て
い
た
授
業
料
値
上
げ
の
問
題

と
交
換
条
件
に
、
高
等
女
学
部
を
高
等
女
学
校
と
せ
よ
と
、
京
都
府

庁
を
通
し
て
伝
達
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
…
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
末
光
先
生
は
京
都
府
か
ら
通
達
し
て
く
る
（
戦
争
を
続
け
る
こ

と
に
繋
が
る
種
々
の
）
行
事
に
は
従
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、「
キ

リ
ス
ト
教
主
義
教
育
が
あ
っ
て
こ
そ
同
志
社
で
あ
る
。」
と
の
考
え

は
守
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
を
見
た
当
時
学
生
で
あ
っ
た

卒
業
生
は
「
末
光
先
生
は
心
は
最
後
ま
で
売
ら
れ
る
事
は
無
か
っ

た
。」
と
証
言
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
周
り
か
ら
の
圧
力
は
さ
ら
に
強
く
な
り
、
つ
い
に
１

９
４
５
（
昭
和
20
）
年
「
同
志
社
高
等
女
学
部
」
は
終
わ
り
4
月
1

日
か
ら
「
同
志
社
高
等
女
学
校
」
に
学
校
名
が
変
更
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
学
校
内
で
の
宗
教
教
育
は
で
き
な
い
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
最
も
大
事
と
す
る
根
幹
が
学
校
内
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
守
る
た
め
に
、
学
校
で
の
朝
礼
の
前

に
学
校
外
に
当
た
る
同
志
社
同
窓
会
の
建
物
を
お
借
り
し
、
有
志
の

生
徒
を
集
め
て
礼
拝
を
守
り
、
土
曜
日
に
は
聖
書
の
授
業
も
続
け
ら

れ
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
8
月
15
日
、
日
本
の
敗
戦
で
戦
争
は
終
結
、
11
月
1

日
か
ら
は
そ
れ
ま
で
礼
拝
と
朝
礼
の
二
本
立
て
で
あ
っ
た
も
の
が
学

校
内
で
礼
拝
と
し
て
こ
こ
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ペ
ル
で
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
の
奏
楽
で
正
式
に
再
開
さ
れ
、
更
に
生
徒
た
ち
に
は
授
業

で
聖
書
も
教
え
ら
れ
同
志
社
と
し
て
高
等
女
学
校
に
は
活
気
が
戻
り

ま
し
た
。

開
校
以
来
、
種
々
問
題
が
あ
っ
て
も
状
況
を
み
て
キ
リ
ス
ト
教
を

徳
育
の
基
本
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
「
一
本
の
柱
」
と
し
て
守

っ
て
き
た
こ
と
は
我
が
同
志
社
の
誇
り
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
守
り
続
け
る
こ
と
が
現
在
の
私
た
ち
の
未
来
へ
受
け

継
ぐ
べ
き
義
務
と
考
え
ま
す
。

毎
日
の
礼
拝
は
（
通
知
簿
に
）
評
価
を
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
同
志
社
に
と
っ
て
は
根
幹
で
あ
り
、
学
校
で
得
た
種
々

の
知
識
を
、
色
々
な
場
面
で
ど
の
よ
う
に
運
用
す
る
か
の
自
分
の
考

え
を
育
て
る
、
す
な
わ
ち
良
心
を
育
成
す
る
大
切
な
時
間
で
す
。
同

志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
最
も
重
要
な

行
事
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
思
い
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
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帰
国
生
徒
が
多
く
集
う
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
、

中
高
大
一
貫
教
育
の
強
み
を
生
か
し
、
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
多
様
な
個

性
・
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
輝
か
せ
る
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
た
ち
が
実
現
し
た
い
こ
と
、
夢
中
に
な
っ

て
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
を
全
力
で
応
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
選
手
と
し
て
小
学
生
の
と
き
か
ら

活
躍
し
、
現
在
も
数
々
の
大
会
で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
い
る
横

井
侑
希
さ
ん
（
高
校
2
年
生
）
を
紹
介
し
ま
す
。

―
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

小
学
3
年
生
の
と
き
、
京
都
市
内
で
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ス
ク
ー
ル

を
運
営
し
て
い
る
監
督
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
い
う
競
技
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
自

身
3
歳
の
頃
か
ら
ず
っ
と
ス
イ
ミ
ン
グ
を
続
け
て
い
て
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
も
同
志
社
小
学
校
で
は
京
都
市
小
学
校
大
文
字
駅
伝
大
会
予
選
会

に
出
場
す
る
な
ど
、
も
と
も
と
か
ら
だ
を
動
か
す
の
が
好
き
だ
っ
た

の
で
、ス
イ
ム
（
水
泳
）、

バ
イ
ク
（
自
転
車
）、

ラ
ン
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

の
総
合
タ
イ
ム
で
順
位

を
競
う
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
は
、
面
白
そ
う
だ
な
、

や
っ
て
み
た
い
な
と
興

味
を
惹
か
れ
ま
し
た
。

―
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
ね
。
実
際

に
練
習
を
始
め
て
、
今
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
と
違
っ
た

こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
、
例
え
ば
ス
イ
ム
か
ら
バ
イ
ク
に
移

行
す
る
と
き
に
、
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
や
ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
て
、

バ
イ
ク
シ
ュ
ー
ズ
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
る
な
ど
次
の
種
目
に

移
る
準
備
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
足
が
水
で
濡
れ
て
い
た
り

す
る
と
、
う
ま
く
シ
ュ
ー
ズ
に
履
き
替
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
初
め

き
ら
り
輝
く
生
徒
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
～
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
魅
力
～
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同志社
クローズ・アップ

て
の
経
験
で
タ
イ
ム
ロ
ス
を
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、「
コ

ツ
コ
ツ
は
勝
つ
コ
ツ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
何
度
も
繰
り
返
し
練

習
す
る
こ
と
で
、
今
で
は
競
技
で
少
し
遅
れ
を
取
っ
て
も
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
で
挽
回
で
き
る
く
ら
い
得
意
に
な
り
ま
し
た
。

―
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
鉄
人
レ
ー
ス
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
今
ま
で
つ
ら
か
っ
た
こ
と
や
苦
し
か
っ
た

こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

中
学
生
に
な
っ
た
と
き
、
監
督
か
ら
「
選
手
チ
ー
ム
で
頑
張
っ
て

み
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
て
、
自
分
も
将
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
国
際

大
会
へ
の
参
加
を
目
標
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
週

3
回
、
早
朝
6
時
か
ら
7
時
前
ま
で
プ
ー
ル
で
泳
い
で
、
そ
の
後
、

学
校
で
授
業
を
受
け
、
選
手
育
成
チ
ー
ム
の
練
習
に
参
加
し
て
夕
方

か
ら
夜
ま
で
バ
イ
ク
や
ラ
ン
の
練
習
、
そ
し
て
体
幹
を
鍛
え
る
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
な
ど
を
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
。
土
曜
や
日
曜
も
練
習
を

休
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
急
に
身
長
が
伸
び
、
思
う
よ
う
に
か

ら
だ
が
動
か
な
か
っ
た
時
期
も
あ
る
の
で
す
が
、
心
肺
機
能
を
高
め

る
た
め
に
長
距
離
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
り
、
誰
か
に
抜
か

さ
れ
て
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
力
を
出
せ
る
よ
う
に
気
持
ち
を
切
り
替
え

た
り
し
て
、
練
習
で
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
て
も
、
小
学
4
年
生
か
ら

ス
ク
ー
ル
で
一
緒
に
切
磋
琢
磨
す
る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
励
ま
し
合
い

な
が
ら
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
普
段
の
努
力
が
順
位
や
タ
イ
ム
と

し
て
目
に
見
え
る
の
で
、
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

―
海
や
川
、
坂
道
な
ど
、
自
然
環
境
を
利
用
し
た
コ

ー
ス
で
難
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

中
学
生
や
高
校
生
の
大
会
で
は
、
岐
阜
県
を
流
れ
る
長
良
川
と
そ

の
周
辺
が
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
舞
台
と
な
り
ま
す
。
流
れ
や
波
の
あ

る
川
で
、
息
継
ぎ
を
し
な
が
ら
前
方
に
浮
か
ぶ
ブ
イ
（
折
り
返
し
の

目
印
）
を
一
瞬
で
視
認
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
は

難
し
く
て
思
う
よ
う
に
か
ら
だ
が
動
か
な
く
て
も
、
毎
日
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
実
戦
を
意
識
し
、
技
術
を
磨
く
こ
と
で
、
ヘ
ッ
ド
ア
ッ
プ

の
と
き
目
だ
け
を
素
早
く
動
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
自
分
が
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
の
を
実
感
で
き
る
の
が
楽
し
い
で
す
ね
。
バ

イ
ク
競
技
で
は
向
か
い
風
が
強
く
て
ペ
ダ
ル
が
重
く
感
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
駆
け
引
き
を
楽
し
み
な
が
ら
美
し
い
コ
ー
ス
を
走
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

―
高
校
生
に
な
っ
て
、
全
国
の
大
会
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
ね
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
は
級
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
認
定
記
録

会
で
の
ス
イ
ム
と
ラ
ン
の
タ
イ
ム
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ
ま
す
。
中

学
生
ま
で
は
23
級
か
ら
24
級
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
状
態
だ

っ
た
の
で
す
が
、
16
歳
に
な
り
、
１
５
０
０
ｍ
か
ら
３
０
０
０
ｍ
へ

と
距
離
が
変
わ
り
ま
し
た
。
初
め
て
３
０
０
０
ｍ
に
挑
戦
し
た
認
定
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記
録
会
で
は
23
級
で
し
た
が
、
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
権
へ
の
出
場
に
必
要

な
22
級
を
突
破
し
21
級
を
取
得

し
ま
し
た
。
Ｕ
19
の
最
高
峰
で
あ

る
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
選
手
権
大
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
）
に
出
場
、

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
の
部
で
8
位
に
入

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も

と
も
と
私
は
ラ
ン
に
苦
手
意
識
が

あ
っ
て
、
思
う
よ
う
な
走
り
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
レ
ベ
ル

の
高
い
大
会
に
出
場
し
、
強
い
選

手
と
競
い
合
う
こ
と
で
、
自
分
の
弱
点
や
克
服
す
べ
き
課
題
が
見
え

て
き
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
5
月
に

開
催
さ
れ
た
大
阪
城
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
２
０
２
５
で
は
、
ス
プ

リ
ン
ト
高
校
生
女
子
に
お
い
て
総
合
1
位
で
優
勝
し
、
ス
プ
リ
ン
ト

女
子
総
合
で
も
優
勝
し
ま
し
た
。
大
阪
城
の
外
堀
が
ス
イ
ム
コ
ー
ス

で
、天
守
閣
を
見
上
げ
な
が
ら
泳
ぐ
の
は
と
て
も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｕ
19
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
競
技
で
は
、
1
位
選
手
の
タ
イ
ム
か

ら
5
％
以
内
の
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
す
れ
ば
、
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
ン
キ
ン
グ

の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
昨
年
出
場
し
た
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
大
会
は
8
位
入
賞
で
し
た
が
、
こ
の
基
準
を

ク
リ
ア
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
順
位
を
上
げ
る
と
と
も
に
、

ト
ッ
プ
と
の
タ
イ
ム
差
を
で
き
る
だ
け
縮
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
ン
キ
ン
グ
に
ラ
ン
ク
イ
ン

し
、
国
際
大
会
に
も
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
世
界
で
活
躍
で
き
る
選
手

に
な
り
た
い
で
す
ね
。

―
最
後
に
、
同
志
社
国
際
中
高
で
学
ん
だ
こ
と
な
ど

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

同
志
社
国
際
中
高
に
は
、
英
語
や
中
国
語
が
話
せ
た
り
、
楽
器
の

演
奏
が
得
意
だ
っ
た
り
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
友

だ
ち
が
周
り
に
た
く
さ
ん
い
て
、
こ
れ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
を

目
指
す
私
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
性
や
個

性
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
が
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。

※
追
記

7
月
26
日
に
行
わ
れ
た
「
第
28
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
選
手
権
（
長
良
川
）、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
」

に
出
場
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
女
子
の
部
4
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
も
獲
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
場
所 

～
蔵
書
数
の
多
さ
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
！
～

皆
さ
ん
は
、「
学
校
で
お
気
に
入
り
の
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。」
と

聞
か
れ
た
ら
、
何
と
答
え
ま
す
か
。
訪
れ
る
と
ほ
っ
と
し
た
り
、
安

心
し
た
り
、
は
た
ま
た
わ
く
わ
く
し
た
り
、
嬉
し
く
な
っ
た
り
。
そ

ん
な
場
所
が
一
つ
で
も
あ
る
と
、
学
校
に
行
く
楽
し
み
が
増
え
る
も

の
で
す
。

同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
に
も
子
ど
も
た
ち
の
お
気
に
入
り
の
場

所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
中
で
も
人
気
の
高
い
図

書
館
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
は
「
図
書
室
」
で
は
な
く
、「
図
書
館
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
校
で
あ
る
本
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
「
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
行
っ
て
き
ま
す
！
」
と
英
語
を
交
え
な
が
ら
図
書
館
に
出
か

け
て
行
く
姿
が
良
く
見
ら
れ
ま
す
。
図
書
館
に
入
る
と
、
扉
の
目
の

前
に
は
保
護
者
会
の
サ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ーSG

の
方
々
が
季
節
ご
と
に
飾
り
付
け
を
し
て
く
だ
さ
る
コ
ル
ク
ボ
ー
ド

が
待
ち
受
け
て
お
り
、
来
館
す
る
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
迎
え
て
く

れ
ま
す
。

本
校
の
図
書
館
の
蔵
書
数
は
二
万
八
千
冊
を
超
え
、
物
語
か
ら
説

明
文
、
図
鑑
や
百
科
事
典
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
科
学
や
自
然
に
か

か
わ
る
雑
誌
や
新
聞
な
ど
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
全
国
図
書
館

協
議
会
の
二
〇
二
五
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
の
小
学
校
図
書
室

の
平
均
蔵
書
数
は
一
万
二
十
三
冊
で
し
た
の
で
、
本
校
の
図
書
館
は

そ
の
約
三
倍
も
本
が
あ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

規
模
の
図
書
館
を
持
っ
て

い
る
小
学
校
は
な
か
な
か

あ
り
ま
せ
ん
。
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
教
育
を
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
英
語
の
本
の

よ
う
こ
そ
！ D

IA Library

へ
！

　
　

 
国
際
学
院  �

初
等
部
副
校
長 

ロ
ハ
ス　
亜あ

紀き

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ
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蔵
書
数
も
多
く
、
子

ど
も
た
ち
は
図
書
バ

ッ
グ
が
は
ち
き
れ
ん

ば
か
り
に
日
英
そ
れ

ぞ
れ
本
を
借
り
て
は
、

嬉
し
そ
う
に
教
室
に

戻
っ
て
い
き
ま
す
。

本
校
の
図
書
館
は

円
形
を
し
て
お
り
、
天
井
が
高
く
、
と
て
も
開
放
的
な
空
間
で
す
。

ま
た
、
ガ
ラ
ス
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
明
る
い
光
が

存
分
に
差
し
込
み
ま
す
。
そ
の
ガ
ラ
ス
の
壁
越
し
に
図
書
館
前
の
中

庭
が
良
く
見
え
る
こ
と
も
自
慢
の
一
つ
で
す
。
休
み
時
間
に
は
遊
具

で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
や
山
の
木
々
が
風
に
そ
よ
ぐ
様
子
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
空
間
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
円
形
の
図
書
館
で
す
が
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
ブ
イ
の
字
を

し
た
校
舎
の
く
ぼ
み
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ブ
イ
の
字

は
鳥
の
羽
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
、
図
書
館
を
卵
に

見
立
て
、
鳥
が
卵
を
温
め
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
学
び
の
中
心
で
あ
る
図
書
館
を
校
舎
の
真
ん
中
に
据
え
、
子

ど
も
た
ち
が
大
き
く
育
ち
、
巣
立
つ
そ
の
日
ま
で
、
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
場
所
で
あ
り
た
い
、
そ
の
よ
う
な
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

休
み
時
間
に
は
本
を
借
り
る
子
ど
も
た
ち
で
あ
ふ
れ
る
図
書
館
で

す
が
、
授
業
で
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
、
本
校
の
三
年
生
は
「
個
人
探
究
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
の
「
好
き
！
」
や
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
興
味
の
あ
る
ト

ピ
ッ
ク
を
選
び
、
一
人
一
人
が
そ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
深
め
て
い
く
学
び

を
行
う
予
定
で
す
。
ま
ず
は
「
自
分
の
気
に
な
る
も
の
」
を
見
つ
け

る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

三
年
生
の
教
員
は
、
図
書
館
司
書
と
協
力
し
、
約
二
四
〇
冊
の
本

を
「
食
べ
物
」「
宇
宙
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
生
き
物
」「
体
・
健
康
」
な

ど
十
二
の
グ
ル
ー
プ
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
多
目

的
ル
ー
ム
の
テ
ー
ブ
ル
十
二

台
に
配
置
し
、
子
ど
も
た
ち
に

自
由
に
手
に
取
ら
せ
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
自
分
が
気
に
な

る
本
を
選
び
、
中
身
を
じ
っ
く

り
見
て
い
き
ま
す
。
も
し
途
中

で
「
こ
れ
は
違
う
な
。」
と
思

っ
た
ら
、
次
の
本
に
移
る
の
で

す
。
自
分
が
「
こ
れ
！
」
と
思

う
本
に
出
合
う
ま
で
、
様
々
な

分
野
の
本
を
の
ぞ
き
見
し
て
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い
き
ま
す
。
こ
の
作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
が
何
に
興
味
が

あ
る
の
か
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
と
も
に
「
図
書
館
に
は
こ
ん

な
本
が
あ
る
ん
だ
な
。」
と
知
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

三
年
生
の
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
後
自
分
の
気
に
な
る
ト
ピ
ッ
ク
を

選
び
、「
な
ぜ
」「
ど
う
し
て
」
を
解
決
す
べ
く
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

個
人
探
究
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

一
年
生
は
、
保
護
者
の
方
に
ご
来
校
い
た
だ
き
、
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
た
ち
に
図
書
館
で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
友
達
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
は
「
今
日
は
誰
の
マ
マ
や
パ
パ
が
ど
ん
な
お
話
を
読
ん

で
く
れ
る
の
か
な
。」
と
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
図
書

館
の
真
ん
中
に
据
え
ら
れ

た
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
ス
ペ
ー

ス
（
ご
ろ
ん
、
と
横
に
な
っ

て
本
が
読
め
る
ス
ペ
ー
ス

で
す
）
に
集
ま
り
、
お
話
に

聞
き
入
り
ま
す
。

六
年
生
は
、
卒
業
発
表
に

あ
た
る
「
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
」
の
準
備
の
た
め
、
図
書

館
を
頻
繁
に
訪
れ
る
予
定

で
す
。
自
分
が
選
ん
だ
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
情
報
を
集
め
、
自
分
の

「
問
い
」
や
「
疑
問
」
を
解
決
す
べ
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
媒
体
を
使
っ
て
リ
サ
ー
チ
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。図

書
館
は
学
び
の
リ
ソ
ー
ス
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
友
達
と
け

ん
か
を
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
心
が
お
れ
そ
う
に
な
っ

た
と
き
。
そ
ん
な
と
き
に
も
是
非
訪
れ
て
ほ
し
い
場
所
で
す
。

絵
本
の
言
葉
に
慰
め
ら
れ
た
り
、
元
気
を
も
ら
っ
た
り
。

本
校
に
と
っ
て
図
書
館
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
み
ん
な
の
お
気
に

入
り
の
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
校
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
是
非
図
書
館
に
も
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。
き
っ
と
、
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場
所
に
な
る
こ
と
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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六
年
生
と
の
出
会
い

同
志
社
小
学
校
で
は
、
毎
年
新
し
く
仲
間
に
な
る
一
年
生
を
、
全

校
を
挙
げ
て
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
四
月
は
、
全
校
児
童
が
新
し
い

仲
間
と
の
出
会
い
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
毎
日
の
よ
う
に

上
級
生
が
一
年
生
の
教
室
を
の
ぞ
き
に
来
て
い
ま
す
。
一
年
生
が
学

校
生
活
に
早
く
慣
れ
る
よ
う
、
教
員
は
も
ち
ろ
ん
、
二
～
六
年
生
の

児
童
が
役
割
を
分
担
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

新
入
生
の
第
一
歩
と
な
る
入
学
式
で
は
、
六
年
生
が
受
付
や
教
室

へ
の
案
内
な
ど
、
様
々
な
場
所
で
お
迎
え
を
担
当
し
ま
す
。
一
年
生

の
教
室
で
は
、
式
が
始
ま
る
ま
で
の
時
間
に
一
緒
に
折
り
紙
を
折
っ

た
り
絵
本
を
読
ん
だ
り
し
て
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。
緊
張
で
体
が

固
く
な
っ
て
い
た
一
年
生
も
、
六
年
生
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
う
ち

に
表
情
が
和
ら
い
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
入
学
式
に
は
六
年
生
と

手
を
つ
な
い
で
入
場
し
ま
す
。
ド
キ
ド
キ
で
い
っ
ぱ
い
の
一
年
生
に

と
っ
て
、
小
学
校
で
初
め
て
出
会
っ
た
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
は
、

か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
な
り
ま
す
。

生
活
の
中
で
の
交
流

小
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
お
掃
除
の
仕
方
は
五
年
生
が

教
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
給
食
の
時
間
に
は
四
年
生
が
準
備
を
し
、

た
く
さ
ん
の
愛
を
受
け
て　
～
た
て
わ
り
活
動
を
通
し
て
～
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緊張していた１年生も、式に向かう頃には 
笑顔が見られるようになります。

６年生のお姉さんが絵本を読んでくれます。
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同志社
クローズ・アップ

徐
々
に
当
番
の
や
り
方
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
四
年
生
も
、
お
手
伝

い
に
行
く
日
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
、
毎
日
張
り
切
っ
て
教
室
に

や
っ
て
来
ま
す
。
一
年
生
も
に
こ
に
こ
と
嬉
し
そ
う
に
「
四
年
生
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
す
。

新
し
い
生
活
の
あ
れ
こ
れ
を
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
か
ら
丁
寧
に

教
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
と
と
も
に
、
ど
ん

ど
ん
新
し
い
絆
が
結
ば
れ
て
い
き
ま
す
。

学
校
生
活
に
少
し
慣
れ
た
頃
に
は
、
六
年
生
と
一
緒
に
遠
足
に
出

か
け
ま
す
。
六
年
生
は
、
グ
ル
ー
プ
散
策
の
コ
ー
ス
を
考
え
た
り
、

一
年
生
が
楽
し
め
る
遊
び
を

企
画
し
た
り
と
、
事
前
に
し

っ
か
り
と
準
備
を
し
て
臨
み

ま
す
。
六
年
生
手
作
り
の
し

お
り
を
も
ら
っ
た
時
、
一
年

生
は
と
っ
て
お
き
の
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
一
緒
に

お
い
し
い
お
弁
当
を
食
べ
、

た
く
さ
ん
遊
ん
だ
時
間
は
、

忘
れ
ら
れ
な
い
素
敵
な
思
い

出
と
な
り
ま
す
。

五
月
に
は
、
二
年
生
が
ペ

ア
に
な
っ
て
学
校
の
案
内
を
し
て
く
れ
ま
す
。
六
月
に
は
、
三
年
生

が
「
お
気
に
入
り
の
場
所
」
を
紹
介
し
、
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
ま
す
。

素
敵
な
招
待
状
を
も
ら
っ
た
り
お
礼
の
お
手
紙
を
書
い
た
り
す
る
こ

と
で
、
一
人
一
人
が
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
七
月
に
は
、
三
年
生
が
夏
祭
り
に
招
待
し
て

く
れ
ま
す
。
射
的
や
水
鉄
砲
遊
び
な
ど
、
三
年
生
が
用
意
し
た
た
く

さ
ん
の
楽
し
い
ブ
ー
ス
を
回
り
、
一
学
期
最
後
の
時
間
を
満
喫
し
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
一
年
生
は
入
学
し
た
そ
の
日
か
ら
上
級
生
か
ら
の

た
く
さ
ん
の
愛
を
受
け
て
生
活
を
送
り
ま
す
。
二
学
期
に
行
う
「
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
一
年
を
通
し
て
掃
除
や
遊
び
を
一
緒

給食を手伝う４年生

113



に
行
う
「
ワ
イ
ル
ド
ロ
ー
バ
ー
活
動
（
縦
割
り
活
動
）」
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
活
動
を
通
し
て
縦
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
二
年
生
に
な
る
頃
に
は
「
わ
た
し
も
あ
ん
な
お
姉
さ
ん
に
な

り
た
い
。」「
六
年
生
に
な
っ
た
ら
、あ
ん
な
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
。」

と
い
う
憧
れ
の
気
持
ち
を
持
っ
て
進
級
し
ま
す
。
同
志
社
小
学
校
の

伝
統
と
し
て
、
下
級
生
へ
の
優
し
い
気
持
ち
と
上
級
生
へ
の
あ
こ
が

れ
が
、
こ
う
し
て
毎
年
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
す
。

６年生となかよし遠足

3年生にお礼のお手紙

２年生と学校たんけん
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同志社
クローズ・アップ

真
剣
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

昨
年
、
こ
の
時
期
に
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
ト
ピ
ッ
ク
で
は
、
本

園
で
子
ど
も
達
が
生
活
を
す
る
様
子
を
通
し
て
、
幼
児
期
の
教
育
に

つ
い
て
ご
紹
介
を
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
、
同
志
社
幼
稚
園
の
園
長
に
な
り
、
今
年
度
で
２
年
目
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
伊
丹
市
の
教
育
委
員
会
事
務
局
に
10
年
ほ

ど
在
籍
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
２
年
目
に
な
っ
た
今
も
、
子
ど
も
達

と
の
生
活
が
新
鮮
で
、
毎
日
出
勤
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。こ

の
４
月
に
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
春
休
み
が
明
け
、
新

学
期
初
日
、
子
ど
も
達
は
登
園
す
る
や
い
な
や
園
庭
に
飛
び
出
し
、

昨
日
ま
で
園
庭
で
遊
ん
で
い
た
か
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
園
庭
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
遊
び
始
め
ま
し
た
。
ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
ど
こ
に
い
る

か
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
花
が
植
え
て
あ
る
プ
ラ
ン
タ
ー
を
力
づ
く

で
動
か
し
、
し
ゃ
が
ん
で
夢
中
に
な
っ
て
ダ
ン
ゴ
ム
シ
を
集
め
始
め

ま
す
。
そ
の
ま
な
ざ
し
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。
入
園
式
を
終
え
る

と
、
新
入
園
児
の
３
歳
児
も
「
ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
ど
こ
に
い
る
の
？
」

と
担
任
に
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
に
先
輩
た
ち
の
真
似
を

し
て
、
草
む
ら
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
そ
ば
に
し
ゃ
が
み
、
ダ
ン
ゴ
ム
シ

を
黙
っ
て
見
つ
め
ま
す
。

子
ど
も
が
夢
中
に
な
っ
た
時
は
ま
っ
す
ぐ
な
ま
な
ざ
し
で
、
真
剣

な
表
情
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
言
で

「
遊
び
」
と
は
言
え
、
そ
の
姿
は

興
味
・
関
心
が
ぐ
っ
と
深
ま
る
瞬

間
で
あ
り
、
遊
び
を
通
し
て
探
求

や
学
び
が
始
ま
る
の
だ
と
、
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。　

真
剣
に
遊
ぶ
経
験

～
小
学
校
教
育
へ
円
滑
に
接
続
す
る
た
め
に
～
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幼
児
期
に
お
け
る
「
遊
び
」

～
学
び
に
深
さ
と
広
が
り
を
も
た
ら
す
、
遊
び
込
み
～

「
幼
児
期
の
教
育
と
小
学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続
の
在
り
方
に
関

す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
に
よ
る
報
告
書
（
以
下
、
報
告
書
）

で
は
、
幼
児
期
の
遊
び
と
は
、
余
暇
活
動
で
は
な
く
、
学
び
そ
の
も

の
で
あ
り
、
幼
児
が
遊
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
（
学
び
に
深
さ

と
広
が
り
を
も
た
ら
す
環
境
）
を
い
か
に
構
築
す
る
か
が
教
員
の
指

導
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
、
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

報
告
書
は
２
０
１
０
年
の
も
の
で
す
が
、
私
自
身
は
こ
の
解
釈
が
わ

か
り
や
す
く
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
用
い
て
い
ま
す
。

左
の
写
真
は
、
５
歳
児
ク
ラ
ス
で
す
。
自
由
に
遊
ぶ
時
間
で
す
が
、

２
名
の
園
児
は
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
を
形
に
す
る
た
め
、
黙
々
と
製

作
を
し
て
い
ま
す
。
５
歳
児
ク
ラ
ス
は
保
護
者
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
空
き
箱
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
皿
な
ど
、
各
家
庭
か
ら
様
々
な

廃
材
を
持
っ
て
き
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
ガ
ム
テ
ー
プ

や
画
用
紙
な
ど
の
素
材

も
環
境
と
し
て
用
意
し
、

子
ど
も
は
自
分
の
遊
び

に
必
要
な
も
の
を
作
り

ま
す
。

左
の
写
真
は
、
カ
タ
ツ
ム
リ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
見
つ
け
た
時
の
も
の

で
す
。
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
達
は
息
を
切
ら
し
、
大
事
件
が
起

こ
っ
た
か
の
よ
う
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
ク
ラ
ス
の

サ
ー
ク
ル
タ
イ
ム
で
カ
タ
ツ
ム
リ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
共
有
を
し
た
よ
う
で
す
。
保
育
室
に
は
既
に
図
鑑
も
用

意
し
て
あ
り
ま
し
た
の
で
、
食
べ
物
を
調
べ
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

学
級
活
動
で
カ
タ
ツ
ム
リ
の
絵
を
描
い
た
り
も
し
ま
し
た
。
家
で
カ

タ
ツ
ム
リ
に
つ
い
て
調
べ
、
紙
に
書
い
て
持
っ
て
き
た
子
ど
も
も
い

ま
す
。
家
か
ら
カ
タ
ツ
ム
リ
図
鑑
を
持
っ
て
来
る
子
ど
も
も
い
ま
し

た
。こ

う
し
て
、
カ
タ
ツ
ム
リ
と
の
出
会
い
、
触
れ
合
い
が
、「
梅
雨

期
の
自
然
に
触
れ
、
興
味
関
心
を
持
つ
」
と
い
う
教
育
課
程
上
の
学

び
に
つ
な
が
り
、
ク
ラ
ス
全
体
の
学
び
と
な
り
ま
す
。

ダ
ン
ゴ
ム
シ
、
廃
材
製
作
、
カ
タ
ツ
ム
リ
の
事
例
は
ど
れ
も
自
由

に
遊
ぶ
時
間
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
子
ど
も
達
に
と
れ
ば
遊
び
な
の

で
す
が
、
そ
の
表
情
や
ま
な
ざ
し
は
ど
の
子
ど
も
も
真
剣
で
す
。５歳児学級活動サークルタイム
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同志社
クローズ・アップ

左
の
写
真

は
４
歳
児
の

学
級
活
動
で

す
。
椅
子
取

り
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
ま
し

た
が
、
椅
子

の
取
り
合
い

で
も
め
て
い
ま
す
。
４
歳
児
の
１
学
期
は
、
折
り
合
い
を
つ
け
る
こ
と

が
ま
だ
難
し
い
で
す
。
両
者
と
も
「
私
の
方
が
先
に
座
っ
た
！
」
と

譲
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
真
剣
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う

な
時
、
担
任
は
必
ず
子
ど
も
に
投
げ
か
け
、
共
に
考
え
ま
す
。
子
ど

も
は
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
の
考
え
を
言
い
ま
す
。「
じ
ゃ
ん
け
ん
で
決

め
た
ら
い
い
。」、「
鬼
決
め
み
た
い
に
し
た
ら
？
」
な
ど
の
声
も
あ
れ
ば
、

泣
き
そ
う
に
な
っ
て
い
る
友
達
の
そ
ば
に
行
き
、
肩
を
撫
で
て
慰
め
る

姿
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
遊
び
の
中
で
は
、
友
達
と

ぶ
つ
か
り
、
時
に
は
我
慢
を
し
た
り
、

友
達
を
慰
め
た
り
、
助
け
た
り
と
、
活

動
に
付
随
し
て
人
と
の
か
か
わ
り
方
、

ル
ー
ル
を
守
る
な
ど
の
社
会
性
を
学
び

ま
す
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
学
び
で
す
。

小
学
校
教
育
へ
接
続
す
る
た
め
に

　
～
「
遊
び
込
み
」
か
ら
「
学
び
込
み
」
へ

今
年
度
に
入
り
６
月
初
旬
、
同
志
社
小
学
校
１
年
生
の
授
業
を
参

観
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
送
り
出
し
た
卒
園
生
の
様
子
を
見
て
き

ま
し
た
。
小
学
校
１
年
生
の
１
学
期
の
姿
を
見
る
こ
と
で
、
幼
児
教

育
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
私
は
常
々
考
え
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
姿
を
見
て
、
幼
稚
園
時
代
に
好
き
な
こ
と
に
出
会
え

て
い
た
だ
ろ
う
か
、
夢
中
に
な
っ
て
物
事
に
取
り
組
む
経
験
を
ど
れ

だ
け
し
た
だ
ろ
う
か
、
喧
嘩
を
し
て
仲
直
り
を
し
て
、
友
達
と
遊
ぶ

こ
と
は
楽
し
い
と
い
う
経
験
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
と
。

幼
児
が
学
ぶ
た
め
の
手
法
は
、
活
動
や
体
験
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
遊

び
」
で
す
。
幼
児
自
身
は
何
か
を
学
ぶ
た
め
に
遊
ん
で
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
楽
し
い
」
か
ら
遊
ぶ
の
で
す
。
た
だ
、
そ
の
「
楽

し
さ
」
の
中
に
は
、
心
地
よ
い
緊
張
感
、
試
行
錯
誤
、
葛
藤
、
集
中
、

没
頭
、
達
成
感
や
充
実
感
な
ど
の
要
素
が
必
要
で
あ
り
、
併
せ
て
人

と
の
よ
り
良
い
関
り
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

幼
稚
園
の
使
命
だ
と
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
遊
び
込

む
」
経
験
が
「
学
び
込
む
」
経
験
に
な
る
の
だ
と
。
そ
の
た
め
に
も
、

子
ど
も
達
に
は
３
年
間
の
幼
稚
園
生
活
の
中
で
「
遊
び
込
む
」
経
験

を
保
障
し
、
小
学
校
以
降
の
教
育
の
土
台
を
丁
寧
に
育
成
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
自
信
を
も
っ
て

小
学
校
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

「カタツムリの足はどこにある
の？」という疑問から、家でカタ
ツムリの体について調べ、紙に書
いて持ってきたもの（５歳児）
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同志社絵本が 2026年 11月に完成同志社絵本が 2026年 11月に完成

同志社創立150周年記念事業の一環として、このたび「同志社絵本」を制作しまし
た。制作は、同志社未来創造プロジェクトメンバーを中心に構成された絵本制作チーム
が企画・検討を進め、絵と文は絵本作家のたちばなさきこさん（1983年同志社女子大学
家政学部卒業）に担当いただきました。
本作品は、現代の同志社に通う小学生と園児が同志社幼稚園で遊んでいる時に栄光館
の模型のオルゴールを見つけ、その音色に導かれて新島襄先生と八重さんが生きた時代
の京都へタイムスリップする物語です。子どもたちが物語を楽しみながら、新島襄先生
と八重さん、そして同志社の歴史や精神に親しみをもてる内容となっています。
11月29日に開催する「Doshisha New Day」では、たち
ばなさきこさんによる絵本の紹介に続き、同志社女子大学
現代社会学部プレイフル・マルシェ研究会の学生による読
み聞かせを実施します。また、当日来場される皆さまには
本絵本をプレゼントする予定です。
さらに同日13時からは、同志社小学校、同志社国際学院
初等部の小学1・2年生および同志社幼稚園の園児を対象
に、「手作り絵本教室」を開催します。たちばなさきこさ
んが講師を務め、プレイフル・マルシェ研究会の学生が子
どもたちの創作をサポートします。

同志社絵本は、以下のページもしくは二次元コードからご覧いただけます。
https://150th.doshisha.ed.jp/150th-info/detail/405

※�絵本をご希望の方は、件名を「同志社絵本希望」とし、氏名・住所・電話番号を明記
のうえ、お問い合わせのメールアドレスまでお申し込みください。お一人様1冊まで
とし、着払いで郵送いたします。（締切：2027年1月末まで）

絵本作家 たちばな さきこさん　メッセージ
卒業生として『同志社絵本』の制作に携わることができ、大変うれし
く思っています。制作にあたっては、同志社幼稚園から大学まで訪問
し、園児や児童、生徒、学生の皆さんが生き生きと学び、活動する姿に
触れました。その経験が絵本のイメージを膨らませる大きな力となりま

した。同志社人ならどなたでも新島襄先生と八重さんにお会いしたいという思いを同志
社の小さな子供たちに託しました。この絵本を通して、新島先生と八重さんのことを知
り、より身近に感じていただければ幸いです。
主な作品
『どうぶつ村のごちそうごよみ』（全4冊・あかね書房）、『おさるのおおきなきのおみ
せ』（ひさかたチャイルド）、『ここはどうぶつセンターえき』『どうぶつてつどうのえ
きべんたいかい』（ひかりのくに）など。月刊絵本では「10ぴきこぶた」シリーズ、「お
さるのきょうだい」シリーズ、「どうぶつてつどう」シリーズなどを手掛けています。

お問い合せ先：�学校法人同志社　創立150周年記念事業事務室 
TEL：075-251-2710　E-mail：ji-150th@mail.doshisha.ac.jp

118



ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内
ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を資料で紹
介する展示施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）年
に竣工し、永らく同志社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重要
文化財に指定されています。
第39回企画展、同志社大学京田辺キャンパス開校40周年記念
「同志社の教育改革―京田辺校地の現在地―」
期　　間：2026年9月1日（火）～11月1日（日）10：00～17：00
場　　所：2階　企画展示室
主　　催：同志社大学同志社社史資料センター
協　　力：同志社大学歴史資料館
2026年4月、同志社大学京田辺キャンパスは開校から40年を迎えました。これを記念
し、同志社と京田辺1の接点から現在までを振り返る企画展を開催いたします。
同志社と京田辺の歴史的な接点は南山義塾という学校でした。1882年4月30日に同志社
の創立者新島襄がこの学校の開校式に参列し、祝辞を述べたことが始まりです。新島は、こ
の学校を通じて、新島とほぼ同年代の京田辺の人々に出会います。彼らは、開校したばかり
の同志社の活動に理解を示し、新島が医学校を設立しようとした時、大学設立のために募金
運動を展開した時に、金銭も含めて支援を続けました。京田辺は新島が挑んだ教育改革に
賛同と援助を惜しみなく提供した人々のゆかりの土地のひとつです。
新島永眠後、およそ100年の月日を経て、1986年京田辺に同志社大学の新しい校地が
開かれました。新しい校地の開校には、校地の狭隘化解消、法令対応など、同志社の経
営陣が並べるいくつかの理由がありました。他方で、同志社で働く教職員、受け入れ側
の京田辺の市民、そして、京田辺の自治体それぞれに立場や意見がありました。その意
見が完全にまとまらずとも、京田辺校地で実施される様々な行事を通じて交流を深め、
現在も同志社と京田辺は共に歩む未来を想像し、創造する歩みが続いています。
本展では、同志社と京田辺の関係性を物語る歴史資料を紹介します。近現代史を物語
る資料のかたちにも注目します。
1 �1997年に綴喜郡田辺町は市制施行に
より京田辺市となりましたが、本展
では一律して「京田辺」と表記して
います。同志社大学京田辺キャンパ
スへの改名は2000年です。

【入 場 料】無料　　【開館時間】10：00～17：00（最終入館 16：30まで）
【閉 館 日】�日曜日（企画展開催中を除く）・月曜日・祝日・4月30日～5月2日・夏期休暇中

の一定期間・年末年始
【場　　所】�同志社大学 今出川キャンパス�

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関をご利用ください。

お問合せ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736

新島襄宛書簡　伊東熊夫（初代南山義塾校長、当時山城製茶会社社長）1888年4月2日付
新島襄の大学設立運動をサポートしていたことを示す資料
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新島旧邸公開のお知らせ新島旧邸公開のお知らせ
　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を公家華族の高松保実が所有していました。新島襄は、この高松邸の一部を賃借して
仮校舎とし、1875（明治8）年11月29日に生徒8名で同志社英学校を開校しました。翌年、
英学校の一部は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸の土地を
入手して自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社
発祥の地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開しています。

【公開期間】4～7月、9～11月、3月
　　　　　①通常公開　�毎週火・木曜日（祝日は閉館）
　　　　　②特別公開　�毎週土曜日�

春の特別公開　2026年4月1日～5日（2026年度分は終了）�
オープンキャンパス　8月1・2日（2026年度分は終了）�
秋の特別公開　10月1～5日�
ホームカミングデー　11月1日�
創立記念日　11月29日�
大学卒業式　2027年3月20～22日

　　　　　※�公開日の詳細はHPをご覧ください。�
https://archives.doshisha.ac.jp/archives/old_mansion/old_mansion.html

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】�①通常公開�

　敷地内から建物内部を見学（建物内部には入場できません）。�
②特別公開�
　敷地内および建物内部（母屋1階と付属屋）に入場できます。�
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】�京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町�

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関をご利用ください。
【団体見学申込】�10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の1週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。※日・月・祝日は閉室

お問合せ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：n-kyutei@mail.doshisha.ac.jp
TEL：075－251－2716　FAX：075－251－2736
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同志社女子大学創立 150周年記念式開催のお知らせ同志社女子大学創立 150周年記念式開催のお知らせ
〜ホームカミングデー 2026を同日開催〜〜ホームカミングデー 2026を同日開催〜

2026年10月24日は、同志社女子大学の創立150周年記念日です。
記念式や特別イベントに加え、ホームカミングデー2026を同日開
催いたします。

日　　時：2026年10月24日（土）　10：00〜17：00
会　　場：女子大学今出川キャンパス　栄光館ファウラーチャペル　他
入場無料・要事前申込み（右の二次元コードより申込みください。）

プログラム
【創立150周年記念式】12：30〜17：00
　第１部　記念式　12：30～14：10
　　　　　�学芸学部音楽学科在学生・卒業生・教員等により編成する同志社女子大学創

立150周年記念管弦楽団・合唱団の演奏と、記念式典を執り行います。

　第２部　創立150周年記念トークセッション　14：30～15：30　
　　　 　俳優・キムラ緑子さん「人生を“好き”で固めろ！〜私からのメッセージ〜」
　　　　　�本学卒業生で俳優のキムラ緑子さんをお迎えした

トークセッションを開催します。
　　　　　�トークセッションの司会やキムラ

さんのお相手としてお話しをお伺
いするのは、同じく本学卒業生
で、MBSアナウンサーの清水麻
椰さんです。

　第３部　卒業生・教職員等による懇親会　16：00～17：00　 
　　　　　�卒業生と教職員、退職教職員による自由懇談会です。

【ホームカミングデー2026】10：00〜17：00
本学のあゆみを知るパネル展、卒業生等によるPR・出展コーナー、図書館及び史料
センター企画展自由見学、スタンプラリー等を予定しています。

お問い合わせ：�同志社女子大学広報部広報室広報課 
TEL：0774-65-8631 
E-mail：koho-t@dwc.doshisha.ac.jp

司会進行：
清水麻椰さん

キムラ緑子さん
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同志社校友会からのお知らせ同志社校友会からのお知らせ

1885年「アルムニ会」として発足したのが、同志社校
友会の始まりで、140年の間に約38万人の会員が存在す
るまでになりました。活動の目的は、卒業生の親睦と
同志社の発展に寄与することです。

コロナ禍においてはアルバイトができず経済的に困窮している学生の食生活サポート
を行いました。
2023年度、コロナ前の状態に戻りつつあったため、食支援については、経済支援から
栄養バランスを考えた支援へと切り替え、大学内の食堂で補食として小鉢の提供をしま
した。2024年度からは、2015年以降実施していた100円朝食を再開させ、朝食摂取を通
じて、規則正しい学生生活を送ってもらえるよう支援をしています。
今後も学生に寄り添った支援を実施していく予定です。

 活動の概要 
①卒業生と繋がる同志社校友会
　�2026年6月現在、国内に48の支部、海外に36の支部が存在してい
ます。現地の校友会が卒業生のみならず学生へのサポートも
行っています。
　�連絡先は、二次元コードまたは、■ 同志社校友会 ■ で検索して
ください。

②大学と繋がる同志社校友会
　�同志社大学が掲げる「同志社大学ビジョン」の推進など大学と連携した活動を
行っています。

③学生を支える同志社校友会
　�「同志社校友会奨学金」、「同志社スポーツ奨学金」、海外留学生支援として
「グローバル人材育成奨学金」など各種給付型の奨学金制度を通じて学生生活が
充実するようサポートを行っています。

同志社校友会本部事務局　　　　　　　
TEL　075-251-4393　　　　　　　　　
E-mail info00@doshisha-alumni.org
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同志社同窓会（これまでの歩みと、年間の諸活動）同志社同窓会（これまでの歩みと、年間の諸活動）
同志社同窓会は今から133年前（1893年）に創設されまし
た。同志社女子部のルーツとなる、アリス・J・スタークウェ
ザー校長の女子塾（京都ホーム）開設から17年後にあたりま
す。初代会長となった能勢（高田）道子の他、湯浅（徳富）
初子、海老名（横井）みやの3名が設立準備委員となり、当時
の女学校卒業生に女学校に関わる有志が加わって、会員96名
で発足しました。第1回年会では「同志社女学校同窓会規則」
（全10条）が制定され、翌年には、現在の『同志社同窓会
報』の前身となる『女学校期報』が発刊されています。
創立時の「同志社女学校同窓会規則」に謳われている精神
は、現在の「同志社同窓会会則」にも受け継がれており、

「キリストの教えに基づき会員相互の交誼を厚くし、同志社と会員との関係を密接にし
て同志社の発展に寄与する」（「同志社同窓会会則」第3条）という目的を実現するた
めに、エンブレムに「地の塩」「世の光」（マタイによる福音書 第5章）のラテン句を
掲げて、母校で培われたキリスト教精神を喚起しております。また一方で、母校への支
援（奨学金贈呈や寄付など）を可能とするために、同志社同窓会館の運営、女子中高の
購買部・食堂の運営、バザー開催などの収益活動を続けています。女子部でのバザー開
催は創設期にM・F・デントンの熱意によって根づいたものですが、バザーでの販売品
を制作する「お仕事会」も長い歴史をもち、現在も有志の会員が同志社同窓会館に集
まって、工夫をこらしたグッズを作ってくださいます。遠方の方も含めて大勢の卒業生
からもご寄贈品をお届けいただき、皆様のご支援にいつも感謝しております。
女子部の諸学校（女子中高、女子大学および旧制の女専、高女）の卒業生・修了生か
らなる、同志社同窓会の会員は、現在では100,000人を超え（会報発送は約65,000）、支
部は62（国内59支部、海外3支部）に及びます。本部は、各支部との連携を保ちつつ、
評議員、常任幹事、幹事による会合を重ね、同窓生と母校をつなぐ、より良い同窓会を
めざして、日々の活動に取り組んでおります。

年間活動（会議・行事・その他）
　　　春（5月）と秋（9月）の幹事会 / 常任幹事会（隔月）/ 評議員会（ほぼ毎月）
　　　7月　同志社同窓会総会（3年に一度、総会前日に支部長会）
　　 10月　バザー（同志社同窓会館）
　　 11月　�同志社リユニオン（学校法人同志社、大学、同志社校友会と共催）に

おいて、同窓会ルームで展示およびコーヒー提供（2026年度は大学京
田辺キャンパス）

　　 12月　ミス・デントン永眠記念墓前礼拝（相国寺 長得院）
　　　2月　新島襄生誕記念会（学校法人同志社、同志社校友会と共催）
　　　3月　女子高、女子大学卒業生対象入会式
　　　　 �奨学金贈呈、会報発行、同志社同窓会館の運営（紫苑会講習として、

ヨーガ、華道、茶道、料理教室を開講 / 貸室）、女子中高の購買部・食
堂の運営、お仕事会など

* ホームページ  https://dojo-doso.org/　* E-mail  dojodoso@juno.ocn.ne.jp

会議
行事

その他

同志社同窓会 
エンブレム
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●同志社広報委員会小委員会委員
〇印委員長

○大学グローバル・コミュニケーション学部教授 脇田　里子
大学神学部教授 森山　央朗
大学文学部教授 山田　　徹

大学社会学部准教授 奥井　　遼
大学法学部教授 坂井　岳夫

大学経済学部准教授 迫田さやか
大学商学部教授 髙橋　広行

大学政策学部教授 野田　　遊
大学文化情報学部准教授 大井　将生

大学理工学部教授 稲岡　恭二
大学生命医科学部准教授 髙柳　真司

大学スポーツ健康科学部准教授 新井　　彩
大学心理学部教授 竹原　卓真

大学グローバル地域文化学部教授 和泉　真澄
女子大学学芸学部教授 関口　英里

女子大学現代社会学部教授 真宮美奈子
女子大学薬学部教授 中澤　洋介

女子大学看護学部教授 杉原百合子
女子大学表象文化学部助教 陰山　　涼

女子大学生活科学部教授 杉浦　　実
中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一

香里中学校・高等学校事務長 池上　　作
女子中学校・高等学校事務長 磯田　信行
国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行

小学校事務長 川嶋　久佳
国際学院事務長 堀岡　英利

幼稚園園長 矢田貴美代
法人事務部長 田中　尚美

大学総合企画部長 吉川　貴士
法人事務部校友同窓課長 内山　一栄

大学学長室総合企画部広報課長 寺本　正芳
女子大学広報部広報室広報課長 川添麻衣子

※職名は同志社広報委員会小委員会発足時のものです。
●編集協力　 アルカダッシュ

●同志社時報の申し込み
・送料（ゆうメール着払い：１冊264円）のみのご負担で

ご講読いただけます。
・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。

・宛先　〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入
同志社大学広報課

同志社時報　第162号
編集人　　脇田里子
発行人　　八田英二

発行　　学校法人同志社
同志社大学広報課

電話（075）251−3120
印刷所　株式会社あおぞら印刷
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く
が
帰
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
し
か
し
、そ
の
後
、新
し
い
学
部・

研
究
科
の
開
設
や
教
育
研
究
施
設
の
充

実
が
進
み
、
大
学
は
文
化
情
報
学
部
、

理
工
学
部
、
生
命
医
科
学
部
、
ス
ポ
ー

ツ
健
康
科
学
部
、
心
理
学
部
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
と

脳
科
学
研
究
科
が
集
ま
り
、
理
系
・
文

理
融
合
系
を
担
う
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
発

展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
大
学
は
、

学
芸
学
部
、
現
代
社
会
学
部
に
加
え
、

薬
学
部
、
看
護
学
部
の
学
部
が
開
設
さ

れ
、
医
療
系
人
材
の
育
成
拠
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
広
大
な
敷
地
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
大
型
実
験
設
備
や
新
た
な
教

育
研
究
施
設
を
整
備
し
、
同
志
社
の
新

し
い
可
能
性
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
指
摘
は
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

ま
た
、
座
談
会
を
通
し
て
強
く
印
象

に
残
る
の
は
「
大
学
の
あ
る
ま
ち
」
と

し
て
の
京
田
辺
市
と
大
学
と
の
関
係
で

す
。
京
田
辺
市
と
両
大
学
と
の
包
括
協

定
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
、

学
生
に
よ
る
地
域
活
動
、
公
共
交
通
の

課
題
解
決
に
向
け
た
産
官
学
連
携
な
ど
、

そ
の
取
り
組
み
は
実
に
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
大
学
で
生
み
出
さ
れ
た
知

を
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
そ
の
も
の
が
学
生
に

と
っ
て
の
学
び
の
場
と
な
り
、
市
民
と

の
交
流
が
学
生
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
大
学
と
地
域
と
の
連

携
の
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。 

40
周
年
は
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
た

め
だ
け
の
節
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少

子
化
に
よ
る
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
、
交
通
や
地
域
と
の
関
係
、
施
設

の
あ
り
方
な
ど
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

に
は
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
べ
き
課
題

も
あ
り
ま
す
。
座
談
会
の
最
後
に
語
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
学
と
地
域
が
お

互
い
の
存
在
を
尊
重
し
、
共
に
発
展
し

て
い
く
関
係
を
さ
ら
に
深
め
な
が
ら
、

こ
の
地
か
ら
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し

て
い
く
こ
と
が
、
次
の
10
年
、
20
年
へ

向
け
た
歩
み
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ご
多
用
の
中
、
本
号
に
ご
寄
稿
い
た

だ
い
た
諸
氏
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
ま

し
て
篤
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
本
号
の
編
集
に
あ
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
広
報
課
の
末
廣
明
日
香
氏
に

も
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
脇
田
）
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『同志社時報』に関するご意見・ご感想をお寄せください。

同
志
社
教
育
の
目
的
は
、
そ
の
神
学
、
政
治
、
文
学
、

科
学
等
に
従
事
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
み
な
精
神
、

活
力
あ
り
、
真
誠
の
自
由
を
愛
し
、
も
っ
て
邦
家
に
尽

す
べ
き
人
物
を
養
成
す
る
を
務
ベ
き
こ
と
。

新
島
襄
の
遺
言
よ
り

『同志社時報』はWEBで見られます！
同志社時報は大学公式ＨＰより全ページ、カラーでご覧いただけます。
是非、WEBからご覧ください。
バックナンバーも無料でご覧いただけます。

スマートフォン・タブレット端末からは、下記コードより
『同志社時報』にアクセスください。
パソコンからは『同志社時報』で検索。

同志社時報

　　　　　　　　　
　私の志

Interview

現
場
で
の
実
践
が
紡
い
で
き
た
一
本
の
道

―
―
大
学
の
政
策
学
部
へ
の
進
学
動
機
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
口　

高
校
時
代
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貧
困
地
域
ス
モ
ー
キ
ー
マ
ウ
ン

テ
ン
を
調
べ
る
機
会
が
あ
り
、
開
発
経
済
や
貧
困
問
題
に
興
味
を
持

っ
た
の
が
原
点
で
す
。
自
分
の
周
り
と
は
ま
っ
た
く
違
う
環
境
を
知

り
、
状
況
を
変
え
た
い
と
い
う
強
い
問
題
意
識
が
芽
生
え
ま
し
た
。

た
だ
し
一
つ
の
分
野
を
深
く
掘
り
下
げ
る
よ
り
は
幅
広
く
勉
強
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
開
設
さ
れ
る
と
知
っ
た
政
策
学

部
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

開
発
経
済
に
関
心
を
抱
い
て
政
策
学
部
へ
。
一
貫
し
て
追
究
し
て
き
た
の
は
「
本

当
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
で
し
た
。
た
ど
り
着
い
た
の
は

「
食
」
と
「
農
業
」
。
土
の
香
る
現
場
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
農
業
の
仕
組
み
づ
く
り
に
挑
む
日
々
を
伺
い
ま
し
た
。

「
食
」
と
い
う
究
極
の
イ
ン
フ
ラ
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

生
産
者
が
報
わ
れ
、持
続
す
る
未
来
へ 

現
場
の一歩
か
ら
食
の
基
盤
を
つ
く
る

田た

口ぐ
ち

沙さ

緒お

理り

さ
ん
（
農
業
法
人
代
表
）

私の
志
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同志社時報は見やすいユニバーサルフォントを採用しています。

座談会  京田辺キャンパス開校 40 周年記念座談会

司
会

　
学
校
法
人
同
志
社 

常
務
理
事

�よ
し

岡お
か

康や
す

博ひ
ろ

出
席
者

大
学
副
学
長
（
京
田
辺
校
地
担
当
）
／ 

文
化
情
報
学
部
教
授

宿や
ど

久ひ
さ

洋ひ
ろ
し

京
田
辺
市
長

上か
み

村む
ら

崇た
か
し

　
氏

女
子
大
学
企
画
部
長
／
現
代
社
会
学
部
教
授

天あ
ま

野の

太た

郎ろ
う

大
学
京
田
辺
校
地
総
務
部
長
／ 

リ
サ
ー
チ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
推
進
機
構
事
務
部
長

水み
ず

船ふ
ね

昌ま
さ

彦ひ
こ

◆特◆集
京田辺市×同志社大学×同志社女子大学
キャンパスの変遷、そして地域と拓く未来像
1986年に開校された京田辺キャンパスは、本年で40周年という節目の年を

迎えました。この間、キャンパスの教育・研究環境は常に進化し、京田辺市も

「大学のあるまち」として目覚ましい発展を続けています。本座談会では京田

辺市長をお迎えし、近年のキャンパスの歩みと地域連携の現在地を振り返ると

ともに、今後のキャンパスの展望、そして地域との共創の未来像について語り

合いました。
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新
島

　襄の
言
葉

大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
教
授

　
　

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　

１
８
８
２
年
（
明
治
15
年
）、
新
島
襄
が
愛
弟
子
の
徳
富
猪
一
郎
（
蘇
峰
）
に
宛
て

た
手
紙
の
一
節
で
す
。
同
志
社
の
発
展
と
、
や
が
て
の
大
学
設
立
を
願
っ
て
各
地
を
奔

走
し
て
い
た
頃
に
書
か
れ
ま
し
た
。
心
を
許
し
た
相
手
だ
か
ら
こ
そ
、
新
島
は
自
ら
の

本
心
を
率
直
に
書
き
記
し
て
い
ま
す
。

新
島
は
こ
こ
で
、
自
分
を
「
日
暮
れ
て
途
遠
く
」、
千
里
を
走
り
き
れ
な
い
「
駑
馬
」

に
す
ぎ
な
い
と
書
き
ま
す
。
日
が
暮
れ
て
も
な
お
道
は
遠
い
、
足
の
遅
い
自
分
に
大
き

な
仕
事
を
や
り
遂
げ
る
力
は
な
い―

―

そ
う
し
た
限
界
の
自
覚
が
、
ま
ず
あ
り
の
ま
ま

に
語
ら
れ
ま
す
。

け
れ
ど
も
新
島
は
、
そ
こ
で
立
ち
止
ま
り
ま
せ
ん
。
た
だ
自
分
の
良
心
を
真
理
に
照

ら
し
て
用
い
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
力
を
す
べ
て
出
し
切
っ
て
一
生
を
終
え
た
い
、
と

続
け
ま
す
。
優
れ
た
才
能
や
、
成
し
遂
げ
た
事
業
の
大
き
さ
で
は
な
く
、
授
か
っ
た
力

を
最
後
ま
で
使
い
切
る
こ
と
に
、
生
き
る
意
味
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
で
す
。

大
き
な
成
果
を
競
い
、
効
率
や
能
力
ば
か
り
が
問
わ
れ
が
ち
な
時
代
に
あ
っ
て
、
新

島
の
こ
の
言
葉
は
静
か
に
問
い
か
け
ま
す
。
自
分
に
与
え
ら
れ
た
力
を
、何
の
た
め
に
、

ど
こ
ま
で
尽
く
し
て
生
き
る
の
か
。
足
の
速
さ
で
は
な
く
、
最
後
ま
で
走
り
き
ろ
う
と

す
る
心
を
、
新
島
は
私
た
ち
に
手
渡
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

生（せい）のごときは日暮れて途（みち）遠く、なお克（よ）
く駑馬（どば）千里を駆（か）くる能（あた）わずといえども、
ただただ我が良心を真理に照準して使用し、天より賦与（ふよ）
するところの力を竭（つく）して一生を終わらんと欲するのみ。
出典：1882 年 7 月 28 日付　徳富猪一郎（蘇峰）宛書簡

同志社編『新島襄の手紙』（岩波文庫）167 頁／『新島襄全集』第 3
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